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県下のほ場整備事業に伴 う埋蔵文化財の発掘調査はすでに13年 目

を迎え、ほ場整備事業の拡大に伴 う発掘調査件数の増加によって種

種の資料や成果が蓄積 されております。

発掘調査で得られたその成果を公開し、広く埋蔵文化財に関する

御理解を深めて頂 く一助にしたいと、ここに昭和60年度に実施いた

しました発掘調査の報告書を4分冊に分けて刊行するものでありま

す。

最後に発掘調査にあたり、御協力頂 きました地元関係者並びに関

係諸機関に対 し、厚 く感謝の意を表すと共に報告書の刊行に御協力

頂きました方々に対 しても厚 くお礼申し上げます。

昭和61年 3月

滋賀県教育委員会教育長

南 光 雄



口

1,本書は県営ほ場整備事業に伴 う埋蔵文化町の発掘調査報告書で、昭和60年度に発掘調査 した

ものである。

2.本調査 は滋賀県農林部 からの依頼により、滋賀県教育委員会を調査主体とし、 (財)滋賀

県文化財保護協会を調査機関として実施 した。

3。 本書には守山市赤野井追跡、守山市赤野井浜追跡、守山市杉江東遺跡、守山市山賀・杉江遺

跡、中主町木部遺跡、中主町比留田遺跡、中主町五条追跡、中主町野田遺跡の報告を収めた。

4.本書で使用した方位は磁針方位に基づき、高さについては東京湾の平均海面を基準としてい

る。

5.本事業の事務局は次のとおりである。

滋賀県教育委員会

文化財保護課長    市 原   浩

課長補佐       中 正 輝 彦

埋蔵文化財係長    林   博 通

ク  技師    葛 野 泰 樹

管理係  主事  ′ 山 本 徳 樹

∞ )滋賀県文化財保護協会

例

理事長

事務局長

埋蔵文化財課長

調査三係長

ク 嘱託

ク 嘱託

総務課長

ク主事

ク嘱託

南   光 雄

江 波 弥太郎

近 藤   滋

大 橋 信 弥

岩 間 信 幸

氏 丸 隆 広

山 下   弘

松 本 暢 弘

中 谷 サカエ

6.本書の執筆 。編集は、調査担当者大橋を中心として岩間、氏九、調査員稲垣正宏、井浦由美、

福井真理子が行い、文章の末尾に執筆者名を付した。

7.出土遺物や写真 。図面については滋賀県教育委員会で保管 している。
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1日

`よ

じめ に

本報告は、守山市における、県営ほ場整備事業守山南部地区十二里工区工事にともない、昭和60年度に実施 し

た発掘調査結果をまとめたものである。総調査面積は約3000∬ である。

調査は、滋賀県教育委員会文化財保護課を調査主体者とし現地調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会調査三

係長・大橋信弥、同調査員稲垣正宏が担当した。調査期間は昭和60年 10月 21日 から昭和60年 12月 31日 までである。

現地では調査補助員として、河野武、久修一郎、久野実、佐野峰生、横谷裕人、政岡伸洋の参加があった。ま

た作業員として、前田磯次、川村末吉、金崎勘治、大友朝子、本村静子、北村みつ、川畑喜美、中田ゆき、山本

きよみ、が協力した。

本書は、稲垣が、これを編集執筆 したが、 2、 位置と環境については、仏教大学学生東高志との共同執筆

る。

2日 位置と環境

赤野井追跡 (十二里地点)は、守山市十二里町5番、302番、241-12番、284-1番、261-1番に所在する。

小字は、南中蛤田、南上蛤田、橋本、中島、立後寺である。

赤野川遺跡 (十二里地点)は野洲川のもたらした土砂により発達 した沖積平野に位置する。

赤野井追跡 (十二塁地点)は、野洲川の現在の北流及び南流と旧河道の境川と江西川の四本を中心に形成され

た沖積平野上の微高地である自然堤防上に立地する遺跡である。当遺跡所在地が自然堤防上であろうとする理由

は、現状において周辺よりやや高位を持ち、基盤層は水はけのよい砂層であること、現状の守山川の流路と直行す

る形で南から北へ流れる自然河川を検出し、その河川がすでに廃川となつていることから、土砂の自然堆積によ

る自然提防の形成が広くおこなわれたことがわかるのである。

ここで、やや視野を大きく拡げて守山市全体の環境を見てみると、守山市域は湖東平野の南西部、野洲川の下

流から湖岸にかけての扇状地性三角州上に位置している。この扇状地は野洲川が例えば信楽山地にみられるよう

な粗粒な花間岩質の山地系、古琵琶湖層群の水口丘陵といった柔かい土壊を開折 。浸食し、その堆積作用によつ

て形成されたものである。豪雨時においては、その多大な土砂の流出によつて氾濫原として不安定な状態ではあ

ったが同時にその肥沃な土壊の恩恵を受けて太古より人々の生産 。生活が展開されてきた。

赤野井遺跡は、ほぼ市の中央部、かつての主流河道である境川の分流の守山川筋に位置している。付近の遺跡

としては、北に隣接する寺中遺跡、西に赤野井浜遺跡、東に吉見西遺跡、南に金ヶ森西遺跡等があり、いずれも

弥生時代の上器片や遺構面を検出しており、古代よりこの地域が水稲耕作を主体とする人々の生活・経済基盤と

して確立していたことをうかがわせる。これらの遺跡はそれ以降も継続して営まれており、また寺院跡である観

音堂遺跡、杉江北 。東遺跡などの鎌倉時代の遺跡の所在が確認されており、弥生時代前期より中世に至る連綿と

した遺跡の存在が周知されている。

赤野井遺跡においても弥生時代を通じての土器片・石斧・石丈等が検出されており、古墳時代の遺跡として、

前期の方形周濤墓、後期の古墳二基、それ以降も鎌倉時代に至るまでの多くの遺物が検出されている。このよう

な複合遺跡の傾向は前述 した周辺遺跡にも当てはまるのであるが、しかしそれ以降の追跡の希薄さは、中世にお
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ける野洲川の氾濫、あるいはその活動に応じた地理諸条件の変化に起因している面があると思われ、これは守山

市全域に言えることであるが、野洲川の活動状況が、その時期の地域の生産を基軸する社会体系に大きな影響を

及したと考えられる。その意味で、この地域の歴史的発展の経過を探るには、野洲川の活動による景観の歴史的

変遷をみることが必須であると思われる。(東、稲垣 )

構

遺構は土器が出土 した遺構 として、S D 001、 S D 002、 S D 003、 S D 004、 S B 003、 S B 004、 畔跡、土 竣 が

あげられる。遺物が出土 しない遺構 として、 S D 005、 S B 001、 S B 002、 があげられる。遺構面 (基盤層上面 )

は、 トレンチ全域にわたって現地表面から浅い地点にある (GL-20～ 40cm)。 また、表土 (耕作土)下層の床土

直下にす ぐ遺構面が存在 し、遺構面より上層に土器包含層は存在 しない。これらの遺構 について、以下各 トレン

チごとに述べることにする。

第 1ト レンチ

S D001

S D 001は 、 トレンチ最西端に部分的に表出 している自然河川である。 S D00Hよ 、南西から北東ヘ トレンチを

貫流 して第 2ト レンチの S D 003、 S D 004に つながる。これら3河川は同一のものが部分的に トレンチ内に表出

しているものである。

S D 001の 、最深部で遺構面下50cmで ある。埋土は、埋土が薄 く層序的に推積 しており、上部は、カクラン等に

より削 られている。埋土のうち第 6層 (褐色泥土)は、S D 003の第 2層 、 S D 004の第 2層 によく似ている。第

6層 は、土師器片が小量出土 しているが、器形等は不明である。

なお、 S D001の埋土の最上部 には、浅 い土羨が3箇所、柱穴のあるピットが2箇所が存在 していた。遺物は

出土 していない。

S D002

S D 002は 、 トレンチ最東端に部分的に表出 している自然河川である。 S D 001は 、東から北西へ流下 してお り

そのさい蛇行 した左岸が トレンチ内に姿を現わしている。S D 002は 、第 3ト レンチのS D 005につながるもの と

みられる。

A― A′ 地点における河底の形状は、段をもっており、最深部は、遺構面より68omを測 る。埋土は層序的に推

積 しており、第 1層 から第4層 まで (ほ とんどすべての埋土)か ら土器を検出 している。

S B 001

S B 001は 、 S D002の 南にある掘立柱建物である。西側 にピット3箇所柱列があり、東側は、ピッ ト4箇所の

柱列である。この柱列はほぼ平行関係にあり、方位は東北東を差す。ピットの深 さは、 5cmか ら15cmを 測 る。ピ

ットの埋土は灰褐色土である。

しかし、この建物跡には疑問を持たれる箇所が多い。第 1に、西列のピットの心々距離は 140 cmで あるのに東

列の心々距離は 180 omで ある。第 2に西列と東列のピットがきっちり対応 しないで、ややずれている。第 3に東

列の北端のピットに対応すべ き西列のピットがない。などの事実から、 S B 001は住居趾でない可能性ももたれ

るのである。

連逗3日
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第 2ト レンチ

S D003

S D003は 、第 2ト レンチの南】ヒ調査の北端にあり、 トレンチを貫流する。西北西の方向に向って流下 してい

ると思われる。 S D003は 、 トレンチの中央部 において、小規模 な分流をつ くっている。最深部は遺構面より88

cmを 測 る。埋土は層序的に埋積 しており、床土直下の第 1層 から第4層 までが土器を包含する。

S D004

S D004は 、第 2ト レンチ、東西調査区東端に表出 している。東北方向を向いてトレンチを貫流する。 最探部

は迪騰面より80cmを測 る。埋土は層序的に堆種 しており、第 1層 と第 2層 が土器を包合する。またこの第 1層 と

第 2層は、 S D003の 第 1層 、第 2層 と土質、 色調とも非常によく似ている。

S B 002

S B 002は、第 2ト レンチ、南耳ヒ調査区、東辺近 くにあり、 1列 3箇所のピットからなる。深 さは12～ 16cmで

あり、 3箇所 とも柱穴を持つ、心々距離は2m52cmで ある。埋土は灰褐色土である。

S B003

S B003は 、第 2ト レンチ、南北調査区、西辺近 くにあり、 1列 5箇所のピットからなる。深 さは12～ 20cmを

測 る。4箇所に柱穴を持つ。心々距離184cmで あり、埋土は灰褐色土である。

S B002、 S B 003と もに東北方向を向いており。ピットは、まったく対応 しないが方位のみは同一性がある。

第 3ト レンチ

S D004

S D004は 、第 3ト レンチ東端部 に表出する自然河川である。南から北へ流下 しており、その位置から言って、

第 1ト レンチ S D001の 下流 と推定 される。川幅は最大で22mと 広 く、最深部で遺構面から約60cmの 深 さである。

遺物は出土 してぃないが、埋土は S D001の ものと非常によく似ている。

S B004

S B 004は 、第 3ト レンチ中央部 にある。二列 (一箇所消滅)七箇所からなるピット群である。中軸は北西方

向を向いており、ピッ トの深 さは20cm～ 6 cmで ある。 4箇所から中世土器が、いずれも完形に近い形で出土 して

いる。これは、住居建築のさい、なんらかの祭斤日的用途をもって、柱穴に埋納 されたものと考えられる。

S B 005

S B004ょ り12m南東 に位置する一列 2箇所のピット群である。一箇所のピットから中世土器が出土 してぃる

が、その用途は S B 004と 同様 と思われる。

4B 連逗

遺物については、観察表にくわしぃ観察はゆだねるので、この頂では、とくにめだった遺物 と遺物の概略をの

べておきたいと思 う。

S D002

第 1層 最上層である。黒色土器、「て」の字状口縁の土師質小皿などが出土 してぃる。黒色土器は椀理 のもの

で、内外面黒色のもの、内面黒色のものがある。灰釉、緑釉の高台は貼付 けで、灰釉はつけがけ施釉である。
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第 2層 、土師器は「て」の字状口縁の小皿が出土 し、つけがけの灰釉の小皿 などがあるが、須恵器杯等時代の

上る遺物が混 る。

第 3層 、最下層であり、須恵器杯、「て」の字状日縁の土師器、黒色土器等が出土する。黒色土器は、いず れも、

横方向のていねいなヘラミガキで調整 される。(内面だけのものと両面 ミガキのものがある。)外面底

部高台内までヘラミガキされる例 もある。土師器については口径 9 cm～ 14cm程度で浅手の杯 と椀 が多

量に出土 している。灰釉、緑釉の出土もみられる。

S D003

第 1層 、布留式期の最終段階の近江系受口甕 (甕、高杯)が出土する。奈良時代の土師器も供伴する。

第 2層、畿内の影響をうけた内面端部肥厚の甕 と近江系の受口甕が混在する。(い ずれも布留式最終段階)高杯、

重などの他 に、 ミニチュア鉢、小型九底壷、小型器台などの祭万E用 品も出土する。

第 3層、第 2層 と同 じ器種構成であるが、他 にミニチュア壷も出上 している。

第4層、甕は畿内系、近江系があるが、時期は、庄内式併行のもの (283)か ら、布留式のもの、布留式より

後出するもの (281、 282、 284～289)がある。

S D004

第 1層 、層位的に混乱がみられ、近世の半磁器湯飲 (317)、 灰釉椀、須恵器杯、弥生式様式甕 (318)布留式

期の畿内系、(316)近江系甕 (314、 315)が出土 している。

第 2層 、布留式期の土器が中心に出土 している器種は、近江系、畿内系甕、底部の非常に退化 した垂 (387、 38

8)に混って庄内式高杯裾部 (405)がある。

S B 004

S B004の 各 Pitか らは二段ナデ調整の土師質皿、「て」の字状口縁の土師質小皿、黒色土器椀などが出上 している。

これらの上器は、諸特微から11世紀のものと考えられる。

S B005

土師質皿はの中に「て」の字状口縁のものも、 2枚混っている。これらの皿 もll世紀のものと考 えられる。

SD002第 3層 の出土遺物 も、SB004、 SB005と 同時期のものと考 えられる。

4。 おわりに

赤野井追跡 (十二里地点)の発堀調査においては、自然河川、掘立柾建物跡を検出した。自然河ナIIの推積土か

らは、非常に多くの土器 (平安、古墳時代)を出土 した。このうち自然河ナII出土の古墳時代遺物は、吉身西、金森

西など同時代の追跡から流下 して来たものであろう。住居跡及び自然河川の平安時代出土遺物は、現十二里村落

の前身の集落に伴 うものと考えられる。
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く
退

化
し
て

い
る
。

技
法

:ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

暗
灰

色
土 成

胎 焼

良
好

。

や
や
軟

質
。

7
口
径
 1
3.
lc
m

底
部

欠
損

体
部

は
内
弯

ぎ
み

に
外
上

方
に
の

び
、
端

部
は
肥

厚
さ
せ

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ
デ

と
思

わ
れ

る
が
マ

メ
ツ
。

乳
褐

色
(内

面
黒

灰
色

)
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
石

英
。
長

石

を
少

し
含

む
。

焼
成

:軟
質

8
回
径
 1
4.
8c
m

回
縁

は
ゆ

る
く
内
弯

し
、

端
部

内
面

下
に
一

条
の
沈

線
を

め
ぐ

ら
す

。

端
部

は
、
上

方
へ

つ
ま
み

出
す

。

技
法

:口
縁

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ
。
他

は
マ

メ
ツ
。

内
面

暗
灰

色

外
面

口
縁

部
暗

灰
色

、
体

部
掘

灰
色

土 成

胎 焼

灰
色

微
砂

粒
を

多
く
含

む
。

や
や
軟

質

口
径

 1
4.
5c
m

底
部

欠
損

乳
褐

色
胎

土
:0
。

5～
l 
mm
位

の
砂

粒
を
少

し
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・ 椀
黒 色 土 器

体
都

は
や

や
内
弯

し
て
外

上
方

に
の

び
、

端
部

は
や

や
外

反
し
て

つ
ま
み

出
し

丸
く
お

さ
め

る
。

端
部

内
側

に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:全
内

面
・

外
面

口
縁

ヨ
コ
ナ

デ
。

他
は

マ
メ

ツ
。

内
面

黒
灰

色
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

灰 釉 ・ 椀

口
径
 1
4.
4c
m

高
台

径
7.
8c
m

器
高

 4
.8
cm

平
坦

な
底

部
か

ら
体

菩
[が

内
弯

ぎ
み

に
の

び
、

端
部

を
上

に
つ

ま
み

あ
げ

て
、

丸
く
お

さ
め

る
。

断
面

三
角

形
の

高
台

が
、

ほ
ぼ

頂
点

で
接

地
し
て
貼

り
つ

い

て
い

る
。

技
法

:外
面

底
部

に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。

他
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
日
縁

内
外

面
に
施

紬
が

あ
る
。

乳
自
灰

色
月台

土
:初

縣
田
な

も
の

か
ら

2m
所

呈
度

ま

で
の
石

英
・

長
石

。
そ
の
他

の

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

緑 釉 。 椀

高
台

径
5.
8c
m

高
台

付
底

部
の

み
残

存
。
底

部
外

周
に
マ

メ
ツ

の
た

め
に

よ
る
、

断
面

円
形

の

高
台

が
ふ

ん
ば

り
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:内
外

面
共

マ
メ

ツ
。

素
地

は
乳
褐

色
(上

師
質

)

施
釉

部
は
暗

緑
色

胎
土

:砂
粒

を
少

し
含

む
。

焼
成

:軟
質

高
台

径
7.
4c
m

底
部

外
周

に
長

め
の

断
面

三
角

形
の

高
台

を
も
つ

。
高

台
は
ふ

ん
ば

り
貼

り
つ

く
。

底
部

は
内
弯

し
な

が
ら
の

び
る
。

技
法

:内
外

面
共

マ
メ

ツ
。

素
地

は
乳

褐
色

(
土

師
質

)

施
釉

は
ほ

ん
の

少
し
残

っ
て

お
り
明

緑

色

胎
土

:白
色

砂
粒

を
少

し
合

む
。

焼
成

:軟
質

土
小

師
皿

質

口
径

 9
,4
cl
n

扁
平

な
底
部

か
ら
口
縁
都

が
短

く
立

ち
あ
が

り
、
屈

曲
外

反
し
て
端
部

を
巻

き

上
げ
丸

く
お

さ
め

る
。
端
部

内
側

に
一
条

の
沈
線

を
施

す
。

技
法

:内
面
底

部
、

日
縁
部

、
外

面
口
縁
都

ヨ
コ
ナ
デ
。
他

は
未

調
整

。

淡
乳

褐
色

胎
土

:微
細

な
石

英
。
長

石
を
少

し
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D 
00
2

第
 2
 

層

回
径
 1
1.
4c
m

持
ち
あ

が
り

ぎ
み

の
底

部
か

ら
、

口
縁

が
短

く
立

ち
あ

が
り
、
急

に
屈

曲
外

反

し
て
端

吉
[を

つ
ま
み

あ
げ

丸
く
お

さ
め

る
。

端
吉
[内

側
に
一

条
の
沈

線
を
施

す

技
法

:底
部

内
面

、
口
縁

内
外

面
ヨ
コ

ナ
デ

。
他

は
未

調
整

。

淡
乳

褐
色

胎
土

:良
好 (微

砂
粒

わ
ず

か
に
含

む
)

焼
成

:や
や
軟

質

。 椀
黒 色 土 器

口
径

 1
3.
8c
ln

底
部

欠
損

口
縁

郡
は
外

方
に
向

っ
て

内
菅

ぎ
み

に
の

び
、

端
部

内
面

に
沈

線
を
有

し
、
外

面
は
強

い
ナ

デ
の

た
め
へ

こ
み

を
有

す
る
。

ま
た
先

端
は

九
く
お

さ
め

る
Э

技
法

:端
郡

外
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

他
は

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

淡
黒

褐
色

胎
土

:微
細

な
長

石
・

石
英

。
そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

口
径

 1
3.
9c
m

口
縁

は
浅

く
内
弯

し
、
端

音
Б
内

面
下

で
二

条
の

沈
線

を
周

ら
す

。

端
都

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

緻
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

(外
面

体
部

や
や

マ
メ

ツ
ぎ
み

)

内
外

面
共

黒
色

断
面

濃
灰

色

胎
土

:精
良

焼
成

:硬
質



― ‘ ―

黒 色 土 器 。 椀

口
径
 1
3.
9c
m

口
縁

は
内
弯

し
な

が
ら
外

に
開

き
ぎ
み

に
の

び
、
端

部
付

近
内

面
に
段

を
も

ち

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
の

あ
と

に
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
面

と
端

部
外

面
黒

色
化

。

素
地

淡
灰

色

内
面

黒
色

外
面

乳
赤

揖
色

胎
土

:砂
粒

を
少

し
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D0
02

宅
層

口
径
 1
3.
lc
m

口
縁

は
内
弯

し
、
端

部
内

面
下

で
一

条
の
沈

線
を
周

ら
す

。

端
都

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

緻
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
。

内
外

面
共

黒
色

断
面

黒
灰

色

月 台
土

:米
青
良

焼
成

:硬
質

須
杯

恵
蓋

器

口
径

  
9。

9c
m

天
丼

 6
.l
cm

器
高

 2
.6
cm

天
丼

部
は

ほ
ぼ
平

坦
、

回
縁

部
は

内
奮

ぎ
み

に
外

方
へ

の
び

る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:天
丼
部

外
面

は
未

調
整

。
他

は
ヨ

ヨ
ナ

デ
。

乳
灰

色
胎

土
:0
.2
～

3コ
面
呈
度

の
石

英
・

長

石
・

黒
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

須 恵 器 ・ 杯

口
径
 1
4.
2c
m

高
台

径
10
.O
cm

器
高

 4
.3
cm

体
部

は
直

線
的

に
立

ち
あ

が
り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

底
部

は
ほ

ぼ
平

坦
で

、
断

面
逆
台

形
の

高
台

が
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:ヨ
コ
ナ
デ
。
は

り
つ
け
高
台
は
、
は

り
つ
け
後
ナ
デ
。

乳
灰

色
胎

土
:微

細
～

l 
mm
の

石
英

。
長

石

そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

灰 釉 ・ 皿

口
径
 1
1.
2c
m

高
台

径
6.
6c
m

器
高

 2
.3
cm

体
部

は
内

弯
ぎ
み

に
立

ち
あ

が
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

断
面

逆
三

角
形

の
高

台
が
張

り
貼

い
て

い
る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
。

底
音
[に

糸
切

り
痕

が
見

ら
れ

る
。

貼
り
つ

け
高

台
で

、
貼

り
つ

け
後

ナ
デ

。

乳
灰

色
胎

土
:精

良

焼
成

:硬
質

緑 釉 ・ 椀

高
台

径
7.
6c
m

底
部

の
み
残

存
。

平
坦

な
底

菩
bよ

り
内

弯
し
て

、
口
縁

部
が
立

ち
上

る
。

外
面

底
部

の
外

周
よ

り
、

断
面

台
形

の
高

台
が

ほ
ば

ま
っ
す

ぐ
下

へ
貼

り
付

し

て
い

る
。

技
法

:外
面
底

部
は

マ
メ

ツ
、
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

内
面

の
底

部
に
沈

線
が

め
ぐ
っ

て
い

る
。

素
地

乳
褐

色
(土

師
質

)
胎

土
:微

細
～

1皿
位

の
長

石
・

石
英

。
そ

の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

土 師 器 ・ 椀

口
径

 1
4.
2c
ln

底
部

欠
損

。
口
縁

は
内
弯

ぎ
み

に
外

方
に
向

っ
て

の
び

る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

マ
メ

ツ
。

乳
褐

色
胎

土
:微

細
～

1闘
程

度
ま
で

の
長

石

・
石

英
・

黒
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

S 
D 
Oo
2

第
 4
 

層

土 師 器 ・ 皿

24
口
径
 1
6.
8c
m

底
径
 1
3.
Oc
m

平
坦

な
底

部
よ

り
内

弯
し
て

口
縁

郡
が
立

ち
上

が
り
。

端
部

近
く
で
外

反
し
、

先
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

乳
赤

褐
色

胎
土

:微
細

～
0.
5m
位

の
長

石
・

石

英
・

ク
サ

リ
礫

を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
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郎 航 謝

庭
径

 8
.8
cm

体
部

は
内
弯

ぎ
み

に
立

ち
上

が
る
。

底
都

は
ほ
ば
平

坦
。

技
法

:内
面

は
ヨ
コ
ナ
デ
、
底
部

内
面

は
未

調
整

。
外

面
は
マ

メ
ツ
。

底
都

は
未

調
整

。

乳
灰

褐
色

胎
土

l 
mm
位

の
長

石
・

黒
ウ

ン
モ

と

微
細

な
金

ウ
ン
モ

を
含

む
。

軟
質

焼
成

黒 色 土 器 ・ 椀

26
口
径
 1
5.
4c
m

底
部

欠
損

。
体

都
は
内
弯

し
て
外

上
方

に
の

び
、

口
縁

は
端
都

を
斜

め
上

方
に

つ
ま
み
出

し
丸

く
お

さ
め

る
。
端
部

内
側

に
一

条
の
沈
線

を
め

ぐ
ら
す
。

技
法

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

口
縁
端
部

及
び
外

面
ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐
色

(内
面
・

外
面

口
縁

黒
色

)
胎

土
:0
。

5～
1剛

位
の

砂
粒

を
少

し

含
む

。

焼
成

:や
や
硬

質

須 恵 器 。 杯

口
径

 1
4.
2c
m

底
郡

欠
損

。

体
部

は
外

上
方

に
ま

っ
す

ぐ
に
開

き
、

端
都

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

に
ヨ

コ
ナ

デ
。

青
灰

色
胎

土
:微

細
な
石

英
。
長

石
を
少

し
含

む
。

焼
成

:硬
質

径

径 ム コ 高

口 古 回 器

14
,O
cl
n

9,
9c
ll
l

5。
lc
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

音
卜
か

ら
、
体

部
が
外

上
方

に
ま

っ
す

ぐ
の

び
、
端

都
は

丸
く
お

さ
め

る
。
底

著
b外

周
に
断

面
台

形
の

中
央

が
凹

ん
だ
高

台
が

ま
っ
す

ぐ
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:全
内

面
・

外
面
体

部
口
縁

ヨ
コ

ナ
デ
。

外
面

底
都

回
転

糸
切

り
痕

。

青
灰

色
胎

土
:微

細
な
石

英
・

長
石

・
黒

色
砂

粒
を
少

し
含

む
。

焼
成

:硬
質

高
台

径
10
。
4c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
よ

り
内
弯

し
て

口
縁

都
が
立

ち
上

る
。
底

都
外

面
の
外

周
よ

り
断

面
四

角
形

の
比

較
的

短
く
凹

面
を
有

し
て

内
傾

す
る
高

台
を
貼

り
つ

け
る

技
法

:外
面

底
部

の
高

台
よ

り
、

内
イ員
1の

%は
未

調
整

。

内
面

底
部

の
%は

不
定

方
行

の
ナ

デ
。

他
は

ヨ
コ

ナ
デ

。

灰
色

胎
土

:微
細

～
2 
mm
位

の
長

石
そ
の
他

の
砂

粒
を
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

土 師 器 。 小 皿

径 径 高

回 底 器

10
.8
cm

4.
3c
m

l.
5c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
口
縁

が
内
弯

ぎ
み

に
短

く
立

ち
あ

が
り
、
屈

曲
外

反
し

て
端

部
を
つ

ま
み
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:底
部

内
面

八
ケ

ロ
調

整
。

口
縁

内
外

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

底
菩
[外

面
未

調
整

。

淡
灰

褐
色

胎
土

:0
.5
mm
位

の
石

英
。
長

石
を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D 
00
2

第
 3
 

躍

土 師 器 ・ 小 皿

口
径
 1
0.
5c
m

器
高

 1
.3
cm

口
縁

菩
[は

体
部

と
の
境

で
大

き
く
屈

曲
し
て
水

平
方

向
に
外

へ
の

び
、
端

部
は

九
く・
お

さ
め

る
。

技
法

:口
縁

都
は

ヨ
コ

ナ
デ

、
底

都
、
体

部
は
未

調
整

。

底
都

内
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
の
後

八
ケ

ロ
。

乳
灰

褐
色

胎
土

:0
。

5～
2 
mm
イ
立
の
長

石
・
微

砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:軟
質

口
径
 1
1,
3c
m

丸
い
底
菩
[か

ら
体

都
力
1夫

く
内
弯

ぎ
み

に
開

き
、

口
縁
部

は
屈

曲
外

反
し
水
平

乳
赤

褐
色

胎
土

:2
 m
m位

の
砂

粒
数

個
と
微

砂
粒



― 解 ―

土
/」
ヽ

師
皿

器

方
向

に
の

び
、
端

部
を
上

方
に
巻

き
こ

む
。

端
部

手
前

で
段

を
と

り
、

内
側

に

沈
線

を
施

す
。

技
法

:全
内

面
。
外

面
口
縁

ヨ
コ

ナ
デ
。

他
は
未

調
整

。

を
少

し
含

む
。

焼
成

:硬
質

口
径
 

ユ
.O
cm

扁
平

な
器

形
で

あ
る
。

回
縁

部
と
体

部
の
境

界
が
大

き
く
外

反
し
、
端

部
は
肥

厚
さ
せ

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:外
面

の
端

部
付

近
か

ら
底

部
に

か
け

て
は
未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

い
ず

れ
も
マ

メ
ツ
。

乳
掲

色
胎

土
:0
.2
～

2m
位

の
砂

粒
を
含

む
。
I 
SD
oo
2

焼
成

:や
や

硬
質
  
  
  
  
|

| 1第

3層

土
/1
ヽ

師
皿

器

回
径
  
10
.6
cm

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
口
縁

が
内

弯
ぎ
み

に
短

く
立

ち
あ

が
り
屈

曲
外

反
し
て

端
部

を
つ

ま
み

あ
げ
丸

く
お

さ
め

る
。

端
部

内
側

に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:内
面

底
部

回
縁

、
外

面
口
縁

ヨ
ヨ
ナ

デ
。
他

は
未

調
整

。

淡
乳

褐
色

胎
土

:良
好 (微

砂
粒

少
し
含

む
)

焼
成

:や
や
硬

質

口
径
 1
1.
8c
m

扁
平

な
底

音
[か

ら
口
縁

部
が
短

く
外

反
ぎ
み

に
立

ち
あ

が
り
、
端

部
は
上

方
に

つ
ま
み
上

げ
丸

く
る

さ
め

る
。

端
部

内
側

に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:底
部

内
面

、
口
縁

内
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

他
は
未

調
整

。

淡
乳

褐
色

胎
土

:2
闘

位
の
砂

粒
数

個
と
微

細
な
| 
  
  
|

石
英

。
長

石
を
少

し
含

む
。
 |
  

″
  
|

焼
成

:や
や

硬
質
  
  
  
  
| 
  
  
|

口
径
 1
0.
Oc
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
口
縁

部
が
内

弯
ぎ
み

に
短

く
立

ち
あ

が
り
、
屈

曲
外

反

し
て
端

部
を
巻

き
上

げ
九

く
お

さ
め

る
。

端
部

内
恨
1に

一
条

の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:内
面
底

部
、

回
縁

部
、
外

面
口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。

他
は
未

調
整

。

乳
灰

褐
色

胎
土

:微
細

な
石

英
・

長
石

を
少

し
含

|

む
。

  
  
|″

焼
成

:や
や
硬

質
  
  
  
  
|

口
径
 1
0,
4c
m

丸
味

の
あ

る
平

ら
な
底

部
よ

り
、
体

部
は

内
弯

し
て
外

上
方

に
開

き
、
屈

曲
外

反
し
て

口
縁

部
が
短

く
立

ち
あ

が
り
、
端

部
は
巻

き
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

内

側
に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:内
面

底
郡

、
口
縁

部
、
外

面
口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。

他
は
未

調
整

。

乳
灰

褐
色

胎
土

:微
細

な
石

英

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

長
石

を
少

し
含

| | | 
  
 
″

| | | |

口
径
 1
0,
Oc
m

器
高

 1
.2
cm

中
央

が
も

ち
あ

が
り
気

味
の

丸
味

の
あ

る
底

部
か

ら
口
縁

部
は
強

く
屈

曲
外

反

し
端

部
は
少

し
つ

ま
み
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

内
側

に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:外
面
底

郡
未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色
艦

:長

綴砂
粒少
蛤
ω
 l
″

焼
成

:や
や
軟

質
  
  
  
  
|

回
径
  
 9
.O
cm

器
高

 1
.l
cm

扁
平

な
底

部
よ

り
口
縁

著
[力

W己
曲

外
反

し
て
短

く
立

ち
あ

が
り
、
端

部
を
つ

ま

み
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

端
部

内
佃
」
に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

技
法

:内
面

底
部

、
口
縁

部
、
外

面
口
縁

郡
ヨ

コ
ナ

デ
。

他
は
未

調
整

。

淡
乳

褐
色

土 　 　 成

胎 　 　 焼

:管

ダ拓
英・
覇
抄
蛤

|″
:や

や
硬

質
  
  
  
  
|

|

口
径

 9
.O
cm

扁
平

な
底

部
か

ら
口
縁

部
が
短

く
外

反
ぎ
み

に
立

ち
あ

が
り
、
端

部
を
つ

ま
み

上
げ

丸
く
お

さ
め

る
。

端
部

内
側

に
一

条
の

沈
線

を
施

す
。

淡
乳

褐
色

耀議
:路
詔 留

長 石
を少
し 含
む 。

| 
 
″
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技
法

:底
部

内
面

、
口
縁

内
外

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

他
は
未

調
整

。
S 
D0
02

第
3

掛 剛 器 ・

41
口

径
 9
.8
cm

底
部

は
ほ

ぼ
平

坦
。

口
縁

部
は

内
弯

ぎ
み

に
短

く
外

に
開

き
、

す
ぐ
に
屈

曲
外

反
し
、

端
部

を
巻

き
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:底
部

外
面
未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
灰

色
胎

土
:石

英
と
赤

色
砂

粒
を
含

む
。
 |

焼
成

:軟
質

。
  
  
  
  
 |
  

″

42
口
径
 1
0.
3c
m

器
体

は
浅

い
。

口
縁

は
内
弯

ぎ
み

に
短

く
外

に
開

き
、

す
ぐ
に
屈

曲
外

反
し
、

端
部

を
巻

き
上

げ
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
面

と
口
縁

外
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

他
は
未

調
整

。

乳
灰

褐
色

題議
:鉄
瞥紛
破
裕
視
 |
″ |

口
径

 9
.2
cm

体
都

は
、

や
や

内
奮

ぎ
み

に
短

く
た

ち
あ

が
り
、

口
縁

部
は
体

部
と
の
境

で
屈

曲
し
水
平

方
向

に
外

へ
の

び
端

部
は

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

マ
メ

ツ
。

乳
灰

褐
色

胎
土

:l
 m
m位

の
長

石
を
含

む
。
  
|

焼
成

:軟
質
  
  
  
  
  
| 
 

″

44
口
径

 9
,3
cm

回
縁

は
、

内
弯

ぎ
み

に
の

び
、

S字
状

に
端

部
に
至

る
。

端
部

は
、

内
に

か
る

く
段

を
も

ち
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
面

と
外

面
上

方
部

が
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

下
方

部
未

調
整

。

乳
灰

褐
色

胎
土

:0
。

lm
赫

呈
の

石
英

と
砂

粒
を
少

し
含

む
。

焼
成

:軟
質

| | | 
  
 

″

| | |

土 師 器 ・ 小 皿

45
口
径
 1
1.
6c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
内
弯

ぎ
み

に
体

都
が

ひ
ろ

が
り
、

回
縁

部
は
短

く
外

反

し
、

端
部

を
上

に
巻

き
こ
み

、
丸

く
お

さ
め

る
。

端
部

内
側

に
一

条
の
沈

線
を

施
す

。

技
法

:内
面

・
外

面
口
縁

ヨ
コ

ナ
デ

。
他

は
未

調
整

。

乳
視

色

(内
面

ス
ス
付

着
の

た
め
黒

色
)

胎土
::
|∵
豊客
否 み
爆と
歓?

暮

| 
 
″

焼
成

:や
や
硬

質
  
  
  
  
|

土 師 器 ・ 杯

口
径

 9
.4
cm

器
高

 1
.9
cm

平
坦

と
思

わ
れ

る
底

部
か

ら
、

口
縁

が
外

方
に
向

っ
て

内
弯

ぎ
み

に
の

び
る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:外
面

底
部

は
未

調
整

。

乳
褐

色
胎

土
:微

細
な
石

英
。
長

石
。
そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

回
そ翠

 9
.2
cm

器
高

 2
.6
cm

底
径

 4
.8
cm

平
坦

な
底

郡
か

ら
口
縁

が
内
弯

ぎ
み

に
の

び
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:底
部

外
面

は
マ

メ
ツ
。

他
は

ヨ
コ

ナ
デ

。

乳
褐

色
胎

土
:微

細
な
石

英
。
長

石

の
砂

粒
を
含

む
。

:や
や

硬
質

そ
の
他

| | 
 

″

|

焼
成

口
径
 1
0.
3c
m

器
高
 2
.2
5c
m

平
坦

な
底

部
よ

り
、

内
弯

ぎ
み

に
口
縁

吉
[が

立
ち
上

る
。

端
都

は
丸

く
お

さ
め

る
。

全
体

に
大

き
く
歪

む
。

技
法

:底
部

の
内
外

面
共

未
調

整
。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
(%
は

乳
赤

褐
色

)
胎

土
:微

細
～

l 
mm
位

の
ク
サ

リ
礫

、

黒
色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径
 1
0.
8c
m

平
坦

な
底
部

よ
り
や
や
内
弯

ぎ
み

に
口
縁

が
伸

び
、

乳
褐

色
胎

土
:微

細
～

l 
mm
位

の
ク
サ

リ
礫

、
| 
 
″



・ 杯
土 師 器

径 古 回

底 器

6.
4c
m

2.
35
cm

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

径 径 舌 画

口 底 器

11
.6
cm

6.
7c
m

2.
7c
m

底
部

よ
り
内

弯
し
て

口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

底
部

近
く
に
強

い
ナ

デ
に

よ
る
段

を
生

じ
て

い
る
。

底
部

に
板

状
の

技
法

:外
面

底
音
Ⅲ
は
未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

径 径 高

口 底 器

11
.5
cm

4.
4c
m

3.
Oc
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
、

内
弯

ぎ
み

に
回
縁

が
の

び
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ
。

土 師 器 ・ 皿

径 径 高

口 底 器

11
.O
cm

4.
6c
m

2.
2c
m

平
坦

な
底

部
よ

り
や

や
内
弯

ぎ
み

に
口
縁

部
が
立

ち
上

る
。

端
菩
[は

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

土 師 器 杯

口
径

 1
1,
3c
ll
l

器
高

 3
.2
cm

底
部

は
ほ

ば
平

坦
で

、
口
縁

部
は

ま
っ
す

ぐ
の

び
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

韓

ｒ

ｌ ｌ 十

一

‐

弾

‐ ‐ ‐

‐
５

‐ ‐ ‐ 十

一

‐ ‐
５

‐ ‐ ‐

″

　 一 　

″

11
.6
cm

11
,l
cm

(底
部

欠
損

の
為
)口

縁
は

ご
く
浅

く
内

弯
し
、
端

部
近

く
で

わ
ず

す
る
。

端
吉
卜
は

丸
く
収

め
る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
。

底
部

欠
損

。
口
縁

は
外

方
に
向

っ
て
内

弯
ぎ
み

に
の

び
る
。

端
音
bは

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

マ
メ

ツ
。

そ
の
他

の
砂

粒
を
少

し
含

む
。

:や
や
硬

質

２

．
層

Ｄ
０

３

Ｓ

第

口
縁

音
bの

圧
痕

あ
り

―
  
|

―

乳
掘

色

1乳
赤

褐
色

乳
褐

色
(内

面
鉄

分
付

着
)

月 台
土

微
細

～
3 
mm
位

の
ク
サ

リ
礫

、

そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

や
や
硬

質

微
砂

粒
を
少

し
含

む
。

や
や
硬

質

微
細

～
2耐

位
の

砂
粒

を
少

し

含
む
。

や
や

硬
質

1焼
成

― ― ］ ω ｌ ｌ
か

に
外

反
乳

自
褐

色
ほ

ぼ
精

良

や
や
軟

質

胎
土

:微
細

な
も
の

か
ら

1醐
程

度
の

石
英

。
長

石
。
そ
の
他

の
砂

粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

径 径 高

回 底 器

土 師 器 杯 土 師 器 皿

口
径

 1
0,
8c
m

10
.8
cm

6.
6c
m

2.
Oc
m

底
菩
b欠

損
。

底
著
bよ

り
内

弯
し
て

口
縁

が
立

ち
に
る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

底
部

は
ほ

ぼ
平

坦
。

口
縁

部
は

ま
っ
す

ぐ
立

ち
上

が
り
、
外

方
に
向

っ
て

の
び

る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
面

は
ヨ
コ

ナ
デ
。

外
面

は
マ

メ
ツ
。

乳
褐

色
(内

面
鉄

分
付

着
)

胎
土

:微
細

～
0.
5m
�

の
黒

色
砂

粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

胎
土

:微
細

～
2m
断

呈
度

ま
で

の
長

石

・
石

英
。
そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

乳
掲

色
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口
径

 1
0。

9c
m

底
部

欠
損

。
口
縁

部
は

内
弯

ぎ
み

に
外

上
方

に
の

び
、
端

部
は
外

反
し
て
つ

ま

み
出

し
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:外
面

底
音
b未

調
整

。
他

は
ヨ
コ

ナ
デ
。

乳
褐

色
胎

土
:良

好

焼
成

:や
や
硬

質
S 
D0
02

第
 3
 

層

皿
土 師 器 ・

回
径

 1
1.
7c
m

底
都
欠
損
。
口
縁
郡

は
ゆ
る
や
か
に
内
菅

ぎ
み
に
の
び
、
端
部

は
九

く
お
さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
乳

褐
色

胎
土

微
細

～
1嗣

罹
の
石

英
及

び
そ

の
他

の
砂

粒
を
少

し
合

む
。

硬
質

焼
成

・ 杯
土 師 器

口
径
 1
1.
8c
m

体
部

は
ほ

ば
ま

っ
す

ぐ
に
広

が
り
、
端

部
は

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
乳

褐
色

胎
土

:良
好

焼
成

:軟
質

口
径
 1
2.
Oc
m

底
部

欠
損

。
底

部
よ

り
内

管
気

味
に
口
縁

が
立

ち
上

が
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色

(外
面
%鉄

分
付

着
)

胎
土

:良
好

焼
成

:や
や
硬

質

土 師 器 皿

径 径 高

口 底 器

14
.8
cm

9.
6c
m

l.
9c
la

平
坦

な
底
部

か
ら
回
縁

が
内
弯

ぎ
み

に
の

び
、
端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

外
面
強

い
ナ
デ
の

た
め
、
底
部

と
口
縁
部

の
境

に
段

を
な
す
。

技
法

:外
面
底
都

未
調
整

。
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:良

好

焼
成

:や
や
硬

質

土
杯

宮雨 器

日
径
 1
4.
2c
m

底
吉
[欠

損
。

口
縁

部
は
直

線
的

に
ゆ

る
や

か
に
上

方
へ

の
び

る
。

端
部

は
丸

く
る

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
自
茶

色
胎

土
:微

細
な
砂

粒
を
少

し
含

む
。

焼
成

:硬
質

口
径
 1
4.
8c
m

体
郡

は
内
弯

気
味

に
立

ち
上

が
り
、
端

都
は

丸
く
お

さ
め

る
。

回
縁

部
に

ス
ス

が
付

着
。

技
法

:内
外

面
共

マ
メ

ツ
。

乳
灰

色
胎

土
:0
.l
m�

の
石

英
、
O.
5m
位

の

ウ
ン
モ

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

65
口
径
 1
3.
Oc
m

底
部

欠
損

。
底

部
よ

り
内

弯
し
て

口
縁

が
立

ち
上

が
る
。

端
部

は
丸

く
ID
・
さ

_め
る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:良

好

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

 1
2.
6c
ln

底
部

、
体

吉
[内

側
欠
損

。
体

部
は

内
弯

ぎ
み

に
外

上
方

に
の

び
、

日
縁

部
を
】巴

厚
さ
せ

、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:微

細
な
石

英
・

長
石

・
砂

粒
を

少
し
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

口
径
 1
1.
6c
m

口
縁

は
、
内
弯

ぎ
み

に
上

に
の

び
外

に
開

く
。

乳
灰

色
胎

土
:赤

色
微

砂
粒

を
含

む
。



― ― ］ り １ １

・ 杯
土 師 器

端
菩
[付

近
で

少
し
】巴

厚
し
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ
。

焼
成

:軟
質

S 
D0
02

第
 3

土 師 器 ・ 杯

回
径
 1
2.
6c
m

底
郡

欠
損

。
底

部
よ

り
内
弯

し
て

口
縁

部
が
立

ち
上

り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
(内

面
鉄

分
付

着
)

胎
土

:良
好

焼
成

:や
や

硬
質

皿
土 師 器

口
径
 1
2.
5c
m

底
径

 8
.2
cm

平
坦

な
底

部
よ

り
や

や
内
弯

ぎ
み

に
口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

都
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
(内

・
外

面
に
鉄

分
付

着
)

胎
土

:0
。

2m
m～

0.
5m
m位

の
砂

粒
を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

土 師 器 ・ 杯

口
径
 1
5.
Oc
m

底
径
 1
0.
8c
m

底
部

欠
損

。
底

部
よ

り
、

ほ
ば

ま
っ
す

ぐ
口
縁

部
が
立

ち
上

る
。

端
音
[は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
赤

褐
色

胎
土

:良
好

焼
成

:や
や

軟
質

土 師 器 ・ 椀

口
径

 1
5。

2c
m

底
著
[欠

損
。

口
縁

は
、

内
弯

ぎ
み

に
外

に
開

き
の

び
る
。

端
部

は
、

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

。

乳
褐

色
胎

土
:赤

色
砂

粒
と
砂

粒
を
少

し
含

む

焼
成

:軟
質

土 師 器 ・ 杯

口
径
 1
2.
2c
m

底
部

欠
損

。
ほ

ば
平

坦
な
底

部
か

ら
口
縁

が
内
弯

ぎ
み

に
外

上
方

に
の

び
、
端

都
付

近
を
肥

厚
さ
せ

、
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
面

底
部

、
口
縁

部
、

外
面

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。
他

は
未

調
整

。

乳
褐

色
胎

土
:微

細
な
石

英
・

長
石

を
少

し
合

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

皿
土 師 器

口
径
 1
3.
6c
m

底
径

 9
.2
cm

器
高

 2
.l
cl
ll

平
坦

な
底

部
か

ら
口
縁

が
外

方
に
向

っ
て

内
弯

ぎ
み

に
の

び
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:底
部

外
面

は
未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:微

細
～

lm
面

呈
ま
で

の
石

英
・

長
石

。
そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む

焼
成

:硬
質

土 師 器 椀

口
径

 1
3.
2c
m

体
部

は
や

や
内

弯
ぎ
み

に
立

ち
あ

が
り
、

端
部

は
少

し
外

反
し
丸

く
お

さ
め

る

体
部

外
面

に
3本

の
沈

線
が

み
ら
れ

る
。

技
法

:内
面

は
マ

メ
ツ
。

外
面

も
マ

メ
ツ

し
て

い
る

か
ヨ

コ
ナ

デ
が
見

ら
れ

る

乳
灰

褐
色

胎
土

:0
.l
m池

の
長

石
を
含

む
が
良

好

焼
成

:や
や
軟

質

口
径
 1
2.
Oc
m

体
都

は
や

や
内
弯

気
味

に
た

ち
あ

が
り
、

口
縁

都
は

や
や

外
反

し
て

丸
く
お

さ

め
る
。

技
法

:内
外

面
共

マ
メ

ツ
し
て

い
る
が

、
一

音
bヨ

コ
ナ

デ
が

み
ら
れ

る
。

乳
灰

褐
色

胎
土

:微
細

～
0.
5m
m位

の
石

英
を
含

む
。

焼
成

:軟
質

口
径

 1
2.
6c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
体

都
が

ま
っ
す

ぐ
外

上
方

に
の

び
、
端

部
を
丸

く
お

さ
乳
褐

色
胎

土
:0
.5
鰤

位
の
石

英
・
長

石
・
砂
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・ 杯

土 師 器

め
る
。

技
法

:全
内

面
・

外
面
体

部
、

日
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

底
部

未
調

整
。

(内
面

淡
乳

褐
色

)
粒

を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

径 径

口 底

15
,O
cm

8,
Oc
m

体
部

は
や

や
内
弯

し
て

た
ち

あ
が

り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
面

、
体

部
外

面
の

3分
の

2ま
で

マ
メ

ツ
。

3分
の

2か
ら
未

調
整

。

乳
黄

褐
色

胎
土

0。
lm
m位

の
長

石
・
微

細
な
石

英

0,
7m
m位

の
小

石
を

1コ
含

む

硬
質

焼
成

土 師 器 ・ 椀

径

径 台 古 回

口 一 島 器

14
.O
cl
n

7.
5c
ll
l

4.
4c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
よ

り
、

内
菅

し
て

口
縁

部
が

た
ち
あ

が
り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

外
面

底
部

の
外

周
に
断

面
台

形
の

高
台

が
下

方
へ

貼
り
付

き
平

面
で

接
地

。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

乳
褐

色
胎

土
:0
.2
～

l 
mm
位

の
砂

粒
を
少

し

含
む

。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

 1
4.
6c
m

高
台

径
7.
4c
m

器
高

 3
,9
cm

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
よ

り
内

弯
し
て

口
縁

に
至

っ
て

い
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

外
面

底
部

の
外

周
に
断

面
台

形
の

高
台

が
外

下
方

へ
少

し
ふ

ん
ば

り
ぎ
み

に
貼

り
つ

き
平

面
で
接

地
し
て

い
る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
土 成

胎 焼

良
好

や
や
軟

質

口
径

 1
3,
5c
Fa

高
台

径
6.
8c
m

器
高
  
3,
75
om

体
部

は
内

弯
ぎ
み

に
た

ち
あ

が
り
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

部
と
体

部

と
の

間
に

1本
の
沈

線
が

み
ら
れ

る
。

底
部

は
ほ

ば
平

坦
で
断

面
三

角
形

の
高

台
が
張

り
つ

い
て

い
る
。

高
台

形
に

3本
の
沈

線
が

み
ら
れ

る
。

技
法

:内
外

面
は

マ
メ

ツ
。

底
部

は
未

調
整
c貼

り
つ

け
高

台
で

、
貼

り
つ

け

後
ナ

デ
。

乳
赤

褐
色

胎
土

:1
耐

位
の
長

石
・

石
英

を
含

む

焼
成

:軟
質

径

径 台 舌 同

口 一 島 器

13
.O
cm

5,
6c
ln

3.
6c
la

ほ
ぼ
平

坦
な
底

音
Iか

ら
内
弯

し
て

回
縁

に
い

た
り
、

端
吉
[は

や
や
外

反
し
て

、

丸
く
お

さ
め

る
。

底
部

外
周

よ
り
内

側
に
断

面
三

角
形

の
高

台
が
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

。

乳
赤

褐
色

土 成

胎 焼

良
好

や
や
硬

質

口
径

 1
5,
9c
ln

高
台

径
7.
6c
m

器
高
  
3,
9c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
か

ら
内
弯

し
て

口
縁

に
い

た
り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

底
部

外
周

に
断

面
三

角
形

の
高
台

が
ま

っ
す

ぐ
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

。

乳
赤

褐
色

土 成

胎 焼

微
細

な
砂

粒
を
少

し
合

む
。

や
や
硬

質

椀 底 部

上 師 器

つ ０
高

台
径

7.
Oc
m

底
部

ほ
ぼ
平

坦
で
外

周
の
外
端

に
断
面

ダ
円
形

で
先

端
で
接
地

す
る
高
台

が
は

り
つ

く
。

口
縁

は
内
弯

し
、
途

中
ゆ

る
や

か
な
段

を
有

す
る
。

技
法

:底
吉
[外

面
未

調
整

。
そ
の
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
。

内
面

乳
白
灰

褐
色

外
面

乳
赤

褐
色

胎
土

:精
良 (l
 m
mの

砂
粒

を
数

コ
含

む
)

焼
成

:や
や

硬
質
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土 師 器 ・ 椀

高
台

径
8,
lo
m

底
部

の
み
残

存
。

底
部

内
面

は
な

め
ら
か
。

断
面

長
方

形
の

高
台

を
有

し
、

そ
の
端

吉
[は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:は
り
つ

け
高

台
ヨ

ヨ
ナ

デ
。

乳
白
灰

色
土 成

胎 焼

微
細

な
砂

粒
を
少

し
含

む
。

や
や
軟

質
S 
D0
02

第
 3
 

尾

高
台

径
6.
5c
m

底
都

完
存

。
厚

め
で
平

坦
な
底

書
[よ

り
内

弯
し
て

、
日
縁

吉
[が

た
ち

あ
が

る
。

外
面

底
部

の
外

周
よ

り
断

面
台

形
の

高
台

が
内

狽
」で

接
地

し
て
貼

り
付

い
て

い

る
。

技
法

:外
面

底
部

は
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:0
。

2～
1耐

位
の
長

石
灰

色
砂

粒
等

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

土 師 器 ・ 椀

高
台

径
8.
5c
m

高
台

付
近

の
み
残

存
。

断
面

長
方

形
の

高
台

が
外

へ
ふ

ん
ば

り
ぎ
み

に
は

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:マ
メ

ツ
。

乳
褐

色
胎

土
微

細
な
砂

粒
を
少

し
合

む
。

高

台
内

面
に
鉄

分
付

着
。

や
や

軟
質

c
焼

成

土 師 器 。 椀

高
台

径
7.
8c
m

底
部

の
み
残

存
。

中
央

が
や

や
低

い
底

か
ら
内
弯

ぎ
み

に
体
吉
[へ

の
び

る
。

底
部

外
周

に
断
面

高
台
形

の
高

い
高
台

が
ふ

ん
ば

っ
て
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:外
面
底
菩
[回

転
糸
切

り
痕

あ
り
。
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
乳

褐
色

胎
土

0.
2～

l 
mm
位

の
石

英
。
長

石

そ
の
他

の
砂

粒
を
少

し
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

底 都
土 師 器

高
台

径
6.
8c
m

底
吉
[は

ほ
ば
平

坦
で

断
面

逆
三

角
形

の
高

台
が

は
り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:体
部

の
内
外

面
は

ヨ
コ

ナ
デ

。
底

部
は
未

調
整

。
内

面
は

マ
メ

ツ
。

は
り
つ

け
高
台

は
、

は
り
つ

け
後

ナ
デ

。

乳
淡

赤
褐

色
胎

土
:l
 m
m位

の
長

石
と
微

細
な
石

英

を
含

む
。

焼
成

:軟
質

。

灰 釉 ・ 杯

口
径
 1
0,
6c
m

体
部

は
内
弯

し
、

口
縁
付
近

で
や
や
外

反
す

る
。

口
縁

端
部

は
、
外
方

に
丸

め
込

ん
だ

よ
う
に
お

さ
め
て

あ
る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ
デ
。

口
縁

端
部

の
一
郡

に
施

釉
。

灰
自

土 成

胎 焼

微
細

な
長

石
を

わ
ず

か
に
含

む

硬
質

土 師 器 ・ 椀

口
径
 1
3.
6c
m

口
縁

は
ほ

ぼ
ま

っ
す

ぐ
立

ち
あ

が
り
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

灰
褐

色
胎

土
微

細
～

2硼
程

度
ま
で

の
長

石

石
英

・
黒

色
砂

粒
を
含

む
。

硬
質

焼
成

灰 釉 ・ 椀

口
径

 1
3.
5c
ll
t

高
台

径
6.
lc
ln

器
高

 4
.5
cl
n

断
面

五
角

形
の

短
い
高

台
が
外

へ
ふ

ん
ば

り
ぎ
み

に
は

り
つ

い
て

い
る
。

日
縁

部
は

内
弯

ぎ
み

に
上

方
へ

の
び
端

部
で
外

反
し
丸

く
お

さ
め

る
。

底
部

は
ほ

ぼ
平

ら
で

あ
る
。

技
法

:底
部

外
面
未

調
整

。
と
の
他

ヨ
コ

ナ
デ

。
は

り
つ

け
高

台
を
有

す
。

灰
自
色

胎
土

:微
細

～
1剛

程
度

。

焼
成

:硬
質

。

口
径

 1
8.
6c
ln

底
部

欠
損

。
口
縁
部

は
外

方
に
向

っ
て
内
弯

ぎ
み

に
の

び
、
端
部

は
丸

く
お

さ
淡

灰
緑

色
黒

胎
土

:微
糸田

～
lm
断

呈
度

の
長

石



― ― 囀 ∞ ― ―

灰 釉 ・ 椀

め
る
。

技
法

:全
面

施
釉

。

色
砂
粒

を
合

む
。

焼
成

:硬
質

S 
υ
00
2

第
31

灰 釉 。 皿

口
径

 1
1.
3c
Hl

高
台

径
6.
Oo
m

器
高

 2
.6
5c
ln

底
部

は
ほ

ぼ
平

坦
で

、
断

面
逆

台
形

の
高

台
が
や

や
外

側
へ

ふ
ん

ば
っ

た
形

で

貼
り
つ

け
て

あ
る
。
体

部
は

内
弯

気
味

に
た

ち
あ

が
り
、

日
縁
部

は
や

や
外

弯

ぎ
み

に
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:底
部

、
内
外

面
と

も
ヨ

コ
ナ

デ
。

貼
り
つ

け
高

台
で

は
り
つ

け
後

ナ
デ

。

乳
灰

色
生 成

胎 焼

lm
口
位

の
長
石

を
含

む
。

硬
質

灰 釉 ・ 椀

94
口
径
 1
2.
6c
m

高
台

径
6.
0伽

器
高

 5
.O
cm

底
部

は
ほ
ぼ
平

ら
で
、
底
部

か
ら
口
縁
部

に
内
弯

ぎ
み

に
の

び
口
縁

端
部

で
少

し
外

反
し
、
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。
断
面

三
角
形

の
高
台

力
Hよ

IF
垂
直

に
下

っ
て

は
り
つ

い
て
い

る
。

技
法

:口
縁
部

に
施
釉

、
全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

は
り
つ

け
高
台

、
は

り
つ

け
後

ナ
デ
。

乳
白
灰

色
胎

土
微

細
～

l 
ll
ll
mの

石
英

お
よ

び
そ

の
他

の
砂

粒
を
少

し
含

む
。

硬
質

灰 釉 皿

口
径

 1
6.
Oc
ln

口
縁
部

は
内
弯

気
味

に
ゆ

る
や

か
に
上

方
へ

の
び
、
端
部

は
短

く
外
へ

ひ
っ
ぱ

り
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

ヨ
コ
ナ
デ
。

口
縁

上
方

に
内
外

面
共

に
施
釉

。

白
灰

色

内
面

は
、
鉄

分
付

着
の

た
め
赤
褐
色

土 成

胎 焼

黒
色

微
砂
粒

を
含

む
。

硬
質

灰 釉 ・ 皿

口
径

 1
2.
3c
ln

高
台

径
6.
2c
ln

器
高

 2
1 
5c
nl

平
坦

な
底
部

よ
り
内
弯

し
て
口
縁

が
立

ち
上

り
、
端
部

は
九

い
。

外
面
底
部

の
外

周
よ

り
断
面
台
形

の
短

い
高
台

が
内
側

で
接
地

し
て
外

下
方

ヘ

貼
り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:外
面
底
部

に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。
他

は
ヨ
コ
ナ
デ
。

灰
色 (底
部

内
面

に
墨

付
着

)

胎
土

:0
。

2～
lm
舷

の
長
石

、
黒
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

灰 釉 ・ 杯

ハ ｙ
高

台
径

63
釦

底
部

の
み
残

存
。

扁
平

な
底

部
か

ら
、

内
弯

ぎ
み

に
体

部
に
の

び
る
。

底
部

外
周

に
断

面
台

形
の

高
台

が
内

端
を
接

地
し
て
ふ

ん
ぽ

り
ぎ
み

に
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:内
面
・

外
面

高
台

、
体

部
は

ヨ
ヨ

ナ
デ
。

外
面

底
部

に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。

乳
自
灰

色
胎

土
:0
.5
～

2剛
位

の
黒

色
砂

粒
を

少
し
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

緑 釉 輪 花 杯

口
径

 1
3.
5c
ln

高
台

径
7.
3c
m

器
高

 4
。

45
cl
n

平
坦

な
底
部

か
ら
内
弯

ぎ
み

に
口
塚

に
い
た

り
、
端
部

は
外

反
し
て
丸

く
お

さ

め
る
。
底
都

外
周

に
断
面
台
形

の
接
地

面
が
凹

ん
だ
高
台

力
沙
卜 下

方
に
ふ

ん
ば

っ
て
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ
デ
。

緑
灰

色
胎
土

:微
細

な
石

英
、
長
石

を
少

し
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
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須 恵 器 ・ 杯

口
径
 1
4.
Oc
m

底
部

欠
損

。
底

部
よ

り
ま

っ
す

ぐ
口
縁

部
が

た
ち
上

る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
面

灰
色

外
面

暗
灰

色
(自

然
釉

付
着

)

胎
土

:微
細

～
0.
5m
�

の
黒
色

砂
粒

等
を
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D 
00
2

第
 3
 

層

緑 釉 ・ 皿

高
台

径
8.
8c
ln

底
吉
Iの

み
残

存
。

扁
平

な
底

部
か

ら
内

弯
ぎ
み

に
体

都
が

の
び

る
。

底
部

外
周

に
断

面
台

形
の

高
台

が
外

端
を
接

地
し
て
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:内
面

、
外

面
高

台
、
体

部
は

ヨ
コ

ナ
デ
。

外
面

底
部

回
転

糸
切

り
痕

あ

り
。

内
面

の
高

台
に
対

応
す

る
位

置
に
二

条
の

沈
線

を
施

す
。

濃
緑

色

(素
地

淡
褐

色
)

胎
土

:微
細

な
石

英
、

長
石

を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

緑 釉 ・ 椀

径
 7
.4
cm

平
坦

な
底
都

よ
り
内
弯

し
て
口
縁
部

が
立

ち
上

が
る
。
外

面
底
部

の
外

周
に
断

面
台
形

の
高
台

が
や
や
ふ

ん
ば

り
気

味
に
平

面
で
接
地

し
て
貼

り
つ

い
て

い
る

内
面
底

部
に
沈
線

が
め

ぐ
っ
て

い
る
。

技
法

:外
面
底
部

に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
。

暗
緑

色
(素

地
一
淡

灰
褐

色
)

生 成

胎 焼

良
好

や
や
硬

質

径
 5
,8
cm

平
坦

な
底

部
よ

り
内
弯

し
て

口
縁

部
が
立

ち
上

が
る
。

外
面

底
吉
[の

外
周

に
断

面
台

形
で

内
傾

し
て
段

を
有

す
る
高

台
が
平

面
で
接

地
し
て

ま
っ
す

ぐ
下

へ
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:外
面

底
部

の
高

台
の

内
根
」
に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

暗
緑

色
(素

地
―

乳
褐

色
)

胎
土

:良
好

(0
,2
～

1醐
位

の
砂

粒

を
含

む
)

焼
成

:や
や
硬

質

緑 釉 ・ 壺

つ ０
頸

都
径

11
,3
cm

預
部

に
一
条

の
凸
部

を
も
つ
。
体
部

は
内
弯

し
な
が

ら
丸

み
を
お
び

る
。

淡
乳

褐
色

。
施

釉
部

は
暗

緑
色

(素
地

・
土

師
質

)

土 成

胎 焼

微
砂

粒
を
含

む
。

軟
質

口
径

 2
2.
8c
m

口
頸
部

は
強

く
外

反
し
、

端
部

は
内
側

に
】巴

厚
さ
せ

る
。

端
部

に
外

傾
す

る
凹

面
を

も
つ

。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

。

淡
乳

褐
色

土 成

胎 焼

砂
粒

を
多

く
含

む
。

軟
質

土 師 器 ・ 甕

10
5

口
径

 2
1.
Oc
ln

端
部

は
外

面
に
内
傾
気

味
の
面

を
も

ち
、
上
下

に
】巴

厚
さ
せ

る
。

技
法

:マ
メ

ツ
(ヨ

コ
ナ

デ
で

あ
ろ

う
)

乳
自
茶

色
胎

土
:微

細
～

2n
SI
度

の
石

英
、

長

石
、

そ
の
他

の
砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

蜻 肺 器 ・

高
杯

脚
部

の
み
残

存
。

円
筒

形
の
脚

柱
部

か
ら
裾

に
向

っ
て

ラ
ッ
パ

状
に
開

く

技
法

:外
面

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

内
面

シ
ボ

リ
ロ

を
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
で
消

し
て

い
る
。

淡
乳

褐
色

(一
部

赤
褐

色
)

胎
土

:微
細

な
石

英
、

長
石

、
砂

粒
を

少
し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

 2
5。

7c
ln

天
丼
部

は
ほ
ぼ
直
線

的
に
ゆ

る
や

か
に
下

り
、
端
部

で
垂
直

に
下

り
丸

く
お

さ
淡

灰
色

胎
土

:微
細

～
2剛

程
の
石

英
、

長
石



‐ ｌ ω Ｏ ‐ １

・ 杯 蓋

須 恵 器

め
る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

第S電
00
4菅

す
天

丼
部

は
中
央

が
や

や
】巴

厚
し
て
平

坦
で

、
口
縁

部
に
向

け
て
内
弯

す
る
部

分

も
肥

厚
気

味
で

あ
る
。

つ
ま
み

は
へ

ん
平

な
擬

宝
珠

形
を
の

こ
し
て

い
る
。

技
法

:ヨ
コ
ナ

デ
。

天
丼

部
は

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
。

土
器

の
回
転

方
向

は
右

ま
わ

り

淡
灰

色
胎

土
:微

細
～

3 
mm
大

の
長

石
、
石

英

等
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

・ 杯
須 恵 器

10
9

口
径
 1
1.
5c
m

口
縁

部
は
斜

め
方

向
へ

直
線

的
に

ひ
ろ

が
り
、
端

部
は

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:ヨ
コ
ナ

デ
。

白
灰

色
胎

土
:微

細
～

l 
mm
の

砂
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

回
径

 1
3.
8c
m

体
部

は
直
線

的
に
た

ち
あ
が

り
、

口
縁
部

は
や

や
外
弯
気
味

に
丸

く
お

さ
め

る

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
灰

色
土 成

胎 焼

0.
5～

1.
5m
�

の
小

石
を
含

む

硬
質

口
径

 1
5。

2c
rn

底
部

欠
損

。

外
反

気
味

に
口
縁

部
が
開

き
、

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

外
面

暗
灰

色

内
面

灰
色

胎
土

微
細

～
0.
5m
�

の
長

石
、

黒

色
砂

粒
等

を
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

高
台

径
10
,5
cm

底
部

の
み
残

存
。

断
面

台
形

の
高

台
の
低

い
高

台
を
有

す
。

技
法

:企
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

は
り
つ

け
高

台
。

灰
色

】台
土

微
細

～
2 
mm
の

石
英

、
長

石
、

そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。

硬
質

焼
成

高
台

径
9.
2c
m

平
坦

で
厚

め
の
底

部
よ

り
内
弯

し
て

回
縁
部

が
立

ち
上

る
。

外
面
底

部
の

外
周

に
断

面
台

形
で

や
や
短

め
の

高
台

が
平

面
で
接

地
し
て

、
や

や
ふ

ん
ば

り
ぎ
み

に
貼

り
つ

い
て

い
る
。

技
法

:外
面

底
部

の
高

台
内
側

の
%未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

灰
色 (内

外
面

の
一

部
に
鉄

分
付

着
)

胎
土

:0
.2
～

l 
mm
位

の
長

石
、
黒

色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

11
4

高
台

径
8,
lc
m

平
坦

な
底

部
よ

り
内
弯

し
て

口
縁

が
立

ち
上

が
る
。

外
面

の
底

部
外

周
よ

り
断

面
台

形
の

高
台

が
内
側

で
接

地
し
て
貼

り
付

い
て

い
る
。

技
法

:外
面

底
部

の
高

台
よ

り
内

側
に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。

他
は

ヨ
ヨ

ナ
デ
。

灰
色 (体

部
外

面
に

自
然

釉
付

着
)

胎
土

:微
細

～
1耐

位
の

長
石

、
黒

色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

口
径
 1
0,
Oc
m

底
径

 6
.O
cm

平
坦

な
底

都
よ

り
、

ほ
ば

ま
っ

す
ぐ
外

上
方

へ
口
縁

部
が
伸

び
る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:外
面

底
部

の
%未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

灰
色

胎
土

微
細

～
0.
5m
位

の
長

石
、

黒

色
砂

粒
を
少

し
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

回
径
 1
1.
4c
m

比
較

的
厚

く
、

平
坦

な
底

部
よ

り
内

弯
気

味
に
回
縁

に
至

る
。

灰
色

胎
土

:良
好



― 習 ―

須 恵 器 ・ 杯

高
台

径
6.
8c
m

器
高

 2
.3
cm

端
部

は
水
平

方
向

に
つ

ま
み
出

し
、
細

く
る

さ
め
て

い
る
。

掟
法

:外
面
底

部
に
回
転

糸
切

り
痕

あ
り
。
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
。

内
面

に
沈
線

を
施

す
。

焼
成

:や
や
硬

質
S 
D0
02

第
 3

（ 中 国 製 ）

自 磁 椀

高
台

径
4.
4c
m

高
台

の
内
佃
1に

段
を
有

す
る
。

技
法

:ろ
く
ろ
成

形
の

ち
回
転

ナ
デ
調

整
の

ち
底

部
外

面
の

み
カ

ン
ナ

ケ
ズ

リ

淡
灰

色
胎

土
:0
.2
～

l 
mm
位

の
長

石
、

そ
の

‐
 

他
の

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

土 師 質 羽 釜

―
-1
18

口
径
 2
5.
6c
m

ゆ
る
や

か
に
内
弯

し
、

口
縁

端
吉
[は

外
傾

す
る
面

を
も

ち
、
端

部
か

ら
約

8 
mm

下
に
厚

目
の
鵠

を
も
つ

。

技
法

:内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
。

暗
茶

灰
色

胎
土

:0
.1
～

2 
mm
の

長
石

、
石

英
、

灰
色

砂
粒

、
黒

色
砂

粒
0.
1～

1剛
程

度
の
淡

赤
褐

色
砂

粒
、

金
雲

母
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

―
-1
19

口
径
 2
3.
2c
m

体
部

は
内
傾

し
つ

つ
上

方
に
の

び
口
縁

菩
Iは

短
か

く
直

立
し
て

、
端

吉
[は

水
平

面
を

も
つ

、
つ

ば
の
断

面
は
台

形
を
な
す

。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
掲

色

内
外

面
の

一
部

暗
灰

色

外
面

体
郡

に
ス

ス

胎
土

:微
細

～
l 
mm
大

の
長

石
、

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

で
も

ろ
い
。

須 恵 器 ・ 鉢

口
径
 2
4.
8c
m

口
縁

以
下

欠
損

。

端
部

付
近

で
内

で
ぎ
み

に
の

び
、
端

部
は
玉

縁
状

に
肥

厚
し
て

い
る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

灰
色

胎
土

微
細

～
lm
程

度
の
石

英
、

長

石
と
黒

色
砂

粒
を
多

く
含

む
。

硬
質

焼
成

底
径

 1
3.
2c
ra

平
坦

な
底

部
よ

り
、
体

部
は
外

方
に

ま
っ

す
ぐ
の

び
る
。

底
部

と
体

部
の
境

部
分

は
】巴

厚
し
て

い
る
。

技
法

:体
部

外
面

は
ヨ
コ

ナ
デ
。

内
面
底

部
は
未

調
整

。

淡
灰

色
土 成

胎 焼

微
砂

粒
を
含

む
。

や
や

硬
質

土 師 器 ・ 甕

12
2

口
 

径
9。

3c
m

剰
離

、
磨

滅
、
著

し
い
。

淡
褐

色
焼

成
軟

S 
D0
03

第
 2
 

層

12
3

回
径

 9
,4
cm

磨
減

著
し
い

。
焼

成
:軟

12
4

口
 

径
9,
4c
n

剥
離

、
磨

減
、

著
し
い
。

淡
褐

色
焼

成
軟



― 十 ∞ ］ Ｉ Ｉ

・ 甕
土 師 器

S 
D 
00
3

第
 2

口
径
 1
2.
Oc
m

ヨ
コ

ナ
デ
調

整
薄
茶
色

焼
成

:軟

口
 

径
12
,O
cl
ll

剣
離

、
磨

滅
、

著
し
い
。

淡
褐

色
焼

成
軟

12
7

口
径
 1
1.
2c
m

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

焼
成

:軟

口
径
 1
2.
6c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
焼

成
:軟

口
径

 1
3.
5c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
ク

リ
ー

ム
色

焼
成

:軟

つ ０
口
径
 1
3.
6c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
ク

リ
ー

ム
色

焼
成

:軟

13
1

口
径

 1
3.
Oc
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
焼

成
:軟

つ υ
口
径
 1
3.
4c
m

ゆ
る
や

か
な
ア

ゴ
を
も

ち
、
外

反
し
た
後

、
九

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

マ
メ

ツ
。

淡
乳

自
色

胎
土

:l
 m
m大

の
長

石
、

砂
粒

を
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

 1
2.
2c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
系

ベ
ー

ジ
ュ
色

焼
成

:軟



‐ ｌ ω ∞ ― ―

・ 甕
土 師 器

S 
D 
00
3

第
 2

口
径

 1
4。

3c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

褐
色

焼
成

:軟

口
径
 1
5,
Oc
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

褐
色

焼
成

:軟

口
径

13
.O
cm

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整
淡
褐

色
焼

成
軟

日
径

13
.l
cm

ヨ
ヨ

ナ
デ
調

整
淡

褐
色

焼
成

軟

口
径

 1
7.
2c
ll
l

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
ベ

ー
ジ

ュ
色

焼
成

軟

口
径
 1
6.
Oc
m

磨
粍

著
し
い

。
赤

色
、

一
部

黒
色

焼
成

:軟

口
径

 1
4.
6c
m

口
縁

部
の

み
残

存
。

口
縁

は
外

反
屈

曲
し
て

ア
ゴ

を
も

っ
て
立

ち
上

り
、

端
部

は
水

平
な
面

を
有

し

横
へ

つ
ま
み

出
し
、

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

淡
灰

褐
色

胎
土

:0
.2
～

2嗣
位

の
長

石
、
石

英
、

黒
色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

14
1

口
径
 1
4.
4c
m

口
縁

部
の

み
残

存
。

口
縁

は
外

反
屈

曲
し
て

ア
ゴ

を
も

っ
て
立

ち
上

り
、

端
部

は
水

平
な
面

を
有

し

横
へ

つ
ま
み

出
し
、

九
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

乳
褐

色
(外

面
全
体

に
ス

ス
付

着
)

胎
土

0.
2～

1.
5m
�

の
長

石
、
石

英

黒
色

砂
粒

等
を
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成



１ ， ∞ ト ー ー

土 師 器 ・ 甕

刀 生
口
径
 1
3,
OC
m

体
部

か
ら
「

く
」

の
字

状
に
頸
部

が
外

反
し
、

ゆ
る
や

か
な
顎

を
も

ち
、

や
や

外
に
開

き
、

端
部

は
少

し
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

技
法

:外
面

と
内

面
口
縁

端
都

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

他
内

面
は

マ
メ

ツ
。

淡
褐

色
。

外
面

ス
ス
付

着
胎

土
0.
5～

2 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、

そ
の
他

砂
粒

を
多

く
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

S 
D 
00
3

第
 2
 

層

刀 士
口
径
 1
4.
6c
m

磨
減

著
し
い
。

淡
褐

色
焼

成
:軟

14
4

口
径

■
.O
cm

マ
メ

ツ
著

し
い

淡
褐

色
焼

成
:軟

14
5

口
径
 

■
.l
cm

口
縁

は
頸
部

で
外

反
し
、

顎
を

も
っ

て
外

方
に
立

ち
上

が
り
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:外
面

一
菩
[ヨ

コ
ナ

デ
。

以
外

マ
メ

ツ
。

乳
白
色

胎
土

:0
.1
～

2m
断

呈
度

の
長

石
、
灰

色
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟

14
6

口
径

 1
5.
Oc
ln

口
縁

菩
[は

頸
部

よ
り
、

や
や

内
弯

気
味

に
斜

め
外

上
方

に
伸

び
、
端

部
で

内
方

向
に
】巴

厚
す

る
。

技
法

:内
面

ヨ
コ

ナ
デ
。
他

は
マ

メ
ン
。

淡
乳

褐
色

胎
土

:0
。
5m
位

の
長

石
、
石

英
、
金

雲
母

を
含

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

14
7

口
径
 1
2.
8c
m

や
や
内
弯

ぎ
み
で

口
縁

端
部

内
側

は
】巴

厚
し
、

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

濁
黒

褐
色

胎
土

:0
。

1～
2m
SI
度

の
赤

茶
色

砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

14
8

口
径
 1
4.
2c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
随

焼
成

:軟

14
9

口
径

 1
5.
Oc
ln

丸
味

を
お
び

た
体
音
Iか

ら
頸
部

が
「

く
」

の
字
状

に
屈

曲
し
、

口
縁
都

は
や

や

内
弯

気
味

に
斜

め
外
上

方
に
伸

び
、
端
部

で
内
方

向
に
】巴

厚
す

る
。

技
法

:回
縁
部

内
外

面
ヨ
コ
ナ

デ
。
体
部

外
面

タ
テ
ハ

ケ
。
体
部

外
面

マ
メ

ツ

乳
淡

褐
色

胎
土

:0
.5
～

lm
位

の
長

石
、
石

英
、

黒
色

砂
粒

な
ど

を
多

く
含

む
。

他
、

3皿
位

の
小

石
粒

を
1コ

含
む

。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径
 1
9.
6c
m

体
都

よ
り
外
方

へ
屈

曲
し
た

口
縁

は
、

わ
ず

か
に
内
弯

し
、

そ
の
長

さ
は
一
定

断
面

中
央

部
淡

灰
色

胎
土

:微
細

～
3 
mm
大

の
長

石
、
砂

粒



― ｌ ω 伽 ― ―

・ 士 霊

土 師 器

し
て

い
な

い
。

端
部

は
や

や
肥

厚
し
て

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

マ
メ

ツ
。

内
面

乳
白
色

。
外

面
淡

乳
褐

色
。

を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

S 
D 
o0
3

第
 2

黒 色
結 ピ 器

島
モ
ュ
宅登

 7
.8
cm

形
態
=底

部
か

ら
口
縁

へ
丸

み
を

も
っ
て
上

へ
伸

び
る
。

土
器

の
厚

さ
は
薄

い

断
面

三
角

形
の

高
台

は
底

部
タ
ト
周

へ
ふ

ん
ば

っ
て

貼
付

い
て

い
る

°

手
法
=内

面
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

外
面

(口
縁
)ナ

デ
、

底
部

未
調

整

面 面

内 外

黒
色

淡
黄
灰

色

胎
±

 0
.l
cm
以

下
の

石
英

と
、

0.
1～

0.
5岡

以
下

の
砂

粒

を
少

し
含

む
。

焼
成
 

硬
質

S 
D0
02

窮
 3
 

層

土 師 器 ・ 壺

体
音
[は

内
奮

し
、

口
縁

部
は

や
や
外

反
す

る
。

技
法

:全
面

に
マ

メ
ツ

が
激

し
い
。

調
整

不
明

。

薄
橙

色
胎

土
:0
.5
～

2 
mm
大

の
砂

粒
を
多

く

含
む
。

焼
成

:不
良

S 
D 
00
3

第
2層

土 師 器 ・ 甕

底
部

中
央

に
穿

孔
が
あ

る
。

磨
粍

著
し
く
調
整

不
明
。

赤
橙

色
焼

成
軟

質

土 師 器 。 底 部

ほ
ぼ
平

坦
な
厚

み
の

あ
る
底

部
か

ら
体

部
が
外

に
大

き
く
開

い
て
伸

び
る
。

技
法

マ
メ

ッ
(内

面
に

ハ
ケ

メ
の
跡

が
少

し
残

る
)

淡
乳

褐
色

底
部

黒
色

胎
土

:0
.5
～

lw
泣

の
長

石
、

石
英

、

く
さ

り
礫

を
多

く
含

む
。

焼
成

:軟
質

土 師 器 ・ 甕

回
径
 1
3.
4c
m

日
縁

部
は
斜

め
外

上
方

に
ま

っ
す

ぐ
伸

び
、

端
部

は
内

方
向

に
肥

厚
し
、

九
く

お
さ
め

る
。

技
法

:内
面

回
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。

端
部

と
外

面
は

マ
メ

ツ
。

淡
茶

褐
色

胎
土

:l
 m
m位

～
微

細
な
長

石
、
石

英

な
ど

を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

口
径
 1
8,
Oc
m

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

回
縁

部
は
外

方
に
開

い
て
伸

び
る
。

端
郡

は
内

方
向

に
少

し
】巴

厚
し
て

い
る
。

技
法

:全
面

マ
メ

ツ
。

淡
褐

色
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、

そ
の
他

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

口
径

17
.5
cm

口
縁

は
直

線
的

に
外

上
方

に
伸

び
る
、

端
部

は
や

や
尖

っ
て

い
る
。

技
法

―
内

外
面

ナ
デ
調

整

乳
褐

色
焼

成
:軟

質

口
径
 1
8.
2c
m

口
縁

は
や

や
外

反
し
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

マ
メ

ツ
。

乳
茶

色
胎

土
0。

1～
2.
5m
mの

長
石

、
灰

色
砂

粒
、

黒
色

砂
粒

を
含

む
。

や
や

軟
質

焼
成
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土 師 器 。 甕

口
径
 1
3.
Oc
m

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
外

へ
開

き
、

端
郡

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:外
面

上
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

そ
の
他

マ
メ

ツ
。
著

し
い

乳
白
色

胎
土

:1
剛

位
の
長

石
、
石

英
、

0.
1

～
2w
位

の
灰

色
、

黒
色

、
黄

茶
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

S 
D0
03

第
2層

口
径
 1
6.
8c
m

口
縁
部

は
外

方
に
伸

び
、
端
部

は
上

方
に
肥

厚
し
、
外
端
面

は
丸

い

技
法

:体
部

外
面

に
ハ

ケ
ロ
あ

り
。
他

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
面

灰
褐

色
、
外

面
茶

褐
色

胎
土

焼
成

良 　 　 良

小 型 器 台

口
径
 1
0.
Oc
m

底
部

は
少

し
斜

め
上

方
に
開

い
て
伸

び
、

回
縁

か
ら
端

部
で
屈

曲
外

反
し
、

端

都
は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:口
縁

郡
は

ヨ
コ
ナ

デ
。

他
マ

メ
ツ
。

淡
茶

褐
色

胎
土

:微
細

な
砂

粒
を
少

し
合

む
。

焼
成

:硬
質

|

口
径
 1
0,
4c
m

口
縁
部

が
「

く
」

の
字
状

に
外

に
開

き
、
端
郡

は
丸

く
お

さ
め

る
。

技
法

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

(一
部

マ
メ

ツ
)

乳
茶

色
胎

土
:精

良

焼
成

:硬
質

| |

口
径

 8
.6
cm

口
縁

は
外

反
し
、
端
郡

は
や

や
尖

っ
て

い
る
。

技
法

―
全
面

ナ
デ
、

口
縁

部
に
黒
色
物
付

着

赤
橙

色
胎

土
:良

好

焼
成

:良

| |

16
4

口
径

 9
,2
cm

杯
都

は
日
縁

に
向

け
て
薄

く
な

り
な

が
ら
、

ほ
ぼ

直
線

的
に
広

が
り
、

端
部

で

上
方

に
や

や
屈

曲
し
て
つ

ま
み

上
げ

て
お

さ
め

る
。

脚
都

も
ほ

ぼ
直

線
的

に
広

が
り
、

脚
柱

部
三

方
に
円
形

の
ス

カ
シ
孔

を
有

す
。

技
法

:杯
部

及
び
脚

部
外

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

脚
部

内
面

は
未

調
整

。

淡
乳

褐
色

(鉄
分

付
着

の
た

め
ま
だ

ら
に
橙

色
)

胎
土

:微
細

～
l 
mm
大

の
自
色

砂
粒

を

含
む

。

焼
成

:や
や

軟
質

一中中中一
器 台 脚 部

上 師 器 小 型
技

法
:全

体
に
よ
J離

、
マ

メ
ツ

が
激

し
い
。

赤
橙

色
胎

土
:良

好

焼
成

:軟
質

土 師 器 底 部

底
郡

は
上

げ
底

で
、

や
や
内
弯

気
味

に
口
縁
部

が
続

く
。

技
法

:マ
メ

ツ

淡
乳

白
色

胎
土

:0
.5
～

2 
mm
の

石
英

、
長

石
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

| |

ナ
デ

調
整

、
底

部
外

面
未

調
整

赤
橙

色
焼

成
や

や
軟

質

| |
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00
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焼
成

:軟
質

第
2層

土 師 器 ・ 獲

底
径

4.
9c
m

ほ
ば
平

坦
な
底

部
か

ら
や

や
外

反
気

味
に
体

部
が
斜

め
外

上
方

に
伸

び
る
。

技
法

:マ
メ

ツ

黒
灰

掘
色

胎
土

:0
.5
～

1.
5剛

位
の
長

石
、

石
英

く
さ

り
礫

な
ど
砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:軟
質

高 杯 杯 部

土 師 器 。

口
径

 1
9。

lc
ll
l

脚
部

底
部

欠
損

。
杯
部

は
底
部

か
ら
内
弯

気
味

に
の

び
、

口
縁
部

は
外

上
方

に

ま
っ
す

ぐ
開

き
、
端
吉
[は

丸
く
お

さ
め

る
。

技
法

:内
面
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。
外

面
ナ

ナ
メ
の
ハ

ケ
ロ
。

乳
掘

色
胎

土
:1
～

3鰤
位

の
石

英
、
長

石
、

砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

土
高

師
杯

器

17
0

底
径
 1
0.
Oc
m

調
整

等
、
磨

減
鉄
J離

、
著

し
く
不

明

杯
底

部
縁

辺
1と
稜

を
有

す
る

。

淡
褐

色
胎

土
:良

好

焼
成

:非
常

に
悪

い

口
径

 1
6.
2c
ln

体
部

は
内
弯

し
、

日
縁
部

は
斜

め
上

方
に

ま
っ
す

ぐ
伸

び
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

赤
褐

色
胎

土
:微

細
な
長

石
、

石
英

を
含

む
。

焼
成

:軟
質

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
淡

褐
色

焼
成

:軟
質

工 師 器 ・ 高 杯

17
3

杯
底
部
縁
辺

に
鈍

い
稜

を
有
す

る

磨
粍

著
し
く
調
整

不
明

随

焼
成

:軟
質

上
高

師
杯

器
脚

・
音
[

17
4

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
橙

色
胎

土
:良

好

焼
成

:軟

17
5

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
内
外

と
も
薄

黄
と
灰

色
の

ま
だ

ら

焼
成

:良

17
6

ベ
ー

ジ
ュ

と
灰

色
。

(内
)灰

色
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高 杯 脚 部

上 師 器 ・
焼

成
:普

S 
D0
03

第
2層

17
7

部 　 法

脚 　 　 手

ラ
ッ
パ

状
に
開

く
。

マ
メ

ツ
著

し
く
不

明

明
淡

赤
褐
色

胎
土

0.
5～

2 
mm
位

の
長

石
、

く
さ

り
礫

、
黒

色
砂

粒
等

含
む

。

軟
質

焼
成

土 師 器 器 台

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
赤

橙
色

土 　 　 成

胎 　 　 焼

良
好

軟

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
燈

色

焼
成

:軟

脚 裾 部

上 師 器

底
都

径
9,
9c
m

円
筒

状
の
脚

部
よ

り
、

ラ
ッ
パ

状
に
裾

部
が
開

き
、
端

部
は

内
傾

し
て

、
先

は

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
著

し
く
不

明

乳
褐

色
胎

土
0.
5～

2闘
位

の
長

石
、
黒

色

砂
粒

、
ク
サ

リ
礫

等
を
多

く
合

む

や
や

軟
質

焼
成

土
杯

師
・

器
脚

高
部

口
径

 1
4.
6c
Fn

下
方

向
に
下

っ
た
の

ち
ラ

ッ
パ
状

に
ひ

ら
く
、
裾
部

に
ハ

ケ
ロ
あ

り
。

う
す

い
橙
色

胎
土

:1
～

3 
mm
の

小
石

粒
を
含

む
。

底
径
 1
0.
8c
m

裾
吉
Б
は

ラ
ッ
パ

状
に
開

く

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明

淡
褐

色

焼
成

:軟

杯 ・ 底 部

土 師 器 高

裾
部

の
み

大
き

く
「

ハ
」

字
状

に
開

く
。
裾

部
よ

り
端
部

に
至

る
。

端
都

平
面

は
垂

直
な
平

面
を

も
つ

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
著

し
い

。

赤
黄
色

胎
土

:l
 m
m前

後
の
石

英
、
長

石
を
多

く
合

む
。

焼
成

:軟
質

土 師 器 器 台

18
4

磨
滅

、
剣

離
著

し
く
調

整
不

明
明

赤
橙

色
胎

土
:非

常
に
磨

減
し
剣

離
の

た
め

不

明
。

焼
成

:軟

18
5

口
径

 1
2.
8c
la

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
ベ

ー
ジ

ュ
色

胎
土

:良
好
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土 師 器 ・
焼

成
:軟

S 
D 
oo
2

第
2層

高 杯 脚 部

上 師 器 ・

口
径

 3
.2
cm

磨
滅

著
し

く
調

整
不

明

底
部

外
面

中
央

に
突

起
を
有

す
る
。

明
橙

色

焼
成

:軟

高 杯 杯 部

上 師 器 ・

磨
滅
著

し
く
調

整
不
明

赤
橙

色
(外

は
薄

い
)

焼
成

:良

高 杯 脚 部

土 師 器 ・

磨
減

著
し
く
調
整

不
明

薄
い
赤

tF
J色

生 　 　 成

胎 　 　 焼

良
好

良
好

土 師 器 ・ 壷

口
径
 1
2.
6c
m

口
縁
部

は
ほ
ぼ

ま
っ
す

ぐ
に
上

に
の

び
屈

曲
し
て
外

に
開

き
、
端
部

は
外

下
方

に
少

し
肥

厚
さ
せ

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
と
口
縁

端
部

は
マ

メ
ツ
。
他

の
外

面
は

ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
乳
灰

色
生 　 　 成

胎 　 　 焼

砂
粒

を
多

く
含

む
。

や
や
軟

質

日
径
 1
5,
Oc
m

口
縁

は
断

面
三

角
形

の
顎

を
も

ち
(内

面
が
少

し
外

反
)ほ

ぼ
垂

直
に
長

く
立

ち
上

が
る
。

手
法

上
:全

体
に
マ

メ
ツ
。

明
乳

褐
色

胎
土

:1
～

3 
mm
の

砂
粒

(小
石
)を

多
く
含

む
。

焼
成

:軟
質

口
径

 1
4.
Oc
m

回
縁

は
や

や
立

上
り
、

下
端

部
に
鈍

い
稜

を
持

つ
。

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

薄
黄
色

土 　 　 成

胎 　 　 焼

良
好

軟

19
2

口
径
 2
1.
6c
m

口
縁

端
部

は
折

曲
げ

ら
れ
、

垂
下

す
る

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

薄
茶

色

焼
成

:軟

つ じ
口
径
 1
7.
Oc
m

口
縁

部
の

み
残

存
。

日
縁

部
は
外

反
気

味
に
伸

び
、

端
都

は
外

端
面

を
も
っ

て

お
さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
著

し
い

淡
乳

褐
色

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
や

く
さ

り
礫

を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

口
径

 1
5。

6c
m

口
縁

は
屈

曲
外

反
し
、

あ
ど

を
も

っ
て
立

ち
上

り
、
二

重
口
縁

状
に

な
る
。

内
側

乳
白
色

胎
土

:l
m面

呈
度

の
長

石
、

0.
5～

2
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土 師 器 ・ 壷

端
部

は
外

方
に
つ

ま
み

上
げ
、

九
く
お

さ
め

て
あ

る
。

手
法

上
:全

面
マ

メ
ツ
。

内
側

乳
赤

褐
色

画
程

度
の
灰

色
、
黒

色
砂

粒
、

O.
5闘

程
度

の
く

さ
り
礫

を
合

む
。

焼
成

:軟
質

土 師 器 皿

19
5

口
径
 1
6.
6c
m

底
部

は
平
底

で
口
縁

は
外

上
方

に
ま
っ
す

ぐ
に
伸

び
、
端
音
hは

丸
く
収

め
る
。

手
法

上
:全

面
マ

メ
ツ
。

淡
赤

色
土 　 　 成

胎 　 　 焼

o.
翫

醍
の
長
石

を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 器 壺 。 日 縁

19
6

口
径

21
.8
cn

口
縁

部
外

面
に
ヘ

ラ
措
沈

線
を
有
す

る
。

乳
褐

色
好

良 　 　 軟

土 　 　 成

胎 　 　 焼

土 師 器 ・ 壷

二
重

回
縁

の
壷

の
口
縁

郡
の
一

部
、

口
縁

屈
折

部
の
外

根
」は

凸
帯
状

に
突

出
し

て
い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

内
面
淡

赤
黄
褐
色

外
面

乳
黄
色

胎
土

0.
5～

1.
5m
�

の
長

石
、

石
英

な
ど
砂

粒
を
含

む
。

軟
質

焼
成

口
径
坐

.4
cm

二
重

回
縁

の
重

の
口
縁

部
の
一

部
、

日
縁
屈

折
部

の
夕
抑

」
は
凸

帯
状

に
突

出
し

て
い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

色
調

茶
褐

色
冊 　 賊

l 
ll
ul
lの

自
色

石
の
粒

を
合
む

軟

S 
D0
03

第
3層

土 師 器 ・ 甕

口
径

 1
4.
9c
ln

屈
曲
外

反
し
、

あ
ど

を
も
っ
て
立

ち
上

が
り
、
端
部

は
つ

ま
み

出
し
、

丸
く
収

め
る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
著

し
い
。

予
し灰

褐
色

胎
土

0.
5～

2.
ll
mm
の

石
英

、
長

石
、

そ
の
他

の
砂

粒
を
多

く
含

む
。

や
や

硬
質

焼
成

口
径

 1
1.
6c
ln

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

淡
乳

褐
色

好
良 　 　 軟

土 　 　 成

胎 　 　 焼
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土 師 器 甕

口
径

:1
4.
8c
m

口
縁

端
部

は
外

方
へ

折
曲

げ
ら
れ

、
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
、
一

部
ス

ス
付

着

外
面

:乳
褐

色
、

一
部

黒
色

内
面

:乳
褐

色

土 成

胎 焼

良
好

軟
S 
Do
o3

第
3層

20
2

口
径

:1
4.
4c
la

口
縁

端
部

は
外
方
へ

つ
ま
み
出

さ
れ
て

い
る
。

磨
粍

著
し
く
調

整
不
明
。

外
面

:黒
色

焼
成

:軟

土 師 器 ・ 壷

20
3

口
径

:1
0.
Oc
m

口
縁

端
部

は
内

方
に
月巴

厚
し
て

い
る
。

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明

赤
橙

色
焼

成
:軟

土 師 器 ・ 甕

口
径

:1
5,
6c
m

口
縁

端
部

は
内

方
に
や

や
B巴

厚
し
て

い
る
。

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明

乎
し 褐

色
胎

土
:良

好

焼
成

:軟

口
径

:1
2.
9c
m

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明
乳
褐

色
焼

成
:軟

20
6

口
径

:1
5.
Oc
m

口
縁

の
み
残

存
、

内
奮

気
味

に
口
縁

が
立

ち
上

る
。

端
部

は
丸

く
収

め
る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。
内

外
面
一

部
に

ス
ス
付

着

灰
褐

色

(内
外

面
、

一
部

に
ス

ス
付

着
)

胎
土

:o
.2
～

l 
mm
位

の
長

石
、
黒

色

砂
粒

等
を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

″ 　 　 　 〓 霊

20
7

口
径

:1
5.
Oc
m

口
縁

が
直

線
的

に
外

上
方

に
開

く
、
端

部
は

九
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
赤

褐
色

胎
土

:o
.5
mm
～

1.
5m
m位

の
長

石
、
黒

色
砂

粒
等

を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

″ 　 　 杯
高

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

杯
底

部
縁

辺
に
稜

を
有

す
る
。

乳
褐

色
焼

成
:軟

″ 　 杯
一 島

口
径

:2
3.
7c
m

木
不
都

、
底

部
は
内
弯

気
味

に
外

上
方

に
伸

び
、

口
縁

部
と
の
境

い
目

に
預

を

も
ち
、口

縁
部

は
や
や
外

反
し
て
、
さ

ら
に
外

上
方

に
伸

び
、先

を
九

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

外
面

共
に

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:0
.5
～

2 
mm
位

の
石

英
長

石
、

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質
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21
0

磨
粍

著
し
い

乳
褐

色

焼
成

軟

″ 　 　 杯
一 局

磨
粍

著
し
い

。
乳
褐

色
好

良 軟

土 成

胎 焼
S 
Do
03

第
2層

″ 　 器 台

口
径

:9
,2
cl
n

磨
粍

著
し
い
。

乳
褐

色
焼

成
:軟

S 
D0
03

第
3層

″ 　 脚 台

21
3

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
赤

橙
色

好
良 軟

土 成

胎 焼

一 局
杯

21
4

脚
柱
部

は
ほ
ぼ
直
線

的
で

、
上
方

ば
ど
】巴

厚
し
て

い
る
。

手
法

上
:脚

内
部

は
未

調
整

・
他

は
マ

メ
ツ
。

淡
乳
褐

色
土 成

胎 焼

良
好

や
や
軟

質

″ 　 　 器 台

口
径

:1
0.
2c
ln

口
縁

は
外

に
開

い
て

ま
っ
す

ぐ
上

方
に
伸

び
る
。

端
部

は
や

や
と
が

り
気

味
に
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

外
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

燈
色

良 質

精 硬

土 成

胎 焼

″ 　 　 　 士 霊

21
6

口
径

:9
,4
cm

磨
粍

著
し
い
。

淡
乳
褐

色
土 成

胎 焼

良
好

軟

口
径

:1
0.
4c
m

磨
粍
著

し
い

乳
褐

色
焼

成
:軟

口
径

9 
cm

正
担

な
底
部

か
ら
内
弯

気
味

に
体

部
が
伸

び
、

口
縁

手
前
で
最

大
径

と
な

り
口

縁
は
、
短

く
直
立

し
て
丸

く
お

さ
め

る
。
外

面
に
指
圧
痕
残

る

乳
褐

色

(外
面

一
部

、
黒
斑

)

胎
土

:3
～

5m
位

の
秒

粒
数

個
と
、

l 
mm
位

の
ク
サ

リ
礫

を
含

む
。
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小
型 鉢

手
法

上
:全

内
面

、
外
面

、
口
縁

体
郡

は
ヨ
コ
ナ
デ

ら
し
い
が
、

マ
メ

ツ
、
外

面
底
部

は
未

調
整

ら
し
い

が
マ

メ
ッ
。

S 
D0
03

第
3層

高
杯

杯
部

の
底

部
と
脚

部
の

み
残

存
。

脚
部

が
外

下
方

へ
開

き
、

三
方

に
ス

カ
ン

を
穿

つ
。

手
法

上
:脚

部
内

面
に

し
ば

り
目

あ
り
、
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
徴

細
～

0.
5m
位

の
長

石
、

ク

サ
リ
礫

、
黒
色

砂
粒

を
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

″ 　 　 甕

22
0

底
部

外
面

中
央

凹
の

あ
る
平

担
な
底

部
よ

り
体

部
が

ま
っ
す

ぐ
外
上

方
へ
伸

び
る

手
法

上
:内

面
:ク

モ
ノ
巣

状
ハ

ケ
ロ

外
面

(底
部
):
未

調
整

(体
部
):
斜

め
ハ

ケ

淡
灰

褐
色

(底
部

、
暗

灰
色

)

胎
土

:0
.5
～

lm
位

の
長

石
黒

色
砂

粒
等

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

″ 　 　 姑

口
径

:8
.6
cm

成
形

時
の
指
圧
痕
残

る
。

磨
粍

著
し
い
。

乳
褐

色
土 成

胎 焼

良
好

良

甕

22
2

口
径

:9
,7
cl
n

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

赤
橙

色
焼

成
:軟

S 
D0
03

第
1層

22
3

口
径

:1
3.
3c
ln

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

乳
掘

色
焼

成
:軟

22
4

口
径

:1
3.
lc
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
乳
褐
色

一
部

黒
色

一
部

ス
ス
付

着

焼
成

:軟

22
5

口
径

:1
3.
9c
ln

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整
乳

褐
色

焼
成

:軟

22
6

口
径

:1
5.
4c
ra

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
乳
褐
色

焼
成

:軟
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22
7

口
径

:1
4。

2c
ln

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明

乳
褐

色
焼

成
:軟

22
8

口
径

:1
7.
8c
ln

磨
粍

著
し

く
調

整
不

明

乳
掘

色
焼

成
:軟

土 師 器 部

22
9

脚
部

は
下

方
に
向

か
っ

て
少

し
ず

つ
開

い
て

ゆ
き
、
裾

で
ラ

ッ
パ
状

に
開

く
。

手
法

上
:脚

内
部

未
調

整
、

し
ほ

り
め

あ
る
。
他

マ
メ

ッ
。

子
L淡

褐
色

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
く
さ

り
礫

を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

23
0

磨
粍

著
し
い

赤
橙

色
焼

成
:軟

須 恵 器 ・ 杯

23
1

底
径

底
部

の
み
残

存
。
体

部
は

、
直

線
的

に
伸

び
る
。

断
面

台
形

の
高

台
が
張

り
つ

い
て

い
る
。

手
法

上
:内

外
面

共
ヨ

コ
ナ

デ
。
張

り
つ

け
高

台
で
張

り
付

け
後

ナ
デ
底

部
は

未
調

整
。

淡
青

灰
色

土 成

胎 焼

徴
細

な
長

石
を
含

む
が
良

好
。

硬
質

″ 　 　 甕

23
2

口
径

:2
1,
8c
m

ヨ
コ

ナ
デ
調

整
灰

色
焼

成
:良

好

土 師 器 壷

23
3

口
径

:1
4.
4c
ln

磨
粍

著
し
い

赤
橙

色
焼

成
:軟

一 土 師 器 甕

23
4

口
径

:1
0。

8c
ln

磨
粍

著
し
い

予
L4
B色

焼
成

:軟

染 付 椀

23
5

口
径

:1
4.
lc
ln

口
縁

部
は
内
弯

し
て
外
上

方
へ
仲

び
端
部

は
や
や
尖

り
気
味

に
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ロ

ク
ロ
成

形
。

淡
白
色

胎
土

:精
良

焼
成

:硬
質
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土 師 器 皿

23
6

口
径

:1
9.
Oc
m

ほ
ぼ
平

担
な
底

部
か

ら
内
弯

気
味

に
体

部
が
続

き
、

や
や

外
反

し
た
後

端
菩
Iは

内
方

向
に
】巴

厚
し
て

お
さ
め

る
。

手
法

:マ
メ

ツ
著

し
く
不

明

明
赤

茶
褐

色

外
面

淡
乳
握

色

土 成

胎 焼

ほ
と
ん

ど
精

良

不
良

S 
D0
03

第
1層

口
径

:2
0,
Oc
ra

浅
く
平

べ
っ
た

い
底
部

よ
り
口
縁

部
は
外
上

方
に
の
び
端
部

は
く
ば

ん
だ
面

を

も
つ

。

手
法

:磨
粍

著
し

く
不

明

随
胎

土
 

精
良

焼
成
 

不
良

″ 　 　 甕

23
8

口
径

:1
4.
Oc
m

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
も

っ
て

口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

都
は
水

平
な

面
を
横

へ
つ

ま
み

出
し
、

先
は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
S 
D0
03

第
4層

23
9

口
径

:1
3.
Oc
ln

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
て

口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

部
は
凹
面

を
有

し
、

外
傾

す

る
平

面
を

な
す

。
先

は
横

へ
つ

ま
み

出
し
丸

い
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

灰
褐

色

(内
・

外
面

共
、

ス
ス
付

着
)

胎
土

:0
.5
～

1.
5m
m位

の
長

石
黒

色
砂

粒
等

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

24
0

口
径

:1
5.
2c
m

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
て

、
ア

ゴ
を

も
っ

て
回
縁

が
立

ち
上

る
。

端
部

は
ゆ

る

い
凹

面
を
有

す
る
。

水
平

な
面

を
横

へ
つ

ま
み

出
し
、
先

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

自
灰
褐

色

(外
面

、
ス
ス
付
着

)

土 成

胎 焼

0.
2～

l 
mm
位

の
砂

粒
を
念

む

や
や

硬
質

24
1

口
径

: 
15
。
lc
m

口
縁

部
の

み
残

存
。
Z字

状
に
弯

曲
し
、
端

部
に
外
傾

す
る
平

面
を

も
ち
、

端

部
は

九
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
著

し
く
不

明

乳
白
色

胎
土

0.
5～

1.
5m
m程

の
石

英
、長

石
、

そ
の
他

の
砂

粒
を
多

く
含

む
。

や
や
軟

質
焼

成

24
2

口
径

:1
3.
6c
ln

頸
部

は
屈

曲
外

反
し
、

回
縁

部
は
預

を
も

っ
て
短

く
外

上
方

に
伸

び
端

部
は
外

側
に
つ

ま
み

出
す

た
め

、
や

や
外
傾

す
る
平

面
を
有

す
る
、先

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

内
面

・
外

面
口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面
体

部
ハ

ケ
ロ
。

乳
灰

褐
色

胎
土

:0
.5
～

2 
mm
位

の
石

英
、長

石
、

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

24
3

口
径

:1
2.
4c
ln

頸
部

は
屈

曲
外

反
し
、

口
縁

部
は

ア
ゴ

を
も

っ
て
短

く
外

上
方

に
伸

び
、
端

郡

は
や

や
下

向
き
に
つ

ま
み

出
す

た
め

外
傾

す
る
平

面
を
有

す
る
先

は
丸

く
お

さ

め
る
。

手
法

上
:全

内
面

・
外

面
口
縁

部
ヨ

ヨ
ナ

デ
。

外
面
体

部
ハ

ケ
ロ
。

淡
乳
灰

掘
色

胎
土

:0
.5
～

2 
mm
位

の
石

英
、長

石
、

そ
の
他

の
砂

粒
を
多

く
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

24
4
「

l宅
蟄
 :
 1
5.
2c
m

口
縁

の
み
残

存
。

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
て

口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

部
は
凹

面
を
有

す
る
水

平
な

淡
灰

褐
色

胎
土

:0
.2
～

1剛
位

の
長

石
、石

英
、

そ
の
他

の
砂

粒
を
含

む
。



‐ ― 卜 Φ Ｉ Ｉ

面
で
横

へ
つ

ま
み

出
す

。
先

は
九

い
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
1.
2c
m

頸
部

で
屈

曲
外

反
し
、

ゆ
る
や

か
な

ア
ゴ

を
形

成
し
た
後

外
に
開

き
な

が
ら
伸

び
、
端

部
は
横

に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色
月 台

土
0.
5～

l 
mm
位

の
石

英
、長

石
、

2～
3m
位

の
石

英
を
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

24
6

口
径

:1
3.
2c
m

口
縁

吉
bの

み
残

存
。

口
縁

部
は
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
形

成
し
、
少

し
外

に
開

き
な

が
ら
、
斜

め
外

上
方

に
伸

び
端

部
は
上

に
平

面
を

も
ち
、

や
や
上

方
に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

明
淡

乳
褐

色
生 　 　 成

胎 そ 焼

0.
5～

2 
mm
位

の
石

石
、石

英
、

そ
の
他

砂
粒

を
多

く
含

む
。

や
や
軟

質

口
径

: 
15
.6
cl
a

体
部

よ
り
急

激
に
外

反
し
た

口
縁

は
、

ア
ゴ

を
形

成
し
、
端

部
で

外
方

に
屈

曲

し
、

や
や
つ

ま
み

出
し
た

よ
う
に

お
さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
で
体

部
に
ハ

ケ
ロ

を
残

す
。

断
面

中
心
部

暗
灰

色
、
表

面
は
淡

乳
白

色
、
但

し
、
夕 抑

」ス
ス
付

着
の

た
め
濃

黒
褐

色
。

胎
土

微
細

～
l 
mm
大

の
長

石
、石

英
、

雲
母

、秒
粒

等
を
多

く
合

む
。

や
や
軟

質
焼

成

24
8

口
径

:1
4.
2c
rn

口
縁

部
の

み
残

存
。
体

部
よ

り
屈

曲
外

反
し
て

口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

部
は

、

ゆ
る
い
凹

面
を
有

す
る
水

平
な
面

を
横

へ
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

先
は

丸
い
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

濃
灰

掘
色

胎
土

0.
5m
m～

2 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、
黒

色
砂

粒
等

を
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

24
9

口
径

: 
15
。
2c
m

口
縁

の
み
残

存
。

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
、

ゆ
る

く「
ア

ゴ
」
を

も
っ

て
回
縁

が
立

ち
上

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ
コ

ナ
デ

。

淡
灰
褐

色
(外

面
ス

ス
付

着
)

胎
土

:0
。

2～
2 
mm
位

の
長

石
、石

英
、

黒
色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

25
0

回
径

:1
3.
7c
m

外
反

気
昧

の
口
縁

は
、

ア
ゴ

を
形

成
し
た

の
ち
、

外
方

へ
つ

ま
み

出
し
た

よ
う

に
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
灰

褐
色

。
断

面
内
部

は
淡

灰
色

。
胎

土
:0
.5
～

l 
ml
nの

石
英

そ
の
他

の

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

口
径

:1
3.
Oc
m

口
縁

部
か

ら
頸

部
付

近
の

み
残

存
。

体
部

よ
り
、「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
外

反
し
、「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
口
縁

が
開

い
て

い
る
。
端

書
[は

凹
面

を
有

す
る
水

平
な
面

で
、

外
へ

つ
ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
乳

自
色

外
面

ス
ス
付

着

胎
土

:o
.5
～

1闘
位

の
長

石
、石

英
、

な
ど

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

25
2

口
径

:1
3.
6c
m

口
縁

部
の

み
残

存
。
体

部
よ

り
屈

曲
外

反
し
て

、「
ア

ゴ
」

を
も

っ
て

口
縁

が
立

ち
上

る
。

端
部

は
外
傾

す
る
平

面
を
有

し
、
横

へ
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:体

部
外

面
ハ

ケ
ロ
。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

―
淡

辛
L褐

色
(ス

ス
付

着
)

内
面

―
暗

灰
色

(一
部

淡
乳
褐

色
)

胎
土

:0
.5
～

1.
5m
m位

の
長

石
、
石

英

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
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土 師 器 甕

25
3

口
径

:1
4.
4c
m

頸
部

は
「

く
」
の
字

状
に
屈

曲
外

反
し
、「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
、
斜

め
上

方
に
伸

び

端
部

は
水

平
に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
灰

握
色

外
面

ス
ス
付

着

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、石

英
、

そ
の
他

、
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質

S 
D 
00
3

第
4層

25
4

口
径

:1
5。

4c
m

口
縁

部
は
屈

曲
外

反
し「

ア
ゴ
」
を
形

成
し
、

ま
っ

す
ぐ
立

ち
上

る
。
端

菩
Iは

外

方
へ

、
つ

ま
み

出
し
、

中
央

が
や

や
凹

ん
だ
水

平
面

を
も
つ

。

手
法

上
:マ

メ
ッ
著

し
く
不

明
。

淡
乳
灰

色
胎

土
:o
.5
～

2 
mm
位

の
石

英
、長

石
、

黒
色

砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

25
5

口
径

14
.O
cm

口
径

:1
4.
Oc
m

頸
部

か
ら
「

く
」

の
字

状
に
口
縁

部
は
屈

曲
外

反
し
、

ゆ
る
や

か
な
「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
、
端

部
を
少

し
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

25
6

ロ
イ垂

:2
2.
7c
ln

口
縁

部
付

近
の

み
残

存
。

口
縁

部
は
斜

め
外

上
方

に
伸

び
、

端
部

は
内

方
向

に
肥

厚
し
て

お
さ
め

る
。

手
法

上
:外

面
ヨ

コ
ナ

デ
。
他

は
マ

メ
ッ
。

明
赤

黄
色

胎
土

:0
.5
～

3 
mm
位

の
長

石
、
石

英

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

25
7

口
径

:1
5.
8c
m

頸
部

は
「

く
」
の
字

状
に
屈

曲
外

反
し
て

、
ア

ゴ
を
形

成
し
、

ほ
ぼ
直

角
に
真

上

に
仲

び
、
端

部
は
上

に
水

平
な
面

を
持

ち
、
真

横
に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:内

面
・

外
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

外
面

頸
部

よ
り
下

に
ハ

ケ
ロ
。

淡
乳

自
色

胎
土

:0
.5
～

1.
5m
mの

長
石

、
石

英

な
ど
砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

国
径

:1
2.
Oc
m

頸
部

は
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
形

成
し
た
後

、
や

や
外

に
開

き
気

味
に
伸

び
、

端
部

は
横

に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。
外

面
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

手
法

上
:内

面
頸

部
以

下
マ

メ
ッ
。
又

は
未

調
整

で
粘

上
の
つ

ぎ
め
が
残

る
。

乳
淡

灰
褐

色
胎

土
:0
.5
～

lm
m位

の
長

石
、石

英
、
く

さ
り
礫

な
ど
多

く
の
砂

粒
を
含

む

焼
成

:硬
質

口
径

:1
5.
Oc
m

口
縁

の
み
残

存
。

体
部

よ
り
外

反
屈

曲
し
て

口
縁

が
立

ち
上

が
り
、
端
部

は
ゆ

る
い
凹

面
を
有

す

る
水

平
な
面

を
横

へ
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

先
は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
灰

褐
色

(外
面

ス
ス
付

着
)

胎
土

:o
.2
～

l 
mm
位

の
長

石
、石

英
、

黒
色

砂
粒

な
ど

を
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

26
0

口
径

:1
4.
7c
m

頸
部

は
屈

曲
し
、

や
や

外
反

し
、

口
縁

は
退

化
し
た

ア
ゴ

を
も

っ
て
立

ち
あ

が

り
、
端

部
は
大

き
く
外
判

に
つ

ま
み

出
し
巻

き
込

む
た

め
水

平
な
面

を
有

す
る

手
法

上
:全

外
面

内
面

口
縁

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
面

体
部

未
調

整
。

淡
乳
灰

褐
色

胎
土

:o
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、石

英
、

黒
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
6.
4c
m

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
外

反
し
て

、
ア

ゴ
を
形

成
し
、

や
や

外
上

方
に

淡
褐

色
胎

土
:0
.5
～

1.
5m
mの

長
石

、
石

英
な



|

∞

|

向
か

っ
て
伸

び
、
端

部
は
少

し
下

に
向

か
っ

て
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

ど
砂

粒
を
多

く
合

む
。

焼
成

:硬
質

S 
D 
00
3

第
4層

口
径

:1
5,
2c
m

頸
部

は
屈

曲
し
、

日
縁

は
外

反
し
、
端

部
を
上

に
つ

ま
み

あ
げ

る
た

め
丸
味

を

お
び

た
外
傾

す
る
面

を
有

す
る
。

手
法

上
:内

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

ハ
ケ

メ
が

あ
る

ら
し
い

が
マ

メ
ツ

の
た

め
全

面
不

鮮
明

。

乳
褐

色

(外
面

一
部

ス
ス
付

着
)

胎
土

:1
～

2 
mm
位

の
石

英
、

長
石

、

そ
の
他

の
砂

粒
を
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

26
3

回
径

:1
9,
3c
m

口
縁

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、
端
部

は
内
側

を
】巴

厚
さ
せ

、
九

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:マ
メ

r,

橙
色

胎
土

:0
。

1～
2 
mm
程

度
の
長

石
、

赤

茶
色

、
灰

色
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:軟
質

26
4

口
径

:1
3.
Oc
m

口
縁

部
は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、
端
部

は
内
方
へ
】巴
厚

し
て

い
る
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

乳
褐

色

外
面

一
部

ス
ス
付

着
の

た
め
暗

灰
色

胎
土

:0
.1
～

2 
mm
程

度
の
長

石
、

石

英
、
黒

色
、
赤

茶
色

灰
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:軟
質

26
5

口
径

:1
3.
Oc
ln

口
縁

の
み
残

存
。

内
弯

気
味

に
口
縁

が
立

ち
上

が
り
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
赤
褐

色
胎

土
:0
.2
～

l 
mm
位

の
長

石
、石

英
、

ク
サ

リ
礫

な
ど

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

26
6

口
径

: 
11
.O
cm

口
縁

は
外

上
方

へ
直

線
的

に
の

び
る
。

端
部

は
丸

い

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

灰
褐

色
。

内
面

暗
灰

色
。

胎
土

:0
,2
～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英

な
ど

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

26
7

口
径

:1
5.
3c
m

体
部

よ
り
急

に
上

方
に
屈

曲
し
た

口
縁

は
、

先
細

り
と

な
り
、
端

部
は

や
や

つ

ま
み
上

げ
た

よ
う
に

お
さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
自
色

(鉄
分

付
着

で
ま

は
ら
に
淡

赤
褐

色
)

胎
土

:微
細

～
l 
mm
大

の
長

石
、雲

母
、

砂
粒

な
ど

を
合

む
。

焼
成

:良
好

口
径

:1
4.
4c
ln

口
縁

部
は
斜

め
外

上
方

に
伸

び
端

部
は
内

方
向

に
】巴

厚
し
て

お
さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色

(外
面

ス
ス
付

着
の

た
め
黒

色
)

胎
±

■
Ю
.5
mm
位

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

回
径

:1
4.
8c
m

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

口
縁

部
は
内
弯

気
味

に
上

に
伸

び
る
。

端
部

は
内

方
に
少

し
】巴

厚
し
ン
、
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
頸

部
マ

メ
ツ
。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色
胎

土
:0
.5
mm
位

の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:硬
質
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27
0

口
径

: 
9.
6c
m

口
縁

部
は

ま
っ
す

ぐ
に
外

に
開

き
、

端
部

内
側

は
、
】巴

厚
し
、

丸
く
お

さ
め

る

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

内
面

暗
灰

茶
色

外
面

ス
ス
付

着
の

た
め
黒

色

胎
土

:o
,1
～

2 
mm
位

の
砂

粒
を
合

む

土 師 器 甕

27
1

口
径

:1
2.
8c
m

口
縁

部
は
頸

部
か

ら
や

や
外

に
開

き
、

斜
め
上

方
に

ま
っ
す

ぐ
伸

び
る
端

都
で

内
方

向
に
肥

厚
し
て

お
さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
灰

褐
色

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
石

英
、
黒

色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

S 
D0
03

第
4層

27
2

口
径

:1
5。

4c
ln

日
縁

部
は
斜

め
外

上
方

に
開

い
て
伸

び
、

端
部

で
内

方
向

に
】巴

厚
し
、

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
茶

褐
色

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
長
石

、
石

英

く
さ

り
礫

を
多

く
合

む
。

焼
成

:や
や

硬
質

27
3

口
径

:1
1.
8c
m

回
縁

部
は

ま
っ
す

ぐ
外

に
開

き
、

端
部

内
側

は
】巴

厚
し
、

上
方

に
面

を
も
つ

。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

茶
褐

色
土 成

胎 焼

良
好

や
や

軟
質

口
径

:1
1.
6c
m

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

日
縁

部
は
外

に
開

い
て

、
ゆ

る
や

か
な

ア

ゴ
を
形

成
し
、

端
部

は
横

に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

口
縁

部
内

面
に
一

条
の
浅

い
沈

帯
を

も
つ

。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
乳
褐

色
胎

±
0.
5～

l 
ln
al
位
の

長
石

、
石

英
英

を
含

む

焼
成

:硬
質

27
5

口
径

:■
.4
cl
a

口
縁

部
は
外

上
方

に
伸

び
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ハ

ケ
メ

橙
色

良 良

土 成

胎 焼

27
6

口
径

:9
,6
cl
ll

ゆ
る
や

か
に
内
弯

し
、
端

部
外

側
に
、
一

条
の

沈
線

ら
し

き
名

残
り
が
み

ら
れ

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
著

し
い

暗
橙

色
胎

土
:微

細
な
金

雲
母

、
0,
1～

l 
mm

程
度

の
黒

色
、
茶

褐
色

砂
粒

を
合

む
。

焼
成

:硬
質

27
7

口
径

:1
0.
6c
m

体
部

よ
り
口
縁

カ
ン
ト
上

方
へ

ま
っ
す

ぐ
開

く
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:外

面
体

部
は

マ
メ

ツ
。
 

他
ヨ

コ
ナ

デ

乳
赤

褐
色

(外
面

ス
ス
付

着
)

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、

石
英

、

く
さ

り
礫

を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

27
8

口
径

:■
.8
cm

口
縁

部
が

や
や

尖
っ

て
い

る
。

口
縁

は
直

線
上

に
外

上
方

に
伸

び
る
。

手
法

上
:内

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
。

薄
茶
色

良 良

土 成

胎 焼

27
9

口
径

:H
.O
Cm

口
縁
都

は
、
外

反
し
て
直
線

的
に
伸

び
る
。

手
法
上

:マ
メ

ツ

明
赤

褐
色

胎
土

:1
.5
ml
n位

の
く

さ
り
礫

と
41
11
1n

位
の

長
石

、
0.
5～

l 
mm
位

の
長

石
、

石
英

を
含

む

焼
成

:軟
質



‐ ― 伽 〇 ― ―

口
径

:9
,6
cm

体
都

よ
り
ま
っ
す

ぐ
外

上
方
へ

口
縁

が
開

く
。
 

端
菩
[は

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ
コ
ナ

デ

白
灰

褐
色

胎
土

:0
。

2～
2 
mm
位

の
長

石
、
黒

色

砂
粒

な
ど

を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

28
1

口
径

:1
2.
8c
ln

口
縁

は
短

め
で
、
内
弯

気
味

に
立

ち
上

が
り
、
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:全
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
褐

色

(断
面

濃
灰

色
)

胎
土

:0
.5
～

1.
5m
m位

の
長

石
、

黒
色

砂
粒

な
ど

を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
4.
2c
ln

口
縁

は
や

や
外

反
し
な

が
ら
上

方
に
の

び
て

い
る
。

手
法

上
:内

面
ナ

デ
調

整

外
面

未
調

整

内
面

と
断

面
―

暗
茶
色

外
面
一
薄

茶
色

良 良

土 成

胎 焼

口
径

:1
5,
7c
m

口
縁

は
小

し
内
弯
気

味
に
外

に
開

き
、
端
都

は
ほ
ぼ
垂

直
に
短

く
立

ち
上

げ
る

手
法
上

:内
外

面
共
ハ

ケ
メ

外
面

ス
ス
の

た
め
黒
色

内
面
 
濁

灰
色

胎
土

:0
。

lm
mほ

ど
の
石

英
と
微

砂
粒

を
少

し
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

28
4

口
径

:■
.6
cl
n

頸
郡

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

口
縁

部
は
外

に
開

い
て
伸

び
る
。

端
部

は
や

や
尖

り
気

味
に

お
さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

タ ト
屋野

他

口
縁

端
都

以
下
黒
色

淡
褐
色

胎
土

:0
.5
～

1.
5m
mの

長
石

、
石

英
、

黒
色

破
粒

な
ど
多

く
の
破

粒
を
含

む

焼
成

:硬
質

28
5

口
径

:1
3.
7c
ln

磨
権

著
し

く
不

明
外

面
 

黒
色

内
面
 

乳
褐

色

土 成

胎 焼

良
好

軟
質

口
径

:1
5c
m

口
縁
部

は
外
上

方
に
ま
っ
す

ぐ
伸

び
、
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:口

縁
部
上
部
%は

ヨ
コ
ナ

デ
、
下
部
%は

タ
テ
ハ

ケ

内
面

マ
メ

ツ

明
灰

白
色

胎
上

:0
.5
mm
位

の
石

英
、

長
石

、
黒

色
砂

粒
を
多

く
含

む

3 
mm
位

の
砂

粒
を
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

28
7

口
径

:1
6.
6c
m

内
外

面
ヨ

ヨ
ナ

デ
濁

薄
茶
色

土 成

胎 焼

良
好

軟
質

28
8

口
径

:1
6.
lc
ll

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

日
縁

は
外

上
方

に
ま

っ
す

ぐ
開

き
、
端

部

は
や

や
月巴

厚
さ
せ

て
、

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
口
縁

都
ヨ

コ
ハ

ケ

外
面

、
内

面
頸
都

は
ヨ

コ
ナ

デ

淡
乳
灰

褐
色

(外
面

ス
ス
付
着

)
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
石

英
、

長
石

を
少

し
含

む

焼
成

:や
や
硬

質
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土 師 器 甕

口
径

:1
3.
5c
m

頸
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

口
縁

部
は

や
や

外
反

す
る
。

端
著
bは

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
体

都
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
・

口
縁

部
内

面
ヨ

コ
ハ

ケ
後

、
ヨ

コ
ナ

デ
・

外
面

ナ
ナ

メ
ハ

ケ
メ

の
あ

と
ヨ

コ
ナ

デ
・

外
面

体
都

ハ
ケ

メ
。

外
面
 

漆
茶

褐
色

内
面
 

淡
褐

色

胎
土

:0
.5
～

1.
5m
mの

長
石

、
石

英
な

ど
砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D0
03

第
4層

口
径

:1
6.
2c
m

頸
部

か
ら
内
弯

気
味

に
口
縁

は
伸

び
、
端

部
内

側
は
肥

厚
し
、

丸
く
お

さ
め

る

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
(一

部
マ

メ
ツ

)

乳
自
色

胎
土

:0
.1
～

l 
mm
程

度
の

長
石

、
0。

1

～
2 
mm
程

度
の
灰

褐
色

砂
粒

、

黒
色

砂
粒

を
合

む
。

焼
成

:軟
質

ク 　 　 　 士 望

口
径

:1
4.
lc
m

口
縁

は
大

き
く
外

反
す

る
。

端
部

は
、

外
傾

す
る
凹

面
を

も
つ

手
法

上
:全

面
マ

メ
ツ
。

乳
灰

色
胎

土
:l
 m
m程

の
砂

粒
を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

29
2

口
径

:1
8,
6c
m

体
部

よ
り
外

反
し
た

回
縁

は
、
端

部
で
上

方
に
つ

ま
み
上

げ
た

よ
う
に

お
さ
ま

る
。

手
法

上
:外

面
及

び
端

部
内

面
ヨ

コ
ナ

デ
・

内
面

マ
メ

ツ
。

外
面
 

淡
乳
灰

色

内
面
 

淡
乳

褐
色

胎
土

:微
細

～
2 
mm
大

の
長

石
、

石
英

砂
粒

な
ど

を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

29
3

口
径

:1
4.
6c
m

外
反

し
て

口
縁

が
立

ち
上

が
り
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
灰

褐
色

胎
土

:0
.2
～

l 
mm
位

の
長

石
、
黒

色

砂
粒

、
く

さ
り
礫

な
ど

を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
7.
4c
m

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

暗
灰

色
胎

土
:良

好

焼
成

:軟
質

ク 　 　 甕

29
5

口
径

:1
6.
8c
m

口
縁

は
内
弯

し
、
外

上
方

に
伸

び
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
は

ヨ
コ
ナ

デ
・

外
面

端
部

付
近

は
、

ヨ
コ
方

向
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

他
は

タ
テ
方

向
の

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
。

淡
赤

黄
色

胎
土

:l
 m
m前

後
の

長
石

、
石

英
、
黒

色
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:軟
質

29
6

底
径

:4
.O
cl
n

底
部

は
上

げ
底

で
、
少

し
内
弯

し
て
体

部
が
続

く
。

手
法
上

:底
部

外
面

は
ヨ
コ
ナ

デ
。
他

は
マ

メ
ツ
。

乳
白
色

月 台
土

:0
.5
-3
 m
mの

石
英

、 
0.
5^
,2

mm
の

長
石

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
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″ 脚 台

29
7

底
径

:6
.4
cm

脚
部

は
「

八
」

の
字

状
に
開

き
、
端

部
は

内
傾

す
る
面

を
持

つ
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

明
淡

茶
褐

色
胎

土
:0
.5
～

2 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、

黒
色

砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:軟
質

S 
D 
00
3

第
4層

29
8

底
径

:7
.2
cm

脚
部

は
「

八
」

の
字

状
に
開

く
。

全
面

:ナ
デ
調

整

薄
乳

自
色

土 成

胎 焼

赤
と
灰

と
自

の
砂

粒
含

有
。

軟
質

ク 　 　 甕

底
径

: 
4.
6c
m

底
部

中
央

に
穿

孔
さ
れ

る
。

磨
権

著
し

く
調

整
不

明

内
面
 

黒
色

外
面
 

乳
褐

色
一
部

黒
斑

有

胎
土

:良

焼
成

:軟
質

/J
ヽ

霊

磨
権

著
し

く
調

整
不

明
乳

褐
色

胎
土

:良
好

焼
成

:軟
質

蜻 師 器 ・

杯
都

の
底

部
の

み
残

存
。

平
担

な
底

都
よ

り
直

接
的

に
回
縁

都
が
伸

び
る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

灰
褐

色
胎

土
0.
2～

l 
mm
位

の
長

石
、

く
さ

り
礫

、
黒

色
砂

粒
な

ど
を
含

む

や
や
硬

質
焼

成

底
径

:9
.6
cm

裾
は
外

へ
大

き
く
開

き
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ
コ

ナ
デ

内
面
 

淡
灰

色

外
面
 

橙
色

胎
土

:精

焼
成

:硬
質

脚
吉
[よ

リ
ラ

ツ
パ

状
に
裾

著
Iが

開
き
、
端

菩
bは

丸
く
る

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
、
脚

部
、
絞

り
目

あ
り

。
裾

都
、
内

面
斜

め
ハ

ケ
メ
。

外
面

ョ
コ

ナ
デ
。

淡
灰

褐
色

(内
面

や
や
赤

味
を
お

び
て

い
る

)

土 成

胎 焼

良
好

や
や
硬

質

底
径

:1
0,
8c
m

裾
部

は
「

八
」

の
字
状

に
拡

く

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

日 音
帯
説
色

胎
土

焼
成

好 質

良 軟

ク 布 留 式 杯

口
径

:1
2.
9c
m

体
部

は
内
弯

し
て
外

上
方

に
伸

び
、

頸
部

で
ゆ

る
く
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し

口
縁

は
更

に
内
弯

気
味

に
広

が
り
、

端
部

手
前

で
、
段

を
取

り
九

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ

乳
褐

色
土 成

胎 焼

良
好

や
や

軟
質



| |

土 師 器 杯

30
6

口
径

:1
6.
6c
m

内
弯

し
た
体

著
Iか

ら
外

方
へ
屈

曲
し
た

口
縁

は
、

明
確

な
ア

ゴ
を
形

成
し
た
後

外
反

し
て
端

都
は

九
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ

乳
褐

色

(内
側

上
半

分
は
褐

色
)

土 成

胎 焼

微
細

な
長

石
を
少

し
合

む
。

や
や
軟

質
S 
D0
03

第
4層

ク 一 局 杯

30
7

口
径

:2
0c
m

体
部

は
斜

め
外

上
方

に
開

い
て
伸

び
る
。
端
都

は
や

や
尖

り
気

味
に
お

さ
め

る

手
法
上

:ヨ
コ
ナ

デ
・
外

面
一
部

に
ハ

ケ
メ
跡

あ
り
。

淡
乳

褐
色

胎
土

:0
.5
mm
位

の
微

細
な
砂

粒
を
合

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

″ 口 縁

口
径

:1
5。

6c
ll
l

外
根
1に

ア
ゴ
状

の
形

を
も

ち
、
外

反
し
つ

つ
端

部
へ

と
続

く
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ

淡
乳

白
色

(外
面

鉄
分

付
着

)

土 成

胎 焼

微
砂

粒
を
合

む
。

良
好

ク 一 局 杯

30
9

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
赤

橙
色

の
上

に
黒

色
が

か
か

っ
て

い
る

胎
土

良
好

軟
質

焼
成

ク 　 　 器 台

体
都

、
脚
部

欠
損

、
底

都
の
み
残

存
。

平
担

な
底
部

よ
り
内
弯

し
て
体
部

へ
至

る
。

外
面
底

都
中
央

に
へ

こ
み

あ
り
。

手
法

上
:全

面
マ

メ
ツ
。

乳
赤

褐
色

胎
土

:0
.2
～

2 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、

黒
色

砂
粒

な
ど

を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

″ 一 局 杯

底
径

:1
5。

8c
m

脚
部

は
下

端
で

大
き

く
拡

が
り
、
裾

部
と
の
境

に
稜

を
つ

く
る

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

赤
橙

色
土 成

胎 焼

l 
mm
位

の
白
色

砂
粒

を
含

む

軟
質

底
径

:1
3.
lc
m

「
八
」

字
状

に
開

く
脚

部
。

端
郡

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
は

ヨ
コ
ナ

デ
・

外
面

は
マ

メ
ツ
。

暗
茶

褐
色

胎
土

2 
mm
前

後
の

黒
色

砂
粒

、
2 
mm

位
の

長
石

を
含

む
。

硬
質

焼
成

ク

ミ ニ チ
紳

ア

口
径

:7
.2
cm

器
高

:5
,8
cm

底
都

は
ほ

ぼ
平

坦
で

、
体

著
Iは

球
形

を
呈

し
、

最
大

径
は

中
位

よ
り
上

に
あ

る

口
縁

は
短

め
で

、
外

上
方

へ
ま

っ
す

ぐ
伸

び
、

先
は

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
の
底

部
か

ら
体

部
に

か
け

て
不

定
方

向
の

ナ
デ
。

頸
部

は
未

調
整

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

暗
灰

色
(断

面
、
灰

色
)

胎
上

0。
2～

0.
5m
m位

の
長

石
、
石

英

黒
色

砂
粒

な
ど

を
合

む
。

や
や
硬

質
焼

成
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ク 　 　 甕

口
径

:1
3.
6c
ln

頸
部

か
ら
や

や
外

反
気

味
に
立

ち
上

が
り
、

ゆ
る
や

か
な

ア
ゴ

を
形

成
し
、
斜

め
上

方
に
伸

び
、
端

部
は
少

し
横

に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
褐

色
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英

な
ど
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

S 
D 
00
4

第
1層

回
径

: 
9.
2c
m

頸
部

よ
り
外

反
屈

曲
し
て
「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
て

ま
っ
す

ぐ
に
立

ち
上

が
る
。

端
部

は
外

方
に
肥

厚
し
て

い
る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
著

し
い

淡
黄

白
色

胎
土

:l
 m
m前

後
の

石
英

、
長

石
、
黒

色
砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

:1
4。

3c
m

頸
都

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
し
、

口
縁

部
は
外

反
し
て
直

線
的

に
伸

び
る
。

端
部

は
光

つ
て

い
る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
白
色

(一
部

暗
黄

色
)

胎
土

:0
.5
mm
位

の
長

石
、

石
英

と
1

mm
位

の
黒

色
砂

粒
を
多

く
合

む

焼
成

:軟
質

半 磁 器 湯 飲

口
径

:1
0c
m

底
部

か
ら
内
弯

気
味

に
体

部
が
続

き
、

そ
の

ま
ま
上

方
に
伸

び
、
端

都
は

丸
く

お
さ
め

る
。

手
法

上
:ろ

く
ろ
成

形
。

明
白
灰

色
胎

土
:精

良

焼
成

:硬
質

、
良

好

土 師 器 。 甕

口
径

:2
1.
lc
m

頸
部
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
も

ち
、

回
縁

は
短

く
、
内
弯

気
味

に
立

ち
上

が
り

端
部

は
外
上

方
に
つ

ま
み
出
す

た
め
、

や
や

凹
ん
だ
内
傾

す
る
面

を
有

す
る

手
法

上
:内

面
口
縁

、
外

面
口
縁
体

都
は

ヨ
コ
ナ

デ
。

他
は
マ

メ
ツ
。
外

面
口
縁

下
半

に
斜

め
の
刺

突
列
点

文
を
施

す
。

淡
乳
灰

褐
色

胎
土

:1
～

2 
mm
位

の
石

英
、

長
石

砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

灰 釉 ・ 椀

口
径

:1
4.
4c
m

外
方

向
に
回
縁
部

が
伸

び
、
端
菩
bで

や
や
外

反
し
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:ヨ
コ
ナ
デ
 
後
 

内
外
面
 

胞
釉

白
灰

色
胎

土

焼
成

微
細

な
長

石
、
黒

色
砂

粒
を
少

し
含

む
。

良
好

″ 　 　 椀

厚
み
の

あ
る
底

都
よ

り
内
弯
気

味
に
体

都
が
続

く
。

底
部

外
周

に
断

面
台
形

の
高
台

が
は

り
つ

く
。

手
法

上
:内

面
施
釉

、
外

面
ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
乳
褐

色
胎

土
:微

細
な
砂

粒
を
ほ

ん
の

少
し
含

む
が

ほ
と
ん

ど
精

良
。

焼
成

:硬
質

、
良

好

須 恵 器 ・ 林

底
郡

は
浅

く
平

ら
で

人
の

字
の

高
台

を
付

し
、

凹
状

の
く
ば

み
を

も
つ

。

手
法

上
:ミ

ズ
ビ
キ

成
形

。

青
灰

色
胎

土
:良

焼
成

:良

・ 椀
黒 色 土 器

32
2

口
径

:1
4。

2c
m

上
外

方
に
伸

び
、
端

部
内

面
に
沈

線
を

も
つ

。

手
法

上
:内

面
底

部
未

調
整
・

他
ナ

デ
調

整
。

は
り
つ

け
高

台
。

内
面
 

黒
色

外
面
 

灰
色

月 台
土

:良

焼
成

:良
S 
P0
02

(S
 B
00
4)
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小 皿

土 師 器

口
径

:1
0.
6c
m

外
上

方
に
伸

び
た
後

、
外

反
し
、
端
部

は
上
へ

つ
ま
み
上

げ
ら
れ
て

い
る
。

底
部

は
浅

く
平

ら
。

手
法

上
:底

部
外

面
未

調
整

。
他

ナ
デ

調
整

明
黄

白
色

良 良

土 成

胎 焼
S 
P0
02

(S
 B
00
4)

32
4

口
径

:1
0c
m

外
上

方
に
伸

び
、
端

部
は
上

へ
つ

ま
み

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

底
部

は
浅

く
て
平

ら
。

手
法

上
:底

部
未

調
整

。
内

面
及

び
口
縁

内
面

ナ
デ
調

整

白
橙

色
良 良

生 成

胎 焼
S 
P0
02

(S
 B
00
4)

・ 椀
黒 色 土 器

口
径

15
cH
l

外
上

方
に
伸

び
、
端
部

は
つ

ま
み

出
さ
れ
て

い
る
。

手
法
上

:ナ
デ
。

体
都

外
面
 

明
黄

白
色

口
縁
部

、
体
部

内
面
 
淡

黒
色

良 良

土 成

胎 焼
S 
P0
03

(S
 B
00
4)

口
径

:1
5.
4c
m

端
部

内
面

に
沈

線
、
端

部
は
強

い
ナ

デ
に

よ
り
外

反
す

る
。

手
法

上
:内

面
及

び
口
縁

端
部

外
面

ナ
デ

調
整

・
口
縁

外
面

に
指

圧
痕

あ
り
。

内
面

と
外

面
の

回
縁

部
と
断

面
は
暗
灰

色
。

外
面

の
口
縁

下
部

は
薄

い
橙

色
。

良

良 不

土 成

胎 焼
S 
P0
03

(S
 B
00
4)

32
7

口
径

:1
5,
Oc
m

器
高

6.
15
cm

端
部

が
強

い
ナ

デ
に

よ
り
外

反
し
て

い
る
。

高
台

は
外

方
に
ふ

ん
ば

っ
て

い
る

手
法

上
:肉

面
と
口
縁
端
部
外
面
は

ナ
デ

調
整

。

高
台

は
ナ

デ
調

整
・

体
部

外
面

は
未

調
整

c

内
面

と
外

面
口
縁

部
は
暗

灰
色

外
面

と
高

台
は
薄

い
橙

色

良 良

生 成

胎 焼
S 
P0
07

(S
 B
00
4)

土 師 器 ・ 皿

32
8

口
径

:1
5.
Oc
m

外
上

方
に
伸

び
、
端

都
は

丸
い
。

口
縁

外
部

に
強

い
ナ

デ
に

よ
り
段

が
出

来
て

い
る
。

底
部

は
浅

く
平

ら
。

手
法

上
:口

縁
部

外
面

及
び

内
面

二
段

ナ
デ
調

整
・
他

未
調

整
。

暗
橙

色
生 成

胎 焼

良
好

良
好

S 
P0
07

(S
 B
 0
04
)

ク 小 皿

口
径

:1
0.
5c
m

器
高

1,
75
cl
a

外
上

方
に
伸

び
た
後

、
短

く
外

反
し
、

端
部

は
丸

い
。

底
部

は
浅

く
て
平

ら
。

手
法

上
:内

面
及

び
口
縁

部
外

面
ナ

デ
調

整
・

他
未

調
整

。

濃
灰

色
良 良

土 成

胎 焼
S 
P0
05

(S
 B
00
4)

口
径

:1
0。

2c
m

器
高

1.
5c
m

外
上

方
に
伸

び
た
後

、
外

反
し
、
端

都
は
上

へ
つ

ま
み

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

底
部

は
浅

く
て
平

ら
。

手
法

上
:底

部
外

面
未

調
整

・
他

ナ
デ
調

整
。

淡
橙

色
良 良

生 成

胎 焼
S 
P0
05

(S
 B
00
4)

土 師 器 ・ 杯

33
1

底
都

に
高

い
「

八
」

の
字

の
高

台
を
付

す
。

手
法

上
:は

り
つ

け
高

台
、

ロ
ク

ロ
成

形
。

明
黄

白
色

胎
土

:0
。

3～
0.
5m
mの

自
色

砂
粒

を
合

む
。

3m
赫

呈
石

英
を
含

む
。

焼
成

:良

S 
P0
04

(S
 B
00
4)
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土 師 器 ・ 甕

33
2

口
径

:1
3.
8c
m

頸
部

は
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
形

成
し
た
後

、
斜

め
外

上
方

に
伸

び
端

都
は
横

に
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ

淡
乳

黄
色

胎
土

0。
5～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、

そ
の
他

多
く
の
砂

粒
を
含

む
。

2 
1n
m位

の
石

英
1コ

含
む
。

軟
質

焼
成

S 
P0
06

(第
2ト

レ

ン
チ

)

33
3

口
径

:1
4,
4c
ln

口
縁

部
は
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
形

成
し
、

や
や
斜

め
上

方
に
伸

び
る
。

端
部

は
や

や
下

方
に
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ

淡
乳
褐

色
月台

土
0.
5～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英
、

そ
の
他

砂
粒

を
多

く
含

む
。

や
や
硬

質
焼

成

S 
P0
06

(第
2ト

レ

ン
チ

)

土 師 器 ・ 皿

33
4

口
径

: 
9c
m

ほ
ぼ
平

坦
な
底

部
よ

り
や

や
内
弯

気
味

に
口
縁

部
が
続

き
、
一

度
外

反
し
た
後

端
部

は
斜

め
上

に
少

し
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳

白
色

胎
土

:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、
石

英

を
少

し
合

む
。

焼
成

:軟
質

S 
P0
06

(S
 B
 0
05
)

蜻 鰤 器 ・

脚
部

は
下

方
に
向

か
っ

て
開

い
て
伸

び
る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ

淡
乳

黄
褐

色
胎

土
:0
.5
～

l 
ln
m位

の
く

さ
り
礫

を

含
む

。

焼
成

:硬
質

S 
D0
01

(第
2ト

レ

ン
チ

)

土 師 器 ・ 皿

33
6

口
径

:8
.8
cm

体
部

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、

口
縁

部
は

や
や
外

反
し
、

端
著
[は

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
自
色

土 成

胎 焼

微
細

な
黒

色
砂

粒
を
含

む
。

軟
質

S 
P0
06

(S
 B
00
5)

口
径

:1
4.
Oc
m

口
縁

部
は

ゆ
る

く
内
弯

し
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

内
側

に
一

条
の
沈

線
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

外
面
 

淡
灰

色

内
面
 

暗
灰

色

土 成

胎 焼

l 
mm
位

の
石

英
を
含

む
。

や
や

軟
質

S 
P0
06

(S
 B
 0
05
)

天 目 椀

33
8

高
台

径
:7
.3 Cl

n

中
央

が
凹

ん
だ
底

部
外

周
に
断

面
三

角
形

の
高

台
削

り
出

さ
れ

る
。

手
法

上
:内

面
厚

く
、

胞
釉

さ
れ

て
い

る
。

外
面

底
郡

回
転

ナ
デ

淡
乳

褐
色

(内
面

黒
茶

色
釉

)
胎

土
:微

細
な
石

英
、

長
石

を
少

し
含

む
。

焼
成

:硬
質

S 
D0
07

(第
1ト

レ

ン
チ

)

波 佐 見 系 椀

平
坦

で
厚

め
の

底
都

よ
り
内
弯

し
て

口
縁

部
に
至

る
、
外

面
底

部
の

外
周

に
断

面
台

形
の

高
台

が
ま

っ
す

ぐ
下

削
り
出

さ
れ

る

手
法

上
:ロ

ク
ロ
成

形
。

白
灰

色
好 質

良 硬

土 成

胎 焼

S 
K0
01

(第
1ト

レ

ン
チ

)

土 師 器 ・ 甕

34
0

口
径

:1
2.
8c
m

口
縁

は
外

反
気

味
に
の

び
、

ア
ゴ

を
も

っ
て

、
上

方
に
つ

ま
み

出
し
端

部
は
上

方
に
平

面
を

も
つ

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
掘

色
胎

土
:微

細
な
長

石
、

2 
mm
位

の
石

英

を
含

む
。

焼
成

:硬
質
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土 師 器 甕

34
1

口
径

:1
3.
8c
m

顕
部

は
屈

曲
外

反
し
、

日
縁

部
は

ア
ゴ

を
も

っ
て
立

ち
上

り
、
端

部
は
外
側

に

つ
ま
み

出
す

た
め

丸
味

を
お

び
た
水

平
な
面

を
有

し
、

先
は

丸
い
。

手
法

上
:全

内
面

、
外

面
口
縁

ヨ
コ
ナ

デ
、

外
面

顕
部

体
部

ハ
ケ

ロ
。

淡
乳

灰
褐

色
胎

土
:o
.5
～

l 
mm
位

の
石

英
、

長
石

を
少

し
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
2.
8c
m

口
縁

は
内
弯

気
味

で
端

部
は
外

傾
し
た
面

を
も
つ

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
褐

色
胎

土
:良

好

焼
成

:や
や

軟

口
径

:1
5.
Oc
m

内
弯

気
味

の
体

部
か

ら
急

激
に
外

反
し
た

口
縁

は
「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
た
後

さ

ら
に
外

反
し
て

外
方

に
つ

ま
み

出
し
た

よ
う
に

お
さ
め

る
。

手
法

上
:体

部
内

面
未

調
整

、
外

面
マ

メ
ッ

(上
方

に
指

圧
痕

)。

口
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
乳
褐

色

口
縁

郡
外

側
は
鉄

分
付

着
の

た
め
一

部

茶
褐

色

胎
土

:微
細

～
l 
mm
大

の
長

石
、

石
英

そ
の
他

の
砂

粒
を

多
く
含

む
。

焼
成

:良
好

S 
D 
00
4

第
2層

口
径

:1
5,
4c
m

顕
部

は
屈

曲
外

反
し
、

日
縁

は
「

ア
ゴ
」

を
も

っ
て
短

く
立

ち
上

り
、
端

部
は

外
側

に
強

く
つ

ま
み

出
す

た
め

、
水

平
な
面

を
有

し
、

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
回
縁

ヨ
コ

ナ
デ
。

内
面

体
部

未
調

整
。

外
面

口
縁

ヨ
コ

ナ
デ

。
外

面
体

部
ハ

ケ
ロ

ら
し
い

が
マ

メ
ツ
の

た
め

、

不
鮮

明
。

淡
乳
褐

色
(外

面
は

ス
ス
付

着
)

胎
土

:o
.5
～

l 
mm
位

の
石

英
、

長
石

砂
粒

を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
|

口
径

:1
2.
4c
ln

回
縁

部
顕
部

で
短

く
属

由
外

反
し
、「

ア
ゴ
」

を
も

っ
て

立
ち
上

り
、
再

び
屈

曲

外
反

端
部

上
方

に
ほ

ぼ
垂

平
に
凹

面
を

も
つ

。

手
法

上
:内

外
と
体

部
外

面
マ

メ
ッ
。

口
縁

外
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
灰

色
胎

土
:砂

粒
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

34
6

口
径

:1
1.
Oc
m

口
縁

が
「

く
」

字
に
屈

曲
外

反
し
て

「
ア

ゴ
」

を
形

成
し
て

外
方

へ
ま

っ
す

ぐ

開
く
。

端
部

は
内

傾
し
て

外
方

へ
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

手
法

上
:外

面
は

ヨ
コ
ナ

デ
、
他

は
マ

メ
ツ
。

淡
黄

白
色

胎
土

:o
.5
～

2 
mm
ぐ

ら
い

の
黒

色
砂

粒
、石

英
、
長

石
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

:1
3.
3c
m

口
縁

部
の

み
残

存
。

口
縁

は
屈

曲
外

反
し
、「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
て
立

ち
上

り
、

横
へ

つ
ま
み

出
し
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

乎
し 褐

色
胎

土
:微

細
～

l 
mm
程

の
石

英
、

長
石

そ
の
他

の
砂

粒
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
2.
8c
ln

顕
部

は 「
く
」
の

字
状

に
屈

曲
外

反
し
、

ゆ
る
や

か
な 「

ア
ゴ
」
を
形

成
し
や

や
外

に
開

き
気
味

に
伸

び
、端

部
は

や
や

下
方

に
向

か
っ

て
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
褐

色
胎

土
:o
.5
～

2 
mm
位

の
長

石
、

石
英

そ
の
他

砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質
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34
9

口
径

■
2.
7c
14

口
縁

部
に
「

ア
ゴ
」

を
も

ち
外

反
し
て
端

部
は
つ

ま
み

出
し
た

よ
う
に

お
さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳
褐

色
胎

土
:微

細
～

2 
mm
大

の
砂

粒
を

多
く

含
む

。

焼
成

:や
や

軟
質

S 
D 
00
4

第
2層

口
径

:1
4.
2c
m

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
、

ゆ
る

く
「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
口
縁

が
立

ち
上

が
る
。

端
部

は
九

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

±
10
.2
～

l 
mm
位

の
長
石

、
石

英

黒
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

35
1

口
径

:1
3.
6c
ln

口
縁

部
は
屈

曲
外

反
し
、

少
し
尖

り
気
味

の
ア

ゴ
を
形

成
し
、

斜
め
上

方
に
伸

び
端

部
は
上

に
平

面
を

も
っ
て

ほ
ん

の
少

し
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色
胎

土
:o
.5
～

1.
5 
mm
位

の
長

石
、

石

英
そ

の
他

砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:硬
質

35
2

口
径

:1
2.
8c
ln

口
縁

は
顕
部

で
屈

曲
外

反
し
、

軽
く
ア

ゴ
を

も
ち
上

方
に
つ

ま
み

出
す

。

端
部

は
ほ

ぼ
垂

平
な
上

面
を

も
つ

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
白
灰

色
胎

土
:砂

粒
を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

35
3

口
径

:1
2.
8c
m

体
部

よ
り
屈

曲
外

反
し
て

口
縁

が
立

ち
上

り
、
端

部
は

内
傾

す
る
面

を
有

し
、

少
し
つ

ま
み

出
し
、

先
は

丸
い
。

手
法

上
:外

面
体

部
は
横

ハ
ケ

。
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
褐

色
胎

土
:o
,5
～

2 
mm
位

の
長

石
、石

英
、

ク
サ

リ
礫

、黒
色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
5.
8c
lB

顕
部

は
「

く
」

の
字
状

に
屈

曲
外

反
し
、

ゆ
る
や

か
な

ア
ゴ

を
形

成
し
、
斜

め

上
方

に
伸

び
た
後

、
端

部
で

横
に
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳

黄
色

胎
土

:o
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
、

石
英

そ
の
他

多
く
の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

35
5

口
径

:1
5,
8c
ln

ア
ゴ

を
形

成
し
た
後

、
外

方
へ

屈
曲

し
、

上
端

に
凹

面
を
有

す
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:

淡
乳
褐

色
胎

土
:微

細
～

3 
mm
大

の
長

石
、

自
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

35
6

口
径

: 
15
.2
cm

顕
部

は
屈

曲
外

反
し
、

日
縁

は
ア

ゴ
を

も
っ
て
短

く
立

ち
上

が
り
、
端

部
は
外

側
に
つ

ま
み

出
す

た
め

、
ほ

ぼ
水

平
な
や

や
凹

ん
だ

面
を
有

し
丸

く
お

さ
め

る

手
法

上
:内

外
面

共
に

ヨ
コ
チ

デ
。

淡
乳
褐

色
胎

土
:1
～

2 
mm
位

の
石

英
、

長
石

、

砂
粒

を
多

く
合

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

35
7

口
径

:1
6.
2c
m

口
縁

は
顕
部

で
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
も

っ
て
少

し
外

に
立

ち
上

が
り
、
端

部

は
内

傾
す

る
面

を
も

ち
、

外
に
つ

ま
み

出
す

。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

濃
灰

色
胎

土
:砂

粒
を

多
く
含

む
。

焼
成

:硬
質
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35
8

口
径

:2
0c
ln

口
縁

は
、

ア
ゴ
部

で
少

し
外

反
し
、

外
面

に
肥

厚
、
端

部
は
外

上
方

に
短

く
つ

ま
み

出
す

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳

灰
色

胎
土

:砂
粒

を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質
S 
D 
00
4

第
2層

口
径

:1
1.
8c
m

口
縁

は
内
菅

気
味

に
屈

曲
外

反
す

る
。

端
部

は
水

平
な
凹

面
を
上

面
に

も
ち
、

外
に
つ

ま
み

出
す

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳

灰
色

、
一

部
鉄

分
付

着
の

た
め

乳

褐
色

。

胎
土

:o
。

1～
1.
5 
mm
位

の
長

石
、

黒

色
砂

粒
、

灰
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:硬
質

36
0

口
径

: 
14
.8
cm

顕
部

は
九

く
屈

曲
し
、

口
縁

部
は
外

反
気

味
に
立

ち
上

が
る
。

端
部

を
強

く
外

方
に
引

き
出

し
、

外
傾

す
る
面

を
な
す

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乎
L黄

色
胎

土
:o
.5
～

3 
mm
前

後
の

石
英

、
長

石
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

: 
11
,8
cl
n

口
縁

が
「

く
」

字
に
屈

曲
外

反
し
て

、
ゆ

る
や

か
な
「

ア
ゴ
」

を
形

成
し
、
端

部
は
外

方
へ

つ
ま

み
出

す
。

手
法

上
:外

面
口
縁

は
ヨ

コ
ナ

デ
と
思

わ
れ

る
。

他
は

マ
メ

ツ
。

淡
乳

白
色

胎
土

:o
.5
～

l 
mm
前

後
の

長
石

、
石

英
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

:1
4.
4c
ln

口
縁

部
は
強

く
S字

状
に
屈

曲
外

反
し
、
端

部
に
内
傾

す
る
面

を
も

ち
、
外

に

つ
ま

み
出

し
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
マ

メ
ツ
。

外
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

淡
乳

灰
色

胎
土

:砂
粒

を
多

く
含

む

焼
成

:軟
質

36
3

口
径

:1
0.
3c
m

回
縁

は
顕
部

で
外

反
し
上

に
の

び
、

ア
ゴ

を
も

っ
て
上

方
に
つ

ま
み

出
し
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

外
面

:明
乳
褐

色

内
面

:灰
褐

色

胎
土

:砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

回
径

:1
6。

7c
m

屈
曲

外
反

し
、

ア
ゴ

を
も

っ
て

外
へ

開
き
気
味

に
立

ち
あ

が
り
、
端

部
は
外

方

へ
わ
ず

か
に
つ

ま
み

出
す

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乎
し
自
褐

色
胎

土
:0
.5
～

2 
mm
程

度
の
砂

粒
を

多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

:1
8.
Oc
m

口
縁

は
繰
部

で
短

く
外

反
し
、

少
し
ア

ゴ
を

も
ち

多
方

に
広

が
る
立

ち
上

が
り

を
も
つ

。
端

部
は
外

方
に
短

く
つ

ま
み

出
し
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳

灰
色

胎
土

:砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

36
6

回
径

:1
5.
8c
m

口
縁

部
は
屈

曲
外

反
し
、 「

ア
ゴ
」

を
も

ち
立

ち
上

が
る
。

端
部

は
外

方
へ

つ
ま

み
出

し
、

上
部

に
水

平
面

を
も
つ

。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

暗
灰
褐

色
胎

土
:o
.5
～

2 
mm
ぐ

ら
い

の
石

英
、

長
石

を
多

く
含

む
。2

1n
m位

の
金

雲
母

を

合
む

。
  
  
 

焼
成

:や
や

軟
質
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口
径

:1
4.
2c
ln

顕
部

は
「

く
」

の
字

状
に
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
形

成
し
、
斜

め
外

上
方

に
伸

び
端

部
は

外
下

方
に
つ

ま
み

出
さ
れ

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
褐

色
胎

土
:o
.5
～

2 
mm
位

の
長

石
、
石

英

そ
の
他

砂
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D 
00
4

第
2層

口
径

:1
3,
9c
m

端
部

ま
で
s字

に
外

反
屈

曲
し
、
端

部
は

凹
面

を
も

ち
外

方
へ

つ
ま
み

出
す

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
白
褐

色
胎

土
:o
.5
～

1.
5 
mm
の

砂
粒

を
多

く

含
む

。

焼
成

:や
や
硬

質

口
径

: 
16
.4
cm

要
部

で
強

く
屈

曲
外

反
し
、
短

く
外

開
に
立

ち
上

が
り
、
端

部
は
上

に
凹

面
を

も
ち
、

外
に
つ

ま
み

出
す

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
褐

色
胎

土
:砂

粒
を
多

く
合

む
。

焼
成

:軟
質

口
径

:1
6.
8c
m

口
縁

は
屈

曲
外

反
し
な

が
ら
端

部
に
至

る
。
端

部
に

な
だ

ら
か

な
内
傾

す
る
面

を
も

ち
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
乳

拐
色

胎
土

:砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

:1
4.
7c
rn

口
縁

は
駆
部

で
屈

曲
外

反
し
、

ア
ゴ

を
少

し
も

ち
外

に
開

く
。
端

部
は

ほ
ぼ
水

平
に
外

に
つ

ま
み

出
す

。

手
法

上
:内

面
 

マ
メ

ッ
。

外
面
 

口
縁

ヨ
コ
ナ

デ
、

体
部

ハ
ケ

メ
。

淡
灰

褐
色

胎
土

:o
。

l 
mm
程

の
石

英
と
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

37
2

口
径

14
cl
n

口
縁

部
は
外
弯

気
味

に
外

方
に
の

び
た
後

、
真

中
あ

た
り
で

水
平

に
短

か
く
ひ

ら
き
更

に
上

外
方

に
伸

び
て

い
る
。

端
部

は
外

方
に
つ

ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

一
条

の
沈

線
を

も
つ

。

手
法

上
:ナ

デ
調

整
。

乳
褐

色
胎

土
:1
～

3 
mm
の

小
石

粒
を
合

む
。

焼
成

:良

37
3

回
径

:1
5.
4c
m

口
縁

部
に

ア
ゴ

を
形

成
し
た
後

、
外

反
し
て

外
へ

つ
ま

み
出

し
た

よ
う

に
お

さ

め
る
。

手
法

上
:全

面
マ

メ
ツ

。

淡
乳

白
色

、
外

面
一

部
ス

ス
付

着
の

た

め
、
濃

黒
褐

色
。

胎
土

:微
細

～
l 
mm
大

の
長

石
・

砂
粒

を
  

を
多

く
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

:1
6.
9c
m

口
縁

は
内
弯

気
味

に
屈

曲
外

反
す

る
ゃ
.す

ぐ
に
上

に
む

か
い

ア
ゴ

を
も

っ
て
立

ち
上

が
り
は
短

か
く
、

外
方

に
つ

ま
み

出
す

。
端

部
は
少

し
内

傾
す

る
凹

面
を

も
ち
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:外

面
ヨ

ヨ
ナ

デ
、

内
面

マ
メ

ッ
。

暗
灰

色
胎

土
:砂

粒
を
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質



― 露 ―

土 師 器 ・ 甕 底 郵

九
味

を
帯

び
た
平

底
よ

り
直

接
的

に
体

部
が
伸

び
る
。

手
法

上
:全

面
ヨ

コ
ナ

デ
。

外
面

:暗
灰

色

内
面

:淡
灰

褐
色

胎
土

:o
.2
～

1.
5 
mm
位

の
長

石
・

石

英
・

灰
色

砂
粒

等
を
合

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D0
04

第
2層

と
が

っ
た
丸

い
底

部
か

ら
体

部
が
内
弯

気
味

に
開

く
。

手
法

上
:内

面
:ク

モ
の

巣
状

の
ハ

ケ
ロ
。

外
面

:ナ
デ
調

整
。

淡
乳
褐

色
(内

面
ス

ス
付

着
)

胎
土

:ク
サ

リ
礫

・
微

砂
粒

を
少

し
合

む
。

焼
成

i軟
質

土 師 器 甕

37
7

口
径

:9
.2
 c
ln

内
菅

し
た
体

部
か

ら
、

口
縁

部
は

や
や

外
反

し
端

部
を
上

方
に
つ

ま
み

出
し
、

少
し
尖

り
気
味

に
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳
褐

色
胎

土
:0
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
・

黒
色

砂
粒

な
ど
多

く
の
砂

粒
を
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

37
8

口
径

:■
.3
cm

要
部

は
ゆ

る
い
「

く
」

の
字
状

に
屈

曲
し
、

口
縁

部
は

や
や

内
弯

し
て

直
上

し

端
部

は
九
味

を
お

び
た

内
傾

す
る
面

を
有

す
る
。

手
法

上
:内

外
面

共
に

ヨ
コ
ナ

デ
。

乳
掘

色
胎

土
:o
.5
～

l 
mm
位

の
石

英
。
長

石

を
少

し
含

む
。

焼
成

:軟
質

土 師 器 ・ 甕

37
9

口
径

:1
3c
m

口
縁

部
は

や
や

内
弯

気
味

に
外

に
開

い
て

伸
び

、
端

部
は

内
方

向
に
肥

厚
し
、

や
や

尖
り
気

味
に

お
さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

淡
乳
褐

色
胎

土
:o
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
・

石
英

そ
の
他

多
く
の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

回
径

: 
11
,7
cl
n

体
部

は
内
弯

し
、

口
縁

で
外

反
し
て

ゆ
る
や

か
な

ア
ゴ

を
形

成
し
、
端

部
は
外

方
に
肥

厚
し
て

い
る
。

手
法

上
:外

面
に
ハ

ケ
ロ
。

乳
自
色

外
側

ス
ス

の
た

め
、

ま
だ

ら
に
黒

色
。

胎
土

:微
細

～
2 
mm
大

の
砂

粒
を
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

口
径

: 
10
.2
cl
n

体
部

か
ら
外

方
に
屈

曲
し
た

口
縁

は
わ

ず
か

に
内

弯
し
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ

。

淡
灰

白
色

。
表

面
鉄

分
付

着
の

た
め
淡

乳
褐

色
。

胎
土

:微
細

～
1.
5 
mm
大

の
長

石
・
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

38
2

口
径

: 
14
.l
cl
a

口
縁

は
や

や
内
弯

気
味

で
、

口
縁

端
部

内
側

は
肥

厚
し
て

あ
り
、
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
マ

メ
ツ
。

外
面

ヨ
コ
ナ

デ
。

内
面

:乳
褐

色

外
面

:ス
ス
付

着
の

た
め
黒

色
。

胎
土

:o
.1
～

2 
mm
程

度
の
石

英
・

黒

色
砂

粒
、

微
細

な
茶

褐
色

砂
粒

を
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

38
3

口
径

:1
5,
8c
ln

顕
部

よ
り
ま

っ
す

ぐ
外

上
方

へ
口
縁

が
開

く
。

端
部

は
外

傾
す

る
小

さ
な
平

面

を
有

す
る
。

手
法

上
:ヨ

コ
ナ

デ
。

乳
赤
褐

色
胎

土
:o
.5
～

l 
mm
位

の
長

石
・

石
英

灰
色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質
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土 師 器 ・ 甕

口
径

:1
6.
2c
m

摩
部

は
「

く
」

字
状

に
屈

曲
し
、

日
縁

は
外

上
方

に
開

き
、
端

部
は
水

平
な
面

を
有

す
る
。

内
方

向
は
肥

厚
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

明
黄

色
胎

土
:1
節

m前
後

の
長

石
・

石
英

を
多

く
合

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

S 
D0
04

第
2層

38
5

口
径

: 
13
,7
cm

ゆ
る
や

か
に
内
弯

す
る
口
縁

を
も
つ

。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

内
面

:暗
灰

褐
色

外
面

:燈
色

胎
土

:o
,5
～

2 
mm
程

度
の

長
石
・

灰

色
砂

粒
・
黒

色
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

土 師 質 壷

口
径

:1
1.
6c
m

口
縁

部
は

斜
め

外
上

方
に

ま
っ

す
ぐ
伸

び
る
。

端
部

は
や

や
尖

り
気

味
に
丸

く

お
さ

め
る
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

茶
褐

色
胎

土
:l
 m
m位

の
長

石
・

石
英

そ
の
他

多
く
の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:軟
質

小
さ
い
底

部
よ

り
、

内
弯

気
味

に
体

部
が
続

く
厚

み
は

う
す

い
ほ

う
で

あ
る
。

底
部

外
面

は
や

ゃ
凹

む
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

内
面

:黒
灰

褐
色

外
面

一
部

:明
赤

茶
色

胎
土

0.
5～

l 
mm
位

の
長

石
・

石
英

く
さ

り
礫

な
ど

を
合

む
。

軟
質

焼
成

底
部

は
丸

み
を

お
び

て
お

り
、

内
弯

気
味

に
体

部
が
続

く
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

淡
乳
灰

色
胎

土
:o
.5
～

2 
mm
位

の
長

石
・

石
英

そ
の
他

多
く
の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

38
9

口
径

:1
6.
4c
m

口
縁

部
は

ゆ
る
や

か
に
外

反
し
、

口
縁

端
部

は
内

狽
1に

わ
ず

か
に
肥

厚
す

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
褐

色
胎

土
:o
.5
～

2 
mm
程

度
の

長
石

・
灰

色
砂

粒
,0
.5
mm
程

度
の
黒

色
砂

粒
を
含

む
。
焼

成
:や

や
軟

土 師 質 底 部

39
0

底
径

:5
.5
cm

平
担

で
厚

め
の
底

部
よ

り
体

部
が
上

方
へ

開
く
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

淡
灰

褐
色

(外
面

ス
ス
付

着
)

胎
土

: 
o。

5～
1.
5 
mm
位

の
長

石
・

石

英
鎖

礫
そ
の
他

の
砂

粒
を

多
く
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

底
径

:6
.5
cm

ほ
ぼ
平

担
な
底

部
よ

り
、

斜
め
上

方
に
や

や
開

い
て
伸

び
る
。

手
法

上
:内

面
 

ハ
ケ

ロ
。

外
面
 

マ
メ

ツ
。

内
面

:淡
褐

色
胎

土
0.
5～

lm
m位

の
長

石
・

石
英

、

鎖
礫

・
黒

色
砂

粒
を
含

む
。

硬
質

焼
成

二 重 回 縁 ・ 瓶

口
径

:2
1,
8c
m

口
縁

は
外

に
開

き
、

ゆ
る

く
屈

折
し
た
後

さ
ら

に
外

反
し
て

、
外

上
方

に
伸

び

る
。
端

部
は
少

し
外

傾
気

味
な
丸
味

を
も

っ
た
面

を
も

っ
て

お
さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ッ
。

淡
乳
褐

色
胎

土
:o
.5
～

2n
m位

の
長

石
・

石
英

な

ど
多

く
の
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質



１ １ φ ∞ ― 十

口
径

18
.2
cm

杯
部

は
浅

い
椀

を
呈

す
る
。

十
ナ

デ
調

整

内
面
 

薄
い
橙

色

外
面
 

橙
色

月 台
土
 

良

焼
成
 

良

S 
D0
04

第
2層

土 師 器 ・ 壷

口
径

12
cm

口
縁

部
は

斜
め

外
上

方
に

ま
っ

す
ぐ
伸

び
る
。

端
部

は
や

や
尖

り
気

味
に

お
さ

め
る

。

手
法

上
:マ

メ
ツ

。

淡
黄
茶

褐
色

胎
土

:精
良
。

焼
成

:や
や
軟

質
。

黒 色 土 器 椀

39
5

高
台

径

8,
3c
m

ほ
ば
平

担
な
底

部
か

ら
内
弯

し
て
体

部
が
伸

び
る
。

底
部

外
周

に
断

面
台

形
C

高
台

が
内
側

を
接

地
し
て
ふ

ん
ば

り
貼

付
い

て
い

る
。

手
法

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
外

面
(口

縁
)ヨ

コ
ナ

デ
(庭

部
)未

調
整

灰
褐

色
胎

土
:0
。
2～

l 
mm
の

石
英

、
長

石
毛

の
他

砂
粒

を
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

。

S 
D0
02

第
3層

″ 堆

口
径

:1
0,
7c
H

口
縁

端
部

は
と
が

つ
て

い
る
。

体
部

は
や

や
内
弯

し
て

い
る
。

手
法

上
:内

外
面

と
も

に
ナ

デ
調

整
。

淡
橙

色
胎

土
:良

。

焼
成

:良
。

S 
D0
04

第
2層

回
径

:6
.4
 c
H

内
外

面
と

も
ナ

デ
調

整
さ
れ

る
。

濃
橙

色
胎

土
:良

。

焼
成

:良
。

灰 釉 底 部

39
8

高
台

径
:6
.7 Cm

ほ
ぼ
平

担
な
底

音
[外

周
に
断

面
台

形
の

高
台

が
外

端
部

を
接

地
し
て

は
り
つ

し

て
い

る
。

手
法

上
:外

面
底

部
に
回
転

糸
切

り
痕

、
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

淡
青

灰
色

胎
土

:微
細

な
石

英
・

長
石

を
少

し
含

む
。

焼
成

:硬
質

。

土 師 器

39
9

底
径

:1
0.
4c
m

裾
部

は
大

き
く
外

へ
広

が
り
端

部
は
や

や
鋭

い
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

赤
褐

色
胎

土
:l
 m
m位

の
長

石
・
石

英
を
含

む

焼
成

:や
や
硬

質
。

40
0

底
径

:1
0。

9c
m

裾
部

は
ラ

ッ
パ

状
に
開

き
、
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ
。

乳
白
掘

色
胎

土
:微

細
な
砂

粒
を
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

。



| ω |

土 師 器 諦

40
1

底
径

8.
7c
m

脚
部

の
み
残

存
、
脚

部
は
「

八
」

字
状

に
開

き
、

端
部

は
、
つ

ま
み

出
し
て

い

る
。

手
法

上
:マ

メ
ツ

淡
褐

色
胎

土
:微

細
な
長

石
、
石

英
そ
の
他

の

秒
粒

を
合

む

焼
成

:硬
質

S 
D0
04

第
2層

40
2

底
径

10
,O
cm

裾
部

は
外

に
大

き
く
ラ

ッ
パ

状
に
開

く
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る

裾
部

と
脚

部
の
境

目
に
小

さ
な
段

を
持

つ
。

手
法

上
:マ

メ
ッ

淡
茶
褐

色
胎

土
:微

細
な
長

石
、

く
さ

り
礫

な
ど

を
少

し
含

む

焼
成

:硬
質

40
3

底
径

10
.3
cm

裾
部

は
大

き
く
外
方
へ
広

が
り
端
邸

は
九

く
収

め
る

手
法
上

:マ
メ
ッ

明
赤

褐
色

土 成

胎 焼

微
細

な
長

石
を
含

む

軟
質

40
4

底
径

lc
m

裾
都

中
央
菩
b分

は
肥
厚

し
、
端
部

は
九

く
お

さ
め

る

手
法
上

:マ
メ
ッ

淡
赤
褐

色
胎

土
:微

細
～

2 
11
ul
l大

の
砂

粒
、

長
石

等
を
多

く
含

む

焼
成

:や
や
軟

質

布 留 式 部

40
5

底
径

:1
3.
6c
m

外
下

方
に
「

ハ
」

の
字

状
に
広

が
り
端

部
は

と
が

っ
て

い
る

手
法

上
:ナ

デ
調

整

燈
色

土 成

胎 焼

1～
2 
11
ul
lの

小
石
粒

を
含

む

良

土 師 器 拠 絲

40
6

脚
部

は
背

の
低

い
つ

け
根

か
ら
大

き
く
「

ハ
」

字
状

に
開

き
三
方

に
ス

カ
シ
孔

を
穿
つ

手
法
上

:内
外
面
共

マ
メ
ッ

赤
褐

色
胎

土
0.
5m
m位

の
石

英
、

長
石

、
ク

サ
リ
礫

を
少

し
含

む

軟
質

焼
成

須 恵 器 迎

40
7

胴
張

り
の

す
る
円
筒

形

手
法

上
:外

面
が
特

に
な
め

ら
か
で

あ
る

か
ら
外

面
を
型

ぬ
き

し
て
作

っ
た
可

能
性

が
あ

る
。

2ヵ
所

、
使

用
痕

か
と
思

わ
れ

る
欠

損
が

あ
る

鉄
分

付
着

明
灰

色
土 成

胎 焼

微
細

な
長

石
を
含

む

硬
質

高
杯

40
8

底
径

:1
1.
5c
m

脚
柱

部
は
い
び
つ

に
】巴

厚
し
て

お
り
、
裾
部

は
、

ほ
ぼ
直

線
的

に
タ
ト方

に
の

び

て
い

る
。
端
部

は
、

や
や
尖

り
気

味
に
お

さ
め

る
。

手
法
上

:裾
部

外
側

の
み

ヨ
コ
ナ
デ
、
他

は
マ

メ
ツ

脚
柱

部
:茶

褐
色

裾
部

:淡
茶
褐

色

土 成

胎 焼

良
好

や
や
軟

質

高
杯

40
9

脚
部

は
下

方
に
向

か
っ
て

少
し
開

き
気

味
に
伸

び
る
。

裾
郡

は
大

き
く
ラ

ッ
パ

状
に
開

く
。

手
法

上
:マ

メ
ッ

茶
褐
色

胎
土

:微
細

な
長

石
、

そ
の
他

砂
粒

を

少
し
含

む

焼
成

:や
や
硬

質
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高
杯

41
0

脚
柱

部
中
央

に
ふ

く
ら
み

を
も
つ

手
法
上

:脚
部

内
側

及
び
杯

底
部

内
側

、
未

調
整

、
外
面

マ
メ
ッ
著

し
い
。

淡
乳
灰

褐
色

鉄
分

沈
着

の
た

め
全

体
ま

ば
ら

に
赤

褐

色
。

胎
土

:微
細

～
l 
ll
ul
l大

の
自
色

砂
粒

を

含
む

。
０
０ 層

Ｄ ２

Ｓ 第

土 師 器 諦

41
1

口
径

:1
0.
2c
m

外
面

、
強

い
ヘ

ラ
イ

ズ
リ

に
よ

り
面

と
り
、
他

ナ
デ
調

整
脚

部
淡

繕
色

好 　 好

良 　 　 良

土 　 　 成

胎 　 　 焼

小
型

器
台

41
2

口
径

:1
6.
5c
m

形
態

:肩
は

や
や
張

り
、
頸

部
は
「

く
」

の
字

状
に
折

曲
す

る
。

口
縁

は
外

上
方

へ
直

線
的

に
伸

る
。

端
部

は
や

や
】巴

厚
す

る
。

手
法

:ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

暗
灰

色
(全

面
に
炭

素
吸

着
)

胎
土

:徴
細

～
l 
mm
の

長
石

黒
色

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

S 
D0
02

第
3層

〃 　 椀

41
3

高
台

は
下

外
方

に
な
だ

ら
か

に
下

り
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

、
そ
の

頂
点

で
接

地
し
て

い
る

手
法

上
:マ

メ
ツ

乎
し 掲

色
土 　 　 成

胎 　 焼

精
良

や
や

軟
質

41
4

口
径

:1
2.
6c
m

器
高

:4
.O
cm

高
台

径
5.
5c
m

器
壁

は
薄

い
、
底

部
外

端
に
断

面
三

角
形

で
低

い
高

台
が
貼

り
付

く
。

口
縁

端

部
内
面

に
一

条
の
沈

線
を
め

ぐ
ら
す

内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

外
面

口
縁

端

部
は

ヨ
コ
ナ

デ
。
他

は
未

調
整

内
面

黒
色

(炭
素

吸
着

)

外
面

口
縁

端
部

暗
灰

色
(炭

素
吸

着
)

体
部

底
菩
Б
茶
褐

色

良 　 　 質

精 　 　 硬

生 　 　 成

胎 　 　 焼

S 
D0
02

第
3層

黒 色 土 器 ・ 椀

41
5

口
径

:1
2c
m

口
縁

は
内
弯

し
、

端
部

に
向

っ
て

や
や
肥

厚
気

味
に

な
る

端
部

内
面

下
に
一

条
の
沈

線
を
め

ぐ
ら

し
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る

手
法

上
:内

面
体

部
は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
だ

が
、
底

部
に
向

っ
て

や
や
粗

く
な

る
。

端
部

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ
で

、
外

面
体

部
は
未

調
整

で
指

圧
痕

が
残

る

内
面

黒
色

外
面

口
縁

端
部

暗
灰

色

口
縁

、
底

部
外

面
体

部
乎
[赤

褐
色

胎
土

:0
.5
～

l 
ll
ul
lの

石
英

、
灰

色
砂

粒
を
多

く
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

41
6

口
径

:1
5,
5c
m

口
縁

は
内
弯

し
、
端
部

内
面
下

で
一
条

の
沈
線

を
め

ぐ
ら
す
深

椀
。

端
部

近
く
で

、
わ
ず

か
に
外
反

し
、
端
郡

は
九

く
お

さ
め

る

手
法

上
:内

面
は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面

口
縁

周
辺

に
も
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
が
み

ら
れ

る
。

外
面
体
部

は
黒
色

が
わ
ず

が
に
残

り
、
左

か
ら
右

へ
の

ヨ
コ
ナ
デ
の

あ
と
が
み

ら
れ

る
。

内
面

と
外

面
の

口
縁

周
辺

は
黒

色

外
面

体
部

は
乳
灰

褐
色

で
部

分
的

に
黒

色
化

が
残

る

胎
土

0.
5～

l 
ll
ul
l位

の
石

英
、

そ
の

他
砂
粒

を
数

個
含

む

硬
質

焼
成
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-4
17

口
径

:1
4c
Ⅱ

体
部

、
日
縁
郡

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、
外
上

方
へ
伸

び
る
。
端
部

内
面
下

で

段
を

と
る
。
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:内
面

は
強

い
ミ
ガ
キ

を
施

す

外
面

は
口
縁
部

は
ヨ
コ
ナ
デ
で
爪
跡

痕
が
み

ら
れ
、
体
部

は
未

調
整
。

内
面

黒
色

外
面

口
縁
部

濃
灰

色

体
部

乳
褐

色

土 成

胎 焼

微
砂
粒

を
わ
ず

か
に
合

む

や
や
硬

質
S 
D0
02

第
3層

41
8

口
径

:1
3.
8c
m

口
縁

は
内
弯

し
て
外
上

方
へ
伸

び
る
。
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

外
面
体
部

中
ほ

ど
に
強

い
ヨ
コ
ナ
デ
の
為

に
浅

い
凹
面

を
つ

く
る
。

手
法

上
:全

面
ヨ
コ
ナ
デ
、
一
部

ヘ
ラ
ガ
キ
残

る
。
磨
耗

著
し
い
。

内
面

は
濃
灰

色
、
外
面

は
口
縁
灰

色
、

体
部

乳
褐
色

土 成

胎 焼

微
細

粒
を
少

し
含

む

や
や
軟

質

41
9

口
径

:1
4.
2c
m

体
部

口
縁

は
内
弯

し
、

端
部

内
面

下
に
一

条
の
沈

線
を
施

し
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

外
面

口
縁

端
部

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

口
縁

は

未
調

整
で

指
圧

痕
が
残

る
。

外
面

底
部

近
く
に
高

台
を

と
り
つ

け
た

跡
ら
し
い

も
の

が
み

ら
れ

る
。

内
面

黒
色

外
面

口
縁

付
近

は
暗
灰

色

そ
の
他

乎
L灰

褐
色

胎
土

0.
5～

l 
ll
ll
ll
の
微

砂
粒

を
多

く

3 
11
ul
lの

長
石

を
1個

含
む

。

や
や

軟
質

日
径

:1
0.
4c
皿

や
や
小

さ
め
の
椀
で

、
口
縁

は
内
奮

し
、
端
部

内
面
下

に
一
条

の
沈
線

を
め

ぐ

ら
す
。
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
端
部

周
辺

は
ヨ
コ
ナ

デ

外
面

は
粗

い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
で
↓ 旨
圧

痕
が

残
る
。

黒
色

(内
外

面
に
炭

素
吸

着
)

土 成

胎 焼

精
良

や
や
硬

質

42
1

口
径

■
.3
cm

全
体

に
薄

手
で

小
ぶ

り
の

椀
、

口
縁

は
内
弯

し
、

端
部

内
面

下
に
一

条
の
沈

線

を
め

ぐ
ら
す

。
端

部
近

く
で

や
や

外
反

ぎ
み

に
な

り
端

部
は

九
く
収

め
る
。

手
法

上
:内

面
は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

外
面

は
日
縁

端
都

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ
、

口
縁

外
面

は
未

調
整

、
指

圧
痕

を
残

す
。

内
面

と
外

面
口
縁

端
部

は
黒

色

外
面

口
縁

は
乳
褐

色

土 成

胎 焼

微
砂
粒

を
多

く
合

む

や
や
硬

質

42
2

口
径

:■
cn

形
態
: 

口
縁

は
内
弯

し
、

日
縁

は
ご

く
わ
ず

か
に
外

反
ぎ
み

に
な

る
。

端
部

内
面

下
に
一

条
の
沈

線
を
施

す
。

端
部

は
九

く
収

め
る
。

手
法
: 

内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

端
郡

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ

ロ
縁

は
ナ

デ
調

整
、
指

圧
痕

が
残

る

内
面

、
黒
色

外
面

口
縁
部
 

暗
灰

色

外
面
体
部
 

乳
明
茶
褐

色

土 成

胎 焼

微
砂

粒
を
多

く
合

む

や
や
硬

質

42
3

回
径

:■
.6
c皿

形
態
・

口
縁

は
内
弯

し
、
端
部

は
外
上
方

に
伸

び
る
。

端
部

内
面
下

に
一
条

の
沈
線

を
め

ぐ
ら
せ

先
端

は
九

く
収

め
る

手
法
 

内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
端
部

周
辺

は
ヨ
コ
ナ
デ

外
面

口
縁

は
未

調
整

内
面
 
黒
色

外
面

口
縁

端
部
 

暗
灰

色

外
面

口
縁
 

乳
黄
褐

色

土 成

胎 焼

微
砂

粒
を

多
く
含

む

や
や
硬

質



‐ Ｉ Φ 『 ‐ ―

黒 色 土 器 ・ 椀

42
4

13
cm

口
径

形
態
 

口
縁

は
ご

く
わ
ず

か
に
内
菅

ぎ
み

で
外

上
方

に
伸

び
、

端
部

は
九

く
収

め
る
。

手
法
 

口
縁

内
面

に
花

弁
状

暗
文

を
施

す

外
面

は
ヨ

コ
ナ

デ
で

体
部

中
央

に
強

い
ヨ

コ
ナ

デ
の
後

に
ナ

ナ
メ
の

ヘ

ラ
も

し
く
は
爪

で
つ

け
た

あ
と
が
残

る
。

外
面

体
部

に
指

圧
痕

内
面
 

黒
色

外
面

口
縁

は
黒

色
、

日
縁

下
部

は
乳
褐

色
。

土 成

胎 焼

ほ
ぼ
精

良

硬
質

S 
DO
o2

第
3層

42
5

回
径

:1
2,
9c
皿

態 　 　 法

形 　 　 手

口
縁

は
内
弯

し
、
端
部

内
面
下

に
一
条

の
沈
線

を
め

ぐ
ら
す
。

端
部

は
丸

く
収

め
る

内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
で

、
や

や
粗

い
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

を
端
部

周
辺

に

施
す
。

外
面

口
縁
部

体
部

は
未

調
整

内
面
 

黒
色

外
面

口
縁

端
部
 

暗
灰

色

体
部
 

要
と 赤

褐
色

胎
土

0.
5m
mの

石
英

1個
と

灰
色

微
砂

粒
を
多

く
含

む

や
や

軟
質

焼
成

42
6

口
径

15
cm

形
態
 

口
縁

は
内
弯

し
、
端

部
で

や
や
外
反

す
る
。
端
部

内
面
下

に
一
条

の

沈
線

を
め

ぐ
ら
せ
端
部

は
丸

く
収

め
る
。

手
法
 

内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
端
部

周
辺

は
ヨ
コ
ナ

デ

外
面

回
縁

は
ナ

デ
調

整

内
面
 

黒
褐

色

外
面

回
縁
部
 

黒
灰

色

体
部
 

乳
赤

褐
色

胎
土

:精
良

焼
成

:硬
質

42
7

口
径

:1
4.
9c
m

体
部

は
浅

く
内
弯

し
、

日
縁

は
外
上

方
に
伸

び
る
。

端
部

内
面
下

に
一
条

の
沈
線

を
め

ぐ
ら
せ
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:内
面

は
マ

メ
ッ
著

し
い
口
縁
部

に
は
、

わ
ず

か
に
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

が
施

さ
れ
て

い
る
の

が
残

る
。
外
面

口
縁

は
ヨ
ヨ
ナ

デ
。

内
面
 

黒
灰

褐
色

(鉄
分

付
着

の
為

)

外
面
 

乳
明
褐

色

胎
土

:l
 l
lu
ll
の

石
英

数
個

と
微

砂
粒

を

多
く
含

む

焼
成

:や
や

軟
質

42
8

口
径

:1
5.
8c
m

口
縁
部

は
内
弯

し
、
端
部

内
面
下

に
段

を
有
す

る
深

椀

端
部

付
近

で
ご

く
わ
ず

か
に
外
反

し
、
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:内
面

は
鉄

分
付
着

、
外
面
端
部

付
近

は
ヨ
コ
ナ

デ
、
他

は
未

調
整

体
部

外
面

に
指
圧

痕

内
面

黒
褐

色
(鉄

分
付

着
の

為
)

外
面

端
郡

付
近

は
暗
灰

色

口
縁

、
体

部
は

乳
褐

色

灰
色

微
砂

粒
を
少

し
含

む

や
や
硬

質

土 成

胎 焼

42
9

口
径

:1
6.
2c
m

口
縁

は
浅

く
内
弯

し
、
端
部

は
外
上

方
に
伸

び
る
。

端
部

は
強

い
ナ
デ
の
為

に

鈍
い
陵

を
と
る
。

端
部

内
面

下
に
一
条

の
沈
線

を
め

ぐ
ら
せ

る
。

手
法

上
:内

面
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ

ロ
縁

周
辺

ヨ
コ
ナ

デ
、
他

は
ナ
デ
調

整

指
圧

痕
あ

り

内
面

黒
褐

色
(鉄

分
と
微

砂
粒

、
金

雲

母
が
厚

く
付

着
)

外
面

口
縁

端
部

黒
褐

色
、

回
縁

乳
明
褐

ご

胎
土

0.
5～

l 
ll
ul
lの

石
英

、
長

石
、

灰
色

砂
粒

を
多

く
合

む
。

硬
質

焼
成
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緑 釉 椀

40
高

台
径

8.
5c
m

形
態

i底
都

は
、

1ま
1ご
平

坦
で

あ
る
。

高
台

断
面

は
長

方
形

を
な

し
、
接

地
面

は
凹

面
で

あ
る
。

底
部

内
面

に
二

条
の

ロ
ク

ロ
回
転

に
よ

る
圏
線

を
有

す
る
。

底
部

内
面

に
三

叉
ト
チ

ン
の
跡

が
あ

る
。
割

れ
目

に
粘

土
を
つ

け
て

、
施
馳

し
焼

成
し
た
跡

が
あ

る
。

色
調
 

素
地

淡
灰

色

釉
 

深
緑

土 成

胎 焼

良
好

や
や
硬

質
S 
D0
02

第
3層

黒 色 土 器 椀

43
1

口
径

:1
4.
lc
m

器
高

:4
.8
cm

高
台

径
7.
lc
m

形
態

:丸
味

を
持

つ
底
部

よ
り
、
体

部
は
内
弯

気
味

に
広

が
り
、
端
部

内
面

に

一
条

の
沈
線

が
施

さ
れ

る
。
高
台

断
面

は
三
角
形

。

手
法

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。
口
縁

端
部

外
面

、高
台
部

に
ヨ
コ
ナ
デ

が
残

る
が
、

他
は
磨
耗
著

し
く
調

整
不
明

内
面

及
び

口
縁

端
部

黒
色

、
外

面
淡

黄
褐

色
。

外
面

は
鉄

分
付

着
の

た
め

、
ま
だ

ら
に
淡

赤
褐

色
。

土 成

胎 焼

良
好

や
や
硬

質

43
2

高
台

径
8.
Oc
m

形
態
上

:底
部

は
少

し
丸
味

を
お
び
て

い
る
が
ほ

と
ん

ど
平

坦
で

内
弯

気
味

に

口
縁
体
部

が
続

く
。
底
部

外
周

に
断
面

台
形

の
高
台

が
や
や
ふ

ん
ば

り

気
味

に
は

り
つ

く
。

手
法
上

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
。

外
面

高
台
以
上

は
ヨ
コ
ナ
デ
、
他

マ
メ
ッ

内
面
 

黒
色

外
面
 

乳
白
褐

色

底
部
 

高
台

の
一

部
ス

ス
付

着

土 成

胎 焼

微
細

な
砂
粒

を
少

し
含

む

や
や
硬

質

43
3

高
台

径
7.
Oc
m

態 法

形 手

底
吉
Iの

縁
辺

に
断

面
三
角

形
の

高
台

が
先

端
で

接
地

し
て
貼

り
付

く

底
部

内
面

刷
毛

目
、

外
面

未
調

整
。

日
縁

内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
外

面
ナ

デ

面 面

内 外

黒
色

暗
灰

褐
色

土 成

胎 焼

微
砂

粒
を
多

く
含

む
。

や
や
硬

質

43
4

高
台

径
6。

6c
m

形
態

:ほ
ぼ
平

坦
な
底
部

の
外
端

に
断
面

半
円
径

の
背

の
底

い
高
台

が
先

端
で

接
地

し
て

は
り
つ

く
。
体
部

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

す
る
。

手
法

:内
面

、
巾
の
広

ぃ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面

高
台
付
近

に
ヨ
コ
ナ
デ

底
部

、
ナ

デ
調

整

内
面
 

黒
色

外
面
 

黄
明
褐

色

土 成

胎 焼

微
砂

粒
を
多

く
含

む

や
や
軟

質

43
5

高
台

径
7.
5c
狙

形
態

底
部

は
丸

み
を

も
ち
、

そ
の

ま
ま
内
弯

気
味

の
体
部

へ
続

く
。

高
台

は
三
角
形

を
な
す
。
底

部
は
中
央

ほ
ど
薄

く
な

る
。

内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、
外
面

ヨ
コ
ナ

デ
、
底
部

は
未

調
整

。
手

法

内
面
 

黒
色

外
面
 
淡

乳
褐

色

鉄
分
付
着

の
た
め
外
面
一
部
赤
褐

色

土 成

胎 焼

良
好

や
や
軟

質

つ ０
カ 生

径
:8
,8
c皿

形
態
上

:平
坦

な
底
部

よ
り
内
弯

気
味

に
立

ち
上

が
る
。

外
面
底
部

の
外
周

に
断
面

三
角
形

の
高
台

が
外
下

方
へ

貼
り
着

い
て

い
る
。

手
法

上
:内

面
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、
外
面

ヨ
コ

ナ
デ
。

色

離 湘

面 面

内 外

胎
土

:微
細

～
l 
ll
ul
l位

の
長

石
黒

色
砂

粒
等

を
含

む
。

焼
成

:や
や
硬

質

43
7

高
台

径
7.
5c
m

形
態

上
:底

部
は

ほ
ぼ
平

坦
で

外
周

に
高

い
高

台
が

や
や

ふ
ん

ば
つ

た
形

で
は

り
つ

く
。

手
法

上
:は

り
つ

け
高

台
は

ヨ
コ
ナ

デ
、
他

マ
メ

ツ

内
面
 

黒
色

他
 

乳
淡

灰
褐

色

土 成

胎 焼

0。
5n
n位

の
砂
粒

を
少

し
含

む

や
や
軟

質
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黒 色 土 器 椀

43
8

高
台

径
8.
6c
m

形
態

平
坦

な
底

部
の
外
周

、
外
端

に
断
面

ダ
円
形

で
背

の
高

い
高
台

が
先

端

を
接
地

し
て
や
や
外
ふ

ん
ば

り
に
は

り
つ

く
。
体
部

は
内
弯

す
る
。

内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

外
面

、
底
部

は
未

調
整

の
上

に
粗

い
ヘ

ラ

ミ
ガ
キ
。

高
台

は
は

り
つ

け
。
体
部

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
。

手
法

内
外
面
共
黒

色
生 成

胎 焼

微
砂

粒
を
多

く
含

む

硬
質

S[
)0
02

第
3層

43
9

高
台

径
6.
5c
m

態 法

形 手

底
部

縁
辺

に
高

台
が
「

ハ
」

の
字

状
に
ふ

ん
ば

っ
て
貼

付
く

口
縁

及
び
底

部
は
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

高
台

ヨ
コ

ナ
デ

暗
灰

色
好 好

良 良

生 成

胎 焼

44
0

高
台

径
6.
6c
m

形
態

上
:底

部
は

ほ
ぼ
平

坦
で

あ
る
。
底

部
外

周
に
断

面
三

角
形

の

高
台

が
は

り
つ

く
。

手
法

上
:内

面
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
、

高
台

ヨ
コ
ナ

デ
、
他

マ
メ

ッ

面 面

内 外

黒
色

黄
白
色

胎
土

:0
.5
～

l 
ll
ul
l位

の
長

石
、
石

英

を
少

し
含

む

焼
成

:や
や
軟

質

黒 色 土 器 ・ 椀

44
1

口
径

13
.8
c皿

形
態

:口
縁

は
内
弯

気
味

で
端
郡

内
面

に
一

条
の
沈

線
が
施

さ
れ

る
。

手
法

:体
部

内
面

及
び

口
縁
部

タ
ト
面

に
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
が
残

り
端

部
ヨ

コ
ナ

デ
他

は
マ

メ
ッ

内
面
及

び
口
縁

端
部

、
濃
灰

色
土 成

胎 焼

微
細

な
長
石

を
わ
ず

か
に
含

む

や
や
硬

質

44
2

口
径

14
.6
cI

形
態

:口
縁

は
外
上
方

に
伸

び
端
部

内
面
下

に
一

条
の
沈

線
を
め

ぐ
ら
す
。

端
都

は
丸

く
収

め
る
。

手
法

:内
外
面
共

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
を
施

す
。

内
外
面
共

黒
色

土 成

胎 焼

ほ
ぼ
精

良

硬
質

44
3

口
径

16
.5
cm

形
態

:口
縁

は
外

上
方

に
伸

び
端
部

内
面

下
に
一

条
の
沈

線
を

め
ぐ

ら
す

。
端

部
は

丸
く
収

め
る
。

手
法

:内
タ
ト
面

共
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

内
外

面
共

黒
色

土 成

胎 焼

ほ
ぼ
精

良

硬
質

44
4

日
径

14
cm

形
態
上

:日
縁

は
内
弯

し
な
が

ら
外

に
開

き
の

び
る
。
端
部

内
面

に
段

を
も
ち

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法

上
:内

面
と
外
面
端
部

あ
た

リ
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
、

外
面
他

マ
メ

ッ

面 面

内 外

黒
色

乳
褐

色

胎
土

:0
.1
～

0,
21
1u
ll
位

の
長

石
と

l 
ll
ul
l

位
砂
粒

を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質

44
5

口
径

15
cn

形
態
上

:口
縁
体
部

は
内
弯

気
味

に
外
上

方
へ
伸

び
る

端
部

で
少

し
外
反

し
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:全
面

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
で

あ
る
が

ほ
と
ん

ど
マ

メ
ツ
。

黒
色

胎
土

:微
細

な
長

石
な

ど
砂

粒
を
少

し

含
む

。

焼
成

:や
や
硬

質
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黒 色 土 器 椀

44
6

口
径

14
.2
cm

形
態

上
:回

縁
部

は
斜

め
外

上
方

に
伸

び
内

面
端

部
に
一

条
の

沈
線

を
も
つ

手
法

上
:外

面
端

部
は

ヨ
コ
ナ

デ
、
他

ナ
デ
調

整
。

内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
で

あ
る

が
マ

メ
ッ

し
て

い
る
た

め
詳

細
不

明

内
面

及
び

口
縁

端
部

は
黒

色

他
外

面
 

淡
褐

色

土 成

胎 焼

微
細

な
破
壮

を
含

む

硬
質

S 
D0
02

第
3層

44
7

口
径

13
.6
cm

形
態
上

:日
縁
部

は
内
弯

気
味

に
外
上
方

に
伸

び
内

面
端
部

に
一
条

の
凹
帯

を

持
つ

。
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:内
面

外
面
共

に
ヘ

ラ
ミ
ガ
キ
で

あ
る
が
外

面
は

ほ
と
ん

ど
マ

メ
ツ

黒
色

胎
土

:微
細

な
砂

粒
を

ほ
ん

の
少

し
含

む
。

焼
成

:や
や

軟
質

44
8

口
径

13
.8
cm

形
態

:体
音

I、
日
縁

は
外

上
方

へ
伸

る
。

端
部

内
面

下
に
不

明
瞭

な
沈

線
が
段

に
な

つ
て

い
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

:内
面

は
密

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

外
面

は
鉄

分
付

着
の

為
不

明
瞭

な
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ
と
思

わ
れ

る
。

端
部

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ
。

内
面

黒
色

外
面

黒
色

(大
部

分
は
鉄

分
付

着
の
為

黒
褐

色
)

胎
土

:微
砂

粒
及

び
0.
5～

0.
21
11
11
1程

度

の
金

雲
母

を
多

く
含

む

焼
成

:硬
質

44
9

径
12
.2
cm

形
態

上
:日

縁
の

み
残

存
、

日
縁

は
内
弯

気
味

に
外

上
方

へ
伸

び
る
。

日
縁

端
部

の
内
側

に
一

条
の
沈

線
を

め
ぐ

ら
せ

る
。

先
は

丸
く
お

さ

め
る
。

手
法

上
:全

面
ヘ

ラ
ミ
ガ

キ

黒
色

土 成

胎 焼

良
好

や
や
硬

質

45
0

口
径

:1
4.
4c
m

形
態

:直
線

的
に
口
縁

が
伸

び
、
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

手
法

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

(磨
耗
著

し
い

)、
外
面

ヨ
コ
ナ

デ

淡
灰

赤
褐

色
胎

土
:良

好
(黒

色
砂

粒
等

を
少

し
含

む
)

焼
成

:や
や
硬

質

45
1

高
台

径
7.
8c
m

形
態

:平
坦

な
底

部
か

ら
、

内
弯

気
味

に
口
縁

が
伸

び
る
。

高
台

断
面

は
三

角

形
。

手
法

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
、

外
面

磨
耗

内
面

暗
灰

色
。

外
面

淡
茶

褐
色

で
ま

ば

ら
に
濃

灰
色

、
淡

褐
色

土 成

胎 焼

白
色

微
砂

粒
を
少

し
含

む
。

や
や
硬

質

45
2

高
台

径
6.
8c
m

形
態

上
:少

し
中
央
部

が
凹

ん
だ
底
部

か
ら
内
弯

し
な
が

ら
体
部

が
続

く
。
底

都
外
周

に
断
面

三
角
形

の
高
台

が
や
や
ふ

ん
ば

り
気
味

に
は

り
つ

く

手
法
上

:高
台

は
り
つ

け
郡

付
近

は
ヨ
コ
ナ
デ
他

マ
メ
ツ

内
面
 
黒
色

外
面
 

乳
淡

赤
褐

色

胎
土

:0
.5
mm
位

の
く

さ
り
礫

な
ど

を

少
し
合

む
。

ほ
と
ん

ど
精

良

焼
成

:や
や
硬

質

45
3

高
台

径
8.
6c
n

形
態

:体
部

は
底
部

よ
り
な
め

ら
か

に
内
弯

気
味

に
つ
づ

く
。

高
台

は
断
面

、

台
形
で

外
反
気

味
に
つ

い
て

お
り
、
内
端
部

で
接
着

す
る
。

手
法

:内
面

ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

内
面

、
濃
灰

色
、

外
面
淡

茶
褐

色

内
外
面

と
も
鉄

分
付
着

の
た
め

ま
だ

ら

に
淡

赤
褐

色

胎
土

:微
細

～
2 
nu
ll
大
の
長
石

、
石

英

砂
粒

等
を
含

む
。

焼
成

:や
や
軟

質



黒 色 土 器 皿

45
4

回
径

10
.O
cm

器
高

2.
Oc
ll

底
径

5,
8c
m

態 法

形 手

平
坦

な
底
部

よ
り
内
弯

気
味

に
口
縁

が
伸

び
る
端
部

は
九

く
お

さ
め

る

磨
耗

著
し
い

淡
灰

褐
色

胎
土

良
好

(黒
色
砂
粒
等

を
少

し
含

む
♪

焼
成

:や
や
硬

質
S 
D0
02

第
3層

45
5

口
径

10
。
9c
m

器
高

1.
6c
ln

形
態
上

:ほ
と
ん

ど
平

坦
な
底
部

よ
り
内
弯

気
味

に
体

部
が
続

き
、
外
上

方
に

少
し
伸

び
た
後

端
部

は
や

や
外

反
し
て

丸
く
お

さ
め

る
。

手
法
上

:底
部

外
面
未

調
整

他
ョ
コ
ナ
デ

(磨
耗
著

し
い

)

黒
色

胎
土

:微
細

な
長

石
を
少

し
だ

け
含

む

ほ
と
ん

ど
精

良

焼
成

:硬
質

土 師 質 皿

45
6

口
径

13
.8
cl
n

器
高

2.
lc
ln

形
態

:ほ
と
ん

ど
平

坦
な
、
底

部
よ

り
内
弯

気
味

に
口
縁

が
続

き
、

日
縁

端
部

で
、

や
や

外
反

し
た
後

上
方

に
つ

ま
み

上
げ

ら
れ

る
。

手
法

:磨
耗

著
し

く
不

明

淡
茶

握
色

土 調

胎 色

精
良

淡
茶

褐
色

S 
D0
02

第
4層

45
7

口
径

25
。
3c
m

態 法

形 手

口
縁

は
直
線

的
に
外
方

へ
伸

び
る
。
端
部

は
外
傾

す
る
面

を
も
つ
。

内
面

の
一
書
[に

刷
毛

目
が
残

る
。

口
縁

端
部

ヨ
コ
ナ
デ
外

面
下
半

ハ
ケ

淡
黄
褐

色
生 成

胎 焼

砂
粒

を
多

く
含

む
。

硬
質

S 
DO
o3

第
4層

Ｉ Ｉ 『 Ｐ Ｉ Ｉ



第 2章 杉 江 東 遺 跡



は じ め に

本報告は、守山市における県営ほ場整備事業守山南部地区一般かんがい排水路工事に伴い、昭和60年度に実施

された、杉江東遺跡の発掘調査結果をまとめたものである。

調査は、滋賀県教育委員会文化財保護課を調査主体者とし、現地調査は財団法人滋賀県文化財保護協会調査三

係長・大橋信弥、同調査員稲垣正宏が担当した。調査期間は昭和61年 1月 8日 より昭和61年 2月 5日 までである。

調査員として、河野武、久修一郎、久野実、佐野峰生、政岡伸洋、早川透、横谷裕人の参加があった。また作

業員として、前田磯次、川村木吉、金崎勘治、大友朝子、本村静子、北村みつ江、川畑真美、中田ゆき、山本 き

よみが協力した。

本書は、稲垣がこれを編集執筆 した。

2.位置と環境

杉江東は、野洲川の現在の北流及び南流と旧阿道の境川と江西川の四本を中心形成された沖積平野上の微高地

である自然堤防上と一部低地である黒褐色粘土の堆積層上にわたって立地する。当追跡は、守山市、欲賀の集落

の北側、杉江町の南側に位置する現況はほぼ平担で現地表はほぼLe=88,Omを 測る。遺構面は現地表マイナス

50cm～ 55cmを はかり、層位は地表から15cmは表土、15cm～ 50cmは灰色粘±50cm以 下は上面は遺構面で包合層でも

ある黒褐色粘土層である。黒褐色土層は、約 1.5mの厚さを持ち、その下に無遺物の基盤層である青灰色粘土層

がある。黒褐色粘土層の上面からマイナス15cmの ところまで土器を包合 している。

二ヽ

遇

トレンチが幅80cmほ どの細長いものであったため、遺構の全体を把握することは非常に難かしいが、遺構 とし

ては、耕作時の日半跡 と、,ピ ッ トがあげられる。なおこれらの遺構がきざまれた基盤層から土器が多く出土 してい

る。遺物包含層は、この基盤層 (黒褐色土層)で あるといえるのである。

遺物については、遺物包含層からは、中世の遺物が多く出土 してぃる。それらは黒色土器と瓦質土器、土師質

小皿などである。黒色土器は高台付椀で鎌倉時代のものである。 くわしい観察は土器観察表にゆだねるが、い

ずれも細片であり、年代判定の資料とはなりにくいものである。

3.

遺4.

―-73-―



_Ll

#
1

20よ り

東

に 一 堅 廷 _~POm
第 1図 杉江東 トレンチ全体図

―-74-―



第 2図 試掘 トレンチ全体図 (近代攪乱のため、遺構、包含層なし)

―-75-76-―



0     2     4m

-77～ 78-

第 3図 杉江東欲賀遺跡遇構平面図
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杉
江

東
追

跡
出
土

追
物

観
察

表

種
類

図
版

法
 

量
形

態
・

技
法

の
特

微
色

調
胎

土
。

焼
成

備
 

考

高 杯
須 恵 器

1
底

径
10
.8
cl
l

脚
部

は
短

く
、
脚

短
部

は
上

下
に
肥

厚
し
、

狭
い
凹

面
を

な
す

。

ロ
ク
ロ
成

形
。

回
転

ナ
デ
調

整
。

灰
自
色

(脚
部

内
外
面

の
一
部
黒
色

を

呈
す
♪

白
色

砂
粒

を
少

量
合

む
。 密

焼
成

良
好

。

須
口

齢 器

2
口
径

15
,O
cr
a

直
線

的
に
外
上
方

に
伸

び
る
。
端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

ロ
ク
ロ
成
形

。
回
転

ナ
デ
調

整
。

淡
灰

白
色

0。
3m
m以

下
の

自
色

砂
粒

を
少

量
含

む
。

焼
成

良
好

。

土 師 質 小 皿

3
口
径

8.
2c
m

直
部

は
や
や
丸

く
、

口
縁

は
強

い
ヨ
コ
ナ

デ
に
よ

り
外
反

す
る
。

内
面

及
び
口
縁

外
面

は
ナ
デ
調
整

。

淡
橙
色

0.
3m
m以

下
の

自
色

砂
粒

、
ク
サ

リ
レ
キ

を
含

む
。

密

焼
成

良
好

。

土 師 質 小 皿

4
回

径
8.
4c
m

口
縁

端
部

は
外
方

に
つ

ま
み

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

内
面

及
び

、
口
縁

端
部

の
み

ナ
デ
調

整
さ
れ

る
。

磨
耗

著
し
い
。

に
ぶ

い
黄
色

精
良

焼
成

良
好

。

土 師 質 小 皿

口
径

10
,O
cm

浅
い
小

皿
で

、
口
縁

は
内
弯

し
つ

つ
上

方
へ

伸
び

る
。

端
部

は
や

や
尖

つ
て

い

る
。

磨
耗

著
し

く
、
調

整
不

明
。

灰
掘

色
l 
mm
以

下
の

自
色

砂
粒

を
含

む
。

焼
成

良
好

。

上 師 質 脚 台

底
径

6.
3c
ln

脚
台

付
皿

の
脚

台
と
思

わ
れ

る
も
の

で
あ

る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

全
体

に
ナ

デ
調

整
さ
れ

る
。

灰
褐

色
精

良

焼
成

良
好

。

黒 色 土 器 椀

7
涯
ミ
ぞ
を
4,
Oc
m

高
台

は
貼

付
け
で

あ
る
。

や
や

外
方

に
ふ

ん
ば

つ
て

お
り
、

し
っ

か
り

し
て

い

る
。

内
面

に
の

み
炭

素
が
吸

着
し
て

い
る

が
、
磨

耗
に

よ
り
薄

く
な

っ
て

い
る
。

全
体

に
磨

耗
著

し
い
。

内
面

一
暗
灰

色

外
面

―
黄

橙
色

緻
細

な
自
色

砂
粒

を
含

む
。
密

。

焼
成

良
好

。

黒 色 土 器 椀

8
底

径
5.
6c
ln

高
台

は
貼
付

け
で

あ
る
。

外
方

に
ふ

ん
ば

っ
て

い
る
。

内
面

に
の

み
炭

素
が
吸

着
し
て

い
る
が

、
磨

耗
に

よ
り
薄

く
な

っ
て

い
る
。

全
体

に
磨

耗
著

し
い
。

内
面

―
灰

褐
色

外
面

一
淡

橙
色

砂
粒

を
少

々
含

む
。

tt
。

焼
成

良
好

。

杯 身
須 恵 器

底
径

7.
Oc
m

高
台

は
貼
付

け
で

あ
る
。
低

い
が
外
方

に
ふ

ん
ば

っ
て

い
る
。

全
体

に
磨

耗
著

し
く
調

整
不
詳

。

淡
灰

色
黒

色
粒

を
含

む
。
密

。

焼
成

不
良

。
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土 師 器 高 杯

脚
部

の
接

合
は
分

割
成

形
手

法
に

よ
る
。

橙
色

l 
mm
以

下
の

自
色

砂
粒

、
ク
サ

リ
レ
キ

、

微
細

な
ウ

ン
モ

を
含

む
。

焼
成

良
好

。

須 恵 器 杯 身

底
径

4,
Oc
ln

高
台

の
な
い
杯

Aの
底

部
で

あ
る
。

杯
蓋

の
可

能
性

も
あ

る
。

灰
色

l 
mm
以

下
の

自
色

砂
粒

、
微

細
な
黒

色

粒
を
含

む
。

焼
成

良
好

。

白 磁 杯

口
径

15
,O
cm

口
縁

は
や

や
端

反
っ
て

い
る
。

全
面

に
施
釉

さ
れ

る
。

素
地

―
淡

灰
色

釉
一
薄

緑
色

微
細

な
黒

色
粒

を
多

く
含

む
。

焼
成

良
好

。

土 師 質 小 皿

口
径

8.
8c
m

口
縁

は
、

ゆ
る
や

か
に
内
弯

し
つ

つ
上

外
方

に
伸

び
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

内
面

及
び

回
縁

淡
灰

掘
色

掛 剛 質

14
回
径

■
,7
cm

口
縁

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、
端

部
は

丸
く
収

め
る
。

淡
白
灰

色
混

じ
り

微
細

な
長

石
を
多

く
合

む
。

や
や
軟

質

黒 色 土 器 椀

口
径

■
.2
cm

口
弯
部

は
や

や
内
弯
気

味
に
の

び
る
。
端
部

は
短

く
つ

ま
み
出

さ
れ
、
や

や
尖

り
気
味

に
収

め
る
。

内
面

及
び
外
面
端
部
指

ナ
デ
部

に
炭

素
吸
着

し
て

い
る
。

淡
灰

色
炭

素
吸
着
部

断
面
淡

黄
色

l 
mm
前

後
の

長
石

、0
.5
mm
ぐ

ら
い

の
石

英
を
含

む
。

や
や
軟

質

黒 色 土 器 口 縁

口
径

12
.6
cm

底
部

は
丸

く
、
体

部
は
内

弯
す

る
。

端
部

は
わ
ず

か
に
外

方
に
引

き
出

し
、

九

く
収

め
る
。

端
部

内
面

に
沈

線
を
有

す
る
。

内
面

及
び

、
口
縁

中
位

ま
で
炭

素
が
吸

着
し
て

い
る
が

、
磨

耗
の

た
め
薄

く
な

っ
て

い
る
。

内
面

は
暗

灰
色

、
外

面
は

に
ぶ

い
黄

橙

色

1～
2 
1n
mの

長
石

、
石

英
を
合

む
。

黒
底

色
菩

b

土 器

底
径

5。
2c
ra

底
部

外
周

に
断
面

四
角
形

の
高
台

が
少

し
ふ

ん
ば

り
気
味

に
は

り
つ

き
、

内
角

で
接
地

。
回
縁

は
少

し
内
弯

気
味

に
上

に
の

び
る
。

内
面

の
み
炭

素
が
吸
着

し
て

い
る
が
、
磨

耗
の

た
め
薄

く
な
っ
て

い
る
。

内
面

は
黄
灰

色
、

外
面

は
黄

橙
色

良
好

や
や
軟

質

高 杯 裾 部

底
径

16
.6
cm

裾
部

直
線

的
に
外

下
方

に
伸

び
端

部
は

や
や

尖
つ

て
い

る
に
ぶ

い
黄

橙
色

0.
1～

21
11
mの

長
石

、
石

英
、
0.
1～

1

HH
l程

度
の
黒

色
、
灰

色
砂

粒
を
含

む
。

硬
質

口
径

■
.6
cm

た
ち

あ
が

り
は
内
傾

し
た
後

直
立

す
る

が
、

短
く
端

部
は
鋭

い
。
受

部
は
上

外
灰

自
色

l 
mm
以

下
の

自
色

砂
粒

、
黒

色
砂

粒
を
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須 恵 器 杯 身

器
高
2.
7c
m

方
に
延

び
、

た
ち
あ
が

り
と
U字

状
を
成

し
、
端
部

は
鋭

い
。

た
ち
あ
が

り
は

受
部

よ
り
も
や
や
上
方

に
ま
で

の
び
底

部
に
ヘ

ラ
切

り
痕
有

る
。
底
体

部
は
深

く
底
部

は
九
味

を
も
つ

。

多
く
含

む
。

良
好

須 恵 器 杯 身

口
径

11
.8
cm

口
縁

は
内
弯
気
味

に
広

が
る
受
部

上
外
方

に
伸

び
る
。
立

ち
上

が
り
は
内
傾

し

端
部

上
方

へ
つ

ま
み
上

げ
て

あ
る
。

灰
色

0.
5～

2 
mm
程

度
の
長

石
、 微

細
な
黒

色

砂
粒

を
合

む

硬
質

土 師 質 小 皿

口
径

7.
8c
m

ゆ
る
や

か
に
内
菅

し
、

回
縁

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

外
側

橙
色

、
内
倶
」淡

黄
灰

色
0.
5～

2 
mm
程

度
の
長

石
、
石

英
。
0.
5

1n
Hl
程
度

の
く

さ
り
礫

を
合

む
。

軟
質

土 師 質 皿

22
口
径

12
,9
cm

底
部

は
ほ

ぼ
平

担
で

、
口
縁

部
は
少

し
外

反
し
、

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

内
面

及
び

、
口
縁

外
面

は
ナ

デ
調

整
。

底
部

外
面

未
調

整
。

茶
褐

色
0.
5～

l 
mn
l程

度
の
長

石
、微

細
な
黒

色

破
粒

を
含

む
。

や
や

硬
質

黒 色 土 器

ほ
ぼ
平

担
な
底

部
か

ら
内
奮

気
味

に
口
縁

吉
bが

伸
る
。
底

部
縁

辺
に
断

面
三

角

台
形

の
高

台
が
、

や
や

ふ
ん

ば
り
気

味
に

は
り
つ

く
。

内
面

の
み
炭

素
が
吸

着
し
て

い
る

が
、
磨

耗
の

た
め

ほ
と
ん

ど
刹

落
し
て

い
る

全
体

に
磨

耗
著

し
い
。

黄
橙

l 
mm
前

後
の
長

石
、
石

英
を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 質 皿

24
口
径

14
.4
cl
n

器
高

3.
OC
m

底
部

よ
り
ゆ

る
や

か
に
内
弯

、
口
縁

は
一

部
残

る
の

み
。
底

部
の
厚

さ
は
変

化

に
富

む
。

高
台

は
断

面
三

角
形

で
貼

付
け

ら
れ

る
。

全
体

に
剣

落
多

く
調

整
は
不

詳
で

あ
る
。

橙
色

r高
台
外
面
付
近

に
黄
白
色
がヽ

く
残

る
  
  
  
  
  
  

ノ

l 
mm
以

下
の

自
色

砂
粒

ク
サ

リ
レ
キ

を

含
む

。

不
良

須 恵 質 椀

回
径

16
.8
cl
n

体
部

は
内
弯

し
て
の

び
、

口
縁

部
は
少

し
外

反
し
て
端
部

は
丸

く
収

め
る
。

ロ
ク
ロ
成

形
。

内
外
面

と
も
施
釉

痕
が

あ
り
灰
釉

と
思

わ
れ

る
。

灰
白
色

微
細

な
黒

色
、

自
色

砂
粒

を
含

む
が

、

ほ
と
ん

ど
精

良

硬
質

羽 　 　 釜

最
大

径 27
.O
cm

直
線

的
に
開

く
体

部
で

あ
り
、
鍔

は
横

に
伸

び
る
。

内
外

面
と

も
ナ

デ
調

整
黄
茶

色
、

断
面

暗
灰

色
0。

1～
2 
mm
程

度
の
長

石
、
石

英
、
灰

色

砂
粒

、
黒

色
砂

粒
を
含

む
。

硬
質

卦 測 灰 釉

回
径

10
.6
cm

器
高

3.
lc
m

糸
切

り
底

の
あ

る
底

部
よ

り
ゆ

る
く
屈

曲
し
、

外
上

方
へ

ま
っ
す

ぐ
の

び
る
。

口
縁

端
部

は
丸

く
や

や
肥

厚
す

る
。

口
縁

端
部

内
外

面
に
施

釉
さ
れ

る
。

灰
釉

灰
緑

透
明
色

。
素
地

明
る

い
灰

黄
良 好

精 良
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籍 紬 節

口
径

13
.2
cm

頚
部

よ
り
屈

曲
、
直

立
し
て

上
方

に
の

び
る
。

端
部

の
断

面
は
丸

い
。

内
面
灰

白
色

、
タ
ト面

暗
灰
色

微
細

な
砂

粒
を
合

む
。

良
好

須 恵 質 甕 口 縁

口
雀
:3
0,
7c
m

や
や

内
弯

気
味

に
少

し
外

に
開

く
。

口
縁

端
部

は
ほ

ぼ
水

平
な
凹

面
を

も
つ

。

内
外

面
と

も
横

ナ
デ
調

整
さ
れ

る
。

外
側

は
鉄

分
付

着
の

た
め
茶

褐
色

、

内
側

は
淡

灰
色

3 
mm
角

の
灰

色
小

石
、
0.
5～

1.
5m
mの

黒
色

砂
粒

、
長

石
、

1～
2 
mm
の

茶
褐

色
砂

粒
を
含

む
。

硬
質

須
口

論 器

回
径

9,
4c
m

口
縁

は
内
弯

気
味

に
外

上
方

へ
の

び
、
端

部
は
斜

め
上

に
少

し
つ

ま
み

出
し
て

い
る
。

端
部

は
や

や
尖

っ
て

い
る
。

灰
色

2 
mm
前

後
の
長

石
を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 質 小 皿

口
径

9.
8m
m

口
縁

部
は

ゆ
る
や

か
に
内
弯

し
、

端
部

を
外

方
に

わ
ず

か
に
引

き
出

し
九

く
収

め
る
。

全
体

に
磨

耗
著

し
く
調

整
不

詳
。

乳
自
色

精
良

や
や
軟

質

土 師 質 小 皿

口
径

10
.6
cm

や
や

内
弯

気
味

に
立

ち
上

が
り
、
端

部
は
端

外
折

し
、

そ
し
て
上

方
に
つ

ま
み

上
げ

ら
れ

る
。

内
面

に
段

状
の

も
の

を
つ

く
る
。

磨
耗

著
し

く
調

整
不

詳
。

う
す

い
赤
橙
色

0.
5～

0.
3m
m程

度
の
長

石
、

l 
mm
前

後

の
石

英
を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 質 皿

口
径

13
.8
蜘

口
縁

部
は

や
や

内
弯

気
味

に
の

び
る
。

端
部

は
丸

く
収

め
る
。

磨
耗

著
し

く
調

整
不
詳

。

乳
黄
色

l 
mm
前

後
の
石

英
、

2 
mm
前

後
の
長

石

を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 質 皿

口
径

13
.9
cl
a

体
部

か
ら
口
縁

部
に
分

け
て

ゆ
る
や

か
に
内
弯

し
、

口
縁

端
部

は
や

や
外
側

に

つ
ま
み

出
さ
れ

て
い

る
。

磨
耗

著
し

く
調

整
不

詳
。

う
す

い
黄

橙
色

0.
5～

0。
2m
m程

度
の
長

石
、
灰

色
砂

粒

を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 質 皿

口
径

14
。

2c
ln

口
縁

部
は
外

反
し
つ

つ
ゆ

る
や

か
に
外

方
に
伸

び
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

断
面

灰
色

0.
5～

0.
2m
m程

度
の
長

石
、
灰

色
砂

粒

黒
色

砂
粒

を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 質 皿

36
口
径

11
.O
cm

回
縁

部
は
内
弯
気
味

に
の

び
、
端
部

内
面

に
段

を
有

す
る
。

旧
外
面

ナ
デ
調
整

さ
れ

る
。

橙
色

微
細

な
長
石

を
含

む
。

軟
質

土 師 質 皿

口
径

17
.5
cm

底
部

か
ら
口
縁

部
に

か
け
て

ゆ
る
や

か
に
内

弯
す

る
。
端

部
は
や

や
尖

っ
て

い

る
。

う
す

い
黄
橙
色

1～
2 
mm
程

度
の
石

英
、長

石
を
含

む
。

良
好



‐ ― ∞ ∞ ‐ ‐

内
外

面
と

も
磨

耗
著

し
く
調

整
不

詳
。

土 師 質 甕

回
径

22
.O
cm

口
縁

は
外

反
し
、

大
き

く
拡

が
り
端

部
は
丸

く
お

さ
め

る
。

須
恵

器
の
焼

成
不

良
品

の
可

能
性

あ
り
。

黄
灰

色

断
面

に
ぶ

い
橙

色

微
細

な
長

石
、
黒

色
砂

粒
、

2 
mm
程

度

の
灰

色
小

石
を
含

む

硬
質

須 恵 器 杯 蓋

口
径

15
,O
cm

天
丼
部

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、
縁

辺
で

下
方

に
属

曲
し
、

外
面

に
狭

い
凹

面

を
つ

く
る
。

端
部

丸
く
お

さ
め

る
。

全
面

に
自
然
釉

が
か

か
る
。

回
転

ナ
デ
調

整
。

外
側

暗
灰

色
、

内
側

灰
色

0.
5～

l 
mm
程

度
の
灰

色
、黒

色
砂

粒
を

多
含

む
。

や
や

粗
い

。

硬
質

黒 色 土 器 底 部

ほ
ぼ
平

担
な
底

部
か

ら
内
弯

気
味

に
口
縁

部
が
続

く
。
底

部
外
周

に
断

面
台

形
の

高
台

が
や

や
ふ

ん
ば

っ
て

は
り
つ

く
。

内
面

の
み
炭

素
が
吸

着
し
て

い
る
。

内
外

面
と

も
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
さ
れ

る
。

外
面

は
淡

黄
色

、
内

面
は
暗
灰

色
1～

2 
mm
の

長
石

、
l 
mm
前

後
の
石

英

を
含

む
。

や
や
軟

質

勢
口
径

7.
8c
m

底
部

か
ら
端

部
に

か
け
て

ゆ
る

く
内
弯

す
る
。

端
部

は
丸

く
お

さ
め

る
。

磨
木

淡
黄
色

1～
4 
mm
位

ま
で

の
砂

粒
を
含

む

や
や
軟

質

土 師 質 小 皿

刀 仕
口

径
10
。
3c
m

平
底

の
底

部
よ

り
内
弯

し
て

の
び

る
。

口
縁

端
部

は
外

反
し
、
端

部
は

丸
く
お

さ
め

る
。

回
縁

端
部

外
面

及
び

内
面

が
ナ

デ
調

整
さ
れ

る
。

灰
褐

色
0.
5～

2m
m前

後
の

長
石

を
多

く
合

む
。

や
や
粗

い
。

や
や
軟

質

土 師 質 小 皿

口
径

10
。

lc
m

平
担

な
底
部

よ
り
内
弯

し
、

口
縁

が
つ
づ

く
。
端
郡

は
短

く
外
反

し
て
や

や
尖

り
気
味

に
お

さ
め

る
。

淡
黄

色
0.
5～

l 
mm
位

の
長

石
、
3 
mm
の

石
英

を

含
む

。

や
や
軟

質

土 師 質 皿

口
径

14
.4
cm

口
縁

部
は

ゆ
る
や

か
に
内
奮

し
て

の
び

、
端

部
を
丸

く
お

さ
め

る
。

口
縁

端
部

外
面

及
び
内

面
は

ナ
デ
調

整
さ
れ

る
。

乳
自
色

1～
2 
mm
の

石
英

、
l 
mm
前

後
の
長

石

を
多

く
合

む
。

や
や
軟

質

須 恵 器 壷

最
大

径 17
.3
cm

残
存

器
高

11
.4
cm

口
縁

部
は
残

っ
て

い
な

い
の

で
不

明
。

肩
部

は
外

下
方

へ
張

り
出

し
、
体

部
最

大
径

を
%上

方
に
有

し
た
後

、
内
弯

し
て

内
下

方
へ

下
る
。
底

部
は
高
台

を
有

し
て

い
る
。

輪
積

み
し
て

内
部

は
指

ナ
デ

で
、
底

部
よ

り
体

部
%位

ま
で

は
雑

に
、
上

部
%

は
比

較
的

丁
寧

に
ナ

デ
て

い
る
。

外
面

は
底

部
高

台
の

内
根
1は

未
調

整
。

高
台

は
中
心

佃
」内

部
は
指

ナ
デ

、
最

下
部

よ
り
体

部
%位

ま
で

は
丁

寧
に
ナ

デ
が
施

内
面

自
然

釉
暗

緑
色

そ
の
他

明
灰

色

外
面

自
然

釉
暗

緑
色

そ
の
他

暗
灰

色

良 良
好
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さ
れ
て
い
る
。
体
上
部
%は

自
然
釉

の
た
め
判
別

は
不
可
能
で
あ
る
。

黒 色 土 器 底 郡

46
ほ
ば
平

担
な
底
部

か
ら
内
弯

気
味

に
口
縁

が
の

び
る
。
底
部

外
端
部

に
断
面

三

角
形

の
高
台

が
外
下
方

に
ふ

ん
ば

り
気

味
に
貼

り
つ

い
て

い
る
。

内
面

に
の

み

炭
素

が
吸
着

し
て

い
る
。

内
面

は
摩
滅

。
口
縁

外
面

は
ヨ
コ
ナ
デ
で
指
圧

痕
あ

り
、
底
部

は
未

調
整

。

内
面

黒
色

外
面

明
灰

色

0.
5～

2m
m前

後
の
石

英
と
長

石
を
含

む

密 や
や
硬

質

黒 色 土 器

47
口
径

16
.3
cm

口
縁

部
か

ら
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、

口
縁

内
面

に
一

条
の
沈

線
を

も
つ

。

内
面

及
び

口
縁

端
部

外
面

に
炭

素
が
吸

着
し
て

い
る
。

外
面

に
成

形
時

の
指

圧
痕

が
残

る
。

内
面

、
外
面

口
縁
部

は
黒
色

、
外
面
体

部
は

に
ぶ

い
黄
橙
色

。

0.
51
nm
程

度
の
長

石
、
黒

色
砂

粒
、

l 
mm

程
度

の
灰

色
砂

粒
を
含

む
。

や
や
硬

質

土 師 質 皿

48
口
径

14
.4
cm

口
縁

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、

口
縁

中
位

で
一

た
ん
上

方
に
屈

曲
し
口
縁

端
部

で
小

さ
く
外

反
す

る
。

日
縁

端
部

外
面

及
び

内
面

の
み

ナ
デ
調

整

淡
黄
色

断
面

―
暗

灰
色

2 
mm
前

後
の

長
石

、
14
1m
前

後
の
石

英

を
含

む
。

や
や
軟

質

椀
黒 色 土 器

49
口
径

14
,4
cm

口
縁

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、
端
部

内
面

に
一
条

の
沈
線

を
施

す
。

口
縁

端
部

外
面
及

び
内
面

に
炭

素
が
吸
着

し
て

い
る
。

内
面

及
び

口
縁

外
面

は
暗
灰

色
｀ 外

面

は
淡

黄
色

。

微
細

な
石

英
を
多

く
含

む
。

や
や
硬

質

須 恵 器 杯 蓋

開
口
径

14
cl
n

天
丼

部
は
低

く
平

ら
で

外
下

方
に

ゆ
る
や

か
に
内
弯

す
る
。

天
丼

部
縁

辺
は
下

方
に
折

り
ま

げ
ら
れ

て
い

る
。

灰
色

l 
mm
程

度
の

白
色

砂
粒

を
多

く
含

む
。

や
や
粗

。

良
好

黒 色 勧 細
縁

口
径

15
.O
cl
n

口
縁

は
夕 抑

1に
ひ

ら
き
、
端
部

内
面

に
一
条

の
沈
線

を
有

す
る
。

内
面

の
み
炭

素
が
吸
着

す
る
が
、
磨

耗
の

た
め
薄

く
な
つ
て

い
る
。

内
側

暗
黄
灰

色
、

夕
陣

」乳
自
色

微
細

な
長

石
、0
.5
～

2 
1n
m程

度
の
灰

色

砂
粒

を
含

む
。

軟
質

黒 色 土 器 椀

底
径

6.
2c
ln

底
部

は
上

げ
底

で
や

や
内
弯

し
て

口
縁

が
の

び
る
。

高
台

は
底

部
外

端
菩
Iに

外

下
方

へ
ふ

ん
ば

り
気

味
に
貼

り
つ

く
。

高
台

は
幅

が
広

く
大

き
い
。

内
面

の
み
炭

素
が
吸

着
す

る
。

内
面

は
暗

灰
色

、
外
面

高
台

内
は
暗

灰

色
、
他

は
、
薄

い
黄
橙

色
。

断
面

暗
灰

色

l 
mm
前

後
の
石

英
、

1～
2 
mm
の

長
石

を
含

む
。

や
や
硬

質

椀
黒 色 土 器

回
径

■
.8
cm

体
部

は
ゆ

る
や

か
に
内
弯

し
、

口
縁

吉
[は

丸
く
お

さ
め

る
。

内
面

に
の
み
炭

素
が
吸
着

す
る
が
、
磨

耗
の

た
め
薄

く
な
つ
て

い
る
。

内
面

淡
灰

色
、

外
面

乳
白
色

l 
mm
程

度
の
灰

色
砂

粒
を
含

む
。

や
や
軟

質

土 師 器 甕

口
径

15
。
2c
m

口
縁

部
は

く
の
字

状
に
上

方
に
の

び
、
小

さ
い
鍔

を
作

り
、

端
部

は
や

や
外

反

気
味

に
上

に
の

び
る
。

外
面
鍔

の
少

し
上

に
退

化
し
た
列

点
文

を
も
つ

黄
橙

色
l 
mm
前

後
の
長
石

、
石
英

を
含

む
。

や
や
軟

質



外
面

は
ヘ

ラ
ケ

ズ
リ
状

の
板

ナ
デ

が
さ
れ
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第 3章 赤野井浜遺跡



1、 はじめに

本報告は、守山市における県営ほ場整備事業守山南部地区第 1号幹線排水路工事に伴い昭和60年 に実施された、

赤野井浜遺跡の発掘結果をまとめたものである。

調査は、滋賀県教育委員会文化財保護課を調査主体者とし、現地調査は財団法人滋賀県文化財保護協会調査三

係長・大橋信弥、同調査員稲垣正宏が担当した。調査期間は昭和61年 1月 28日 、2月 3日 におこなわれた。調査員

として河野武、横谷裕人の参加があった。

本書は、稲垣がこれを編集執筆 した。

2、 位置と環境

赤野井浜は、野洲川の現在の北流及び南流 と旧河道の境川と江西川の四本を中心に形成された沖積平野上に立

地する遺跡である。当遺跡は、湖岸の入江の最深部の汀線から内陸に向 うトレンチ (幹線排水路予定地)内で遺

構が検出され得るであろうということで、遺構検出作業に着手 した。現状は、赤野井町 (浜地区)の集落の西南

の田地になっている。

8、 遺  構

調査は、4× 4mの試掘調査 トレンチ10箇所設定 し、各 トレンチで遺構面を追求 し、遺物を検索したが、工事

施行内での遺構面及び、遺物は液出し得なかった。層位については、地表面よリマイナス60om前後までは、灰色

粘上が堆積 しており、その下層には、基盤層と推定される青灰色粘土が現れる。

4、 遺

遺物はまったく出土しなかつた。

5、 おわりに

当該地の、東側に隣接 して、弥生、古墳時代の土器が出土 した赤野井浜追跡があるが、当遺跡の範囲は入江の

最深部の汀線までには及んでいなかったことが今回の調査によって確認された。
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第 1図  トレンチ全体図
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第 4章 山賀 。杉江遺跡



1  は じ め に
本調査報告は、県営ほ場整備事業守山南部地区・用水路埋設に伴い、昭和60年度に実施 した山賀・杉江遺跡の

発掘調査結果をまとめたものである。工区が山賀遺跡と杉江遺跡にまたがっているため、ここでは区別せず、一

連のものとして言E述することにする。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会調査三係長大橋信弥を担当者とし、財団法人滋賀県文化財保護協会嘱

託氏丸隆弘を現地主任に得て実施 した。調査期間は昭和60年 12月 4日 から昭和61年 1月 20日 までである。

尚、調査にあたつては、草津県事務所土地改良課・守山川関連遺跡調査事務所をはじめ、関係諸機関ならびに

地元の方々に御協力・傍l理解をいただいた。また、現地調査及び整理作業にあたつては、井浦由美 (調査員)、

福井真理子 (追手間学院大学)、 梅村智弘 (京都産業大学)、 今西俊人、成宮久恵 (仏教大学)、 大平万里 (光

華女子大学)、 足立由起、馬杉富美、寿福滋 (遺物写真)の諸氏の協力を得た。記して厚くお礼申し上げたぃ。

(大橋・氏九 )

位置と環境

山賀追跡・杉江遺肋は、守山市の西部、琵琶湖湖岸近くに立地する山賀町と杉江町の集落にほぼ重複する様に

位置する。当遺跡の立地は、野洲川および旧守山川の形成した微高地に存在する。
注 1

周辺の追跡をみると、東方には弥生時代～平安時代の大集落である赤野井遺跡、杉江東遺跡があり、北方には
注 2                    注 3

平安時代～中世の遺構が確認されている杉江北遺肋、西方には鎌倉時代の集落跡である山賀西遺跡が存在する。
注 4

また、南方には古墳時代～平安時代の集落跡である森川原遺跡がある。杉江集落の北端には式内小津神社が存在

(氏 丸 )する。

3 調査の経過

現地調査は、遺構・遺物の有無を確認することを目的とし、用水路埋設予定地点に トレンチ (各幅 lm× 長さ

3m)を 計46カ所設定した。

調査は層序に配慮しながら遺物・遺構の調査につとめ、工事レベル深度の lm

トレンチの配置間隔については20m毎に設定し、遺構の存在が確認された トレン

た。掘削後は、断面及び平面において観察 。実測 。写真撮影を行なった。

まで掘削することを原則 とした。

チについては拡張することにし

(氏 丸 )

調査の結果

遺構が確認 された トレンチは、 5本である。各 トレンチとも幅 lm×長さ 5m以上の細長い トレンチのため、

遺構間の関係等については明確にし得なかつた。

尚、 トレンチの名称は第 2図の通 りである。以下、各 トレンチごとの概略を記す。

(4ト レンチ )
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1.寺中遺跡

2.赤野井遺跡

3.狐塚遺跡

4.杉江北違跡

5.杉江東追跡

6.杉江遺跡

7.山賀遺跡

8.山賀西追跡

9.森川原遺跡

10.欲賀南遺跡

第 1図

11.欲賀遺P/1r

12.横江遺跡

13.薬師堂遺跡

14.三宅北遺跡

15.金森西遺跡

遺跡位置図

16.大門遺跡

17.金森遺跡

18.石田遺跡

A.山賀・杉江遺跡

(今 回の調査区)
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第 2図 トレンチ配置図
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lm× 22mの トレンチを設定 した。検出 した遺構は、濤 3条、土装 3基、ピット2基である。

SD-1

トレンチの南端に位置 し、 トレンチに直交 し、北東―南西に延びる溝である。埋土は、灰褐色粘質土。深 さ約

10cmを 測 る。溝内より、須恵器の杯身・杯蓋が出土 している。

(8ト レンチ)

lm× 5mの トレンチを設定した。検出 した遺構は、清 1条である。

SD-1

トレンチ中央部に位置 し、 トレンチに直交 し、耳ヒ東―南西に延びる溝である。埋土は、淡黒色粘土。深 さ約15

cm。 溝内より布留式土器の高杯の脚部が出土 している。

(10ト レンチ)

lm× 5mの トレンチを設定した。検出した遺構は。溝 1条である。

SD-1

トレンチ南端に位置 し、 トレンチに直交し、北東―南西に延びる溝である。掘削深度が約 lmで ぁったので

未掘。埋土は淡黒色粘土。

(11ト レンチ )

lm× 62mの トレンチを設定 した。遺構面が 2時期あり、第一次遺構面の遺構密度は非常に高い。

(第一次遺構面 )

検出した遺構は、溝 9条、土装 9基 と多数のピットである。埋土は、すべて灰褐色土 。

SD-1

トレンチ南端に位置 し、 トレンチに直交 し、北東一南西に延びる溝である。深 さ約20cmを 測る。溝内より上師

器の大皿が出土 してぃる。

SD-2～ 5

トレンチのほぼ中央部に位置する。溝は、 トレンチに直交 して北東―南西に延び、深 さ約15cmを 測 る。溝内よ

り土師器片が出土 してぃる。

SD-6～ 8

トレンチの中央部に位置 し、 トレンチに直交 し、北東―南西に延びる溝である。深 さ約15～ 20cmを 測る。溝内

より土師器片が出土 してぃる。

SK-4

SD-6の 東側に隣接 し、全形状は把握で きないが、検出状況では径約 lmの半円形を呈する。深 さ約15clnを

測 る。土装内より灰釉陶器片が出土 してぃる。

SK-5

SD-7と SD-8の 間に位置する。全形状は把握できないが、検出状況では径約80cmの 半円形を呈する。深

さ約15cm。 土壊内より須恵質の外が出土 してぃる。

P-1

SK-1の 東側に隣接 し、径約50cm、 深 さ約10cmの 楕円形を呈す。柱穴内より灰釉陶器片が出土 してぃる。

(第二次遺構面 )

検出した遺構は、溝 1条、土獲 2基、ピッ ト4基である。埋土は、すべて灰褐色粘質土。
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SD-1

トレンチ南端に位置 し、 トレンチに直交して耳ヒ東―南西に延びる溝である。深 さ約10～ 20cmを 測 る。溝内より

須恵器の杯身が出土 している。

(35ト レンチ〉

lm× 22.5mの トレンチを設定した。検出した遺構は、溝 3条、土壊 1基、ピット16基である。

SK-1

SD-1と SD-2の 間に位置する。全形状は把握できないが、検出状況では長辺約 2m× 短辺約 0。 8mの隅丸

長方形である。埋土は、淡黒色粘質土。深さ約15cmを 測る。出土遺物は、古式土師器が大半を占める。その他碧玉

製の管玉、土錘、土玉が出土している。                             (氏 九)

5遺

(a)新守山川左岸

(4ト レンチ〉

SD-1 (1・ 3)は、須恵器の杯身である。底部は平底で、高台は貼り付けている。(3)はやや肉厚。(2)

は、須恵器の杯蓋である。復元口径約 8.5cmを測る。口縁端部は、下方へ短く屈曲し、端部内面はわずかにふく

れる。高進編年では、N-3～Ⅳ-4の範囲におさまるものである。
(8ト レンチ〉

SD-1 (4)は 、布留式土器の高杯の裾部である。脚柱部から明瞭に屈曲し、大きく外反するタイプである。

断面及び内面に粘土の継ぎ目が観察できる。

(11ト レンチ〉

(第一次遺構面 )

SD-1(6)は 、土師器の大皿である。口径約15cmを 測る。口縁端部を九くおさめ、端部内面に沈線をもつ。

底部外面に指頭圧痕が観察できる。

SD-2(5)は 、復元口径約 9 cmを 測る土師器の皿である。日縁部は、段のナデにより引き起こされ外上方

にのびる。端部は九くおさめる。

SD-6(7)は 、土師器の皿である。復元口径約10.5cmを測る。口縁部は、段のナデにより引き起こされ外

上方にのびる。底部内外面に指頭圧痕が観察でき、成形は雑である。

P-7(9)は 、灰釉陶器の椀の回縁部である。復元口径約13.8cmを 測る。口縁部は、小さく外反する。内外

面ともナデ調整後、施釉。おそらく漬け掛けであろう。

SK-2(8)は 、灰釉陶器の椀の底部である。高台は貼 り付けで、底部外面に糸切り痕を残す。

SK-5(10)は 、須恵質の鉢である。復元口径約27cmを 測る。日縁部は外方向へのび、端部は下方へ月巴厚し、

外面は浅い凹面である。

(第二次遺構面)

SD-1(11)は 、須恵器の杯身である。高台は、ハの字形に開く短いものを貼付する。陶邑編年では、Ⅳ―

2段階のものである。                                (氏 丸・福井 )
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(b)新守山川右岸

(35ト レンチ)

(1)土器

SK-1か らは、布留式土器が若千出土した。器種は、甕・重・高邪・器台があり、以下器種ごとに、出土土

器の説明を加えたい。

甕 総数10点出土しており、最も出土量の多い器形である。しかし、日縁部のみの残存であり、磨減も著 しい

為、日縁部の形態により、大きく2つ に分ける。

発A 無文の受口状口縁を呈する甕で、口縁部の形態によりA-1か らA-4に細分する。

A-1 口縁部が直立気味に立ち上がるもの。(12)端部は外方へつまみ出し、水平な面を成す。内外面共横ナデを

施す。

A-2 口縁部は上外方へ開き、端部は外方へつまみ出す。 (13・ 14・ 15)は 上端面に水平な面を成し、(16)は

上端面に浅い凹面を成す。また (17)は内傾する面を成す。調整は、ほとんど内外面共横ナデを施すが、 (13)

は体部外面共ハケ調整そして、内面に指圧痕が認められる。

A-3 口縁部が短 く外反して立ち上がるもの。 (18)端部はわずかに上外方へつまみ出し、端面は内傾する

面を成す。

A-4 中位に段を成し、外反して立ち上がり、その度合は弱いもの。(19)口縁端部はつまみ出し、上端面は

水平な面を成す。調整は内外面共に横ナデを施す。

養 B 口縁部が「く」字状に外反してのびる甕で、口縁端部の形態により2種類に分ける。

B-1 口縁端部を丸く納めるもの (20)で、外面ハケ調整、内面ヘラ削り後、ハケ調整を旋す。

B-2 口縁部を内側に肥厚させるもの (21)で、内外面共横ナデを施す。

壺 総数 6点出土してぃるが、甕同様、磨減も著 しく、残存部分もさまざまなので、口縁部及び体部の形態で

分類 した。

小型丸底壺A 小型丸底姑 とも称されるもので、日径が腹径をしのぐもの (22)である。口縁部は直線的に上

外方へ開き、端部は九く納める。体部は扁球状をなし、底部は九底を成すと思われる。口縁部は内外面共横ナデ

を施 し、体部内面にヘラ削りがわずかに認められる。

(23)は 同類の底部である。扁球状の体部で九底を成す。外面は横ナデを施すが、内面は調整不明である。

小型丸底壺B 回縁部が「 く」字状に外反するもの (24)で、球状の体部を有すると思われる。体部内面はヘ

ラ削りを施す。

(26)は 扁球状の体部を有するもので、外面横ナデ、内面ヘラ削りを施す。

小型丸底重C 口縁部がほぼ垂直に立ち上がるもの (25)である。口縁端部は尖り気味で、調整は内外面共横

ナデを施す。

二重回線壺 口縁 2段目がほぼ垂直に立ち上がるもの (27)で、端部は外側につまみ出され、上端面は水平な

面を成す。また、口縁部 1段目と2段目の境界が断面三角形の稜を成す。調整は内外面共横ナデを施す。

高杯A 口縁部が直線的に内弯気味にのびるもので (28・ 29)は 、日縁部と杯部の境界が明瞭な稜によって分け
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られるものである。 2点 とも端部は九 く納 め、外面は横ナデを施すが、内面は (28)が口縁部と杯部の境界付

近のみヘラミガキで、 (29)は 全面ヘラミガキを施す。

(30)は 回縁部と杯部の境界が甘 く、九味を有するもので、端部は丸く納める。内外面共横ナデを施すもので

ある。

高杯B 半球状の杯部でゆるやかに内でする国縁部をもつもの (31)で ある。調整は内面横ナデ、外面はヘラ

ミガキを施す。

(32)は脚部で、屈曲して外方へ開く裾部をもち、端部は九く納める。外面は横ナデを施 し、内面には指圧痕

が認められる。

器台 1点のみ完形に近い形で出土してぃる。 (33)口縁部は上外方へ直線的にのび、端部はわずかに外方へ

つまみ出す。脚部は「ハ」字状に開き、端部は丸く納める。調整は、日縁部内外面共横ナデを施し、脚部は内面

にしばり目が認められ、外面はヘラ削り後、横ナデを施したと思われる。

(2)玉類

管玉 SK-1か ら1点のみ出土してぃる。 (36)碧玉製の管玉で濃緑色を呈してぃる。丁寧なミガキを加え

ており、ほぼ中央にo。 15cm程の円孔を穿つ。

(3)土製品

土玉 SK-1か ら1点のみ出土 している。(34)上下がややくばみ、扁球状を成す。手づ くね成形され、上下

に指圧痕が認められる。用途は不明である。

土煙 SK-1と P-3か ら1点づつ出上してぃる。G5)は縦長のソロバン玉状を成 し、 ほぼ中央にO.5cm程の

円孔を穿つ。手づ くねにより成形される。

(37)は、中ぶくらみのする円柱状を成し、ほぼ中央にO.3cm程の円孔を穿つ。手づ くねにより成形される。

(4)土 器の年代観

今回出土した甕は、「近江系」と称される受口状口縁をもつもの (A類 )と 、口縁部が「く」字状に外反するも

の (B類)に大別できる。

甕 A類については、近年その研究が著 しい進展をみせ、系譜及び編年的細分についてもさまざまな検討がなさ

れている。そして、弥生時代後期の受口状口縁については、形態及び調整、施文等により、大きくわけて南部と

北部で地域色がみられ、庄内式併行期に至って】ヒ部が南部の土器変化の歩みの中に入って行き、今まであった地

域色はこの段階でみられなくなる。そして、布留式併行期に至っては、施文が形骸化するという変イヒをたどる。

以上のように受口状口縁の甕は、布留式併行期に至るまで弥生時代の伝統を強く残 した土器とぃえrぅ 。

今回は甕A類が8点 と少量 しか出土 してぃないので、今の段階では時期差を求めることは難 しいが、日縁部が
注 7

ほぼ直立するA-1(12)は、庄内式併行期とされる高田追跡第4層 出土の受口状口縁の甕と類似 していること

から、若干古い様相を示すものと思われる。
注 8

また、金ケ森西遺跡 A―Ⅸに類似するA-4(19)は、日縁部の立ち上がりも甘 くなり鈍い段をなすなど、若

干新しい様相を示すものと思われる。
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注 9

甕 B-2は、端部も内側に】巴厚させる布留式に通有なもので (21)、 金ケ森西遺肋、野洲町下繰子遺跡、鴨田

注10

追跡等で出土している。

「布留式」と呼ばれる土器群の甕口縁部の特徴は、「内弯する口縁部で端部を内狽」へ折り曲げて、肥厚さす」

ものである。「布留式」に類似する甕を見るなら、①「内でする口縁部で端部を内側へ折り曲げて肥厚さすもの

」②「内弯する日縁部で、端部は上方よリナデて内側へ肥厚さすもの」③「ナデをより強く施す為、肥厚部が端

部より下方に位置するもの」④「内弯気味に伸びる口縁部で、端部は面を形成して終るもの」の4つ に大別され

る。①は基本的に「布留式」に一致するものであり、この4類型の内で最古に位置づけられる。②は口縁部の肥

厚という意味では①と同値であるが、技法的に本来の肥厚の意味は失ぃ、①に後出するものと言える。③は②の

傾向が、よリー層進化したもので、肥厚の意味すら失ったものであり、① o②より後出的である。④は、さらに③

を経て肥厚すら失ったものであり、4類型の中で最も新しく位置付ける事が可能である。すなわち、①から④ツヘヽ

注 11

の変化が認められる。

また、「布留式」甕を縦の時間的変化で把握すると、発志院遺跡神築田SD-50下層からは、「庄内式」甕 と

共に出土している。これは、内厚も崩芽的で小さな肥厚状態を示すものである。

SD-50中層からは、日縁端部の内厚が非常に顕著であり、その断面が丸く納められる甕が多く出土しており

それが約75%に もなる。

SD-50上層になると、内厚の度合もSD-50中層出土のものより顕著でなくなり、端部内面に段を有するよ

うになつて小さく内厚する。そして出土も50%と 少なくなる。

SD-50最下層では「布留式」甕は消滅して、存在しなくなる。

つまり、「布留式」甕は、布留 正式で発生して布留Ⅱ式 (古)で主流となり、布留Ⅲ式で消滅したと言える。

以上のことから、 (21)は SD-50中層の甕の特徴 を示しており、布留Ⅱ式 (古 )と 思われる。

二重口縁壷は 1点出土しているが、 (27)発志院遺跡神築田SD―関層下出土の壷 B.に類似している。

簡単ではあるが、以上の考察より、 SK-1出 土の土器は、布留Ⅱ式 (古 )段階を中心時期として、その前後布

留 I式から布留Ⅱ式の時期に年代観を求めることができる。 (井浦 )

各 トレンチの遺構の時期は、8ト レンチ 。35ト レンチは庄内～布留併行期、 4ト レンチ 。11ト レンチ第二次遺

構面は 7～ 8世紀、11ト レンチ第一次遺構面は、11～ 12世紀に求められる。

調査の結果当該地に古墳時代～平安時代にかけての複合追跡が存在することが確認できた。35ト レンチの土壊

より出土する古式土師器の一括資料は当該地周辺のまとまりある資料といえる。

用水路埋設レベルのアップによって、遺構の破壊の可能性ができるかぎり免れる措置がとられた。今後の本格

(氏丸)的な調査に期待 したい。

山崎秀二  「守山市赤野井遺跡」 (『ほ場整備関係追跡発掘調査報告書』Ⅳ―Ⅱ 滋賀県教育委員会、翻滋賀県

文化財保護協会 1977年 )

めとま

注

　

１
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山崎秀二・谷口徹  「守山市赤野井遺跡」 (『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書』 V 滋賀県教育委員会、財滋

賀県文化財保護協会 1978年 )

2 小竹森直子  「守山市杉江北遺跡」 (『県営かんがい排水事業関連遺跡発掘調査報告書』 Ⅱ-4 滋賀県教育委

員会、財滋 賀県文化財保護協会 1985年 )

3 山崎秀二  「守山市山賀西遺跡」 (『ほ場整備開係遺跡発掘調査報告書』 V 滋賀県教育委員会、紺滋 賀県文化

財保護協会 1978年 )

4 木戸雅寿  「守山市森川原遺跡」 (『県営かんがい排水事業関連遺跡発掘調査報告書』 Ⅱ-4 滋賀県教育委員

会、翻滋賀県文化財保護協会 1985年 )

5 中村浩  『陶邑I～ V』  (大阪府教育委員会 1976～ 83年 )

6 中西常雄  『近江における甕形土器の動向―庄内期を中心として一』 (考古学研究125 1985年 )

7 宮成良佐  『高田遺跡調査報告書』 (長浜市教育委員会 1980年 )

8 大橋信弥ほか  『金ケ森西追跡発掘調査報告書』 (滋賀県教育委員会、翻滋賀県文化財保護協会 1980年 )

9 大橋信弥・別所健二・谷口徹  「野洲川下繰子遺跡 EoS地 区」 (『ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書Ⅳ―Ⅱ』

滋賀県教育委員会、紺滋賀県文化財保護協会 1977年 )

10 中谷雅治ほか  町烏田遺跡」 (『国道 8号線長浜バイパス関連違跡調査報告書Ⅲ』 滋賀県教育委員会、朝滋賀

県文化財保護協会 1973年 )

11 吉水真彦  「滋賀里 。穴太地区遺跡群発掘調査報告書Ⅲ」 (『大津市埋蔵文化財調査報告書 (10)』  大津市教育

委員会 1985年 )

12藤井利章ほか  「発志院遺跡」 (『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告書』第41冊 奈良県立檀原考古学研究所

1980年 )
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法  量

(単位m)

※復元値

口 縁 部

(杯 部)

No16

警

A-1

-2-a

警

A-2-a

套

A-2-a

甕

A-2-b

甕

A-2-c

甕

A-3

SK-1

SK-1

SK-1

SK-1

SK― l

SK-1

SK-1

※
口径12,7

※
口径13.5

※
口径15.8

※
口径13.4

※
口径13,7

※
口径13.4

※
口径10.9

0受 回 直立 端部は

つまみ出し 水平な

面を成す

O内 外面共横ナデ

●受口 上外方へ開く

端部はつまみ出し

水平な面を成す

O内 外面共横ナデ

o受 口 上外方へ開く

端部はつまみ出し

水平な面を成す

O内外面共横ナデ

●受口 上外方へ開く

端部はつまみ出し

水平な面を成す

O内外面共横ナデ

●受口 上外方へ開く

端部はつまみ出し

浅い凹面を成す

○内外面共横ナデ

●受口 上外方へ開く

端部はつまみ出し

内傾する面を成す

○内外面共横ナデ

●受口 短 く外反端

部はつまみ出し内

傾する面を成す

○内外面共横ナデ

O外面ハケ調整

○内面指圧痕

淡茶掲色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

細砂多量

合有

細砂多量

合有

細砂多量

含有

細砂多量

合有

細砂多量

合有

細砂多量

合有

細砂多量

含有
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物
号
測
版
真
版

遠
番
実
図
写
図

器 種

型 式

出鍬

出土層位

法  量

(単位伽 )

※復元値

口 縁 部

(杯 部)

体  部 底  部

(脚  部)

色  調 胎  土

No20

No21

No22

No23

No24

No25

No26

套

A-4

甕

B-1

甕

B-2

小型丸

底壷A

小型九

底壷

中を訂部)

小型丸

底壺B

小型丸

底重C

小型丸

底壷

棚 )

SK-1

SK― l

SK― ュ

SK-1

SK-1

SK-1

SK-1

SK-1

回径12.4

※
口径10.3

※
口径13.9

※
口径13.0

※
腹径16。 7

※
底径 1.6

※
口径

※
腹径10。 5

o受 口 中位に段を成

し外反 端部はつま

み出し 水平な面を

成す

o内外面共横ナデ

o「 く」字状に外反

端部は丸く納める

o外面指圧痕

o「 く」字状に外反

端部は内側に肥厚

〇内外面共横ナデ

○内外面共横ナデ

o直線的に上外方へ開

く 端部は九く納め

る

O内 外面共横ナデ

「く」字状に外反

o直立 端部は尖らせ

る

○内外面共横ナデ

●直立 端部は尖らせ

る

o内 外面共横ナデ

o外面ハケ調整

○内面ヘラ削り後ハケ

調整

●扁球状

O内面ヘラ削り

o扁球状

o外面横ナデ

●球状

o内面ヘラ削り

●扁球状

o外面横ナデ

o内面ヘラ削り

o丸底

o外面横ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

赤褐色

淡茶褐色

赤褐色

淡茶褐色

淡茶褐色

茶褐色

細砂多量

合有

細砂多量

合有

細砂多量

合有

細砂多量

含有

良好

細砂多量

合有

細砂少量

含有

細砂少量

含有
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瑚需
釧
勁
雲
離

器 種

型 式

出土地点

出土層位

法  量

(単位伽 )

※復元値

口 縁 部

(杯 部)

体  部 部
　
部

底
　
脚

色  調 胎  土

No27

No28

No29

N鰐0

No31

No32

No33

二重回

縁壷

高杯

A-1

高杯

A-1

高杯

A-2

高杯B

高杯

(脚部)

器台

I SK-1

SK-1

SK-1

S【 -1

SK-1

SK-1

SK-1

※
口径19,8

※
口径18.0

※
口径14.0

※
口径16.8

※
脚径13.4

口径 9.6

脚径■.0

器高 7.3

●2段 目が直立

はつまみ出し

な面を成す

O内外面共横ナデ

。直線的に内弯 |

は九く納める

o外面横ナデ

○内面ヘラミガキ

部
　
平

端
　
水

端部

o直線的に内弯

は丸く納 める

O外面横ナデ

○内面ヘラミガキ

●丸味を有する

は丸く納める

O内外面共横ナデ

端部

端部

。半球状でゆるやかに

内弯

O外面ヘラミガキ

○内面横ナデ

●直線的に上外方への

びる 端部はわずか

につまみ出す

○内外面共横ナデ

●屈曲して外方へ開く

端部は九く納 める

O外面横ナデ

○内面指圧痕

。「ハ」字状に開く

端部は九く納める

O外面ヘラ削り後横ナ

デ

灰褐色

内面灰褐

色

外面淡茶

褐色

淡赤褐色

淡茶褐色

赤褐色

外面赤褐

色

内面淡赤

褐色

網砂少量

合有

良好

良好

細砂少量

合有

内面上質

付着

良好

良好
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靱
号

測
版

真
版

還
番
実
図

写
図

器 種

型 式

出蠍

出土層位

法  量

(単位血 )

※復元値

口 縁 部

(杯 部)

体  部 部
　
郡

底

　
脚

色  調 胎  土

○内面しぼり目

還物
番号
実測
番号

写真
番号

器 種

型 式

出鍬

出土層位

法  量

(単位伽 )

形 態 成 形 色  調 胎  土

No34

No35

No36

No37

土玉

土錘

管玉

土錘

SK-1

SK-1

SK-1

P-3

径

径  1.6

器高 2.8

径  0。 4

器高 1.6

径  0。 9

器高 2,9

○扁球状を成す

○縦長のソロバン玉状を成す

中央部に0.5cm程 の円孔を穿

つ

O円柱状を成す 中央郡に 0,1

5cm程の円孔を穿つ

O中ぶくらみする円柱状を成す

中央部に 0.3cm程の円孔を穿

つ

O手づくね 上下に指圧痕

○手づくね

○ミガキ

O手づくね

灰褐色

淡灰色

濃緑色

赤掲色

細砂多量

含有

細砂少量

含有

碧玉製

良好

(井浦)

―-108-―



第 5章 本 部 遺 跡



1.は じ め に

本報告は、野洲郡中主町で施行される県営ほ場整備中主地区比留田工区の暗渠排水事業に伴って昭和60年度に

実施 した、試掘調査の結果をまとめたものである。

本部追跡は、中主町本部・比留田一帯に広がる大集落跡で、昭和49年秋、ほ場整備事業が実施された際発見さ

れ、その後湖南中部流域下水道工事に伴って、天神前地点の調査が実施されたほか、昭和58。 59年度に、暗渠排

水事業に伴 う調査が実施され、その範囲・性格が明らかになった。本年度は工事が比留田正区に移ったが、本部

遺跡の北端がのびているとみられるため、事前に試掘調査を実施することになった。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係長大橋信弥を担当者として、昭和60年 7月 8日

から7月 19日 、10月 14日 からm月 22日 までの二次にわたって現地調査を実施 し、昭和61年 3月 31日 まで整理調査

を実施 した。

現地調査にあたっては、草津県事務所土地改良課、中主町土地改良区、地元比留田の方々の協力を得たほか、

川立長司、佐藤久美子、高野聖治、北野英輔、中島照幸、小林辰弥、西村友博、清水多恵子、安岡扶紀、伊藤恭

子の諸君が参加した。編Eし て謝意を表したい。

調査の方法

昨年度の調査が、長期化し工事と並行することになったため、本年度は、7月 に設計変更のための予備調査を

実施 し、10。 11月 に変更計画にもとづき試掘調査を実施することとした。予備調査は、工事対象地の 9ケ所に試

掘坑をあけ、追構の存否・深さを検討し、試掘調査では、暗渠埋設予定地の72ケ 所に、幅 lm、 長さ2mの試掘

坑を設定して、設計変更の検証を行った。

調査の結果

予備調査によって、現地表下50cⅢ前後に遺物包合層・遺構面のあることが半」明したため、この地区については、

設計変更のうえ、深 さ40cmで 工事施行が確定 した。そこで実際にかかる変更により、遺構保存に支障あるかなし

かを検証すべ く、試掘調査を実施 した。次に、明僚に包含層・遺構面の確認できた試掘坑について、概要を述べ

ることにしたい。

T-2

耕土は12～ 18cm、 その下に灰青色粘土が 6～ 14cm、 その下に灰青褐色粘土が16～ 19c皿堆積 し、その下の茶褐色

(黄灰色)粘質土に、須恵器破片がかなり合有されていた。 したがって、ここではA地点で地表下43cm、 C地点

で地表下42c皿で、遺物包合層に達することが判明した。

T-13

耕土は■～21cm、 青灰褐色粘土が10～ 1lcm、 暗青灰褐色粘土が12cm、 A地点ではその下の青灰色粘土には、須

一-109-一
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恵器・土師器小破片が含まれていた。遺物包合層というより、沼沢地状のものか。

T-15

耕土は16～ 18cm、 暗青灰褐色粘上が 6～ 16cm、 青灰褐色粘上が11～ 13cm堆積 し、その下の茶灰褐色粘質土 (地

表下45cm)に 、須恵器・土師器が多く含まれていた。

T-16

A～ C地点とも、耕土が15～ 18cm、 暗青灰色粘質土が、10～ 13cmあ り、その下40c皿前後に青灰褐色粘上が厚 く

堆積、その下 (地表下76cm)か ら遺物包含層が検出された。

T-68

耕土は16～ 20cm、 暗青灰褐色粘土が 8～■cm、 青灰褐色粘土が13～ 22cm堆積 し、A地点では、その直下に遺物

包合層が、B・ C地点では、さらに 9～ 15cmの灰褐色粘土をはさみその下に追物包合層がみられた。包合層は、

灰褐色粘質上で、須恵器・土師器を多数合んでいた。

T―-69

耕土は12～ 19c皿、暗青灰褐色粘土が13～ 20c皿、青灰褐色粘土が16～ 17c皿堆積 し、A地点ではその直下21cmの 暗

茶褐色粘土に追物が多く含まれ、その下が安定 した遺構面 とみられる。明確 な遺構面は、今回の調査では、この

地点が唯―であった。

T-70

耕土が20～ 25cm、 暗青灰褐色粘土が 8～ 13cm、 青灰褐色粘土が 5～ 10cm、 暗灰青色粘土が 6～ 10cm、 黄褐色粘

土 (暗灰青色粘土)が 5～ 9 cm、 それぞれ堆積 し、その直下 (地表下50～55cm)か ら遺物包合層が堆積 している。

遺構面は、そのさらに下層の茶灰色粘土 (地表下70cm)と みられる。

以上のよう|こ 、前年度、遺構を比較的浅 く検出 した地区の延長上の、比留田集落東部において、地表下40～45cm

で遺物包合層、地表下60～70cmで遺構面が検出され、これに合せて設計変更がなされたため、他の地点では、次

年度以降の耕作への支障を考慮 し、地表下50～ 60c皿前後で堀 り下げを止めたため、遺構面がさらに深い可能性は

残るものの、その追求は断念 した、ただ、調査区の東部家棟川に近 くなるにつれ、砂質土が卓越 し、遺構はさら

に深 くなるが、削平 を受けている可能性が強い。

4 出 土 遺 物

出土土器は、大半が須恵器と土師器で、包含層・遺構面からの出土品である。小破片が多く、図示 し得 たのは、

3点で、Yc-1、 単-3は須恵器、Yc-2は黒色土器である。

洗-1は 、lTh蓋で、口径 13.5、 口縁部は内湾して、端部は内側に凹面をもつ。天丼部 との境界は、かろうじて

認められる。内外面 ともナデ、天丼部外面にケズリが認められる。陶邑の形式で、Ⅱ-6段 階のものと考えられ

-119-



る。Yc-3は壷の日縁部で、日径11.6cmを はかり、やや外湾しつつ立ち上がる日頸部は、日縁端部を上方につ ま

み上げる。内外面ともナデ、一部に自然釉がみられる。陶邑の形式でⅢ-2段階とみられる。Yc-2は、内外面

とも磨滅が著 しく、調整は不明であるが、黒色土器娩とみられ、日径12.6cmを はかる。おそらく平安時代後期の

ものであろう。

今回の調査によって、中主町内の拠点的集落の一つである本部追跡の北端を確認することができた。ただ、き

わめて限定された試掘調査のため、不十分な点も多く、今後の調査研究によって、詳細が明らかにされねばなら

ない。

めとま

―-120-―



第 6章 比 留 田 遺 跡



1 は じ め に

本報告は、野洲郡中主町で施行される県営ほ場整備事業、中主地区比留田工区の暗桑排水事業に伴って、昭和

60年度に実施 した、試掘調査の結果をまとめたものである。

この地域には、従来、追跡の存在は知られていなかったが、中主町教育委員会による分布調査によって、比留

田集落の北に、古墳後期から中世に到る集落跡 。野畑遺跡 が北西一帯 に、同じく古墳時代後期から中世の集落

跡とみられる、焼失遺跡の存在が明らかになっているが、その実態はほとんど判明していない。本年度の暗渠工

事計画は、両遺跡を含めた広範囲にわたるため、一応比留田追跡と仮称 して、事前に試掘調査を実施することと

した。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係長大橋信弥を担当者として、昭和60年 7月 8日

から7月 19日 まで、10月 14日 から11月 22日 までの二次にわたって現地調査を実施 し、昭和61年 3月 31日 まで整理

調査を実施 した。                                   、

現地調査にあたっては、草津県事務所土地改良課、中主町土地改良区、地元比留田の方々の協力を得たほか、

川立長司、内池芳枝、北野英輔、中島照幸、西村友博、角出裕資、高野聖治、小林辰弥、清水多恵子、林成吉、

の諸君が参加した。記して謝意を表したい。

昨年度の調査のあり方を反省 して、本年度は、まず 7月 に設計以前の予備調査を実施 して、10・ H月 に、設計

に基づ く試掘調査を実施することで、協議がまとまった。

予備調査は、工事対象地に16ケ 所の試掘坑を設け、遺構の存否、追構面の深 さをさぐることとし、試掘調査で

は、暗渠埋設予定地に、幅 lm、 長さ2mの試掘坑を60ケ 所設けて検証することとした。

3 調査の結果

予備調査によって、現地表下90～ 100cm以 内には、遺構が存 しない可能性が強くなったので、工事計画は、当

初通り90cmと して、試掘調査を実施 した。その結果、当該地区は、野洲川 。家棟川の沖積が著 しく、厚く砂質土

の堆積がみられ、遺構そのものは、かなり深い部分に存在する可能性が大きくなった。このため、次年度以降の

耕作を考慮して、 lm以下の掘 り下げは断念し、調査を完了した。

4 出 土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、いずれも埋土中のもので遺構に伴 うものなるいが、大半が、近世陶磁片であっ

た。洗-6は、徳利の底部とみられるもので、底部径12.7cm、 黄白色で外面に乳臼色の釉がかかったものである。

2 調査の方法
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第 3図  比留田遺跡試掘坑設定図 (2)
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YC-1
YC-2

YC-3

YC-6

第 7図  出土遺物実測図  木 部 遺 跡(YC l～ 3)

比留田遺跡(YC 6)
五 条 遺 跡(YC 4・ 5)

め

明瞭な遺構・遺物の検出はなかったが、この地域の追跡が、現地表下 lm以下に存在するこ

この地域の今後の調査研究に、若千の寄与をなし得たと言える。

20cm

とま5

今回の調査では、

とが明らかとなり、

YC-5

YC-4
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第 7章 五 条 遺 跡



1 は じ め に

本報告は野洲郡中主町で施行される県営ほ場整備事業中主地区五条工区の暗県〕,水事業に伴って、昭和60年度

に実施 した試掘調査の結果をまとめたものである。

五条追跡は、兵主大社を中心に、吉地・六条・五条 。安治・野田にまたがる大集落跡で、これまで多くの調査

が実施されており、弥生時代中期から近世に到る複合追跡であるが、その中心は古墳時代後期から奈良時代に求

められる。昨年度に引きつづき、本年度は、野田よりと吉地よりの大きく2地点が工事対象地となったため、事

前に試掘調査を実施することになった。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係長大橋信弥を担当者として、昭和60年 7月 8日

から7月 19日 までと、10月 14日 から11月 22日 までの二次にわたって現地調査を実施 し、昭和61年 3月 31日 まで整

理調査を実施 した。

現地調査にあたっては、草津県事務所土地改良課、中主町土地改良区、地元五条の方々の協力を得たほか、川

立長司、内池芳枝、北野英輔、中島照幸、立入一道、西村友博、林成吉、佐野峰生、角出裕資、高野聖治、清水

多恵子、小林辰弥の諸君が参加した。記して謝意を表したい。

昨年度調査が、予想以上に長期化したため本年度は、設計以前の7月 に予備調査を実施 し、その結果に基づき

設計された図面に基づき、10月 ・11月 に試掘調査を実施することとした。

予備調査は工事対象地に17ケ所の試掘坑を設定し、遺構の存否・深 さを検討し、試掘調査は、その結果に基づ

き、48ケ 所に幅 lm、 長さ2mの試掘坑を、暗渠排水管理設予定地に設け検証することとした。

3 調査の結果

予備調査によって、吉地地区については、地表下50cm前後で遺構・遺物力渡 出されたため、当初予定を変更 して、

深さ45cmで 工事計画がなされたので、地表下50cmま で、五条地区については、地表下 lm前後まで遺構検出がな

かったので、予定通 り、深さ80cmで工事計画がなされたため、地表下 lm前後まで掘 り下げて試掘調査を実施 し

た。

予-47

予備調査の47地点は、吉地地区の中央に設置 した試掘坑であるが、 卜,レ ンチの中央で、地表下50cmで溝状遺構

を検出した。その層序は、耕±24cm、 青褐色粘±20cm、 灰青褐色粘± 7 cmが堆積 し、その直下に暗灰青褐色粘土

の追構面が検出され、須恵器小破片が出土 した。

T-51

耕土が16～ 18cm、 旧耕土が 6～ 8 cm、 暗青灰色粘土が14cm堆積 し、その直下の青灰褐色粘土が遺物包含層であ

2 調査の方法

―-135-―



第 1図 位 置 図
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第6図 五条遺跡柱状断面図



った。 C地点では、この包含層を切 り込んだ近世とみられる溝跡が検出されている。

T-56

耕土が15～ 23c皿、旧耕土は 5 cm、 暗青灰褐色粘上が15～ 20cm、 灰青色粘質土が10cm、 それぞれ堆積 し、その直

下の灰青色砂質土が遺構面とみられる。

T-29

A・ B地点は、旧クリーク跡で、カクランが深 く入っていたが、C地点のクリーク埋め土に、須恵器・土師器

が多数含まれていた。ほ場整備が実施 された際に、他の地点より運ばれたものとみられる。

以上のように今回の調査では吉地地区では、ほぼ地表下50cm前 後で、追物包含層を検出し、五条地区では、地

表下 lm以内では、追構の存在 しないことが判明した。

4 出 土 遺 物

今回の調査で出上した遺物は、小破片で、ほとんど図化できるものはなかったが、五条地区の流入した遺物と

みられる中に、 2点図示可能な土器があった。

Yc-4は 、腕の高台部で、底径 5。 Scmを はかり、厚みのある底部に、やや外にむけふんばる高台のついたもの

である、内外面ともナデ調整で、やや黄味をおびた灰白色の色調である。東海産の灰釉塊とみられる。Yc-5は

須恵器高台付ナ不とみられるが、焼成時のヒズミをもつもので、実際の使用に耐えるものではない。底径10。 3c皿 を

はかり、青灰色を呈する。おそらく奈良時代後期の所産とみられる。

5 ま と め

今回の調査では、予想通り、吉地地区で比較的浅 く遺構の検出があり、五条地区では、野洲川の沖積もあって、

追構が深 く埋設していることが確認された。五条追跡は、中主町内でも、最も調査のすすんでいる遺跡であり、

今回の調査を含め、旧地形・古環境の復元が可能となろう。
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第 8章 野 田 遺 跡



1 は じ め に

本報告は、野洲郡中主町で施行される県営ほ場整備事業中主地区野田正区の暗渠排水事業に伴って、昭和60年

度に実施 した試掘調査の結果をまとめたものである。

この地域には、中主町教育委員会の分布調査によって、野田集落とそのまわりに、中世に時期の中心があると

みられる野田追跡が、野田集落の北、旧野田沼の東に、古墳時代から奈良時代の遺物が散布する彼岸地追跡が分

布しており、今回の工事対象地は、この両者にまたがっていた。このため、これらを一応野田追跡と総称 して、

事前に試掘調査を実施することとした。

調査は、財団法人滋賀県文化財保護協会埋蔵文化財課調査三係長大橋信弥を担当者として、昭和60年 7月 8日

から7月 19日 まで、10月 14日 から11月 22日 までの二次にわたって現地調査を実施 し、昭和61年 3月 31日 まで整理

調査を実施 した。

現地調査にあたっては、草津県事務所土地改良課、中主町土地改良区、地元野田の方々の協力を得たほか、川

立長司、立入一道、小林辰弥、高野聖治、林成吉、佐野峯生、西村友博、角出裕資、中島照幸、北野英輔の諸

君が参加した。記して謝意を表したい。

2 調査の方法

昨年度調査の方法を反省 して、本年度はまず 7月 に設計以前の予備調査を実施 し、10。 11月 に、設計に基づ く

試掘調査を実施することとした。

予備調査は、工事対象地に17ケ 所の試掘坑を設け、遺構の存否・遺構面の深 さをさぐることとし、試掘調査で

は、暗渠埋設工事予定地に、30ケ 所、幅 lm、 長さ2mの試掘坑を設定 して、検証することとした。

予備調査においても、試掘調査においても地表下 lm以内には、遺構・追物が存しないことが判明し、工事は

当初予定通り実施されることになった。いずれの箇所においても粘質土が卓越 しており、約20cmの耕土の下に、

暗灰青色粘土 (15～ 20cm)、 青灰褐色粘土 (30～ 40cm)が堆積 し、それ以下には青灰色粘土が厚く堆積するが、

遺物はほとんどなく、地表下 lm前後で、近世陶磁の出土をみる箇所もあった。したがって、この地域の埋没は

厚く、近世に到るまで、かなりの沖積が存続したと考えられる。

4 ま と め

今回の調査では、工事が予定される地表下 lm前後までは、遺構・遺物の存在は認められず、当初予想 してい

た追跡は、それよりさらに下層に存在することが明らかになった。したがって、その実態究明は、今後の調査研

究による他はないのである。

3 調査の結果
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第 9章 本 部 遺 跡



はじめに

本報告は、昭和59年度県営ほ場整備事業・暗渠排水路敷設工事に伴い、野州淋中主町本部工区内に所在する木

部追跡の発堀調査成果を収めたものである。当区は、対象面積約45h aに対 して暗渠排水路約 460本の事業規模

で、区画整理済の幅約30m、 長さ約 100mの 田圃一枚に対 して排水管 3本 を埋設する工事密度のため、迅速な事

前調査と遺跡の保存策の対応にせまられた。

調査は滋賀県教育委員会文化財保護課主査近藤滋、同技師木戸雅寿が担当し、現地調査は財団法人滋賀県文化

財保護協会嘱託岩間信幸・同調査員稲垣正宏があたった。調査期間は昭和59年 11月 から昭和60年 2月 までである。

現地では、早川透 林田新吾 上田康之 山元孝信 好光幹雄 川見恭正の諸君らの協力があった。

本書の作成は、財団法人滋賀県文化財保護協会調査三係長 大橋信弥を担当者として岩間・稲垣があたり、そ

れぞれの項に分担を記した。

尚、調査中は草津県事務所土地改良課及び中主町役場、同土地改良区の関係者各位に御協力をいただいたこと

を記して謝意を表わします。 (岩 間 )

1.本部遺跡
2.本部天神前古墳
3.錦織寺追跡
4.本部川ノ手追跡
5,比留田遺跡
6.比留田観音堂遺跡
7.蔑地城跡
8.西河原追跡
9.光明寺遺跡
10.西河原森ノ内追跡
11.虫生遺跡
12.虫生館追跡
13.八 夫遺跡
14.八夫西ノ郷遺跡
15,八夫流追跡

灘いへ？ち

―-157-―



く、  /

・ Li

_洋琴】!
■
４
・

第 2図 調査区全体位置図

―-158-一



2 位置 と環境

本部遺肋は、野洲川と日野川によって形成された肥沃な沖積地の下流域に所在する中主町の南東端に位置し、

周辺の比留田、西河原、虫生、八夫とともに現集落をとり囲んで分布する弥生時代から近世に至る集落追跡である。

今回の本部工区内】し方には、円墳または帆立貝式古墳と考えられている本部古墳があり、南方の現集落を合め

て本部遺跡の分布の中心をなす。集落内には、天安年中、延暦寺第二代座主円仁の弟子円智が最澄作と伝わる昆

沙門天王の招来により開基 した天安堂が錦織寺として現存する錦織寺遺跡があり、奈良時代に遡る遺物の出土が

ある。同集落西端には中世館跡の本部川ノ手遺跡がある。

近隣の四集落の遺跡分布内においても、中世館や古寺跡の存在を例証する遺跡があり、当地周辺の集落成立の

古さをうかがわせる。本遺跡北方の比留田遺跡では、分布内西端に重要文化財十一面観音像を蔵する観音堂の現

存する比留田観音堂遺跡が奈良時代に遡る。中世館としては同集落南端に蔑地域跡がある。西方の西河原遺跡で

は、西に光明寺遺跡があり、近年の調査で「館状遺構」が検出されている。北の西河原森ノ内遺跡では、昭和59

年度区画整備事業による調査によって、天武朝中期 (7世紀後半)の和文体木簡が出上 しており、近年の発見と

して最も注目される。本部遺跡の東に接する虫生遺跡では、同集落内南方に中世に遡る虫生館遺跡があり、江戸

時代初頭の銭壷の発見がある。南方に接する八夫遺跡では集落南部に八夫西ノ郷遺肋があり、同所から「福林寺」

の墨書土器が出土 しており、東の八夫遺跡では弥生時代に遡る集落遺跡がある。 (岩 間)

3 調査の方法と経過

前述のごとく、事業面積約45h a、 排水管約 460本 に対応すべ き調査が要請 されたが、最初の トレンチ設定地

となった調査区北東部 にあたる本部天神前古墳北東 (小 字世中付近)では、耕土直下に上 。下層の遺物包合層 と

地山を切 り込む古墳時代後期中心の遺構・遺物が高密度で検出された。この地点は昭和53年度調査地 (本部天神

前遺跡)の北方に隣接 し、当初から遺跡の存在が予想 されており、これで本遺跡 が古墳 を中心にさらに北に拡が

ることがあきらかとなった。そこで、調査は排水管埋設予定ラインに幅 lm、 長 さを排水管全長の約 100甲 とす

る最小規模の トレンチの設定で進められた。遺物・遺構の検出密度は トレンチの南下につれてもいっこうにおと

ろえず、11本 の トレンチが設定 された時点で今後の調査の遂行が考慮 され、原因者および地元との協議がなされ

た。その結果、これ以上の トレンチ調査は行わず、他の調査地では土層および遺物・遺構の早急な確認 によって

本遺跡の概要をつかむため、幅 lm、 長さ2m程度のグリット掘削にきりかえることが決定 された。グリットの

配置ビッチは排水管予定ライン 1本 に対 して両端、中央の 3個所に分け、 4～ 6本 に対 して 1本の間隔とした。

両調査は並行 して進められ、グリット調査区については遺構の出土 レベルにあわせて極力工事計画レベルの変更
がなされるという原因者の協力によって遺肋 が保存 されたため、調査は行われなかった。

4 遺構

最初にグリット調査区の結果をまとめておく。

今回の調査対象地は全体が北西から南東に並走する県道六条野洲線および同バイパスによって三分されるが (第
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3図 )、 県道以西のグリット1～ 90で は、掘削深度内で遺構が認められなかったものの、西河原集落南東に接 し

て小字佃 (8、 9)、 天皇前 (17、 20)、 十ケ坪 (40、 42、 43)の 地点で若干の遺物の包合が認められた。また

それらとは直接つながらない分布を示 して、十二 (54～ 57、 60、 63)、 湯の部 (89)で 調査区外南方へ拡がる遺

物包含層を確認 した。また平田 (65、 66、 69、 71、 72)で確認 した包含層は県道以東の二之宮神社東周辺の小字

宮ノ東 (100、  106～ 108)の遺物包含層につながる。

次に二之宮神社および西河原集落東の遺物分布域に接する小字越之町、烏立 (109～ 144)で は遺構・遺物が

皆無で、さらに東の本部遺跡の濃厚な分布域の西限を示すものと思われる。

今回の調査区内および工事掘削深度内での調査結果では、小字増田 。万吹 (174・ 149。 52・ 15,158・ 161・

165。 168。 170・ 172・ 175,179・ 182)ま でが木部遺跡の西限と判断された。

次に工事規模 に応 じた必要最小限度の幅 lmの トレンチ調査区 Tl～ T llの結果をまとめておきたい。検出し

た遺構は狭小 なトレンチのため、その性格がつかめにくいが、柱穴 (P)、 濤 (SD)、 土拡 (SK)に分類す

ることがで き、その他はSXと した。 sxについては竪穴住居跡の可能性が高いと考えられる平底の幅広い落ち

こみ層が含まれる。

Tl

ビット2、 濤1が検出された。Plは掘形30cmを測る正円形で、P2は Plと ほぼ同形ながらやや不定形であ

る °SDlは トレンチを横断する幅80～90cmの濤で、鋭いV字状に近い断面形状を呈する。埋土より須恵器 (①

～④が出土する。

T2

ピット23、 濤 5、 土拡 2が検出された。ピットは直径30cn以 内を測 るほば正円形の掘形のものが多 く、P6～
14ま でが トレンチ中央に密集 して検出され、掘立柱建物が立つものと思われる。濤は幅 lm前後のもの (SD3
4、 6)と 30c皿前後のもの (SD2)が ある。 SD5は 北東へ 1.3mか ら2mへ｀

とゃや拡がりをみせ、底 にビッ

ト状のくばみ (P5)を もつ。ほかにSXl・ 2が あり、 SXlは 濤 としては平たく、竪穴住居としては小 さい

感があり、 SX2は 包合層の可能性がある。R3よ り⑩、R5よ り⑮の出土がある。

T3

溝 2の みの淡出である。 SD7・ 8は ともに トレンチを横断する濤で、SD7が 幅 lm SD8が 2mを測 る。

T4

ピット12、 濤 7、 土拡 3、 不明 3の検出である。ピットは直20cm以 内のものが中央および南西部 に集中する。

とくにP33～ 36ま でが トレンチ方向に沿って一 fllに並ぶ。濤は幅20cm以 内のもの (S D13・ 14・ 15)と 80cmの も

の (S D12)が あり、さらに大幅なものはS D10の 1.5mが ある。そのほかに濤 としたものにSD 9。 11が ある

が、SD9は トレンチ北東端へ と拡がり、その全容はつかめないが沼沢地状に拡がっていくものかと思われ、 S

D llは 幅 4mの大濤で断面がV字状に鋭い。ほかの不明 SX3・ 4・ 5の うち、 SX3・ 4が竪穴住居の可能が

ある。 S× 3よ り①。

T5

ビット9、 濤 4、 土拡 3の検出である。ビットはすべて直径20cm以 内である。濤は幅 2mを こえるものがほと

んどで、 S D17の み 1.5m前後である。 S D21が 幅 5mと 最 も大 きく、竪穴住居の可能性 も考えられる。 SX6

は竪穴住居の可能性が最 も高いと思われる。
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5 遺物

遺物は、各 トレンチから出上 しているが、遺物の出土量には差がある。出土層序は、第 1包合層 (中世)、 第

2包合層 (奈良末～平安初期)、 遺構埋土 (5,6世 紀)に分けられる各 トレンチとも、 3層序から3時代の土

器が出土 している。以下各 トレンチごとに出土土器の概説をおこなってみたい。

Tlト レンチ (1～ 15)

須恵器、土師器が出土 している。須恵器 (1～ 4)は杯身は回転ヘラケズリが残 り、陶邑編年Ⅱ型式 1、 2段
階のもの 高杯は I型式 5段階のものである。土師器の杯 (5～ 15)は、日径が12.6cmか ら14.2cln、 器高力詑 .8clla

から3.8 cllaの ものである。15の みが口径15。 lcmと やや大きい。平城京編年Ⅶ翔のもので手法はf手法である。

T2ト レンチ (16～ 36)

T2ト レンチからは、須恵器杯蓋 杯身、高杯 3、 須恵器杯蓋 (8世紀)杯 B、 灰釉底部、土師器皿 杯

須恵器器台 黒色土器椀が出土 している。

須恵器については17がⅡ型式の 4、 5段階のものであり、高杯 (19～ 21)は、I型式 5段階～Ⅱ型式 I段階の

ものである。22は、日緑端部内面にかえりを有するものでⅢ型式のものである。灰釉のうち24、 25は底部外面に

回転糸切痕を有する。31は I型式のものである。黒色土器36は Ⅲ段階-1(13世紀中葉)と 考えられる。
註 3

T3ト レンチ (37～ 68)

T3ト レンチからは、須恵器杯蓋、須恵器杯身、杯蓋 (8世紀)、 須恵器甕、甦、杯B、 長頸重。灰釉、土師

器皿が出上 している。

須恵器杯蓋 、杯身はⅡ型式の前半のものである。

灰釉 (48～ 52、 54～ 56、 63)に は、重ね焼のため、高台が密着 しているもの(56、 63)が ある。63は、底部外面

に墨書がある。

須恵器甦は7世糸己後半のもので器種としては消滅直前のものであるといえる。

T4ト レンチ (69～ 178)

T4ト レンチからは、須恵器杯蓋、杯身、杯蓋 (8世紀)、 杯 B、 杯A、 高杯、三、甦、緑釉、灰釉、土師器杯、

土師器皿、土師器甕白磁、須恵器つづみ型器台が出土 している。須恵器杯蓋については、 I型式3段階からⅢ型

式3段階までのものが出土 している。

杯身についてはI型式 8段階からⅡ型式4段階までのものが出土 している。

8～ 9世紀の杯蓋も21点 出土 している。須恵器杯身は杯Aが8点、杯Bが 4点出土 している。

高杯は3点出土 している。

壺 (116)は、 I型式に類例のある古式のものである。灰釉 (120)緑釉 (121、  123、  124)の うち 123以

外は削出し高台である。 1201ま 10世紀～11世紀のものである。

土師器の椀、皿は35点 も出土 している。いずれもe手法により調整されており9世紀代のものである。 134に

ついては、 日縁部にタト方から穿子しがある。

つづみ型器台は、古式のものでありI型式の前半にのみ存在 (以後消滅)す るものである。

169は 中国製白磁椀である。
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T5ト レンチ (179～ 228)

T5ト レンチからは須恵器杯蓋、杯身、高杯、壺、甦、杯蓋 (8、 9世紀 )、 杯 B、 土師器皿、土師器甕が出

土 している
°

須恵器杯は、 I型式 3段階から、Ⅱ型式 5段階に至るものが出土 している。土師器皿については e手法、 f手

法による調整を行 うものである。 (9世紀 )

T6ト レンチ (229～ 258)

T6ト レンチからは、須恵器杯身、杯蓋、 杯蓋 (9世紀)杯 A、 杯 B、 高杯、甕、長頸壷、土師器皿が出土

している。

須恵器杯身の うち 229については I型式の前半の古式のものであり他は Ⅱ型式のものである。

高杯は、 I型式 5段階のものある。土師器皿は、 e、 f手法により調整 される。

この トレンチの出土遺物は少ない。

T7ト レンチ (259～ 280)

T7ト レンチからは、須恵器杯蓋、杯身、杯蓋 (7世紀、 8、 9世紀)高杯、杯 A、 緑釉 (土 師質)灰釉、土師

器皿、黒色土器椀、唐津椀が出土 している。

須恵器杯については、 I型式の後半からⅡ型式の後半へ至る時期のものである。杯蓋のうち、日縁端部内面 に

かえりを有する7世紀の例 (271)が あるが、不良品であり、全体 に偏平で波 うっている。

中世の遺物については、ロクロに成形による土師質小皿 (276)、 近世の遺物 として唐津椀 (270)な どが含ま

れている。 T7ト レンチの遺物 も少ない。

T8ト レンチ (281～ 395)

T8ト レンチからは須恵器杯蓋、杯身、高杯、壷、甕、杯 (8・ 9世紀 )灰釉椀、黒色土器椀、土師器椀皿が

出土 しているが、その須恵器杯の出土数は非常に多く各 トレンチ中最高である。

須恵器杯蓋については、48+団体が出土 している。陶邑編年 I型式 8段階からⅡ型式の後半までのもので、杯身

についても、同様の編年の中に入る。

他の須恵器では、重 (384)が I型式 の前半のもので古 く、銅椀を模 した土師器 (395)は 7世糸己のものと考え

られる。

T9ト レンチ (396～ 444)

T9ト レンチからは、須恵器杯蓋、杯身、杯 (8.9世 紀 )、 高杯、壷、姑、灰釉、緑釉白磁、黒色土器椀、

土師器皿、弥生土器壺が出土 している。この トレンチの特徴的なことは、中世の上器が多く出土 していることで

ある。

「て」の字状口縁の土器小皿、コースター状の小皿などがみられる。

T loト レンチ (445～ 481)

T10ト レンチからは、須恵器杯蓋、杯身、高杯、杯 (8,9世 紀 )、 長頸壼、甕、灰釉、土師器小皿、土師器

脚付小皿が出土 している。

この トレンチは、 8、 9世紀の遺物が多く出土 している。

T llト レンチ (482～ 501)

T llト レンチからは、須恵器杯蓋、杯身、高杯、重、杯 (8.9世 紀)、 白磁杯、緑釉 、土師器小皿、黒色土

器椀、が出土 している。
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註 1

註 2

註 3

須恵器杯は、 I型式 2段階からⅡ型式の前半までのものである。

灰釉の底部 5011よ外面に施釉 されており瓶である。

挿図 6は T8ト レンチ出上の須恵器器台である。

1型式のものと考えられる。 (稲垣 )

須恵器台 (T5ト レンチ )

第 6図 出土遺物 (T7ト レンチ ) 10cm

中村浩  『陶邑Ⅲ』 (大阪府文化財調査報告書第二〇輯 。昭和五十三年二月 。大阪府教育委員会 )。 本報告の 5

6世紀の須恵器の編年は上書によっている。

『平城京発掘調査報告Ⅶ』 (奈良国立文化財研究所 )

本報告の奈良、平安時代の上師器、須恵器の編年、分類調整、手法 は、上書 によっている。

森隆「滋賀県における10～ 14世紀の土器 (湖南地域を中心とした)」

(第 4回 中世土器研究集会-10、 ■世紀の上器、陶磁器を中心にして-1985年 12月 )
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包
含

層

灰 釉 ・ 娩

24
高

台
径

7.
Oc
m

平
ら
な
底

部
の

外
周

端
に
断

面
台

形
の
低

い
高

台
が

内
側

を
接

地
さ
せ

て
貼

り
付

く

底
部

外
面

回
転

糸
切

り
痕
 

他
は

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

明
灰

色
や

や
硬

質
T2
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灰 釉 ・ 婉

高
台

径
7.
2c
m

平
垣

な
底

部
の

外
端

に
断

面
三

角
形

の
内
側

で
接

地
す

る
ど
っ

し
り

し
た

高

台
が

は
り
つ

く

外
面

底
部

に
回

転
糸

切
痕
 

底
部

は
露

胎

白
灰

色
硬

質
T2

灰 釉 ・ 境

高
台

径
7.
4c
m

。
細

長
い
高

台
が

は
り
つ

い
て

い
る

。
外

側
面

一
部

に
箆

削
り
 

そ
の
他

ヨ
コ

ナ
デ

灰
白
色

硬
質

T2

須
郷

恵 器
身

高
台

径
8.
8c
m

・
断

面
長

方
形

の
外

方
に
や

や
ふ

ん
ば

っ
た
高

台
が

は
り
つ

い
て

い
る

。
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
硬

質
T2 下
層

灰 釉 二 笙

高
台

径
10
.l
cm

端
部

が
内

外
方

に
】巴

厚
す

る

高
台

が
外

端
を
接

地
さ
せ

て
、

は
り
つ

い
て

い
る

ヨ
コ
ナ

デ

白
灰

色
硬

質
T2

土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
0.
5c
m

器
高

 2
.8
cm

・
回
縁

は
上

外
方

に
の

び
た

の
ち
短

く
外

反
し
、

端
部

は
丸

く
内

面
に
段

を
持

つ

・
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
、

底
部

外
面

未
調

整

橙
色

胎
土

…
良
好

T2

郭 　 身

須 恵 器

口
径
 1
2.
4c
m

器
高
 3
.6
5c
m

・
底

・
体

部
境

は
明
確

で
あ

る

。
底

部
全

面
磨

滅
、

そ
の
他

ヨ
コ
ナ

デ

自
灰

色
硬

質
T2 上
層

須
器

恵 器
台

底
径
 2
1.
7c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
で

中
央

部
カ

キ
ロ
が
施

さ
れ

、
さ

ら
に

そ
の

上
か

ら
波

状
文

が

描
か

れ
て

い
る

脚
部

に
は

お
そ

ら
く
四

方
の

ス
カ

シ
孔

が
施

さ
れ

て
い

る
。

暗
灰

色
焼

成
…

硬
質

T2 下
層

部 　 身

須 恵 器

高
台

径
12
.l
cm

外
周

か
ら
少

し
内
側

に
断

面
台

形
の
低

い
高

台
が
平

面
を
接

地
さ
せ

て
貼

り
つ

け
ら
れ

る
 

手
法

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

淡
灰

褐
色

(口
縁

外
面

)

他
は
淡
灰

色

焼
成

…
軟

質
T2 上
層

須 恵 器 ・ 壷

高
台

径
11
.2
cm

高
台

は
り
つ

け
部

ま
で

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
底

部
外

面
未

調
整

断
面

四
角

形
の

高
台

は
ふ

ん
ば

り
、

は
り
つ

い
て

い
る
高

台
は

内
角

で
接

地

灰
色

断
面

上
下

灰
色

断
面

は
乳
茶

色

焼
成

…
硬

質
T2 上
層
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郭 　 身

須 恵 器

高
台

径
7.
5c
m

底
部

の
外

端
よ

り
や

や
内
側

に
断

面
台

形
で

凹
面

を
底

面
に

も
つ

高
台

が
内

狽
」

で
接

地
し
て

は
り
つ

く

手
法
 

底
部

外
面

は
未

調
整
 

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

内
面
灰

色

外
面

濃
灰

色

焼
成

…
硬

質
T2 上
層

灰 釉 ・ 境

高
台

径
7.
4c
m

断
面

三
明

形
の

高
い
高

台
が
底

部
の

や
や

内
狽
」
よ

り
で

接
地

す
る

底
部

外
面

は
未

調
整
 

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

口
縁

内
面

は
自
然

釉
付

着

白
灰

色

口
縁

内
面

に
薄

緑
褐

色
の
釉

焼
成

…
硬

質
T2

黒 色 土 器 ・ 娩

口
径
 1
5.
9c
m

高
台

径
5,
Oc
m

器
高

 5
,3
cm

高
台

は
や

や
外

ふ
ん

ば
り
気

味
に

は
り
つ

く
。

口
縁

は
端
部

近
く
で

わ
ず

か
に

外
反

し
端

部
は

九
く
お

さ
め

る
。

内
面

と
外

面
端
部

周
辺

は
ヨ

ヨ
ナ

デ
調

整

内
面

に
花

弁
状

暗
文

を
施

す
。

内
面

端
部

下
に
一

条
の

沈
線

を
め

ぐ
ら
す

外
面

体
部

に
指

圧
痕

が
み

ら
れ

る
。

高
台

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
口
・

付
部

に

粗
い

箆
磨

き

内
面

乳
褐

色
と
黒

色
が

ま
だ

ら
状

(黒
色

が
剣

げ
落

ち
た
為

)

外
面

乳
灰

褐
色

と
黒

色
が

ま
だ

ら
状

(黒
色

が
剣

げ
落

ち
た

為
)

焼
成

…
や

や
H/
A・
質

胎
土

…
砂

粒
を

多
く
合

む

T2

郭 　 蓋

須 恵 器

口
径
 1
3.
9c
m

高
さ
 5
.l
cm

端
部

は
内
傾

す
る
凹
部

を
有

す
る

天
丼
部

外
面

は
未

調
整

、
そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

褐
色

焼
成

…
硬

質
T3

古 回 　 郭

須 恵 器

口
径

 1
0。

9C
m

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

外
面

受
け
部

以
下

青
灰

色

他
は

明
乳
褐

色

焼
成

…
軟

質

(生
焼

け
)

T3 上
層

包
含

層

郭 　 身

須 恵 器

口
径
 H
.3
cm

器
高

 4
.6
cm

外
面

底
部

の
%は

箆
削

り
、

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
焼

成
…

硬
質

T3

郭 　 蓋

須 恵 器

40
口

径
 1
5。

9c
m

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

淡
青

灰
色

焼
成

…
硬

質
T3

須
郭

恵 器
蓋

41
口

径
 1
4.
5c
m

端
部

は
外

面
に
凹

面
を

も
っ
て

垂
下

し
丸

く
収

め
る

ヨ
コ
ナ

デ

淡
灰

色
硬

質
T3
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須 恵 器 。 甕

口
径
 1
6.
2c
m

端
部

は
内

面
を
少

し
】巴

厚
さ
せ

る
。

上
面

に
ほ

ぼ
水

平
な
凹

面
を

も
つ

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

、
外

面
体

部
自
然
釉

灰
色

硬
質

T3

杯 　 身

須 恵 器

43
口
径
 1
5,
4c
m

器
高

 3
.9
cm

外
周

か
ら
少

し
内
側

に
断

面
台

形
の
低

い
高

台
が
平

面
を
接

地
さ
せ

て
つ

い

て
い

る
。

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

灰
色

硬
質

良
好

T3

須 恵 器 郭 身

44
高

台
径

9.
6c
m

高
台

断
面

は
T字

状
と

な
っ

て
い

る

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
硬

質
T3

須
緑

恵
釉

器
。

・
ナ 宛

45
高

台
径

7.
9c
m

平
ら
な
底

部
の

外
周

に
断

面
長

方
形

の
立

派
な
高

台
が
外

端
を
接

地
さ
せ

て

貼
り
付

く
、

全
面

胞
釉

外
底

面
回
転

糸
切

り
痕

を
残

す
 

他
は

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

素
地

は
灰

色
・

釉
は
緑

色
硬

質
T3

須
郷

恵 器
身

46
高

台
径

10
.8
cm

高
台

の
断

面
は
長

方
形

で
あ

る
が

い
び
つ

で
端
菩
[が

外
傾

し
内

側
で

接
地

し

て
い

る

底
部

外
面
%が

未
調

整
、
他

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

淡
灰

色
硬

質
T3

須
緑

群
由

質
。

・
サ 宛

47
高

台
径

6.
8c
m

高
台

は
ほ

ぼ
垂

直
に
内
変
気

味
に
お

り
て

お
り
端
部

は
内
傾

し
た
小

さ
な
面

を
も
っ
て

い
る

全
面

に
施
釉

さ
れ
て

い
る
。

素
地

一
灰

色
 

釉
一

う
す

み
ど

り
色

良
好

T3

灰 釉 ・ 婉

48
口
径

 1
5。

2c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
質

T3

須 恵 器 郭 身

49
高

台
径

7.
Oc
ln

高
台

は
断
面

台
形

を
呈

し
平

面
で
接
地

す
る

外
底

面
回
転

糸
切

り
痕

、
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
調
整

内
、
外

国
稼

に
施
�

素
地

明
灰

色

釉
緑

褐
色

硬
質

T3

灰 釉 ・ 統

高
台

径
6.
Oc
m

断
面

台
形

の
高

台
が

内
側

で
鞍
地

し
て
貼

り
つ

く

ヨ
コ
ナ

デ
残

存
部

は
無

釉

自
灰

色
硬

質
T3



灰 釉 ・ 娩

高
台

径
5,
7c
m

底
部

は
露

胎
、

体
部

に
施

釉
、

は
り
つ

け
高

台

か
さ
ね

焼
き

表
地
―

灰
色
  

釉
―

う
す

緑
良

好
T3
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灰 釉 ・ 婉

高
台

径
7.
Oc
m

断
面

三
角

形
の

高
台

は
、

少
し
ふ

ん
ば

り
ぎ
み

に
貼

り
つ

き
、

高
台

の
外

根
」

は
少

し
打巴

厚
し
て

い
る

底
部

外
面

に
回

転
糸

切
り

淡
灰

色
硬

質
T3

舅 　 身

須 恵 器

高
台

径
9.
lC
m

底
部

の
外

端
に
断

面
台

形
で

外
ふ

ん
ば

り
の

高
台

が
は

り
つ

き
接

地
面

は
凹

形
の

両
は

じ

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

淡
灰

色
硬

質
T3

灰 釉 ・ 娩

54
高

台
径

7.
4c
m

断
面

四
角

形
の

高
台

は
内
側

の
角

で
接

地
し
て

い
る

内
面

全
体

と
貼

り
つ

け
部

ま
で

ョ
ョ
ナ

デ

底
部

外
面

に
回

転
糸

切
り

明
灰

色
硬

質
T3

灰 釉 ・ 皿

高
台

径
10
.3
cm

底
部

外
周

か
ら
少

し
内

に
断

面
四

角
形

の
高

台
が
底

辺
で

接
地

し
、

貼
り
つ

い
て

い
る

内
外

面
共

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

高
台

付
部

の
内
側

の
方

に
爪

形
痕

が
あ

る

淡
灰

色
硬

質
T3

灰 釉 ・ 皿

高
台

径
7.
8c
m

断
面

四
角

形
の

高
台

は
、
ほ

ぼ
ま
っ
す

ぐ
に
、 下

に
お

り
、

接
地

し
て

い
る

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

回
縁

内
外

面
施
釉

内
面

底
部

に
重

ね
焼

き
の

あ
と
が

あ
る

淡
灰

色
(一

部
施

釉
の

た
め
淡

緑
色

)
硬

質
T3

長 顕 壷

須 恵 器

口
径

 7
.4
cm

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

肩
部

～
底

部
に

か
け
て
部

分
的

に
自
然
釉

付
着

青
灰

色

(自
然

釉
付

着
部

分
は
淡

灰
色

)

硬
質

T3

須
郭

恵 器
蓋

日
径
 1
0.
6c
m

平
ら
な
天

丼
部

の
ほ

ぼ
中
央

付
近

に
擬

宝
珠

形
の
扁

平
な
つ

ま
み

が
付

く

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
硬

質
T3

須 恵 器 ・ 壺

口
宿
: 
 9
.8
cm

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

青
灰

色
、

断
面

は
赤

褐
色

硬
質

T3
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須
高

恵 器
郭

底
径
 

■
.8
cm

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青

灰
色

硬
質

、
良
好

T3

須 恵 器 ・ 壷

底
径

  
8.
Oc
m

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

内
外

面
共

濃
灰

青
色

断
面

赤
紫

色

硬
質

T3

不 　 蓋

須 恵 器

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

つ
ま
み

は
扁

平
な
擬

宝
珠

形
で

あ
る

淡
灰

色
や

や
硬

質
T3

灰 釉 ・

高
台

径
7.
Oc
m

口
縁

内
面

に
施
釉
 

内
面

回
縁
部

と
底
部

と
の
境

に
重

ね
焼

き
の
跡

あ
り

外
底

面
に
墨
書

(「
寿
」

か
?)
あ

り

平
ら
な
底
部

の
外
周

に
断
面

台
形

の
高
台

が
内
端

を
接
地

さ
せ

て
貼

り
付

く
ヨ
コ
ナ

デ
調
整

淡
灰

褐
色

釉
は
淡

緑
掘

色

硬
質

T3

須 恵 器 ・ 甦

64
や
や

痛
平

な
球

形
を
呈

し
底

は
丸

い
。
最
大
径

は
肩

部
(沈

線
)に

あ
る
。
顕

部
は
広

が
り
つ

つ
上

へ
の

び
る

肩
部

沈
線

上
に
一

孔
を
穿

つ
 (
子

と
の
下
半
部

分
を
盛

り
上

げ
て
注

回
状

に
し

て
い

る
)ヨ

コ
ナ
デ

調
整

肩
部

に
一
条

の
沈
線

を
巡

ら
せ

る

肩
部

以
上
灰

色

以
下

青
灰

色

硬
質

T3

須 恵 器 ・ 壷

底
径

 8
.5
cm

内
外
面
共

ヨ
ヨ
ナ

デ
調
整

外
面
底
部

は
特

に
強

い
ヨ
コ
ナ

デ
が
見

ら
れ

る
白
灰

色
や

や
硬

質
T3

須 恵 器 ・ 重

66
底

径
 8
.6
cm

底
部

外
面

は
回

転
糸

切
跡

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
が
見

ら
れ

る

灰
色

硬
質

T3

須 恵 器 ・ 壺

底
径
 

■
.l
cm

内
面

、
底

部
外

面
未

調
整

。
体

部
外

面
未

調
整

淡
灰

色
硬

質
T3

土 師 器 ・ 皿

日
径
 1
7.
Oc
m

内
面

と
口
縁

外
面

下
磨

滅

口
縁

外
面

上
は

ョ
コ

ナ
デ

調
整

外
面

乳
褐

色

内
面

暗
茶

褐
色

や
や

硬
質

T3
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須
罫

恵 器
蓋

口
径
 1
3.
4c
m

器
高

 4
.3
cl
ll

内
面

及
び

口
縁

部
は

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

天
丼
部
%以

上
箆

削
り

淡
灰

色
硬

質
T4

須
堺

恵 器
蓋

70
口
径

 1
2。

3c
ln

外
面

天
丼
部

は
/以

上
箆

削
り

あ
と
は

内
外

面
共
 

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

淡
乳
灰

色
硬

質
T4

須
雰

恵 器
蓋

71
口
径
 1
2.
4c
m

ヨ
コ

ナ
デ
調

整
灰

色
硬

質
T4 SX

3

須
。 講 籍

72
口
径

 1
3.
4c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
質

T4

須． 郡 絲

73
口
径

 1
2.
3c
ln

内
外

面
共
 

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
質

T4

須
。 郡 絡

74
口

径
12
cm

端
吉
[内

側
に

は
内

傾
す

る
凹

面
を

も
つ

内
外

面
と

も
ヨ

ヨ
ナ

デ
箆

削
り
 

外
面

は
自
然
釉

内
面

は
灰

色

外
面

は
自
然

釉
の

為
黒
色

硬
質

T4

須
・

痣
講
不

器
蓋

口
径
 1
5.
Oc
m

外
面

天
丼
部

は
箆

削
り

(%
以

下
)

そ
の
他
 

内
外

面
共

ヨ
ヨ
ナ

デ

淡
灰

色
や

や
硬

質
T4

須． 郡 絡

口
径

 1
4.
7c
ln

全
体

に
強

い
ナ

デ
の

た
め

凸
凹

を
生

じ
る
。

内
外

面
と

も
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
、

外
面

天
丼
部

の
み

磨
滅

暗
灰

色
硬

質
T4

須
1不

恵 器
身

口
径

 9
.6
cm

外
面
底
部

箆
削

り
%以

上

あ
と
は
内
外
面

共
ヨ
ヨ
ナ

デ

淡
青
灰

色
硬

質
T4
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郭 　 身

須 恵 器

口
径
 1
0.
6c
m

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

淡
灰

色
硬

質
T4

郷 恵 絡

口
径

 1
0.
5c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
体

部
外

面
に

自
然
釉

付
着

灰
色

硬
質

T4

須
邪

恵 器
身

口
径

12
,7
cm

内
外

面
共
 

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

乳
灰

色
硬

質
T4

須
ナ 不

恵 器
身

回
径
 

■
.5
cm

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

内
面

と
口
縁

外
面

は
灰

色

外
面
体

部
底

部
は

濃
灰

色

硬
質

T4

須
郷

恵 器
身

口
径

 1
2.
Oc
m

器
高
  
 5
.O
cm

内
外

面
共

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

外
面

底
部

に
不

定
方

向
の

ナ
デ

が
み

ら
れ

る

青
灰

色
や

や
硬

質
T4

須
ナ 不

恵 器
身

口
径
 

■
.6
cm

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
内

面
と
受

け
部

外
面

は
青

灰
色

。

外
面

自
然
釉

付
着

の
為

白
灰

色
。

硬
質

T4

郷 　 身

須 恵 器

84
口
径
 1
2.
2c
m

外
面

底
部

箆
削

り
 

そ
の
他

は
ヨ
コ

ナ
デ

調
整

内
面

淡
灰

色

外
面
灰

色

や
や

硬
質

T4

須
l不

恵 器
身

口
径
 1
0.
8c
m

内
外

面
共

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整
暗
灰

色
硬

質
T4

堺 　 蓋

須 恵 器

回
径
 1
2.
9c
m

天
丼
部

中
央

に
痛

平
な
擬

宝
珠

形
ツ
マ

ミ
が
つ

く
。

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

灰
色

硬
質

T4
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郭 蓋

須 恵 器

口
径

 1
2.
6c
ll
l

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

青
灰

色
硬

質
T4

郭 　 蓋

須 恵 器

口
径
 1
2.
4c
m

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

重
ね
焼

き
で

端
部

は
自
然

釉
が
施

さ
れ

て
い

る

淡
灰

色
硬

質
T4

郭 　 蓋

須 恵 器

口
径
 1
4.
Oc
m

T4

須 ． 郡 絡

90
准乙

  
15
。

9c
m

全
面

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整
外

側
暗
灰

色

内
側

淡
灰

色

硬
質

T4

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径
 1
7.
6c
m

外
面

天
丼
部

未
調

整
(%
以

下
)

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

白
灰

色
や

や
硬

質
T4

須
・

恵
郭

器
蓋

口
径
 1
6.
6c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
質

T4

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径

 1
5.
6c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

つ
ま
み

は
扁

平
な
擬

宝
珠

形
で

あ
る
。

白
灰

色
や
や

硬
質

T4

須 ． 郡 絡

94
口
径

 1
5。

4c
m

天
丼
部

は
内

外
面

共
未

調
整

(%
以

下
)

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

口
縁

外
面

に
自
然

釉
付

着

そ
の
他

は
濃
灰

色

硬
質

T4

・ 郭 蓋

須 恵 器

径
 1
5,
8c
ln

全
面

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

端
部

外
側

に
自
然

釉

淡
灰

色
硬

質
T4
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須
郭

恵 器
蓋

96
口
径
 1
2.
9c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
質

T4

須
上 不

恵 器
蓋

口
径

 1
4.
4c
ll
l

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
硬

質
T4

須 恵 器 郭 蓋

中
央

に
扁

平
な
擬

宝
珠

様
の

つ
ま
み

を
も
つ

。

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
面

自
然

釉

灰
色 (外

面
自
然

釉
の

た
め
暗

緑
色

)

硬
質

T4

須
杯

恵 器
蓋

99
口
径

 1
3。

3c
ll
l

器
高

 2
。

3c
ll
l

つ
ま
み

は
扁

平
な
擬

宝
珠

形
で

あ
る

全
面

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

自
灰

色
や

や
軟

質
T4

須
郭

恵 器
蓋

10
0

口
径

 1
5。

6c
m

外
面

天
丼
部
 

箆
削

り
(/
以

下
)

あ
と
は
内
外
面
共

ヨ
ヨ
ナ

デ
調
整

灰
色

硬
質

T4

・ 堺 蓋

須 恵 器

口
径

 1
3.
9c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

青
灰

色
硬

質
T4

。 雰 蓋

須 恵 器

10
2

回
径
 1
2.
Oc
m

内
外

面
共

に
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

全
体

に
焼

き
ひ
ず

み
で

ゆ
が
み

が
生

じ
て

い
る

青
灰

色
硬

質
T4

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径
 1
4.
6c
m

全
面

ヨ
コ

ナ
デ

で
外

狽
1は

雑
で

あ
る

淡
灰

色
硬

質
T4

・ 郭 蓋

須 恵 器

10
4

口
径

 1
6.
8c
ll
l

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

外
面

口
縁
端
部

に
自
然
釉

付
着

暗
灰

色
硬

質
T4
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・ イ 蓋

須 恵 器

口
径

 1
6.
8c
ln

全
面

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

暗
灰

色

断
面

。
暗

赤
褐

色

硬
質

T4

・ 杯 蓋

須 恵 器

天
丼

中
央

に
退

化
し
た
凝
宝
珠

つ
ま
み

を
有

す
る

外
面

と
口
縁

周
辺

は
ヨ
コ
ナ

デ
調
整
 

天
丼

内
面

は
未

調
整

青
灰

色
硬

質
T4

・ 杯 身

須 恵 器

口
径
 1
2.
2c
m

器
高
  
4.
2c
m

高
台

径
 8
.6
cm

底
部

の
外

端
内
側

に
断

面
台

形
の

高
台

が
貼

り
つ

く
 

内
端

面
が
接

地
す

る

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整
 

底
部

に
爪

跡
痕

が
残

る

面 面

内 外

青
灰

色

灰
紫

色

硬
質

T4

。 郷 身

須 恵 器

高
台
径

 8
.6
cl
n

断
面

台
形

の
高

台
は
内

角
で
接

地
し
浅

い
凹

面
を

も
つ

外
面

底
部

磨
滅
 

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整
 

内
面

高
台

は
り
つ

け
菩
bに

爪
形

痕

白
色

や
や
硬

質
T4

須 恵 器 ・ 郭

底
径

 7
.6
cm

底
部

と
体

部
の
境

が
明

確
で

あ
る

外
面
底

き
[中

央
未

調
整
 

内
面

ヨ
コ

ナ
デ
 

外
面

底
部

周
縁

日
縁

外
面

自
然

釉
付

着

内
側
 

灰
色

外
側
 

暗
灰

色

硬
質

T4

・ 耳 身

須 恵 器

口
径

 1
3。

2c
m

器
高

 4
.7
cm

高
台
径

 8
.3
cl
n

ほ
ぼ
平

坦
で
肥

厚
ぎ
み

の
底

部
の
外

端
よ

り
や

や
内
側

に
断

面
台

形
で

や
や
外

側
で
接

地
す

る
高

台
が

貼
り
つ

く

底
部

外
面

中
央

部
は
未

調
整
  

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
硬

質
T4

・ 郭 身

須 恵 器

口
径
 1
1.
8c
m

器
高

 4
.O
cm

全
面

磨
滅

の
た

め
不

明
内

面
 

乳
褐

色

外
面
 

濁
灰

褐
色

(ス
ス
付

着
の
為

)

軟
質

T4

須 恵 器 ・ 婉

高
台
径

10
,4
cm

高
台

断
面

は
四

角

外
面

の
底

部
中
央

付
近

は
磨
滅
 
残

リ
ヨ
コ
ナ

デ
調
整

淡
灰

色
硬

質
T4

須 ． 訴 緒

径 高 径

回 器 底

13
.9
cm

4.
6c
la

10
.O
cm

内
外

面
と

も
に

ヨ
コ
ナ

デ
。
底

吉
bの

内
外

面
共

未
調

整

外
面

底
部

と
体

吉
Iの

間
の
一

部
が
未

調
整

乳
灰

色
や

や
軟

質
T4
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須 ． 誦 絲

11
4
唯 離 絲

12
.8
cr
a

8.
5c
m

7.
3c
m

マ
キ

ア
ゲ
 

ミ
ズ

ビ
キ
成

形
 

回
転

ナ
デ
調

整

JI
TN
底
部

外
面

箆
削

り

内
外

面
共
 

暗
灰

色
硬

質
T4

須 ． 諦 絲

径 高 径

口 器 底

12
,8
cm

8.
lc
ln

10
.O
cm

マ
キ

ア
ゲ
 

ミ
ズ

ビ
キ
成
形
 

回
転

ナ
デ
調

整

'不

底
吉

[タ
ト
面

に
箆

削
り

内
面

(杯
部
)自

灰
色

そ
の
他
 

灰
色

や
や
硬

質
T4

須 恵 器 ・ 壺

口
径

 8
.3
cm

外
面

凸
線

に
よ

り
下

に
カ

キ
ロ

(他
は

ヨ
コ

ナ
デ

)
暗
灰

色
硬

質
T4

須 恵 器 ・ 壺

口
径

 7
.l
cl
n

器
高

 5
。

9c
ll

体
部

上
/1
で

最
大

径
を

も
つ

マ
キ

ア
ゲ
 

ミ
ズ

ビ
キ
手

法
で

全
体

に
回
転

ナ
デ

を
用

い
外

面
体

都
下
%は

箆
削

り
が

施
さ
れ

て
い

る
。

T4

須 恵 器 ・ 甦

体
部

の
上

吉
[%
の

所
に
ハ

ケ
原
体

に
よ

る
刺

突
列

点
文

そ
の
上

下
に
凹
線

文
を
施

し
そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

暗
灰

色
 

断
面

は
赤

灰
色

内
面

に
緑
褐

色
の

自
然

釉
付

着

硬
質

T4

須 恵 器 ・ 郭

径 高 径

口 器 底

12
.l
cl
n

4.
lc
ln

9。
2c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
 

口
縁

外
面

に
自
然

釉
付

着
佃 狽

内 外

淡
灰

色

暗
灰

色

硬
質

T4

高 台 付 皿

灰 釉 ・

口
径
 1
2.
6c
m

高
台
径
 6
.6
cm

器
高

 2
.3
cm

平
坦

な
底

部
の
外

端
に
断

面
台

形
の

短
い
高
台

が
は

り
つ

く

外
面

底
部

に
回
転

糸
切

痕
貼

り
つ

け
高

台
 

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ

ロ
縁

端
部

内
外

面
に
施

釉

内
外

面
共

白
灰

色
硬

質
T4

緑 釉 ・ 境

底
径

  
4.
5c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
底

面
は
回
転

糸
切

り
痕

淡
灰

色
。
施

釉
部

分
は
淡

緑
色

硬
質

T4

緑 釉 ・ 境

12
2

口
径

 9
,6
cH
l

ロ
ク

ロ
成

形
、
施

釉
に
ぶ

い
緑

色
良

好
T4
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灰 釉 ・ 境

底
径

 7
.4
cm

断
面

が
ほ

ぼ
台

形
の

高
台

が
は

り
つ

い
て

い
る

内
面

施
釉

全
面

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

¥L
灰

色
硬

質
、

良
好

T4

緑 釉 ・ 境

高
台
径

6.
2c
m

全
面
施

釉
(一

部
は
剥

離
)

削
り
出

し
高
台

素
地

釉

黄
昧

白
色

う
す
緑

良
好

T4

土 師 器 ・ 婉

径 高

口 器

12
.6
cl
n

3.
6c
ln

底
部

に
指
圧

痕
が

あ
る

(未
調
整

)

日
縁

外
面

は
比
較
的

て
い

ね
い

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る

赤
掘

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 塊

12
6

口
径
 1
3.
6c
m

器
高

 4
.2
cm

口
縁

端
音
[内

面
に
は
段

を
有

す
る

口
縁

外
面
下

半
に
は
指
圧

痕
が
み

ら
れ

る
(未

調
整

)

外
面

は
や

や
暗

い
赤

褐
色

内
面

は
自

ば
い
赤

褐
色

良
好

T4

土 師 器 ・ 娩

口
径
 1
3,
2c
m

器
高

 3
.9
cm

内
面

及
び

口
縁

端
吉
b外

面
ナ

デ
調

整

そ
の
他

未
調

整

赤
褐

色
(内

面
や

や
自

ぽ
い

)
良

好
T4

土 師 器 ・ 婉

口
径

 1
3。

8c
ln

器
高

 3
.8
cm

内
面

及
び

口
縁

端
部

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
未

調
整

赤
掘

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 娩

口
径

 6
.8
cm

器
高

 3
.8
cm

内
面
及

び
口
縁
端
部

外
面

は
ナ

デ
調

整

そ
の
他

未
調
整

赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 婉

径 高

日 器

12
.9
cF
a

3.
8c
m

内
面

及
び

口
縁

端
郡

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

口
縁

端
部

内
面

に
は
内

傾
す

る
段

が
あ

る

赤
褐

色
(内

面
の

体
部

は
や

や
自

ぽ
い

)

良
好

T4

土 師 器 ・ 娩

径 高

口 器

12
.8
cm

3.
8c
la

内
面

及
び

口
縁

端
部

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

赤
褐

色
(内

面
、

黄
褐

色
)

良
好

T4
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土 師 器 ・ 娩

口
径
 

■
,9
cm

器
高

 4
.8
cm

磨
滅

著
し

く
不

明
赤

褐
色

(外
面

は
口
縁

近
く
ま
で

黄
褐

色
)

良
好

T4

土 師 器 ・ 筑

口
径

 6
.7
cr
a

器
高

 3
.8
cl
la

磨
滅

著
し

く
不

明

口
縁

端
部

内
面

に
段

を
有

す

赤
褐

色
(内

面
の
一

部
に

う
す

い

黄
自
色

の
部

分
有

り
)

泉
好

T4

上 師 器 ・ 娩

13
4

口
径
 1
3.
6c
m

器
高

 4
.l
cl
n

口
縁

端
部

内
面

に
は
段

が
あ

る

日
縁

部
に
一

つ
穿

孔
が

あ
り
外

面
よ

り
あ

け
た

も
の

と
思

わ
れ

る

磨
滅

著
し

く
調

整
不

明

橙
褐

色
不

良
T4

土 師 器 ・ 娩

口
径
 1
2.
8c
m

器
高

 4
.l
cm

内
面

及
び

口
縁

端
部

外
面

は
ナ

デ
調

整
 

他
は
未

調
整

不
良

T4

土 師 器 ・ 娩

13
6

口
径
 1
3,
2c
m

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

底
部

外
面

未
調

整

口
縁

端
部

は
や

や
外

反
し
内

面
に

は
内

傾
す

る
く
ば

ん
だ
狭

い
面

が
あ

る

黄
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 婉

口
径
 1
3c
m

器
高

 4
.2
cm

口
縁
端
部

内
面

に
は
内
傾

す
る

く
ば

ん
だ
せ

ま
い
面

が
あ

る

内
面
及

び
口
縁
外

面
ナ

デ
調

整
他

は
未

調
整

赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 婉

13
8

径 高

口 器

12
.6
cr
n

3.
6c
la

内
面

及
び

口
縁

外
面

は
ナ

デ
調

整
 

他
は
未

調
整

赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 境

径 高

口 器

13
.4
cl
a

3.
4c
m

内
面
及

び
口
縁

外
面

は
ナ

デ
調

整
 
他

は
未

調
整

橙
自
色

良
好

T4
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「 日
口
径
 1
2.
6c
m

器
高

 3
.8
cm

内
面

に
は
段

を
有

す
る
 

内
面

及
び

日
縁

端
菩
[外

面
ナ

デ
調

整

他
は
未

調
整

内
面

、
橙

褐
色

(
一
部

黒
褐

色
の
小

さ

な
部

分
ア

リ
)

外
面
 

上
面

参
の
一

部
橙
褐

色

そ
の
他
 

黄
褐

色

良
好

T4

土 師 器 ・ 娩

口
径
 1
3.
6c
m

器
高

 4
.O
cm

内
面

及
び

口
縁

端
部

外
面

ナ
デ
調

整

他
は
未

調
整

赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 。 境

14
2

口
径

 1
2.
8c
m

器
高

 4
.O
cm

口
縁

端
部

内
面

に
は

内
傾

し
た
段

が
あ

る

内
面

は
全
体

的
に
 

外
面

は
口
縁

上
部
%に

ナ
デ

が
あ

る

赤
褐

色
(底

部
外

面
は
黒

)
良

好
T4

土 師 器 ・ 塊

口
径

 6
.9
cm

器
高
 3
.9
～

4.
Oc
m(
推

定
)

磨
滅

著
し

く
不

明
。

底
部

の
周

辺
に
指

圧
痕

と
思

わ
れ

る
へ

こ
み

が
数

個
所

み
ら
れ

る

赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 娩

14
4

口
径

 1
0.
6c
m

器
高

 3
.5
cl
n

口
縁

端
著
[は

や
や
外

反
し
、

内
面

に
は
沈

線
が
施

さ
れ

て
い

る

内
面

及
び

回
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

赤
褐

色
(内

面
は

自
っ
ぽ

い
)

良
好

T4

・ 婉
土 師 器

14
5

回
径
 1
5.
6c
m

器
高
  
4,
3c
m

調
整

不
明

赤
褐

色

(内
面

に
黄

自
色

が
一

吉
[残

る
)

良
好

T4

土 師 器 ・ 婉

14
6

回
径

 1
4.
8c
m

器
高

 2
.O
cm

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整

底
部

外
面
未

調
整

橙
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 皿

刀 仕
径 高

口 器

15
,4
cm

2.
4c
m

端
部

内
面

に
は
沈

線
が
認

め
ら
れ

る

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

面 面

内 外

黄
褐

色

橙
褐

色

良
好

T4

土 師 器 ・ 皿

14
8

口
径
 1
8.
2c
m

器
高

 2
.4
cm

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

口
縁

端
部

内
面

に
凹

面
を
有

す
。

橙
褐

色
良

好
T4
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土 師 器 ・ 皿

14
9

口
径
 1
6.
7c
m

器
高

 2
.1
5c
la

底
部

は
未

調
整
 

そ
の
他

部
分

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

口
縁

端
部

内
面

に
凹

面
を
有

す

赤
褐

色

(底
部

の
一

音
[と

内
面

の
一
部

は
黄

白
色

)

良
好

T4

・ 深 皿

土 師 器

口
径

 1
6.
4c
ln

器
高

 3
.8
cl
n

口
縁

端
部

内
面

に
は
段

が
あ

る

内
面

及
び
外

面
ナ

デ
調

整
 

他
は
未

調
整

良
好

T4

土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
6c
m

器
高
 2
.2
5c
m

内
面

及
び

口
縁

端
部

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

平
底

か
ら
屈

曲
 

口
縁

は
や

や
外

反

口
縁

端
部

内
面

に
沈

線
を
有

す
る

黄
褐

色
(外

面
の

一
部

は
赤

褐
色

)
良

好
T4

土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
6c
m

器
高

 2
.9
cm

口
縁

端
部

は
外

方
へ

少
し
肥

厚
し
て

お
り
内

面
に

は
沈

線
が
認

め
ら
れ

る

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

橙
褐

色
胎

土
 

良
好

T4

土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
6.
8c
m

器
高

 2
.4
cl
n

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整

口
縁

端
部

は
丸

い

底
郡

外
面

に
指

圧
痕

が
み

ら
れ

る
(未

調
整

)

赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 皿

口
径

 1
5。

2c
m

器
高

 3
.O
cm

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

短
部

内
面

に
は
沈

線
を
有

す
る

橙
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
4.
8c
m

器
高

 2
.3
cr
a

端
部

内
面

に
は
上

方
へ

の
】巴

厚
の

た
め
沈

線
が

あ
る

内
面

及
び

回
縁

外
面

ナ
デ
調

整
,他

は
未

調
整

橙
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 皿

径 高

口 器

16
cm

2.
4c
ln

口
縁

端
部

内
面

に
沈

線
を
有

す
る

底
部

は
未

調
整
 

そ
の
他

は
表

面
剰

離
の

た
め
不

明
(ヨ

コ
ナ

デ
か

?)

橙
灰

自
色

良
好

T4

土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
3c
m

器
高

 2
.8
cm

内
面
及

び
口
縁

外
面

に
ヨ
コ
ナ

デ
調
整

が
見

ら
れ

る
橙

色
土 成

胎 焼

良
好

良
好

T4
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土 師 器 ・ 皿

口
径
 1
3.
4c
m

器
高

 2
.9
cm

体
著
Iは

上
外

方
に
の

び
口
縁

端
部

や
や

せ
ま

い
面

を
も

ち
丸

い

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
 

他
は
未

調
整

黄
褐

色
(内

面
は

ま
だ

ら
)

良
好

T4

須 恵 器 ・ 邦

口
径

 1
5,
Oc
m

器
高

 6
.l
cm

底
部

の
外

周
の
外

端
に
断

面
台

形
の

高
台

が
底

面
を
接

地
し
て

は
り
つ

く

底
部

外
面

は
未

調
整
 

高
台

は
は

り
つ

け
高

台
 

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

底
都

△
点

と
口
縁

と
高

台
境

面
上

に
高

台
を
は

り
つ

け
る
為

の
ナ

デ
の

時
に
つ

い
た

と
思

わ
れ

る
爪

跡
痕

が
見

ら
れ

る

白
灰

色
や

や
硬

質
T4

・ 高 郭

須 恵 器

16
0

口
径
 

■
.4
cm

高
台
径
 8
,O
cm

高
さ
 7
.4
cm

内
面

底
菩
bは

マ
キ

ア
ゲ

の
た

め
未

調
整

あ
と
は

内
外

面
と

も
ヨ

コ
ナ

デ
底

都
外

面
箆

削
り

円
形

す
か

し
が

2方
向

に
み

ら
れ

る

暗
灰

色
硬

質
T4

須 恵 器 ・ 甦

体
郡

中
位

(最
大

径
付

近
)に

ハ
ケ
原

体
に

よ
る
刺

突
列

点
文

、
そ
の
上

下
に

凹
線

文
を
施

す
 

外
面

肩
部

に
自
然

釉
付

着
、

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

外
面

肩
郡

、
淡

灰
緑

色
(自

然
釉

付
着

の
為
)そ

の
他

、
濃

灰
色

断
面
 

暗
赤

灰
色

硬
質

T4

須 恵 器 ・ 魅

体
部

中
央

よ
り
や

や
上

方
に
円
孔

を
1つ

有
す

る
。

体
部

中
央

よ
り
や

や
上

方
(体

部
最

大
径
)に

ク
シ
原

体
に

よ
る
刺

突
列

点
文

を
施

し
、

そ
の
上

下
に
凹

線
文

を
も
つ

、
そ

の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

外
面

肩
部

、
内

面
底

部
に

自
然

釉
が
付

着
し
て

い
る

外
面

肩
部

乳
褐

灰
色

、
そ
の
他

暗
灰

色

断
面
 

暗
赤

灰
色

硬
質

T4

里 命 ム ロ

須 恵 器 づ づ み 形

脚
柱

下
部

は
内
弯

気
味

の
丸

み
を

も
ち
、

そ
の

上
方

の
く
び

れ
部

分
に
相

対
的

突
線

が
あ

る
。

上
部

は
や

や
外

傾
し
、

そ
の

上
方

に
再

び
相

対
的

突
線

が
施

さ
れ

た
後

、
内
側

に
屈

曲
し
、
台

部
へ

と
つ

な
が

る
と
思

わ
れ

る
。

三
方

に
、

長
方

形
の

ス
カ

シ

孔
が

あ
る
。

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

外
面

に
は
波

状
文

、
カ

キ
ロ

が
施

さ
れ

て
い

る

淡
灰

色
 

外
面
%
 

自
然

釉
の

た
め

暗
灰

色

硬
質

T4

土 師 器 オ 不

16
4

回
径
 1
4c
m

器
高

 3
.7
cm

内
面

及
び

口
縁

端
吉
[ナ

デ
調

整
、
他

は
未

調
整

口
縁

端
部

外
面

に
は

凸
面

を
有

す
(未

調
整

)

う
す

い
赤
褐

色
T4
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・ 郭
黒 色 土 器

高
台
径
 7
.8
cm

赤
褐

色
良

好
T4

・

不

黒 色 土 器

高
台
径

 8
.5
ct
Fl

高
台

貼
り
付

け
淡

赤
褐

色
 

一
部
赤

褐
色

良
好

T4

甕 口 縁

土 師 器

口
径
 1
3.
8c
m

土
師

器
 

甕
口
縁

外
内

器
壁

、
ハ

ケ
に
依

る
調

整
痕

が
残

る

口
縁

ナ
デ

調
整

赤
掘

色
良

好
T4

土 師 器 甕

16
8

外
面

口
径 14
.5
cl
l

体
著
[に

ハ
ケ

ロ
残

る

日
縁

端
部

外
面

に
沈

線
を

き
ざ
む

口
縁

部
ナ

デ
調

整

淡
褐

色
良

好
T4

白 磁 ・ 邪

口
径

 1
7.
6c
ra

端
郡

は
外

反
す

る

外
面

は
強

い
ナ

デ
の

た
め

、
凸

凹
が
生

じ
る

外
面

口
縁

下
以

外
、

つ
け
釉

白
色

硬
質

胎
土
一

黒
色

砂
粒

を
少

し
含

む

T4

土 師 器 ・ 甕

17
0

口
径
 1
9,
2c
m

土
師

器
甕

回
縁

、
ヨ
コ

ナ
デ
 

端
部

外
面

に
雑

な
沈

線
を
め

ぐ
ら
す

体
吉
[内

外
面

と
も
ハ

ケ
ロ

掲
色

良
好

胎
土

一
良

好

T4

土 師 器 甕

口
径

 1
1,
3c
m

口
縁

ナ
デ
調

整
 

体
都

ハ
ケ

ロ

頸
部

に
成

形
時

の
指

圧
痕

残
る

外
面
 

淡
茶
褐

色

内
面
 

淡
赤

褐
色

良
好

T4

土 師 器 ・ 甕

口
径
 2
4.
8c
m

口
縁

内
面

ナ
デ
調

整

口
縁

外
面

ハ
ケ
後

ナ
デ

調
整

体
部

ハ
ケ

ロ
調

整

淡
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 壷

口
径
 1
0.
4c
m

口
縁

周
辺

は
ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
面
体

郡
は

タ
テ

の
ハ

ケ
メ
 

内
面

体
部

は
ナ

ナ
メ

の
ハ

ケ
メ

を
施

す

内
面
 

乳
褐

色

外
面
 

乳
灰

褐
色

(ス
ス
付

着
の

た
め

)

や
や

軟
質

T4
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土 師 器 ・ 甕

口
径

 1
3.
5c
ln

体
部

内
外

面
に
ハ

ケ
メ

ロ
縁

ヨ
コ
ナ

デ

淡
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 甕

口
径
 1
3.
9c
m

体
著
[内

外
面

ハ
ケ

に
よ

る
調

整

口
頸

内
面

ナ
デ

調
整
 

日
頸

外
面

ハ
ケ
後

ナ
デ

調
整

淡
茶
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 甕

口
径
 1
5,
7c
m

口
縁

ハ
ケ
後

ナ
デ

調
整

体
部

ハ
ケ

ロ
 

外
面
下

半
部

磨
き

淡
赤
褐

色
良

好
T4

土 師 器 ・ 甕

17
7

口
径
 2
5,
3c
m

凹
面

を
有

す
る
内
傾

し
た
端

面
を

も
ち
端

吉
Lは

丸
く
収

め
る
。

日
縁

端
都

外
面

は
ヨ

ヨ
ナ

デ
調

整
 

口
縁

内
面

、
体

部
の

内
外

面
は

ナ
ナ

メ
の
ハ

ケ
ロ

を
施

す

内
面

磨
滅

著
し
い
。

内
面
 

乎
Lt
B色

外
面
 

乳
濁

灰
掘

色

や
や

軟
質

T4

・ 雰 蓋

須 恵 器

口
径

 2
0,
2c
ln

全
体

に
磨

滅
著

し
い
体

著
[内

面
に
ハ

ケ
ロ
残

る
。

口
縁

は
ナ

デ
調

整

淡
褐

色
良

好
T4

・ 杯 蓋

須 恵 器

17
9

径 さ

口 一 島

12
.l
cm

4.
2c
ln

外
面

天
丼

箆
削

り
(単

位
不

明
)

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

内
面

全
体

は
暗

灰
色

天
丼

部
の

断
面

、
両

端
は
暗

赤
褐

色
で

中
は
灰

白
色

硬
質

T5

L・
口
径
 1
3.
4c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

天
丼
部

箆
削

り

外
狽
」

暗
灰

色

内
狽
」

淡
灰

色

断
面
 

暗
赤
褐

色

硬
質

T5

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径

 1
2.
2c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
内

面
 

濃
灰

色

外
面
 

赤
灰

色

良
好

T5

・ 罫 蓋

須 恵 器

口
径

 1
3.
7c
ln

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
好

T5
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・ 坪 蓄

須 恵 器

口
径

 1
3.
7c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青

灰
色

硬
質

T5

・ 坪 蓄

須 恵 器

18
4

口
径

 1
4.
5c
la

外
狽
」天

丼
部

箆
削

り
 

残
リ
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

側 側 面

外 内 断

暗
灰

色

淡
灰

色

暗
赤

褐
色

硬
質

T5

須
・ 郭 蓋

恵 器

口
径
 1
2.
3c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
面

の
天

丼
音
[%
箆

削
り

淡
灰

色
硬

質
T5

・ 郭 蓋

須 恵 器

18
6

口
径
 1
3,
7c
m

端
菩
bは

少
し
】巴

厚
し
て
内

傾
す

る
平

面
を
有

す
る
。

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

青
灰

色
(断

面
暗

赤
褐

色
)

堅
緻

T5

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径

 1
3.
3c
m

天
丼
著
[外

面
箆

削
り

内
面

及
び

口
縁
部

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

ヘ
ラ
ケ

ズ
リ
の
方

向
は
左

回
り

淡
灰

色
硬

質
T5

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径

 1
3.
Oc
la

外
面

天
丼
部

は
箆

削
り

他
は

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

内
面
 

濃
灰

色

外
面
 

暗
灰

色

硬
質

T5

・ 郭 身

須 恵 器

底
部

外
面

全
面
箆

削
り

他
は
ナ

デ
調
整

青
灰

色
硬

質
T5

・ 郷 身

須 恵 器

口
径

 1
2.
3c
ln

外
底

面
箆

削
り

他
は

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
(断

面
暗

赤
褐

色
)

硬
質

T5

・ 郭 身

須 恵 器

径 高

口 器

12
cm 5,
5c
m

内
面

と
外

面
の

口
縁

上
ま
で

ヨ
コ
ナ

デ

外
面

口
縁

下
か

ら
底

部
に

か
け

て
箆

削
り

外
面

受
部

下
か

ら
底

音
[全

面
自
然

釉

暗
灰

色
硬

質
T5
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・ 郭 身

須 恵 器

19
2

口
径
 H
.4
cl
n

器
高

 4
.8
cl
n

内
面

と
外

面
底

部
と
の
境

く
ら
い

ま
で

ヨ
コ
ナ

デ

外
面

底
部

箆
削

り

淡
乳
灰

色
硬

質
T5

須
・

恵
郭

器
身

19
3

口
径
 1
3.
4c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
硬

質
T5

・ 郭 身

須 恵 器

19
4

口
径
 1
3.
Oc
m

内
面

、
外

面
%位

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

底
吉
Iは

箆
肖
じ
り

内
面

と
外

面
の
端

郡
か

ら
受

け
部

に
か

け
て

自
色
 

外
面
底

吉
[は

灰
色

や
や
硬

質
T5

・ 郭 身

須 恵 器

口
径

 1
7.
6c
II
n

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

暗
灰

色

断
面

暗
赤

褐
色

硬
質

T5

・ 郭 身

須 恵 器

19
6

口
径
 1
4.
6c
m

外
面

底
部

付
近

箆
削

り

残
リ
ヨ

コ
ナ

デ

淡
灰

色
硬

質
T5

・ 郭 身

須 恵 器

口
径

 9
.8
cr
a

内
外

面
共

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

淡
灰

色
硬

質
T5

・ 豚 身

須 恵 器

口
径

 1
1.
lc
ln

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青

灰
色

硬
質
 

良
好

T5

須
広

恵
口

器
壷

19
9

口
径

 8
,9
cm

体
部

内
面

は
未

調
整

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
 

内
面

口
縁

部
は

自
然

釉
付

着

の
為

自
色

が
多

い

良
好

T5

・ 壷
須 恵 器

20
0

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
硬

質
T5
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・ 高 邦

須 恵 器
20
1

口
径

 1
3.
5c
ln

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

体
部

外
面

(受
部

も
含

む
)に

自
然

釉
付

着

暗
灰

色
硬

質
T5

須
・

恵
tl
Th

器
蓋

20
2

径 高

口 器

12
.2
cm

2.
lc
m

つ
ま
み

は
扁

平
な
擬

宝
珠

形
を

し
、

中
心

か
ら
少

し
ず

れ
た

と
こ

ろ
に
つ

け
ら

れ
て

い
る

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色

鉄
分

沈
着

の
た

め
内

面
ま

ば
ら
に
乳

褐

色
。

硬
質

T5

。 郭 蓋

須 恵 器
20
3

平
ら
な
天

丼
部

の
中
央

に
断

面
宝
珠

形
の
低

い
つ

ま
み

が
つ

く

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
硬

質
T5

・ 罫 蓋

須 恵 器
20
4

口
径
 1
3.
3c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
硬

質
T5

。 堺 蓋

須 恵 器
20
5

日
径

 1
2.
lc
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
端

部
外

面
に

自
然
釉

付
着

重
ね
焼

き
の
跡

が
み

ら
れ

る

淡
灰

色
端

部
外

面
は

わ
ず

か
に
灰

色
が

濃
ぃ

良
好

T5

灰 釉 婉

高
台

径
4,
Oc
ln

高
台

及
び
底

部
は
露

胎
素
地

に
灰

色
釉

青
み

が
か

っ
た

自
色

良
好

T5

・ 郭 蓋

須 恵 器

口
径
 1
4.
4c
m

内
外

面
共

に
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
口
縁

周
辺

は
灰

色

口
縁

天
丼

部
は
淡

灰
色

良
好

T5

灰 釉 陶 器

高
台

径
9.
2c
ln

背
の

高
い

長
方

形
の

高
台

を
有

す
る

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
外

面
は

高
台

上
方

に
よ

り
口
縁

に
か

け
内

面
は
底

部

中
央

部
に
輪

状
に

そ
れ

ぞ
れ
施

釉
さ
れ

て
い

る

白
灰

色
(釉

は
淡

灰
緑

で
釉

が
厚

く
付

着
し
て

い
る
所

は
淡

い
コ
バ

ル
ト
ブ

ル

ー
色

を
呈

す
る

)

良
好

T5

響
赤

器
身

高
台

径
9.
9c
m

断
面

台
形

の
低

い
高

台
が
平

面
を
接

地
さ
せ

て
貼

り
付

け
ら
れ

る

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
外

底
面

(高
台

内
中

央
部

分
)は

未
調
整

淡
灰

色
(口

縁
外

面
は

青
灰

色
)

や
や
軟

質
T5
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須 恵 器 ・ 重

高
台

径
8.
4c
m

底
部

の
ほ
ぼ
外
端

に
断

面
台
形

の
ど
っ

し
り
し
た
高
台

が
平

面
を
接

地
さ
せ
つ

く 全
面

に
ヨ
ヨ
ナ

デ
調
整

淡
灰

色
良

好
T5

須 恵 器 ・ 壷

高
台

径
9.
8c
m

高
台

は
断

面
台
形

で
平

面
を
接

地
さ
せ

て
貼

り
付

く

内
面

底
部

に
一

部
自
然

釉
付

着

底
部

外
面

高
台

内
は

回
転

糸
切

り
の
後

粗
く
ナ

デ
ら
れ

て
い

る

灰
色

(自
然

釉
は
緑

灰
色

)
硬

質
T5

須 恵 器 ・ 甦

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

肩
部

に
一

条
の
沈

線
を
巡

ら
せ

る

肩
部

以
下

濃
灰

色
肩

部
以
上

は
自
然

釉

付
着

の
為

白
っ

ぱ
ぃ

。
内

面
濃

灰
色

硬
質

T5

。 郭 身

須 恵 器
21
3

高
台

径
9.
7c
la

断
面

長
方

形
の

低
い

高
台

が
内
端

を
接

地
さ
せ

て
貼

り
付

く

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
や

や
軟

質
T5

土
付

師
皿

器 台

21
4

底
径

 5
.3
cl
la

底
面

に
糸

切
り
痕

あ
り

ロ
ク

ロ
作

り

黄
味

白
色

生
焼

け
T5

灰 釉 婉

高
台

径
6.
4c
m

背
の

高
い

高
台

が
は

り
つ

く

底
部

外
面

に
回
転

糸
切

痕
が

み
ら
れ

る
 

そ
の

他
は

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
内

面
口

縁
と
底

部
に
施

釉
の

あ
と
が
み

ら
れ

る
 (
底

部
内

面
に
蛇

ノ
ロ
状

露
胎

有
り

)

白
灰

色
硬

質
T5

須 恵 器 ・ 壷

口
径

 1
1.
8c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
硬

質
T・

5

・ 甕
須 恵 器

21
7

口
径
 1
9.
Oc
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

淡
灰

色
硬

質
T5

土 師 質 ・ 皿

口
径
 1
2.
5c
m

器
高
 3
.0
5c
ln

口
縁

外
面

及
び
内
面
横

ナ
デ
他

は
未
調
整

淡
橙

色
砂

粒

ク
サ

リ
レ
キ

含
む

T5
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土 師 器 。 皿

口
径

 9
,4
cm

器
高

 2
.2
cm

内
面

及
び

口
縁

外
面

指
ナ

デ
他

は
未

調
整

橙
色

(口
縁

部
う
す

い
橙

色
)

良
好

T5

か わ ら け

土 師 器 ・

口
径
 1
0.
lc
m

器
高
 1
.0
5c
m

外
面

口
縁

部
は

強
い

ナ
デ

内
面

は
ナ

デ
調

整
 

底
吉
I外

面
は
未

調
整

非
常

に
薄

い
橙

色
(白

っ
ぽ

ぃ
)

T5

土 師 器 ・ 皿

口
径

 1
0。

2c
m

器
高

 1
.5
cm

口
縁

端
部

内
面

に
段

を
有

す
る

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調
整

他
未

調
整

黄
味

白
色

良
好

T5

。 小 皿

黒 色 土 器

22
2

口
径

 1
0。

9c
la

器
高

 2
.9
5c
la

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整
他

未
調

整
黒

(索
地

・
灰

色
)

良
好

T5

土 師 器 ・ 皿

22
3

口
径

 9
.O
cm

器
高
  
2.
2c
m

底
部

未
調
整

内
面

外
面

口
縁

ナ
デ

調
整

薄
茶

色

内
面

底
は

褐
色

良
好

T5

土 師 器 。 皿

22
4

口
径
 1
4.
6c
m

器
高

 2
.4
cm

う
す

い
橙

色

底
部

内
面

の
一

部
黒

色

外
面

の
一

部
褐

色

良
好

T5

土 師 器 ・ 甕

22
5

口
径

 2
0。

3c
rn

口
縁

端
部

内
面

に
段

あ
り

口
縁

内
面

ハ
ケ

ロ
外

面
ナ

デ
(成

形
時

の
指

圧
痕

残
る

)

淡
赤

掲
色

良
好

T5

須 恵 器 ・ 壷

22
6

口
径
 2
1.
2c
m

外
面

肥
厚

部
以

下
カ
キ

ロ
他

は
ヨ

ヨ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
や

や
硬

質
T5

須 恵 器 ・ 盤

22
7

高
台

径
12
.8
cm

平
坦

な
底

部
の

外
端

に
断

面
台
形

の
高

台
が
外

ふ
ん

ば
り
貼

り
つ

い
て

い
る

内
外

面
共

に
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
硬

質
T5
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須 恵 器 ・ 甕

22
8

口
径
  
18
cl
n

内
面

端
部

は
凹

部
を
有

す
る

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

乳
灰

色
硬

質
T5

・ 郭 身

須 恵 器
22
9

九
味

の
あ

る
体

部
か

ら
受

け
部

が
短

く
水

平
に

の
び

先
は

九
い

立
ち
上

り
は

内
傾

し
つ

つ
外

反
す

る
が

先
は
欠

け
て

い
る

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

暗
灰

褐
色

断
面

は
青

灰
色

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

23
0

日
径
 1
1.
2c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
面

受
部

か
ら
底

部
手

前
ま
で

自
然

釉
。

底
部

外
面

箆
削

り

灰
色

(内
面

と
立

ち
あ

が
り
内

外
面

)

暗
紫

色
(外

面
受

部
以

下
と
断

面
)

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

口
径

 1
2.
2c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

底
部

外
面

磨
滅

灰
色

断
面

は
暗

茶
褐

色

硬
質

T6

須 恵 器 邦 身

23
2

口
径
 1
3.
Oc
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
硬

質
T6

須 恵 器 郭 身

口
径

 1
2.
2c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

体
部

、
外

面
、

受
部

に
自
然

釉
付

着
。

内
面

白
灰

色

外
面

底
部

濃
灰

色

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

23
4

口
径
 1
0,
Oc
m

立
ち
上

が
り
は

内
傾

し
つ

つ
端

郡
は

内
面

に
段

を
も
つ

内
外

面
と

も
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
外

面
受

部
よ

り
下

部
は

自
然

釉

内
面

灰
色

、
外

面
は

受
部

よ
り
下

は
自

然
釉

の
為

淡
乳

赤
褐

色

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

口
径

 1
0。

2c
la

器
高

 3
.8
cm

内
外

面
と

も
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

外
面

受
部

よ
り
下

は
自
然

釉

内
外

面
灰

色

外
面

受
部

よ
り
下

は
自
然

釉
の

為
黒

色

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

口
径

 1
0。

lC
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
白
灰

色
や
や
硬

質
T6
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・ 郭 蓋

須 恵 器
23
7

口
径

 1
4,
4c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
天

丼
部

外
面

中
央

部
分

は
箆

切
り

未
調
整

か
?

青
灰

色
(断

面
中

央
は
暗

赤
褐
色

)
硬

質
T6

・ 郭 身

須 恵 器

径 高

口 器

12
.O
cm

3.
3c
m

外
面

底
著
bは

未
調
整
 

そ
の

他
は

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
内

面
と
外

面
底

部
は

自
灰

色

外
面

口
縁

は
灰

色

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

23
9

口
径

 1
4.
2c
ln

器
高

 3
.4
cl
n

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色
 

端
部

へ
近

づ
く
に
つ

れ
て
黒

灰
色

に
近

づ
く

硬
質

T6

須 恵 器 郭 身

24
0

口
径
 1
2.
6c
m

内
外

面
共
 

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
硬

質
T6

・ 杯 蓋

須 恵 器

口
径

 1
3.
2c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
内

面
淡

灰
色

硬
質

T6

須 恵 器 ・ 蓋

24
2

口
径
 1
1.
5c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
硬

質
T6

。 提 瓶

須 恵 器
24
3

口
径

 9
.l
Cm

内
外

共
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

や
や
硬

質
T6

付 壺
須 恵 器 ・ 台

24
4

底
径

 8
.4
cl
n

脚
体

部
に
三

方
の

長
方
形

の
ス

カ
シ
孔

を
も
つ

|I
Th
部
内

面
は

回
転

ナ
デ
調
整

郭
部

外
面

底
部

と
脚

体
部

外
面

に
カ

キ
ロ

を
施

す

内
面

灰
色

外
面

脚
部

内
面

濃
灰

色

脚
部

外
面

白
灰

色

硬
質

T6

台 付 罫 身

須 恵 器 ・ 高

24
5

口
径
 1
0.
3c
m

高
台

径
6.
6c
ln

器
高

 4
。

lc
ln

断
面

台
形

の
高

台
が

少
し
外

に
ふ

ん
ば

り
貼

り
つ

い
て

い
る

内
外

面
共

ヨ
ヨ
ナ

デ

底
部

外
面

に
巻

き
あ

げ
の
跡

が
あ

る
。

灰
色

硬
質

T6
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・ 杯 身

須 恵 器
24
6

径 高 径

口 器 底

10
。

2c
ln

4。
lc
m

7.
lc
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

底
部

外
面

未
調

整

暗
灰

色
硬

質
T6

土 師 器 ・ 皿

24
7

口
径

 1
2,
Oc
ln

器
高

 3
.l
cm

底
部

内
面

と
口
縁

外
面

は
ナ

デ
調
整

底
部

外
面

は
未

調
整

薄
ぃ
橙

色
良

好
T6

土 師 質 ・ 皿

径 高

口 器

10
.2
cm

l.
65
cm

口
縁

著
[外

面
か

ら
内

面
は

ナ
デ
調
整

さ
れ
底

郡
外

面
は

未
調

整
で

あ
る
。

外
面

は
に
ぶ

い
白
味

橙
色

内
面

は
自
味

橙
色

良
好

T6

・ 高 郷

須 恵 器

口
径
 1
0.
8c
m

外
面

底
部

近
く
に

箆
削

り
 

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

口
縁

外
面

の
真

中
に
上

下
に
凹

線
文

を
め

ぐ
ら
せ

た
突

線
が

み
ら
れ

る

そ
の

下
に
上

下
を
凹
線

文
で

囲
ま

れ
た

波
状

文
の

文
様

帯
が

み
ら
れ

る
。

外
面

灰
緑

褐
色

内
面

濃
緑

褐
色

硬
質

T6

・ 郷 蓋

須 恵 器

口
径

 1
5。

3c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
硬

質
T6

・ 杯 蓋

須 恵 器

口
径
 1
8.
2c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
面

に
端

部
に

向
か

つ
て

の
び

る
指

ナ
デ

の
あ

と

灰
色

硬
質

T6

須 恵 器 ・ 壺

25
2

口
径

 1
9.
8c
m

内
外

面
共

ヨ
コ

ナ
デ

調
整

内
面

自
然

釉
付

着

外
面

暗
灰

色

内
面

自
然

灰
釉

硬
質

T6

須 恵 器 ・ 壷

口
径
 1
8.
Oc
m

外
面

日
縁

カ
キ
ロ

そ
の

他
内

外
面

共
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

淡
灰

色
硬

質
T6

須 恵 器 こ 霊

25
4

高
台

径
9.
8c
m

断
面

長
方
形

の
高

台
が
大

き
く
外

へ
ふ

ん
ば

り
内

側
を
接

地

底
部

は
内

外
面

共
未

調
整

そ
の

他
は

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
だ

が
体

部
外

面
に

タ
タ
キ

ロ
を
施

す

外
面

濃
灰

色

内
面

灰
紫

色
(内

面
底

部
%く

ら
い

に

自
褐

緑
色

の
自
然

釉
付

着
)

硬
質

T6
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須 恵 器 ・ 壷

25
5

高
台

径
11
.2
cm

T6

土 師 器 ・ 皿

日
径
 2
0.
5c
m

器
高
  
2.
2c
m

橙
色

良
好

T6

須 恵 器 ・ 甕

25
7

口
径

 2
2.
4c
ln

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

内
面

と
頸

部
に

自
然

釉

内
面

白
灰

色

外
面

暗
灰

色

断
面

乳
赤

褐
色

硬
質

T6

須 恵 器 ・ 壷

口
径

 2
2.
2c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

頸
部

と
端

部
付

近
に

自
然

釉

暗
灰

色
硬

質
T6

須
・

恵 器
蓋

口
径
 1
4.
2c
m

口
縁

内
狽
Jに

内
傾

す
る
端

面
を

も
ち
端

部
は

や
や

外
側

へ
つ

ま
み

出
す

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

内
面

淡
灰

色
外

面
濃

灰
色

硬
質

T7

須
17
h

恵 器
蓋

口
径
 1
4.
2c
m

横
ナ

デ
外

面
%位

箆
削

り
外

面
黒

灰
色

内
面

灰
色

硬
質

T7

郭 　 蓋

須 恵 器
26
1

口
径

 1
0。

2c
la

器
高

 3
.6
cl
n

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
外

面
天

丼
部
%未

調
整

。
淡

灰
色

硬
質

T7

郷 恵 絡
26
2

口
径

 1
1.
6c
ln

器
高

 3
.l
cl
n

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

硬
質

T7

・ ィ 身

須 恵 器
26
3

口
径
 1
1.
8c
m

外
面
底

著
[下

%は
箆

削
り
 
そ
の
他

は
ヨ
コ
ナ
デ
調

整
青
灰

色
硬

質
T7
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・ 邪 身

須 恵 器

口
径
 

■
.O
om

器
高

 5
.l
cm

外
面
底

部
%以

上
箆

削
り
 

他
は

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

淡
灰

色
硬

質
T7

・ 杯 蓋

須 恵 器
26
5

日
径
 1
3,
7o
m

器
高

 4
.6
cm

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
外

側
淡

灰
色

～
暗

灰
色

内
側

立
ち
上

が
り
及

び
断

面
は
淡

黒
褐

色

硬
質

T7

・ 高 杯

須 恵 器
26
6

口
径

 1
0.
4c
ln

日
縁

下
%に

カ
キ

ロ
 

そ
の
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
調

整

口
縁

途
中

に
甘

ぃ
稜

を
と

り
下
%に

カ
キ

ロ
を
施

す

内
側

白
灰

色
(自

然
釉

付
着

)

外
面

濃
灰

色

断
面

赤
潔

灰
色

硬
質

T7

響
資

器
脚

・
部

高
V

26
7

底
径

 8
。

4c
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
 

外
面

に
自
然

釉
付

着
内
側

淡
灰

色
外
根
」暗

灰
色

硬
質

T7

・ 高 邪

須 恵 器

底
径

 9
.2
cm

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
 

外
面

上
半

面
に
カ

キ
ロ
調

整
外

面
黒

灰
色

内
面

淡
灰

色

硬
質

T7

杯 （ 脚 部 ）

須 恵 器 。 高

底
径
 1
0.
Oc
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
 

底
部

内
外

面
に

自
然

釉
付

着
脚

部
外

側
の

み
暗

灰
色

他
淡

灰
色

硬
質

T7

唐 津 皿

口
径

 7
.2
cm

内
面
・

外
面

口
縁

は
施

釉
 

内
面

底
郡

に
砂

目
 

口
縁

端
部

、
内

面
端

部
は

削

り
出

外
面

底
部

は
露

胎

高
台

が
低

く
、

水
平

な
平

面
を
残

す

釉
…

…
薄

緑

断
面

…
灰

色

露
胎

…
に
ぶ

い
橙

色

良
好

T7

・ 不 蓋

須 恵 器
27
1

口
径
 1
5,
Oc
m

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

天
丼

部
に

自
然

釉
付

着
。

淡
灰

色
硬

質
T7

・ 婉
土 師 質 緑 釉

27
2

高
台

径
6.
Oc
m

暗
黄

緑
色

良
好

T7
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婉
黒 色 土 器

27
3

回
径
 1
4.
2c
m

内
面

と
外

面
口
縁

端
部

周
辺

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

外
面

口
縁

端
吉
b以

下
は

未
調
整

外
面

乳
白
色

内
面

及
び
端

部
周

辺
ス

ス
付

着
の

為
乳

灰
色

や
や
軟

質
T7

醐 色 土 器
27
4

口
径

 1
3.
3c
ln

口
縁

端
部

内
面

に
段

が
あ

る

内
面

及
び

日
縁

端
部

内
面

ナ
デ
調
整

外
面

口
縁

端
部

以
下

未
調
整

表
は

乳
色

で
回
縁

は
ス

ス
が
付

着

裏
は

全
体

に
ス

ス
が
付

着
し
て
黒

い

軟
質

T7

灰 釉 婉

，
′

口
径

 1
5.
8c
m

渭
と
さ
  
 5
,4
cm

長
方
形

の
高

い
高

台
は
や

や
外

へ
ふ

ん
ば

っ
て

は
り
つ

い
て

い
る
 

無
釉

ヨ
コ
ナ

デ

淡
灰

色
硬

質
T7

上
ら

師
け

吾
こ

27
6

口
径

 9
。

5c
ll
l

器
高

 1
,9
cm

底
面

に
糸

切
痕

が
見

ら
れ

る
(ロ

ク
ロ
作

り
)

ナ
デ
調
整

黄
味

白
色

軟
質

T7

緑 釉 郭
27
7

口
径

 1
0.
Oc
ln

横
ナ

デ
調
整

で
施

釉
非

常
に
薄

ぃ
橙

色
良

好
T7

脚
ら

台
け

付 か わ

27
8

口
径
 1
1,
4c
m

器
高
 3
.5
0c
m

内
外

面
共

に
ナ

デ
調
整

さ
れ

て
い

る
 

皿
部

内
面

底
郡

に
ハ

ケ
ロ

あ
り

暗
灰

色
(黄

味
が

か
っ
た

)

断
面

は
暗

灰
色

良
好

T7

土 師 器 ・ 婉

27
9

径 高

口 器

12
.4
cm

3.
3c
ln

内
面

及
び

口
縁

外
面

ナ
デ
調

整

底
部

外
面

未
調
整

橙
褐
色

(外
面

)

橙
 

色
(内

面
)

良
好

T7

・ 罫 身

須 恵 器

高
台
径

9。
2c
ln

底
部

は
平
坦

で
外

周
外

端
よ

り
や

や
内

側
に
断

面
台
形

の
高

台
が

や
や

内
側

を

接
地

し
て

貼
り
つ

く

そ
の
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

自
灰

色
や

や
硬

質
T7

。 郭 蓋

須 恵 器

口
径

 1
2.
4c
ln

器
高

 4
.8
cl
n

外
面
天

丼
部
%以

上
削

り
と

オ
コ

ン
他

ナ
デ
調
整

灰
色

軟
質

T8
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・ 不 蓋

須 恵 器

口
径
 1
4.
Oc
m

天
丼

部
外

面
%以

上
箆

削
り
他

ナ
デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 蓋

28
3
筋 唯 　 絲

15
,7
cm

5。
15
cm

天
丼

部
外

面
%削

り
と

オ
コ

ン
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

褐
色

軟
質

T8

須 恵 器 邪 蓋

径 高

回 器

15
.O
cl
n

4.
8c
ln

口
縁

部
に

ス
ス
付

着

天
丼

部
外

面
%以

上
削

り
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
側

灰
色

内
側

茶
褐

色

良
好

T8

須 恵 器 郭 蓋

28
5

口
径

 1
3.
Oc
m

ナ
デ
調
整

口
縁

端
部

内
面

に
段

が
あ

る
。

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 蓋

日
径
 1
2.
5c
m

器
高

 4
.7
cm

天
丼

吉
I外

面
%以

上
箆

起
し
 

削
り
 

他
ナ

デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 蓋

口
径
 1
2.
2c
m

器
高

 3
.6
cm

天
丼

部
外

面
%以

上
削

り
 

中
心

部
箆

起
し
他

ナ
デ

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 琢 蓋

口
径
 1
3.
2c
m

天
丼

部
外

面
箆

削
り
他

ナ
デ
調
整

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 蓋

口
径
 1
3.
Oc
m

天
丼

部
外

面
箆

削
り
他

ナ
デ
調
整

青
灰

色
軟

質
T8

須 恵 器 郭 蓋

口
径
 1
2.
4c
m

天
丼

部
外

面
箆

削
り
他

ナ
デ

調
整

青
灰

色
良

好
T8
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・ 杯 蓋

須 恵 器

口
径
 1
5,
6c
m

天
丼

部
外

面
削

り

他
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
(断

面
レ

ン
ガ
色

)
良

好
T8

須
。 郡 絡

29
2

日
径
 1
3,
7c
m

天
丼

部
外

面
箆

削
り

他
は

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外 内

灰
色

レ
ン
ガ
色

軟
質

T8

。 邪 蓋

須 恵 器
29
3

口
径

 1
5。

2c
m

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

・ 郭 蓋

須 恵 器
29
4

行
程

 1
4.
6c
m

天
丼

部
外

面
削

り

他
ヨ

ヨ
ナ

デ

灰
白
色

(外
は
薄

青
灰

自
色

)
軟

質
T8

須
。 郡 絡

29
5

口
径
 

■
.5
cl
n

天
丼

部
外

面
削

り
そ
の
他

ナ
デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8

・ 郭 蓋

須 恵 器

回
径
 1
2.
Oc
m

天
丼

部
外

面
削

り
他

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

色 色

耗 諏

内 外

軟
質

T8

須． 郡 絲
29
7

口
径
 

■
.4
cm

天
丼

郡
外

面
削

り
他

ナ
デ

調
整

外
側

磨
滅

著
し
い

灰
色

良
好

T8

・ 郭 蓋

須 恵 器

天
丼

部
外

面
削

り
(%
以

上
)他

ナ
デ

調
整

T8

・ 郊 蓋

須 恵 器

独 任 　 古 回

口 器

12
.6
cm

4.
75
cm

天
丼

部
外

面
%程

度
削

り

他
ナ

デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8
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郭 　 蓋

須 恵 器

口
径

 1
3.
2c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 邪 蓋

3C
11

口
径

13
.7
cl
n

外
側
灰

色

内
側

灰
色

軟
T8

須 恵 器 郭 蓋

30
2

復
元
涸
径

11
.8
9n

天
丼
部

外
面

箆
削

り
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 蓋

口
径

11
.8
cl
m

天
丼
部

外
面

肖
Jり

他
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 邪 蓋

復
元
日
径

13
.O
cl
n

天
丼
部

タ
ト面

/以
上

削
り

他
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

薄
レ

ン
ガ
色

(外
が
濃

い
)

軟
T8

須 恵 器 郭 蓋

口
径

14
.O
cl
n

天
丼
部

外
面

削
り

他
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 蓋

30
6

口
径

14
.4
cl
n

天
丼
部

外
面
/以

上
削

り

他
ヨ
コ
ナ
デ
調

整

灰
色

軟
T8

須 恵 器 郭 蓋

30
7

口
径

12
.8
cl
n

天
丼
部

外
面

削
り

他
ヨ
コ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 蓋

30
8

口
径

13
,l
cl
n

ヨ
コ

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8
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須 恵 器 辱 蓋

30
9

口
径

12
.7
cm

天
丼
部

外
面

削
り

他
ヨ
コ
ナ

デ

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 不 蓋

31
0

日
径

 1
3.
4c
la

天
丼
部

外
面
%以

上
削

り

他
ヨ
コ
ナ

デ

青
灰

色
軟

T8

須 恵 器 邦 蓋

つ ０
日
径

 1
3.
Oc
ra

天
丼
部

外
面
%以

上

削
り
他

ナ
デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 邪 蓋

31
2

口
径
 1
4.
4c
m

天
丼
部
外
面
%以

上
ケ
ズ

リ

他
ヨ
コ
ナ
デ
天
丼
部
縁
辺
の
稜

が
退
化

し
て
い
る

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 不 蓋

31
3

器
高

 6
.O
cl
n

天
丼
部

外
面

中
心
部

箆
起

し

他
ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 邪 蓋

31
4

口
径

 1
1.
6c
ll
a

ヨ
コ

ナ
デ
調

整
暗

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 杯 蓋

31
5

口
径
 1
5.
5c
m

天
丼
部

外
面

削
り

他
ヨ
コ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郷 蓋

31
6

口
径

 1
3.
6c
ln

天
丼
部

外
面
縁

辺
の
稜

が
な
い

天
丼
部

外
面

起
し
他

に
ナ

デ
調

整

薄
青
灰
色

良
好

T8

須 恵 器 邦 蓋

復
元
日
径

19
.9
ch

口
径

14
.6
5c
ll
a

器
高
 4
.9
cm

天
丼
部

外
面

箆
削

り

他
ヨ
ヨ
ナ

デ
調
整

青
灰

色
良

好
T8
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須 恵 器 不 蓋

復
元
口
径

19
。
9c
m

器
高
 4
.9
cm

天
丼
部

外
面
縁
辺

の
稜

は
は

つ
き
り
し
な
い
。天

丼
部

起
し
と
削

り
他

は
ヨ
コ
ナ
デ

充
分

に
空

気
抜

き
し
て

い
な

か
っ

た
せ

い
か

ポ
ツ

ポ
ツ

を
一

杯
含

ん
で

い
る

非
常

に
雑

で
荒

い
作

り
方

暗
灰

青
色

良
好

T8

須 恵 器 不 蓋

31
9

口
径
  
13
cl
l

ナ
デ
調

整
少

し
青

い
灰

色
良

好
T8
  
  
1

|

須 恵 器 邪 身

32
0

唯 縞
12
.7
cl
n

6.
3c
m

底
部

外
面

箆
削

り

他
は
ナ
デ
調

整

外
底
部

に
自
然
釉
付
着

青
灰

色
(断

面
レ

ン
ガ
色

)
軟

T8

須 恵 器 郭 身

唯 絲
11
.3
cl
n

5。
05
cl
n

底
部

に
亀

裂
激

し
い

外
面
底
部

箆
削

り
と
箆
起

し
他

は
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

32
2

口
径

 9
.6
cl
n

器
高

 5
,9
5c
ln

底
部

外
面

箆
起

し
他

ナ
デ
調

整

全
体

は
楕

円
形

に
ひ
ず

む

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郷 身

０ じ
復
元
口
径

12
.2
cm

底
菩
Бタ
ト面

箆
肖
げ
り

他
ヨ
コ
ナ
デ

調
整

薄
灰

色
白
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 身

つ ０
口
径

12
.9
5c
m

器
高

 5
,8
cm

底
部

外
面

箆
削

り
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

32
5

口
径
 1
1.
6c
m

器
高
 4
.6
5c
m

底
部

外
面

箆
削

り
、

中
心

郡
箆

起
し
、
他

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

32
6

伽 　 帥

４ 　 ７

０ 　 ５

径 高

口 器

底
部

外
面

箆
削

り

中
央

部
箆

起
し
の
痕

有
り

他
ナ

デ
調

整

灰
青
色

良
好

T8
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須 恵 器 郭 身

32
7

口
径

10
。
05
cm

底
部

外
面

箆
削

り
、
他

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 坪 身

32
8

口
径
 1
1.
9c
m

器
高
 5
,8
5c
ln

底
部

外
面

箆
削

り
、
他

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

32
9

口
径
 1
1.
4c
m

底
部

外
面

箆
削

り
他

ナ
デ
調

整
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

33
0

径 高

口 器

9.
8c
ln

5.
5c
m

体
部
外
面
%以

上
削

り
底
郡
箆
起

し
青

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 身

33
1

日
径

 1
0。

lc
m

ナ
デ
調

整
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

33
2

口
径

 1
0.
Oc
ll
a

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

33
3

口
径
 

■
.8
cm

ヨ
コ

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

33
4

口
径

 9
.O
cm

体
部

面
剰
離

著
し
い
。

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 身

０ じ
回
径

11
.2
cm
cm

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
青

灰
色

良
好

T8
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須 恵 器 堺 身

33
6

口
径

 1
9.
8c
m

底
部

外
面

箆
起

し

他
ナ

デ
調
整

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 杯 身

33
7

唯 絲
12
.3
cm

4.
9c
m

底
菩
トタ

ト
面

箆
肖
」
り

中
心

郡
箆

起
し
痕

有

他
ナ

デ
調

整

灰
自
色

胎
土

良
好

T8

須 恵 器 郭 身

口
径

 1
1.
8c
ra

器
高

 5
.2
cl
n

底
部

外
面

箆
起

し
他

ヨ
コ
ナ

デ

底
部

に
箆

で
横

一
文
字

の
記

号
あ

り

鳩
羽
色

が
か

っ
た
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

口
径

 1
3.
3c
la

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

34
0

口
径

 1
1.
2c
ra

ナ
デ
調

整
薄

青
灰

色
良

好
T3

須 恵 器 郭 身

34
1

口
径

 9
,6
cm

底
部

外
面

箆
削

り

他
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 堺 身

34
2

径 高

口 器

13
.O
cm

5。
9c
m

底
部

外
面

箆
起

し
痕

有

他
ヨ
ヨ
ナ
デ
調
整

灰
白
色

軟
T8

須 恵 器 郭 身

囲
唯 縞

12
.O
cl
t

6.
Oc
m

底
著

Sタ
ト面

箆
削

り

中
心
部

箆
起

し
痕

有

他
ナ

デ
調
整

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 身

34
4

口
径

 1
3.
3c
rn

底
部

外
面

箆
削

り

他
は

ナ
デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8



須 恵 器 郭 身 一 須 恵 器 不 身 一 須 恵 器 郭 身

34
5

34
6

34
7

口
径

13
.5
cm

復
元
口
径
■

.2
9n

器
高

 5
.8
5c
ra

日
径

 1
1.
2c
ln

底
部

外
面

箆
削

り

他
ナ

デ
調

整

底
部

外
面

箆
削

り
他

ナ
デ
調

整

底
部

外
面

削
り
、
他

ナ
デ
調

整

灰
色

良
好

薄
赤

橙
色

(内
は

く
す

ん
で

い
る

)
1軟 | | | | ― 1月

台
土

良
好

| | |

青
灰

色

T8 T8 T8

須 恵 器 郭 身

34
8

口
径
 1
1.
Oc
m

ナ
デ
調

整
青

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 身

34
9

口
径

13
.5
cl
ac
m

ナ
デ
調

整
灰

色
良

T8

| |

須 恵 器 郭 身

35
0

径 高

口 器

11
.8
cm

5.
6c
m

全
体

に
ひ
ず

ん
で

い
る

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

日
径

9.
4c
m

底
部

外
面
箆

削
り
他

ナ
デ
調

整
少

し
青

い
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

35
2

口
径

 9
.5
cm

底
部

外
面

ヘ
ラ
オ

コ
シ
痕

有
、
他

ナ
デ
調

整
青

灰
色

(断
面

鳩
羽
色

)
良

好
T8

須 恵 器 郭 身

35
3

口
径

 9
.5
cm

ナ
デ

調
整

灰
色

良
T8
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須 恵 器 郭 身

35
4

口
径

1l
cm

ナ
デ
調

整
青

灰
色

(断
面

レ
ン
ガ
色

)
良

好
T8

須 恵 器 杯 蓋

35
5

口
径
 1
1.
lc
m

ナ
デ
調

整
青

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 蓋

35
6

口
径

 1
5.
2c
ll
l

天
丼

郡
外

面
削

り

他
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

夕
抑

Jは
磨

滅
著

し
く
不

明
、
一

点
自
然

釉
付

着

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 郭 蓋

35
7

口
径
 1
2.
4c
m

天
丼

部
外

面
削

り
他

ナ
デ
調

整
灰

色
(外

面
自
然

釉
)

良
好

T8

須 恵 器 杯 蓋

35
8

復
元

日
径

14
cl
l

器
高

 4
.5
cl
n

天
丼

部
外

面
箆

起
し
と
削

り
他

は
ナ

デ
調

整
、
天

丼
部

縁
辺

の
稜

は
退

化
し
て

い
る

全
体

と
し
て

ひ
ど

く
ゆ

が
ん

で
い

る
。

灰
色

軟
T8

須 恵 器 邪 蓋

酪 絲
13
.2
cl
n

4.
6c
m

天
丼
部

外
面

削
り
、
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
、
天

丼
部

縁
辺

の
稜

は
退
化

し
て

い
る

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 不 蓋

36
0

口
径
 1
3.
4c
m

ナ
デ
調

整
、
天

丼
部

縁
辺

の
稜

は
退

化
し
て

い
る

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 郷 蓋

36
1

口
径

 1
5。

4c
m

天
丼
部

外
面
箆

削
り
他

ヨ
コ
ナ
デ

天
丼
部

外
面
縁

辺
の
稜

は
消
滅

し
て

い
る

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 杯 蓋

36
2

口
径
 1
3.
8c
m

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

天
丼
部

外
面
縁
辺

の
稜

は
消
滅

し
て

い
る

灰
青
色

良
好

T8
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須 恵 器 郷 蓋

36
3

口
径
  
15
cm

ナ
デ
調

整

天
丼

部
外

面
縁
辺

の
稜

は
退

化
し
て

い
る

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 不 蓋

36
4

口
径
 1
2.
2c
m

ナ
デ
調

整

天
丼
部

外
面
縁
辺

の
稜

は
退

化
し
て

い
る

青
灰

色
良

好
IT
8 
1

須 恵 器 イ 蓋

36
5

口
径
 1
1.
3c
m

器
高

 5
,6
cl
n

底
部

外
面

削
り
他

は
ナ
デ
調

整
T8
  
 1

|

須 恵 器 郷 身

36
6

口
径
 

■
.4
cl
n

ナ
デ
調

整
薄

い
灰

青
色

良
好

T8

須 恵 器 邦 身

36
7

口
径

 1
1.
6c
ll
a

ナ
デ
調

整
薄

い
レ
ン
ガ
色

(断
面
灰
色

)
良

好
T8

高 郷 蓋

須 恵 器

36
8

口
径
 

■
.8
cl
ll

形
が

ひ
ど

く
ゆ
が
ん
で

い
る
 

つ
ま
み
貼

り
付

け
ナ
デ
調

整

天
丼
部

外
面

箆
削

り
 

蓋
音
I他

箇
所

ナ
デ
調

整

青
灰

色
胎

土
良

好
T8
  
  
1

| |

霜 訪 絡

36
9

口
径

 1
3.
8c
m

つ
ま
み
貼

り
付

け
ナ

デ
調

整

天
丼

部
外

面
箆

削
り
他

の
蓋

部
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T8

節 離 縞 ィ

37
0

ツ
マ

ミ
径

3.
2c
m

ナ
デ
調

整
明

青
灰

色
良

好
T8

つ ０
ツ
マ

ミ
径

3.
4c
ln

天
丼
部

外
面

削
り
貼

付
つ

ま
み

ナ
デ
調

整
、

そ
の
他

ナ
デ
調

整
灰

色
良

好
T8
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須 恵 器 高 不

37
2

底
径
 

■
。
2c
lm

方
形

透
し
あ

り
、

ナ
デ
調

整
暗
灰

青
色

良
好

T8

須 恵 器 杯 蓋

37
3

ツ
マ

ミ
径

2.
lc
m

つ
ま
み

ナ
デ
調
整

天
丼
部

外
面

箆
削

り

内
面

ナ
デ
調

整

赤
橙
色

軟
T8

須 恵 器 高 不

37
4

底
径

 8
.9
cl
lt

ナ
デ
調

整

方
形

の
透

し
お

そ
ら

く
三

方

灰
白
色

良
好

T8

須 恵 器 高 不

37
5

底
径

 8
。

lc
ln

ス
カ

シ
孔

が
三

方
に
施

さ
れ

て
い

る
と
思

わ
れ

る
。

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

暗
灰
色

断
面

暗
赤
褐
色

硬
質

T8

須 恵 器 甕

37
6

口
径

 1
9。

2c
la

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 杯 蓋

37
7

口
径
 1
1.
6c
m

天
丼
部

外
面
箆

削
り

他
ヨ
コ
ナ

デ

灰
色

軟
T8

須 恵 器 高 不

37
8

底
径

 8
,2
cl
n

三
方

透
し

灰
色

良
好

T8

須 恵 器 高 邪

37
9

底
径

 1
0.
2c
ln

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 盛

つ ０
口
径
 1
0.
Oc
m

内
外
面

共
に

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

外
面

口
縁

に
7本

一
条

で
原
体

が
櫛

の
波
状

文
が
み

ら
れ

る

外
面
濃

青
灰
色

(暗
緑
色

の
自
然
釉

が

部
分

的
に
残

る
。

)

内
面
淡

灰
色
 (

  
 

″
  
 )

硬
質

T8
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須 恵 器 甦

38
1

口
径
 1
1,
Oc
m

外
面

凹
線

間
に
櫛
描

き
波
】簸

 (
単

位
10
本

か
?)

他
は

ヨ
ヨ
ナ
デ
調

整

淡
灰

褐
色

自
然

釉
は
外
面

暗
緑
灰
色

内
面

乎
L灰

白

堅
緻

T8

須 恵 器 甦

38
2

体
部

中
位

(最
大
径
付
近
)に

ハ
ケ
原
体

に
よ

る
束
J突

列
点

文

そ
の
直
下

に
凹
線

文

暗
灰

色
、

断
面

暗
赤

褐
色

自
然

釉
は
緑
褐

色

(底
部

内
面

に
自
然

釉
付

着
)

硬
質

T8

須 恵 器 邦

38
3

口
径

 9
,2
cl
n

器
高

 4
.O
cl
ll

高
台

径
5,
8c
ln

ナ
デ
調

整

高
台

貼
付

け

薄
青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 壷

38
4

口
縁

は
外
反
気
味

に
開

き
、
上
部

で
段

を
も
っ
て

内
傾

し
て
立

ち
上

が
る
。

端
部

は
欠
失

し
て

い
る
が
、

内
傾

す
る
面

を
も
つ

と
考

え
ら
れ

る
。

外
面
段

の
所

に
実
線

が
1条

巡
る
。

外
面

実
線

以
下

に
2段

に
分

け
て
細

か
い
波
状

文
(刷

毛
原
体

か
?)

他
は

ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面

暗
青

灰
色

内
面

淡
灰

色

硬
質

T8 T

土 師 器 甕

38
5

復
元
口
径

15
,O
cm

ナ
デ
調

整

か
な

り
口
縁

部
に
ユ

ガ
ミ
が
生

じ
て

い
る

青
灰

色
良

好
T8

須 恵 器 壷

38
6

口
径

 1
3,
7c
ln

外
面

突
帯

下
に

櫛
描

き
波

状
文

ヨ
コ

ナ
デ
調

整

外
面

暗
灰

色

内
面
淡

灰
褐
色

断
面

赤
掘
色

堅
級

T8

須 恵 器 甕

０ ０
口

径
 2
2.
6c
ll
l

ナ
デ
調

整
灰

色
軟

T8

灰 釉 婉

口
径

 1
6.
2c
ln

内
面

に
施

釉

内
外
面

と
も

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

淡
灰

色
硬

質
T8



須 恵 器 杯

38
9

口
径
 1
2.
4c
m

口
縁

外
面

中
位

か
ら
底
部

外
面

に
か

け
て

削
り

と
タ
テ

ナ
デ

他
ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整

薄
青

灰
色

良
好

T8

― ― ］ Ｐ ∞ ‐ ‐

黒 色 土 器 塊

39
0

唯 縞
16
.O
cl
m

6.
85
cm

体
部

は
内
弯

気
味

に
の

び
端
部

は
内
面

に
沈
線

が
あ

る

ナ
デ
調

整
内
面

に
炭

素
吸
着

内
面
黒
色

外
面

う
す
褐
色

良
T8

灰 釉 婉

39
1

高
台

径
6.
9c
ln

貼
り
つ

け
高

台
、

全
面

ナ
デ
調

整
。

内
面

に
一

部
釉

が
残

る
灰

色
良

好
T8

灰 釉 婉

39
2

高
台

径
6,
lc
m

内
面

に
一
部

釉
が
残

る
貼

り
つ

け
高
台

素
地

は
灰
色

釉
ぅ
す
緑

良
好

T8

土 師 器 甕

39
3

口
縁

内
面
ハ

ケ
ロ
、
外
面

ヨ
コ
ナ
デ
調

整
。
指
圧

痕
、
巻

き
上

げ
痕
残

る
。

体
部

内
外
面
ハ

ケ
ロ
調
整

淡
乳

赤
褐

色
良

好
T8

土 師 器 皿

39
4

口
径

 1
6。

6c
m

器
高

 2
。

95
cm

底
部

に
指
圧

痕
が
見

ら
れ

る
。

内
面

外
面

口
縁
部

は
ヨ
コ
ナ

デ
調

整
底
部

に
も
部

分
的

に
見

ら
れ

る

底
部

外
面

は
未

調
整

褐
色

良
好

T8

土 師 器 婉

39
5

径 高

口 器

14
.O
cm

6.
35
cm

端
部

は
つ

ま
み
出

さ
れ
て

い
る
。
底

部
外
面

に
は
黒
斑

を
有
す

剣
離

多
く
不

明
、

日
縁

端
部

外
面

に
強

い
ヨ
コ
ナ
デ

薄
い
橙
色

不
良

T8

須 恵 器 不 蓋

39
6

口
径

 1
5。

4c
lt

全
面

ヨ
ヨ

ナ
デ

調
整

青
灰

色
質 好

硬 良

T9

須 恵 器 不 蓋

つ ０
口
径
 1
4.
3c
m

内
外
面

共
ヨ
コ
ナ
デ

調
整

(内
面

は
特

に
強

い
ナ

デ
が
み

ら
れ

る
)

内
外
面

共
青
灰
色

断
面
赤
紫
灰
色

硬
質

T9



須 恵 器 不 身

39
8

卿 　 伽

Ｒ Ｏ 　 つ ０

唯 絲
天

丼
部
%箆

切
り
未

調
整
他

は
ヨ
コ
ナ

デ
淡

灰
色

や
や
硬

質
T9

須 恵 器 不 身

39
9

口
径

 1
1.
Oc
la

底
部
の
%は

箆
削

り
そ
の
他

は
ヨ
コ
ナ
デ
調
整

内
面
淡

青
色

、
外
面

内
よ

り
や
や
濃

い
硬

質
T9

須 恵 器 邦 身

40
0

口
径
 1
2.
6c
m

内
外
面

共
ヨ
コ
ナ

デ
調

整

外
面
下

箆
削

り

灰
色

硬
質

T9

‐ ― ］ Ｐ Φ ‐ ―

須 恵 器 杯 身

40
1

口
径

 1
1.
9c
ln

ヨ
コ
ナ

デ
、
底
部
外

面
%位

箆
削

り
暗
灰
色

硬
質

T9

須 恵 器 郭 身

40
2

口
径
 1
3.
8c
m

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

底
部

は
磨
減

し
て

い
る

灰
色

硬
質

T9

須 恵 器 邪 身

40
3

口
径
 1
0,
7c
m

外
底

面
%箆

削
り

他
は

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

灰
色
 

断
面

暗
赤
褐

色

堅
級

T9

須 恵 器 杯 身

40
4

口
径
 1
2.
0伽

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
硬

質
T9

須 恵 器 好 身

40
5

高
台

径
10
.飾

断
面
方
形

の
低

い
高
台

が
ほ
ぼ
平

面
を
接
地

さ
せ

て
貼

り
付

く

ヨ
コ
ナ
デ
調

整

外
底

面
に
爪
形
圧
痕

が
2列

に
わ
た

つ
て

み
ら
れ

る

青
灰
色
 

断
面

暗
赤
褐

色

堅
緻

T9

須 恵 器 郭 身

40
6

高
台

径
9.
Om

断
面
方
形

の
小

さ
な
低

い
高
台

が
内
端

を
接
地

さ
せ

て
貼

り
付

く

外
底

面
未

調
整
 
他

は
ヨ
コ
ナ
デ

調
整

青
灰
色

(断
面

中
央
赤
褐

色
)

硬
質

T9
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須 恵 器 郭 身

40
7

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ
デ

調
整
 

天
丼
部

外
面

に
粘

上
の

つ
な

ぎ
目
が
み

え
る

灰
青
色

や
や
硬

質
T9

須 恵 器 郭 身

40
8

断
面

長
方
形

の
低

い
高
台

が
貼

り
付

く

ヨ
コ
ナ
デ
調

整

灰
色

堅
緻

T9

土 師 器 ・ 壺

40
9

口
径
 1
6.
8c
m

立
ち
上

が
り
は

ゆ
る
や

か
で

頸
部

で
ナ
ナ

メ
に
刻

目
を
施

し
た
突
帯

を
も
つ

回
縁

は
強

く
外

反
し
外
傾

す
る
端

面
を

も
ち
、
上

に
つ

ま
み
出
す
 

端
面
下

部

に
棒

状
の
浮

文
を
施

す
 

内
面
体

部
は
ハ

ク
離

が
著

し
い
頸
部

近
く
は
指

お
さ

え
跡

が
認

め
ら
れ

る
。
頸

部
よ

り
口
縁
途

中
ま
で

は
箆

削
り
端

部
周
辺

よ

り
、
外

面
は

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

外
面
赤
褐

色

内
面
淡

赤
褐

色

軟
質

T9

縁 　 釉 ・ 耳 皿

41
0

高
台

径
5。

3c
m

高
台

は
断

面
三
角
形

で
内
側

に
段

を
有
す

る
。

口
縁

は
向

か
い

あ
わ
せ

に
内
側

に
折

り
込

ん
で

い
る
。

も
う
一

方
の

回
縁

は
外

に
の

び
か

る
く
外

反
端

部
は
九

く
お

さ
め

る
。

高
台

は
底

部
外
周

に
少

し
ふ

ん
ば

り
ぎ
み

に
貼

り
つ

い
て

い
る

底
部
外

面
に
糸
切

り
痕

あ
り
。

あ
と
は
内

外
面
共

ヨ
コ
ナ
デ

底
部

内
面

に
直
径

5。
2c
ln
ほ

ど
の
二

条
の

円
形
沈

線
を
中
央

に
も
つ

淡
乳

灰
色

や
や
硬

質
T9

灰 釉 ・ 婉

41
1

高
台

径
 7
 c
la

底
部

外
面
 

回
転
糸

切
痕

内
面
外

面
 

は
り

つ
け
部

ま
で

ヨ
コ
ナ
デ
内
外

面
施
釉

が
見

ら
れ

る
。

外
底

面
に
断

面
方
形

状
の

高
台

が
つ

く
。

乳
灰

色
硬

質
T9

須
・

恵
高

器
郷

41
2

三
方

に
長
方
形

ス
カ

シ
孔

を
穿

つ
、

ス
カ

シ
孔
の
部
分

の
外

面
に

カ
キ

ロ
あ

と
は

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

外
面
脚
部

暗
灰
色

他
は
灰
色

(断
面
暗
赤
褐

色
)

硬
質

T9

高 邪 （ 脚 部 ）

須 恵 器

41
3

底
径

 1
0.
6c
ll
l

全
面

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

、
脚
部

外
面
上

方
は
凹
線

状
に
へ

こ
む

暗
灰
色
 

断
面
内
側

暗
灰
色

外
側

暗
赤
褐

色

硬
質

T9

須 恵 器 高 杯

41
4

底
径

 8
.2
cl
n

三
方

に
長
方
形

ス
カ

シ
が
穿

た
れ

る

全
面

ヨ
コ
ナ
デ
、
外

面
ス

カ
シ
の
下

に
少

し
カ
キ

ロ
あ

り

青
灰

色
硬

質
T9
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須 恵 器 二 霊

41
5

口
径
 1
9.
輸

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

内
面

と
口
縁
端

部
周
辺

は
淡

灰
色

回
縁

外
面

は
暗

灰
色

や
や

軟
質

T9

須 恵 器 小 型 壷

41
6

断
面
方
形

の
低

い
高
台

が
内
端

を
接
地

さ
せ

て
貼

り
付

く
ヨ
コ
ナ
デ

調
整

灰
色

、
外

面
体

部
下

半
の

自
然
釉

は
暗
縁
灰
色

硬
質

T9

詠 婉 鮮

41
7

口
縁

は
内
湾

気
味

に
外
へ

開
き

、
端

部
は
玉
縁

状
を
呈

す
る

ロ
ク
ロ
、

ナ
デ
全
面
施
釉

素
地

灰
色

、
釉

褐
色

堅
緻

T9

須 恵 器 。 壷

41
8

口
径
 1
3.
0伽

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

自
灰
色

や
や
硬

質
T9

須 恵 器 。 蜂

41
9

日
径
 6
.輸

全
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
淡

灰
色

や
や
硬

質
T9

黒 色 土 器 婉

42
0

口
径
 1
5.
輸

高
台

径
5。

7帥

端
部

内
面

に
一

条
の
沈

線
を

も
ち
、

丸
く
お

さ
め

る

断
面
三

角
形

の
高
台

が
底

部
外

面
に
ふ

ん
ば

り
気

み
に
貼

り
つ

く
 

内
外

面
共

ヨ
コ
ナ
デ
調

整
、

そ
の

あ
と
に
内

面
体

部
は
花
弁
状
暗

文
、
外

面
は
指
圧

し
て

あ
る
 

日
縁
端

部
箆

磨
き
、

高
台
部

は
ヨ
コ
ナ

デ
外

面
底
部

は
末

調
整

素
地

乳
白
色

、
内

面
一

部
黒
色

一
部
二

次
焼

成
の

た
め
淡

灰
色

や
や
硬

質
T9

黒 色 土 器 ・ 婉

42
1

口
径

 1
5.
Oc
la

器
高

6.
臨

高
台

径
7.
6c
m

長
方
形

の
や

や
高

め
の

高
台

が
先
端

で
接
地

し
て
貼

り
付

く
端

部
内
側

下
に
一

条
の
沈

線
を
巡

ら
す

。

外
面

…
底
部

は
乱

ナ
デ
高
台
周

辺
は

ヨ
ヨ
ナ
デ

調
整
 

体
部

磨
滅

が
著

し
ぃ

内
面
一

日
縁
端

部
外

面
ナ

デ
、

調
整

の
上

に
箆

磨
き

内
面

の
外

面
口
縁

は
黒
色

化

そ
の
他

は
乳

自
褐

色

や
や

軟
質

T9

黒 色 土 器 ・ 婉

42
2

口
径
 1
4.
飾

器
高

 5
.5
cm

高
台

径
5,
45
cl
n

高
台

断
面
三
角
形

で
底
部

外
端

に
先
端

で
接
地

す
る
。

日
縁
周

辺
内
面

と
外

面
に
そ
れ

ぞ
れ
一

条
の
沈
線

を
め

ぐ
ら
す
。

底
部

外
面

ナ
デ
高
台

貼
り
つ

け
高
台

そ
の
他

は
ナ
デ
調
整

の
上

に
内

面
密

な
外

面
は

日
縁
端

部
付

近
は
級

密
な
体

部
下

方
は
斜
格

子
状

の
粗

い
箆
磨

き
を

そ
れ

ぞ
れ
施

す
。
外

面
体

部
は
指
圧

痕
が

み
ら
れ

る
。

内
面

と
日
縁
外

面
黒
色

外
面
 
乳
灰
褐
色

や
や
硬

質
T9
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土 師 器 ・ 皿

42
3

口
径

 1
5。

2c
ln

器
高
 3
.翫

外
面
底
部
 
外

面
口
縁
端

部
 
端

部
及
び
内
面

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

粗
ヨ
コ
ナ
デ

で
口
縁

外
面

に
指

圧
痕
残

る
。

淡
黄
色

や
や

軟
質

T9

灰 釉 婉

42
4

口
径

 1
6。

4c
m

ロ
ク
ロ

成
形

灰
色

良
好

T9

土 師 質 （ 跡 経

42
5

高
台

径
7.
6c
ln

内
面
底
部

と
体

部
の
境

に
沈
線

全
面
的

に
釉

が
ほ

ど
こ
さ
れ
て

い
る
。

高
台

は
貼

り
つ

け
に
よ

る
も
の
で

あ
る
。

緑
釉

。̈ 暗
黄
緑
色

素
地

…
黄
橙
褐
色

底
部

に
ヒ

ビ
わ

れ
T9

灰 釉 ・ 婉

高
台

径
7.
Oc
ln

断
面
四
角

で
ご

く
わ
ず

か
の
凹

面
を

も
つ

外
傾

す
る
端

面
を
有
す

る
高
台

が
貼

り
つ

く

高
台

は
、
貼

り
つ

け
高
台

。
そ
の
他

全
て

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
 
内
面

口
縁

部
に
施

釉
の
跡

が
ご

く
わ
ず

か
に
み

ら
れ

る

白
灰
色

硬
質

T9

（ 中 国 製 ）

白 磁

42
7

高
台

径
5,
4c
ln

底
部
高
台
は
ヘ

ラ
に
よ
る
削

り
出

し
で

あ
る

う
わ
ず

り
の
か
け
方
は
維
で

あ
る

明
白
灰
色

(白
に
近

い
)

う
わ

ぐ
り
部
分

明
白
青
色

(ほ
と
ん

ど
白
色

)

良
好

T9

暗
黄

緑
色

良
好

T9

宛

土 師 質 緑 釉

42
8

高
台

径
6.
4c
ln

高
台

の
つ

い
た
底

部
よ

り
屈

曲
し
て

上
方

べ
の

び
る

高
台

内
面

を
除

い
て
釉

薬
が

ほ
ど

こ
さ
れ

て
い

る
 

内
面

底
部

に
は
沈

線
が

あ

り
、

高
台

内
部

は
て

い
ね

い
に
撫

で
て

い
る

素
地

…
黄
味

白
色

柚
…
 

と
い
緑

良
好

T9

鎌 帥 勁

42
9

ハ
の
字
型

の
高
台

を
も
つ

端
部

は
三
角
形

に
近

い
体

郡
欠
損

貼
り
つ

け
高
台

乳
褐
色

や
や
硬

質
T9

土 師 器 ・ 皿

43
0

口
径

 9
.4
cl
n

高
さ
 1
.5
cl
n

内
面

か
ら
外

面
口
縁

部
%ま

で
が

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

そ
の
他

は
末
調
整
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灰 釉 ・ 婉

43
1

高
台

径
7.
8c
rn

断
面
三
角
形

の
高
台

が
は
貼

つ
い
て

ぃ
る

ヨ
コ
ナ
デ

綿
J毛

ぬ
り
)施

釉
は
内

面

退
化

し
た
沈

線
が
み

ら
れ

る

灰
白
色

硬
質

T9

臨 〔 釉籍 斥

43
2

高
台

径
7.
lc
ln

断
面

の
高
台

は
外
へ

や
や
ふ

ん
ば

り
、

内
端

を
接
地

さ
せ

る

は
り
つ

け
高
台

、
底
部
外

面
糸

切
り
痕
 

そ
の
他

ヨ
コ
ナ
デ

調
整

乳
灰
色

硬
質

T9

緑 釉 娩

43
3

高
台

径
6.
5c
m

高
台

は
や

や
上

部
外

面
に
沈

線
あ

り
、

高
台

内
面

を
除

き
緑

細
が

ほ
ど

こ
さ
れ

れ
て

い
る

高
台

は
、
貼

り
付

式
で

底
部

外
面

(高
台

内
)に

は
糸

切
り
痕

力
残

る

暗
黄

緑
色

(緑
釉

)

素
地
 

黄
灰
色

良
好

T9

か わ ら け

土 師 器

43
4

口
径
 8
.赫

器
高

 0
,6
cl
n

底
部

外
面
未

整
備

そ
の
他

ナ
デ

調
整

黄
味

白
色

軟
質

T9

か わ ら け

土 師 器 ・

径 高

口 器

7.
89
n

O.
6c
m

底
部

は
ほ
ぼ
水
平

で
端

部
が
上

へ
お

ら
れ
て

い
る

内
面

口
縁

外
面
ナ

デ
調
整

と
底
部

外
面
未

調
整

暗
灰

色
良

好
T9

土
か

師
わ

器
ら

。
け

43
6

口
径

 8
.3
cm

器
高

 0
.6
5c
ln

底
部

が
う
す

く
横

に
の

び
丸

く
つ

ま
み
上

げ
ら
れ
て

い
る

底
部
外

面
未
整
備

、
内

面
及

び
日
縁

外
面

ナ
デ
調
整

橙
白
色

軟
質

T9

土
か

師
わ

器
ら

。
け

43
7

径 高

日 器

9.
2c
ln

O.
5c
la

日
縁

端
部

ナ
デ
調

整
暗

灰
色

良
好

T9

土
か

師
わ

器
ら

。
け

43
8

口
径

 9
.6
cl
n

器
高
 0
。

95
cl
n

ナ
デ

調
整

黄
味

白
色

良
好

T9

土
か

師
わ

器
ら

・
け

43
9

口
径

 1
0.
4c
ln

器
高

 1
,3
cm

口
縁

部
ナ

デ
調

整
と
底

部
未

調
整

良
好

T9
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ナ
デ

調
整

白
味

髄
良

好
T9

か わ ら け

土 師 器 ・

酪 絲
1l
cl
a

O。
7c
m

黄
味

白
色

日
縁

部
濃

灰
色

T9

土 師 器

44
1
唯 絲

5。
3c
m

l。
10
om

内
面

及
び

日
縁

外
面
 

ナ
デ
調

整

底
部

外
面
未

調
整

内
外

面
共

に

自
味
橙
色

良
好

T9
土 師 器 ・ 皿

44
2

口
径

10
.8
Cl
m

器
高

 1
.8
0c
ln

外
面
底
部

は
末
調

整
。
外

面
口
縁

部
か

ら
内
面

は
ナ

デ
調
整

さ
れ
、

内
外
面

の
口
縁
部

は
ヨ
コ
ナ
デ

さ
れ
て

い
る
。

薄
褐

色
良

好
T9

土 師 器 ・ 皿

44
3

口
径

 9
。

lc
ln

器
高

 1
,9
cm

ヨ
コ
ナ

デ
調

整

素
地

一
橙
色

暗
い
橙
色
 

外
面
―

一
部

に
う
す

黒

二
次

焼
成

T9
土 師 器 。 皿

44
4

器
高
 1
.5
5m

口
径
 9
.飾

ナ
デ

調
整

天
丼
部

外
両

削
り
 

他
ヨ
コ
ナ
デ
調

整
青

灰
色

良
好

T1
0

須 ． 郡 絡

郷
日
径

14
.飾

白
味

が
か

つ
た
青
灰
色

良
好

T1
0

須
・

恵
rT
h

器
蓋

44
6

口
径

15
cm

天
丼
部

外
面

削
り
 

他
ヨ
コ
ナ

デ

灰
色

良
好

T1
0

・ 不 身

須 恵 器

坐
7

口
径

m.
85
cm

器
高
 3
.Ъ

cl
n

底
部

外
面

削
り
 

他
ナ

デ
調

整

形
と

し
て

も
か

な
り
ゆ
が
ん
で

い
る
。

削
り
非

常
に
荒

れ
て

い
る
。

青
灰
色

良
好

T1
0

・ 邦 身

須 恵 器

44
8

口
径

 1
3.
2c
ln

ナ
デ

調
整
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高 邪 蓋

須 恵 器

44
9

口
径

 1
4.
4c
ln

器
高

 5
.5
cl
la

ツ
マ

ミ
径

2.
8a
n

つ
ま
み

ナ
デ
調
整

天
丼
部
外

面
削

り
 

他
ヨ
コ
ナ

デ
調

整

青
灰

色
良

好
T1
0

高 不 蓋

須 恵 器

45
0

ナ
デ

調
整

青
灰
色

良
好

T1
0

。 高 不

須 恵 器

45
1
酪 絲 降

12
。

lc
ln

9,
Oc
ln

10
,8
cl
n

不
部

外
底

面
と
脚
部
上

半
分

に
カ
キ

ロ
 

他
は

ヨ
コ
ナ
デ

調
整
 

ス
カ

シ
孔

は

円
形

の
も
の

を
三

方
に
穿
つ

、
脚
部
端

面
に
沈

線
が
一

条
巡

る

灰
色

、
脚
部

内
面

中
央

は
暗
灰
色

断
面
 
暗
茶
褐
色

堅
緻

T1
0

須 ． 郡 絡

刀 ■
口
径

 1
3。

4c
ln

つ
ま
み

ナ
デ
調
整

、
天

丼
部
外

面
削

り
、
他

ナ
デ
調
整

青
灰

色
良

好
T1
0

須 ． 郡 絡

45
3

ツ
マ

ミ
径

3.
29
n

天
丼
部
外

面
削

り
外

、
ナ

デ
調
整

内
側

に
自
然
釉

暗
灰
色

T1
0

・ 邪 蓋

須 恵 器

45
4

口
径

 1
2.
9c
ln

天
丼
部

外
面
 

削
り
、
他

ナ
デ
調
整

灰
色

良
好

T1
0

須 恵 器 郭 身

口
径
=1
4.
4c
m

器
高
 4
.3
cm

高
台

径
9,
2c
m

底
郡

外
面

に
箆

起
し
痕

有
他

ヨ
ヨ
ナ

デ
青
灰

色
や

や
軟

T1
0

|

須 恵 器 邦 身

45
6

口
径
 1
4.
6c
m

器
高
  
4.
4c
m

高
台

径
9,
9C
m

断
面

台
形

で
背

の
高

い
高

台
が
接

点
を
外

狽
1に

し
て

外
ふ

ん
ば

り
の

形
で

は
り

つ
く
高

台
貼

は
り
つ

け
高

台
 

そ
の
他

は
ヨ

コ
ナ

デ
調

整

自
灰

色
硬

質
T1
0

須 恵 器 郭 身

45
7

径 高

口 器

11
.4
cm

4,
05
cm

底
部

外
面

削
り
 

他
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
灰

色
良

好
T1
0
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須 恵 器 郭 身

口
径
 1
1.
5c
m

底
部

外
面

は
箆

起
し
と
箆

削
り
 

他
は

ヨ
ヨ
ナ

デ
調

整
薄

灰
色

良
好

T1
0

須 恵 器 堺 身

45
9

日
径
 1
2.
5c
m

底
部

外
面

中
心

部
箆

起
し
痕

周
辺

部
箆

削
り
 

他
ヨ

ヨ
ナ

デ
調

整
灰

色
軟

T1
0

須 恵 器 杯 身

46
0

口
径

 1
2.
8c
ra

ヨ
コ
ナ

デ
調
整

薄
い
灰

色
良

好
T1
0

須 恵 器 孫 身

46
1

回
径
 1
5.
8c
m

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T1
0

須 恵 器 郭 身

46
2

口
径

 1
3.
4c
ln

ナ
デ
調

整
自
灰

色
良

好
T1
0

須 恵 器 郭 身

46
3

口
径

14
cm

底
部

外
面

中
心

部
ヘ

ラ
オ
 

周
辺

部
削

り
 

他
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
全

体
に
磨

滅
ぎ

み

自
灰

色
軟

T1
0

須 ． 郡 緒

46
4

高
台

径
8,
3c
m

ナ
デ
調

整
青
灰

色
良

好
T1
0

・ 郭 身

須 恵 器

46
5

高
台

径
9,
6c
m

ナ
デ
調

整
暗

青
灰

色
良

好
T1
0

・ 郭 身

須 恵 器

46
6

高
台

径
8.
2c
ln

ナ
デ

調
整

青
灰

色
良

好
T1
0
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須
。 訴 緒

46
7

口
径

 1
9.
5c
ln

体
部

内
面

タ
タ
キ
 

他
ヨ

コ
ナ

デ
調

整
灰

色
良

好
T1
0

・ 郊 身

須 恵 器

46
8

高
台

径
 1
0C
In

底
部

外
面

中
央

箆
起

し
 

他
ョ

コ
ナ

デ
調

整
青
灰

色
良

好
T1
0

・ 郭 身

須 恵 器

46
9

高
台

径
 

■
cr
n

底
部

外
面

中
央

箆
起

し
他

ヨ
コ
ナ

デ
調

整
灰

色
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